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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校こう則そく法ほう

第三百一条一文

・暫ざん定てい支配側の教きよう導どう院いんは、被暫定支配側居きよ留りゆう地ちの教導院が持つ権けん限げんを共に有するものとする。

第三百一条二文

・被暫定支配側居留地の教導院は、暫定支配側の教導院が持つ権限を有しないものとする。
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　目を開けると、そこには古びた木もく造ぞうの天てん井じようがあった。

　四し方ほうは吹き抜け。時間は朝だ。

　寝ていた視し界かい、天井を中心に、それでも周囲に見えるのは、森と広場だ。

　山の中の神じん社じやに用意された舞ぶ台たい。そこが自分の寝ていた場所だった。

「──いけないねえ」

　女の声が、身を起こす。膝ひざから下が舞台の縁へりから軒のき下したに垂たれている。

　昨夜、縁に座ったまま、後ろに倒れて眠ってしまったのだ。

　体に触れると、幾いく分ぶんか冷えていた。だが、

「熱が収まったか」

　ジャージの下の体。包ほう帯たいと符ふを重ね巻いた下の肌はだに、熱は無い。

　両腕をあげると、「海野うんの」と名を刺し繡しゆうされたジャージの両りよう腕うでは、問題なく上がった。

　ふむ、と彼女は言う。やや右腕を引く時に眉まゆをひそめるが、

「いいか」

　と腕を戻し、一ひと息いきをつく。すると、

『海野様』

　神社の東側、参さん道どうに至る階段を、上ってくる影があった。

　黒くろ髪かみを束たばねた自じ動どう人形。彼女を見て、海野は眉を上げた。

「望もち月づき、直ったのかい」

『いえ、ただ単にあり合わせのもので可動を得ただけです。──朝食程てい度どならば作る事が出来ますが』

　と、やってきた望月が、風ふ呂ろ敷しきに包んだ重じゆう箱ばこを差し出して、

『横、座ります』

「湿しめってるよ」

『気分がですか』

「まさか」

　海野はそう言って、前を見た。

　舞台は、神社の広場に対し、やや斜めの構え。南東を向いている。

　明かりなど常じよう備びしていない古い神社だ。舞台は日につ照しようを優ゆう先せんとした作りとなっており、海野の座るところから外を見れば、

「あっち、関かん東とう解放、終わってしまったねえ」

『時間が掛かるならば、参さん戦せんするつもりでしたか』

「そのつもりが無くても、した方がいい場合もあれば、しろと言われる事もあるさ」

　だけど、

「そんな暇ひますら無かった。──と、実力不ぶ足そくの言いい訳わけしとくかね」

『見物が出来ただけでも、充分かと』

　望もち月づきが風ふ呂ろ敷しきを解きながら言う台詞せりふに、海野うんのは頷うなずかない。ただ彼女は、

「ここまでかなあ」

『私は降りるつもりです』

「お前はもうちょっと行けるんじゃないかな」

『ならば海野様は降りられるのですね』

「誘ゆう導どう尋じん問もんかー」

　言いつつ、軽い、と海野は思った。

　きっと、偽にせの軽さだと、そこまでは解わかっている。だが、

　……参まいった。

　心の方で、完全に認めてしまっているいろいろな事実を、しがらみとかプライドとか、そう言った外のものが、受け入れようとしてくれない。そんな自分が滑こつ稽けいであるというところまでは解るので、

　……軽くやってかないと、やってられないわな。

「あのさあ」

　海野は言った。

「昨夜、凄すごかったんだよ。向こう、関かん東とうの海側。お前、安あ土づちが来た時、見てなかったろ？」

『いえ、補ほ習しゆうを受けながら、地ち竜りゆうで飛べる方達が空から実じつ況きようしてたので』

「竜りゆう属ぞくの威い厳げんも何もないねえ」

　全く、と海野は呟つぶやく。頰ほお杖づえもつく。

「ボロ負けで、何とかここに帰ってきたってのに、戦せん場じようも歴史も、何もかも遠くになりにけり、ってとこだね」
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　一ひと息いきをついて、海野は思った。

　……運が良かったのか、悪かったのか。

　北ほう条じよう戦せん、蟹かに江え城じようの戦いから自分達が帰き還かん出来たのは、北条の解かい体たいが手配されたがゆえだった。北条が滅めつ亡ぼうする事によって、彼らが持つ権けん益えきの多くが各地に配はい分ぶんされる。後に真さな田だが受け取る割かつ譲じよう地ちや、人員など、そう言ったものを、氏うじ直なお達たちは既すでに用意をしていて、即そく日じつから手配を行ったのだ。

　真田行きの最初の船に、自分達は乗る事が出来た。そして帰ってきて、半日程の治ち療りようの後、関東解放が始まったのだ。

　見ているしか出来ない、というのは事実だが、ならば、とここに来た。

　自分のホーム。そこでいろいろな仕切り直しをしたいと、そうも思ったのだ。

　それどころでは無かった。

　北ほう条じよう戦せんを超える規き模ぼの戦せん闘とうは、艦かん隊たい戦せんを中心に展開し、

「武蔵むさし勢ぜいは、里さと見み解放の他、──M.H.R.R.神聖ローマ帝国でも派は手でにやったってね」

『ネルトリンゲンには中ちゆう等とう部ぶの移動教室で行った事がおありでしたね』

「うちらの方は、ほら、M.H.R.R.との友好の架かけ橋はし云うん々ぬんとか、そこらの時期だったから。

　和お尚しようが結けつ構こうハシャいでたなあ……」

　呟つぶやきの中、仲間の愛あい称しように感かん慨がいが無い。

　随ずい分ぶんと冷えてると、海野うんのは自分をそう思った。冷えて軽い。そんな金きん属ぞくとか、あったっけか。どうだったけか。いや、単に氷でいいようにも思うけど、そこまで格かつ好こうつけたくない。

「だけど、スケール違ったよな」

『関かん東とう解放ですか』

「Ｔｅｓテスタメント．、……何ていうかさ、ほら」

　海野は、言った。

「〝要いらず〟になった時は、悔くやしかった訳わけだ」

『感情がありませんので同意は出来ませんが、立場の強きよう制せい損そん失しつへの抗こう議ぎはあります』

「よく解わからんけどさ、でも、あれだ、ほら」

　蟹かに江え城じようの戦いの事を思い出そうとして、

「────」

　海野は、黄泉よみと化した森の底であった事を、思い出すのをやめた。

　あれは、多分、己おのれの本ほん音ねの何もかもだ。

　あれが自分の、否定したい自分と、そうありたい自分。

　でも、ここは〝皆〟の場所だ。

　だから海野は、あの時の事を否定しないようにしようと気を付けながら、思いを一つ飛び越えて、次に向けた。それは、

「関東解放を見ていてさ、こう思ったんだ。──ああ、私達のしてた事って、実はあんまし、何の役にも立ってないんじゃないか、って」

『無む力りよく感かんですか』

「んー、ちょっと違う。それは〝要らず〟になった悔しさに直結するし。──私達は無力じゃないぞ、って、悔しくなる事もあった訳だし」

　だとすれば、と望もち月づきが言った。

『関東解放に私どもは関わっていないので、……悔しさというものが、直結しにくい無力感を得てしまっているのですね』

「望もち月づき、何でそう難しい言い方すんの……」

『性しよう分ぶんですので』

　どうぞ、と望月が重じゆう箱ばこを掲かかげた。中にあるのは、煮に物ものと焼き魚。魚は骨を抜いているのを見るからに、指先の動きをテストしたかったのだろう。あとは軽い混ぜ御ご飯はんと、

「茶は？」

『今、防水加か工こうしてませんので』

　左さ様ようか、と海野うんのは頷うなずいた。南東の空。ここから遠くに霞かすむ朝の空気の向こうでは、安あ土づちの影が見えている。

　あれだけが、関かん東とう解放の名残なごりだ。

「どうしたもんかなあ」

　燻くすぶっていいのかどうか。

　本ほん音ねは、あの黄泉よみに置いてきていないと思う。何しろ、立たち花ばな・誾ぎんの攻こう撃げきで気を失い、目を覚ました時、浅あさ間ま神じん社じやの巫女みこによる応おう急きゆう処しよ置ちをされていた。

　それを忘れる程の馬ば鹿かじゃない。

　結論は見えているが、その猶ゆう予よとしての今があるのだろう。

　きっと、気分が何処どこかで落ち着いた時、降りるとは思うのだが、

「夏休みか」

　考えるにはいい期間だ。

　真さな田だ内、戻ってきたばかりで、自分の方では真田がどう動いていくのかを捉とらえていない。

　要いらずの内、穴あな山やまと由ゆ里り、根ね津づは、関せきヶ原はらに向けて出て行ったと聞いたが、

「私は、どうするかなあ」

　そう言っている間に、他は動き、どんどん距きよ離りを空あけられていくのだろう。特に、

「──武蔵むさし勢ぜいとか、既すでに夏休みの中で暗あん躍やくする予定たててんだろうね」

『知らないのですか』

「何を？」

『武蔵勢、筧かけい・虎とら秀ひで様の突とつ撃げき時じにテスト答とう案あんを損そん失しつしたとかで、今日きようは補ほ習しゆうです。

　何やら数教きよう科か、再さい試しだそうで。

　先さき程ほど虎秀様への責任追つい及きゆうが武蔵の代表委員長から来ているので、虎秀様は逃げました』

　ある意味一いつ矢し報むくいていたのだろうか、と、海野は口を横に開いた。

　空を見れば、森に囲まれた広場の形で、薄い青の色が見えた。

「──今日は暑くなりそうだな」
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　夏の日差しがある。

　青の空の高い位置から、透とう明めいなのに熱をもって降ってくる全面光こう。

　その照り付け以外に、光は地面に影を強く作る事で己おのれを主張する。

　そして大だい地ちに大きな影があった。

　空に、巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつがあるのだ。

　八艦かんからなる大型艦。全長八キロを下らぬ全容は、〝武蔵むさし〟の名と共に、それぞれの艦かん名めいが白く刻こく印いんされている。

　武蔵のいる場所は緑みどりの平野の上空だった。北には東西に渡る広い内うち海うみを置いた場所。

　四し国こくの北東沿えん岸がんだ。

　その地に影を落とす武蔵は、上面から陽かげ炎ろうを生んでいた。

　昼だ。冷れい却きやくのため、全艦は時とき折おりに霧きりを纏まとい、空に莫ばく大だいな雲を作っていた。

　しかし、武蔵上は幾いくつもの影が存在した。しかも、熱気の中を動く姿すがたで、だ。

「くっそお──!!」

　声が空に響ひびいている。

「期末テストやり直しって、大たい半はんは実技じゃねえかあ──!!」
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　この時期の武蔵上は、暑いというか、熱いんだよなあ、と正まさ純ずみは思った。

　自分がいるのは、影の中。武蔵の全容に近い姿を見通せるのは、ここが艦かん尾びの高い位置にあるからだ。

　正純のいる場所。それは、

「生徒会居きよ室しつを作っておいて良かったよ」

　畳たたみ敷じきの部屋。背の低い窓は全面開放だ。

　今、正純は、低い窓まど際ぎわに肘ひじをつき、崩くずした脚あしを畳に這はわせていた。走狗マウスのツキノワも、

　……高級設定のせいか、暑さを感じるんだなあ。

　小さなオオアリクイは、最初は窓下の端はしに乗っていたのだが、体温で温まるごとに移動して、今は逆ぎやく端はしの方にまで転がっている。とはいえ、こちらの手が届く範囲にいるのは賢かしこいし、可愛かわいいからこれもまた良し。背後からは、

「正純様、次のテスト時間まで、麦むぎ茶ちやなどどうですか」

「ああ、貰もらおう」

　ホライゾンの声に頷うなずくと、右腕うでと左腕が湯ゆ飲のみに冷えた麦茶を淹いれて持ってきた。ささ、どうぞ、というジェスチャーつきで渡された湯飲みをとると、両腕が戻っていく。

　後ろをちらりと見ると、足四よんの字じを馬ば鹿かに掛けているホライゾンがいた。

　ホライゾンが勢い付けて後ろに背を何度も倒すたびに馬鹿が仰のけ反ぞってアウアウ言ってて、馬鹿姉が床叩たたいて「愚ぐ弟てい!?　ギブ!?　ギブアップ!?」などとやっていて、ミトツダイラも「我が王！　ここまで来たらタップは無しですのよ!?」とか言ってるし、浅あさ間まも「あ、すみません、麦むぎ茶ちや運ぶのでちょっと頭の上通りますねトーリ君」などとやっているから、つまりいつも通りだなコレは。

　二ふた代よは寝ているし、メアリとクロスユナイトは次のテスト用の勉強をしているし、

「お」

　そして風が来た。武蔵むさし上じようを吹く風は、基本、表ひよう層そう部ぶの熱をはらんで来る。ゆえに打ち水や艦かん洗せん浄じよう用ようの導どう管かんからのミストが奨しよう励れいされているが、

「熱はあるが、水みず気けはすぐに舞いあがってしまって、全体は乾いてる風だな」

「ここは特に、教きよう導どう院いんに上がる階段と、校庭を吹いて来た風ですからねー」

　窓まど際ぎわ席、向むか井いとテスト勉強をしているバルフェットが言う。彼女はコークスペンを文ふ机づくえに置くと、後ろ髪がみを上げ直し、

「三さん限げん終わったらまた水を撒まくと思うんで、そうなったら風も涼しくなりますよ」

「ん。……その頃ころには、日も、傾く、し」

「だけどその頃が、暑さとしてはピークだね」

　窓際。桟さんに足を掛けて座っているネシンバラが、前髪を風に流しながら、

「夏は、まだまだ僕達を試しているかのようだ……」

　コイツの痛さは全ぜん方ほう位い可能なのか、と思う正まさ純ずみの視し界かいの端はし。畳たたみに突っ伏して寝ていたナルゼが身を起こし、ネシンバラを見た。

　彼女は、眉まゆを歪ゆがめた笑えみを作ると、

「アンタ、入にゆう稿こうは」

「フ、……夏は僕達を試していると、そう言っただろう」

「うちの一いつ斉せい入稿に便びん乗じようしないと、逆に割高食らうわよ？」

「覚かく悟ごは出来ているとも」

　ネシンバラが言うと、ナルゼが魔術陣マギノフイグーアを開いた。通信設定にされたそれに、ナルゼはややあってから、

「あ、カッパ印いん刷さつ？　あー、はいはいはんＱはんＱ、で、カッパ店長、──うちの文ぶん芸げい部ぶが入稿ガチ遅れを開き直ってるから、うちの早はや割わり分ぶん、そっちから搾しぼっていいから。

　Ｊｕｄジヤツジ．、その分、うちのをもっと安くして欲しいわ」

「ナ、ナルゼ君！　言いい訳わけの余よ地ちを与えないつもりだね！」

　見ると、既すでにナルゼは畳に置かれた座ざ布ぶ団とんに突つっ伏ぷして寝ている。横でナイトが団扇うちわと翼つばさを使って仰あおいでいるが、ナルゼは起きる気け配はいを一切見せない。

　……オンオフが激し過ぎだろう……。

　しみじみ思うが、有ゆう翼よく族ぞくはその身しん体たい構こう造ぞう上、血けつ圧あつ高めなのでそれでいいのかもしれない。

　と、不ふ意いに新しい風が来た

　吹く大たい気きの揺らぎには匂においが混じっていた。何か香こうばしいような、しかし微かすかに甘いような、重さのある匂いだ。

「これは──」

　何処どこかで嗅かいだ事がある匂いだ。

　すると浅あさ間まが、ナイトに紙グラスの麦むぎ茶ちやを渡しながら振り向く。

「うどんですよ。下、うどん王国なんで」

「讃岐さぬきだろ」

　いや、と言ったのは、表示枠サインフレームでやはり次のテストの確かく認にんをしていたウルキアガだ。

「讃岐に我々が来た事になると、讃岐の国に迷めい惑わくが掛かる事になると、──ゆえにここは、讃岐に来たのではなく、聖せい譜ふ記き述じゆつの傍ぼう論ろんにある〝うどん王国〟に来た事にしようと、そう言ったのは貴き様さまだぞ、正まさ純ずみ」

「まあ確かにそう言ったけどなー」

　仕方ないわね、とフォローの一ひと言ことをくれたのは伊だ達て家け副ふく長ちようだ。彼女は、ウルキアガの表示枠のページを、彼に確認もとらずにめくりながら、

「──四国は世界的にまだ発見されてない土地だもの。各かつ国こくの暫ざん定てい支配は、極きよく東とう居きよ留りゆう地ちを通じて間接的に行われているだけで、ネルトリンゲン戦を終えた武蔵むさしが休きゆう息そく兼けん補ほ給きゆう地ちとして入るにはいい場所だわ」

　でも、

「……だからこそ、極東側に迷惑は掛けられないわね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、聖せい連れん、関係諸しよ国こくとしても、ネルトリンゲンに介かい入にゆうして、更さらには瑞典スウエーデン総そう長ちようを保ほ護ごした武蔵が聖連関係の土地にいるのは避けたいだろう。その意味で、今の武蔵に関かん与よしようという国はまず無いと思うので、安全と言えば安全だとは思う」

　おいよ、とナイトが手を挙げる。

「でも、どうすんの？　関かん東とうに戻らないの？」

　問い掛けに、正純は腕を組んで唸うなった。

「……正直言うと、こっちにいたい。何故なぜなら、本ほん能のう寺じの変へんに介入すると決めてはいるが、関東にいてはそんな事絶対に出来ないからだ」

　だが、と正純は一枚の表示枠を出した。それは聖連から、教きよう導どう院いん経けい由ゆへと回ってきたもので、

「聖連はこう言っている。──八月十日に、関東に戻れと」
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「八月十日？　何でそんな日付が指定されているの？」

　伊達家副長の疑問に、正純は頷うなずいた。

「一応、こちらとしては、期末テストの補ほ習しゆうを行う事と、瑞典総長をどうするか、瑞典側や本人との調ちよう整せいがあるため、無む闇やみに武蔵むさしを動かせないという事を告げてある」

　だが、

「それを経た上での十日、だ。……無む論ろん、関かん東とうにいる安あ土づちの件もあるだろうな」

　その言葉に顔を上げたのは、ミトツダイラだ。彼女は表示枠サインフレームを広げ、

「関東からの報告では、安土は主加か速そく器きや表ひよう層そう部ぶを破は壊かいされ、補ほ修しゆう中ちゆうだそうですわね。

　……だからそれが直るまで、武蔵には関東に入るな、と？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そういう事だろう。もし、今の安土に対し、武蔵や毛もう里り、里さと見みを初めとした関東勢が強きよう襲しゆうを掛けたら、安土とて無ぶ事じでは済むまい」

「沈められないかな？」

「──竜りゆう脈みやく炉ろとやらを持っている可能性が有る」

　告げた言葉に、皆が息を詰めた。

「羽は柴しばとしても、現状でそれを使えば、今以上に関東から嫌けん悪おを得る。そしてまた、慶けい長ちようの役えきは終わったから、関東の占せん領りようは出来ないんだ。──だから羽柴は竜脈炉を使わない。そう信じるしか無い」

「だけど武蔵が来たら解わからない。そういう事ね」

　ナルゼの声に、正まさ純ずみは頷うなずいた。

「ゆえに安土の補修が終わる十日に移動しろと、聖せい連れんはそう言っているんだ」

「じゃあ、そうするんですの？」

　うーん、とこっちは唸うなるしかない。

　だが、唸ってばかりもいられない。あのな、と前置きした上で、正純は言った。

「関東に戻ったら、恐らく、そこに封じられ、、こっちに戻ってくるのは至し難なんとなる。

　だけど、本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうがあるだろ？」

　言うと、ネシンバラが手を上げた。視線を向けると、彼は一度髪かみを搔かき上げて、

「質問だけど、──本能寺の変は、一体いつだと思うんだい？　貧ひん多だ君くん」

「私の見立てでは、間違いなく、夏休み終しゆう盤ばんか、直後くらいだ」

「……そんな遅い時期なんですの？」

　恐らくそうだ、と正純は応じ、ある事に気付いた。

　皆が、勉強の手や、四よんの字じ固がためをやめて、こちらを注ちゆう視ししているのだ。

　……もう勉強って顔じゃないなあ。

　仕方ないと思いつつ、正純は座り直す事にした。窓まど際ぎわのツキノワを肩に乗せて、手元に表示枠を一枚出す。

「じゃあいいか。何故なぜ、本能寺の変が、夏休みの終盤か、直後だと言えるのか。

　その辺り、ちょっと話をしよう」
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「──では、本ほん能のう寺じの変へんが八月末以い降こうだと言う推すい論ろんについて、話をしよう」

　生徒会居きよ室しつの窓まど際ぎわ。正まさ純ずみは、背から風を受けながら一ひと息いきを入れた。

　皆がこちらを見ているのを理解の上で、

　……さて。

　正純は言葉を続けた。

「本能寺の変が生じる時期というのは、正直、私には解わかってはいない。基本は推すい測そくだ」

　だが、恐らく、こうだろう、と自分は思っている。

　予測される時期、それは、

「八月後半。そこから、九月の初しよ旬じゆんだろう」

「夏休み後も想そう定ていされますのね？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷うなずいた。

「大たい国こくのリーダーが引いん退たいするんだ。P.A.Odaは敵も多いが、味み方かたとなる同どう盟めい国こくや関係国も多い。P.A.Oda内部では、夏休みで安全に引退と引ひき継つぎを出来るだろうが、そういった仲間の国を考えたら、夏休み後に行って足並みを揃そろえる方が大だい事じだろう」

「大国ならではの機き微びというやつで御ご座ざるな」

　クロスユナイトの言葉に、メアリが感心したように頷いている。

　よく考えたらメアリのいた英国は、強国ではあるが、大国ではない。こういった観点の話は興きよう味み深いのだろう。

　ゆえに、正純は言葉を重ねる。

「引き継ぎなどがあって、九月入り際ぎわとなった場合、九月の第一週を中心として、その前後だ。一週間、というターンは重要だから、その辺りを注ちゆう視しする必要がある」

　だから、

「今後、P.A.Odaの動どう静せいは見ておくべきだ。何しろ、本能寺の変がいつ起きるかは、幾いくつかの要よう因いんで決まる事で、恐らくP.A.Oda側でも確定出来ないからだ」

「へ？　そうなの？」

　馬ば鹿かが、顔を上げた。

「何だよあいつら。人にメーワク掛けまくってて、自分達おろそかかよ？」

「まあそう言うな。大国なんだ」

　と正純は、皆に向けて、右の指を三本立てた。

「本能寺の変の変へん動どう要素は幾つかある」

　まず一つ目。

「第一に、──単純に、スケジュールが押して間に合わなかった場合。

　これはもう、歴史再さい現げんだとよくある事だ。大だい規き模ぼなものでは準備も掛かる。思わぬところで遅れが積み重なっていく事は、多分、現状では誰だれにも予測出来ていないと思う。

　予測出来ていたら、対たい処しよが為なされる筈はずだしな」

　ふむ、と皆が頷うなずいたところで、正まさ純ずみは言葉を重ねた。

「第二にあるのは、──他国の干かん渉しようだ。まあ、ぶっちゃけると、私達がどう動くか。また、P.A.Odaに対たい抗こうしようとする国がどう動くかで、予定は変動する可能性がある」

　そして第三が、と正純は言った。

「第三に、──教きよう譜ふ的なものだ」
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　教譜？　と皆が首を傾かしげるのを、浅あさ間まは見た。

　教譜が何で国家の予定を、という雰ふん囲い気きに繫つながる前に、浅間は手を上げる。

　自分には解わかる事があるのだ。それは、神しん道とうの得意とするところ。要するに、

「吉きち日じつとかの、日の周りですね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そういう事だ」

　正純が頷く。

「大規模な事業では、当然のように大規模な術じゆつ式しきが使用される。そして術式を展開するならば、教譜が〝有利な日〟を指定している筈だ。神道では吉日、他教譜では、休日や、特定の季き節せつ祭など、そういったものがある。

　国内だけで、他国の干渉を受けないならば、そう言った日を利用して、国が持つ流りゆう体たい槽そうの無む駄だな消しよう費ひを節せつ約やくし、最大効果を上げに来るだろう」

「P.A.Odaだと、神道？　ムラサイ？」

　ナルゼの問いに、浅間は応じた。

「それはちょっと、解りません」

「そうなの？　浅間も解んねえの？」

「いやまあ、何を基き軸じくとするか、というのもあるんですよ」

　だってほら、

「神道の吉日って、大たい安あんとか、友とも引びきとか、そういう〝用よう途と〟の区分けがあるんです。

　ムラサイだって同どう様ようですから、そのどれを用いるのか、または複合とかになると、ちょっと解りにくい部分があります。ただ──」

　浅間は、表示枠サインフレームを展開した。

　それは、極きよく東とうの概がい要よう図ずだ。各地の主力神じん社じやが表ひよう示じされており、極東全体は、角かく柱ちゆうを敷しき詰めて作った波のようなもので覆おおわれていた。

　三み河かわ周辺と、江え戸ど湾わん近辺の波が高いが、

「これ、各地の神じん社じやからリアルタイムで送られてきている地ち脈みやく状況です。こっちに来る前に、ちょっと見た人もいると思うんですが、コレ、IZUMOで集計してるんですね。

　でも、P.A.Odaは自分達の情報を出さず、参加してないんです」

　だけど、と言おうとした時、彼が言葉をくれた。

「それでも、どうにかして解わかるんだろ？」

「え？　あ、はい、そうですね。──やはりP.A.Oda側で、大だい規き模ぼな流りゆう体たい消しよう費ひなどを行えば、周辺地ち域いきには余よ波はが計けい測そくされます。あとは、それを見み逃のがさないようにすれば──」

「当日、解っても遅いんじゃないですか？」

　アデーレの問いに、浅あさ間まは首を横に振った。

「大だい事じ業ぎようなら、リハーサルがありますよ。流体槽そうを大きく展開するなら、その開放と稼か働どうは確かく認にんしないといけませんし。そういったものの余波は出ると思います」

　成なる程ほど、とアデーレが得とく心しんする一方。ホライゾンが両の親おや指ゆびを上げて見せた。

「あとは、そこを見逃さねばいいという事ですね？　流石さすがは浅間様、射うったり撃げき沈ちんしたりぶちぬいたり沈めたりと、それだけで収まらぬ活かつ躍やく……！」

「あれあれ、私何だか戦力扱いされてません、か……」

　皆が視線をそらしたのは何故なぜだろう。

「ただ、リハが行われた日に注ちゆう目もくですね。その吉きち日じつの、次、またはその次とかの周期が、本ほん番ばんになると思われますから」

　成程、とアデーレが頷うなずいた。彼女は一ひと息いきをついて、

「後は、じゃあ、どうやって介かい入にゆうするか、ですね」

　ああ、と正まさ純ずみが頷いた。

「そこが問題だ」
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　正純は、腕を組んで唸うなった。

　さっきから、こればっかだな、と思いながら、

「介入するには、下準備が必要だ。一週間。出来れば二週間有れば、物事が回る〝一週間〟という単たん位いを二度使えるので、準備は万ばん端たんとなろう」

　だから、

「欲を言えば、八月二十日前後に、こっちにいたい訳わけだ」

「でも、関かん東とうに戻れば、もうその機き会かいはない訳ですね。正純様」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷いた。腕を解き、肩をすくめ、

「何か理由をつけて、こっちに居座りたい、というのが私の本ほん音ねだな」

「今いま更さらだけど、瑞典スウエーデンに行けば良かったんじゃないかな？」

「んー……。それをやったら、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク領りよう邦ほうが武蔵むさしを超ちよう警けい戒かいするぞ」

　だから、と、そこまで言って、しかし正まさ純ずみは窓の外を見た。

　武蔵の外。艦かんの下から、いつの間にか白い色が幾いくつも上がっているのだ。あれは、

「……下から来てるのは、これ、炊すい事じの煙で御ご座ざるか。無む茶ちや苦く茶ちや上がってるで御座るな」

「点てん蔵ぞう様……、よく考えると、今、武蔵は高度六キロ程にいるのに、うどんの炊すい煙えんが上がってこれるのは凄すごいですね……」

「それはここがうどん王国だからでしょうね」

　バルフェットが、眼鏡めがねを上げ直し、表示枠サインフレームを開いて言う。

「自分、興きよう味み本ほん位いで調べたんですが、うどん王国ではありとあらゆる事がうどん基準で、陸りく港みなとの水道からはうどんのつゆが出るそうです」

　何処どこまで本当なのか解わからないが、ここまで上がってくる炊すい事じの蒸じよう気きとなると、どれだけの量が湯ゆ搔がかれているのか。

「つーか、これ、雲になるだろ」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　讃さ……、うどん王国のうどん雲は有名ですよ！」

　バルフェットが顔横に〝うどん王国観光マップ〟を即そく出だしする辺り、今日きようのテストが終わったら下に繰り出すつもりなのだろう。

　タフだなあ、と思うが、

　……あ。

　正純は、今いま更さらながらに思い出した。

「私達さ……」

　呟つぶやいた自分。それに対し、皆が身動きを一いつ瞬しゆん留めた。

　何事か、という視線に向け、正純は努めて楽な表情で言う。

「──今朝けさ方がたまで、戦争やってたんだよな」

「忘れるなよ！」

　皆からツッコミを食らった。
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「──まあ、再テスト前で気がとっちらかってるの解るけどさ」

　と、生徒会居きよ室しつの壁かべ際ぎわで、ナイトはナルゼに風を送りつつ言う。

「でも、朝食に何喰ったっけ系けいの言い方で、〝戦争やってたんだよな〟とか言い出すとか、やっぱセージュンだよね」

「うーん、見事に日常に戻ってきたからなあ……」

「小しよう生せい思いますに、まだ日常ではなく、戦せん争そう状態だと思いますけどね」

　小型氷ひ室むろの氷を補ほ充じゆうに来た御お広ひろ敷しきが示す窓。その向こうでは校庭での実技テストが行われている。

　首を伸ばして窺うかがえば、二年生の男子に対し、半はん魚ぎよ人じん系けいの体育教きよう師しが、

「いいかあ貴き様さまら！　今日きようは再テストの実技と言う事で、この炎えん天てん下かの下で丘水すい泳えいをやって貰もらう事になった！」

「丘水泳……!?」

　水泳パンツ姿すがたの学生の一人が、手を上げる。

「先生！　校庭の左さ舷げん側を見て下さい！　──そこにあるプールは飾りですか!?」

「あっちは女子が２クラス合同で使っていて結論だけ言うと貴様らの価か値ちはそんなものだ！」

　ただな、と体育教師が言った。よろけ、校庭に倒れながら、

「私もこの炎天下では、駄だ目め、だ……」

「先生！」

「先生！　倒れられたら俺おれ達たちの内ない申しんが！」

「校舎に退たい避ひだ！　──こうなったら皆で廊下使って水泳やろうぜ！」

　新種のスポーツが生まれてないかな？　とナイトは思う。が、

　……ナイちゃん達が二年の時も、大体あんな感じだったかなー……。

　極きよく東とうのノリは下に受け継つがれていると言う事だろう。そして、

「およ？」

　校庭を、見知った姿が走っている。黒のジャージに帽ぼう子しを被かぶっているのは、

「セージュン、クリっぺが走ってるけどいいの？」

「……その呼び方がいいのかどうか先に考えてくれるか？」

　だが、正純が影の中なのに額ひたいに手をかざし、こちらと同じ方を見る。

　そこにいるのは、

「瑞典スウエーデン総そう長ちよう、クリスティーナ。──今は客きやく分ぶんとして武蔵むさしにいる。皆、覚えておけよ」
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　クリスティーナ、という名を、ナイトは頭の中で転がした。

　ネルトリンゲンで自分達が救い出した瑞典の総長だ。

　……きっと次のイベントでガっちゃんが描くネタだよね。

　彼女は今、給きゆう水すいの竹ボトルを携たずさえたオリオトライの前を通過して、校庭二周目の流れに入ろうとしている。

　アデーレが彼女の姿を見て、

「あれ、何してるんですか副ふく会長」

「ああ、ネルトリンゲン云うん々ぬんの準備とか、M.H.R.R.神聖ローマ帝国内のいろいろがあったけど、瑞典総長、爆ばく死しを選択しなくなっただろ？　だから、そっち優先で放ほう置ちだった期末テストの一部を、武蔵上じようで行う事にしたんだ」

「テストの一部？」

「要は補ほ習しゆうだな。──担当がうちの先生だから、瑞典スウエーデン側に話をして、大たい半はんは体育系けいに置き換えで済むようにして貰もらってる。後でちょっと、語学あった筈はずだけど、彼女なら余よ裕ゆうだろう」

　はあ、と感心したように首を下に振ったのは、浅あさ間まだった。

　彼女は盆ぼんを手に校庭を見て、

「──つまり、あの周回、クリスティーナさんが長なが岡おか少年とやっていく、というのを決めた儀ぎ式しきみたいなもんですね」

「アサマチ言うねえ」

　いやまあ、と浅間自身も、こっちの言葉を否定しない。

　……やっぱ変わったなあ。

　少しばかり、「否定しても仕方ない」と認めてる感覚。自分とナルゼの関係において多た々た有る要素が、堅い巫女みこにもついてきたように感じる。

　自分とて、今でも追加でそういうのがいろいろある。特にナルゼ側からの進しん捗ちよくが英国以い降こう激しくて、何となく先に行かれてるような気も得るのだ。

「…………」

　今、全力で寝ている自分の相あい方かたは、ひょっとしたらこっちに対して、劣おとってる部分があると、そんな風ふうに思っているだろうか。

　お互いがお互いをそう思っていると、そんな自覚も含めて〝対等〟だろうか。

　だとすれば、その関係は、

　……更こう新しんしていくのが、面白いねえ。

　相手に相応ふさわしいものであろうとする思いが、不ふ断だんとなる。

「アサマチ」

「何です？」

「新曲、どんな感じ？」

「夏祭り用ですか？」

　あー、Ｊｕｄジヤツジ．、とナイトは話を濁にごす。

「作ってんだったらいいかなあ」

「な、何ですソレ……？」

　業ぎよう務むやソーチョーで忙いそがしい浅間にとって、それ以外の事をするのは余よ程ほどの事だ。義務ではないという、そんな事を行うならば、彼女はまた自分を更新するのだろう。

　きっとそこで示される詞ことばは、彼女の新しい「いつも」の事がベースとなる。

　関係の変化はお互いの変化。

　きっとソーチョーもミトっつぁんも、喜き美みちゃんも、ホライゾンも変わっていく。

　ヨッシーや、二年の大おお久く保ぼなんかも、ここで随ずい分ぶんと変わった。

　戦争万ばん歳ざい？　まあよく解わからないけど、状況は人を変える。

　だとすれば、

　……あー。

　自分も何かしたくなってくる。

　やはり何だかんだ言って、夏休みが目前なのだと、ナイトは思った。大きな戦争が終わったと言う事も有り、気分がそっちに向きつつあって、可能性という餌えさを探してる。

　何か、今までと違う事をしたい。

　高こう等とう部ぶの教育は義務じゃないけど、入ってしまったらやらない意味も無い。ゆえにそれ以外の時間が大切ならば、

「セージュン、夏休みってさあ……」

　ナイトは、気になる事を、ここで直ちよく撃げきしてみた。

　それはつまり、自分たちにとっての夏休みという物が、

「──あるのかな？　どうなの？」
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　アデーレは、副ふく会長の対面に近い位置ゆえ、彼女の初しよ動どうを見た。

　……あ、これは──。

　無い。とアデーレは思った。そういう雰ふん囲い気きが副会長の初動に有る。

　つまり〝即そく断だん〟だ。

　副会長が即断するのは武蔵むさしや極きよく東とうを動かすための方ほう策さくを言う時だ。

　そして今、初動が生じたという事は、即断が来る。

　武蔵や極東は、動かねばならない。

　ならば、自分達に夏休みがあってはいけないだろう。

　その辺り、従じゆう士しとしては覚かく悟ごをしている。作戦全体の潤じゆん滑かつ役やくであり、フォロー役が従士たる自分の役やく目めなのだ。

　時たまに要いらん雑用やネタにされるが、それは本来ある筈はずの無い事。ええ、どっちかっていうと今までずっとそっちがメインになってる気もしますし、自分も叩たたき込みますからつまりイーブン。

　だが、アデーレは見た。副会長が何かを言おうとした瞬しゆん間かん。

「────」

　皆が、カウンターを放つように感情の無い視線を副会長に向けたのだ。

　気付けば、いつの間にか伊だ達て家け副ふく長ちようと第二特とく務むは表示枠サインフレームに夏の水着特集を映しているし、メアリは夏の〝あの人が喜ぶ極東メシ〟特集を展開している。他、ハッサンは夏カレー特集の記事を書いているし、ホライゾンも両腕うでと自分自身で副ふく会長を注ちゆう視ししている。

　皆が、夏休みへの期待をしていたこの状況。

　ここで〝休みは無いよ〟と言うのは、流石さすがに副会長も難なん度どが高いと思ったのだろうか、

「無い──」

　と、そこまで言って、無む理り矢や理りに、

「あるよ」

　付け加えた。そして、間が生まれた。

　空くう白はくだ。

　誰だれもが何も言わず、ただ、外というか、校こう舎しや内一階からの、

「よーし！　飛び込みからいくぞおお！」

「ざっっぱあああああん！　じゃぶじゃぶじゃぶううう！」

「おい、貴き様さまら！　廊下だろうがちゃんと息いき継つぎしろ！　先生エラ呼吸だから知らんがな」

　などと、スポーツとしては珍ちん味みの領りよう域いきの何かが始まっている。だが、

「────」

　皆はそれぞれ視線を配り、表示枠サインフレームを開いた。
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・俺　　：『四よんの字じ固がため掛けられながらだけど、今のセージュンのネタどう思うよオメエら』

・あさま：『あるよ、というからには、あるんじゃないかと思うんですが……』

・粘着王：『……完全な付け加えだから、あっても少数な気がするのであるな……』
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　アデーレはネンジの意見に頷うなずいた。

　向こう、メアリが、やや下から窺うかがうように第一特務の方を見て、

「──ナイアルヨ？」

　赤せき面めんしながらも彼女は首を傾かしげ、問いかける。

「どっちなんです？　点てん蔵ぞう様」

「メ、メアリ殿どのなら有りで御ご座ざるよ！　有りまくりで御座るよ！」

　その言葉に、副会長が、はっとした顔をしたので、アデーレはホライゾンに視線を向けた。するとホライゾンが、

「ネシ……、ミトツダイラ様……！」

「Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．！　〝メアリだから有りか〟とか、正まさ純ずみ、ネタにもなってないような事を言ってはなりませんのよ!?」

「くっそ、どうして最近そうやって先に回り込まれる……!?」

「というか僕、今、一いつ瞬しゆん凄すごく虐しいたげられたよね!?　そうだよねミトツダイラ君！」

　開始当とう初しよから最近の安定した流れなので皆気にしない。というかそのような共とも食ぐいは実じつ害がいが無いので実は美お味いしい方です書しよ記き。

　だが、そんな判はん断だんとして、

「正まさ純ずみ？」

　鈴すずが問うた。

「休み、どのくらい、……ある、の？」
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　浅あさ間まは、正純が窓まど際ぎわに肘ひじをつき、外を眺ながめるのを見た。

・不退転：『韜とう晦かい？』

　だが正純は、遠くを見たまま、言葉を作った。

「休みの件だが、まあちょっと、難しいところだ」

　つまり、

「有ると言えば有るし、無いと言えば無い、かなー……」
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　正純の言葉に、浅間は首を傾かしげた。

「だから結局有る無し、どっちなんです？」

　問う。すると、いやまあ、と前置きをつけて、正純が振り返った。彼女は肩をすくめ、

「ぶっちゃけ、夏休みだろうと各かつ国こくに対する工こう作さくは行う。ただその一方で、それ以外の部分は夏休みだ、当然な」

　だとすれば、と浅間は思った。

「……工作に忙いそがしい人程、夏休みが短くなりますね」

　解わかりやすく該がい当とうする人物がいる。

　……どうなんでしょう。

　浅間は、皆と一いつ緒しよに点てん蔵ぞうを見た。点蔵が、警けい戒かいするように振り向くのに合わせ、

「だ、そうですよ点蔵くん」

「んー……」

　点蔵が腕を組んだ。彼は首と上じよう半はん身しんを傾け、

「大体の処ところは仕方ないで御ご座ざるが……」

　覚かく悟ごは出来ているらしい。ただ、ちょっと、という後あと押おしが欲しいのだろう。

　……点てん蔵ぞう君も変わりましたねえ……。

　昔だったら即そく座ざに動くか、拒きよ否ひの二に択たくだった気がする。特にトーリの依頼の場合は、検けん分ぶんの末で後者に行く事が多かったものだ。

　点蔵が、今、保ほ留りゆうを思し案あんする理由は、一つだろう。

　……メアリですよね。

　昔と違って一人ではない。家に帰れば待っている者がいる。そうなると、物事を即そつ決けつする事は容よう易いではない。

・俺　　：『いや、駄だ目めだよテンゾー、最近、守りに入ってガード前ぜん提ていだよオメエ……』

・銀　狼：『我が王は少しガードを憶おぼえた方がいいと思うんですのよ？』

・労働者：『ははは、解わかっていても無む駄だだと思うから攻こう撃げき力りよく特とつ化かの方が正解だろう』

・ホラ子：『確かにホライゾンの攻撃は不ふ可か避ひですからねえ』

　本当にそうだから困るというか凄すごい。

　ともあれ、そのタイミングで、浅あさ間まはメアリに一ひと言ことを送った。

・あさま：『あの、メアリは、点蔵君が夏休みに仕事に出るとなったら、どうします？』

・傷有り：『えっ』

　いきなりの言葉と内容だったのだろう。メアリが花を零こぼしながら表示枠サインフレームに俯うつむく。

　花が漏もれている以上、悪い事を考えている訳わけではあるまい。それを〝押し〟と見たのか、単につついてみたいのか、ナイトが言葉を作る。

・金マル：『やっぱ一いつ緒しよに行けるなら行くかな？　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの時のように』

・傷有り：『いえ、その』

・ホラ子：『さあメアリ様、決断の時です』

　と、そこまで押しが入った時だった。メアリが、赤せき面めんで俯きながら言う。

「て、点蔵様がお仕事の時、私が毎日御お弁べん当とう作りますっ……」
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　点蔵は、皆の注ちゆう視しに気付いた。だが、

　……こ、ここはメアリ殿どのの精せい一いつ杯ぱいを無む駄だにしたり、避けてはいかぬで御ご座ざろう。

「メアリ殿」

　点蔵は、俯き気ぎ味みに顔を赤くしている彼女に言う。

「自分、これから先、メアリ殿と食事出来ぬ状況が増えるかもしれぬで御座る」

　しかし、

「〝戴いただきます〟と〝御ご馳ち走そう様さま〟は、メアリ殿から弁当を受け取った時と、帰ってきた時に言うというのでよう御座ろうか？」

　言った瞬しゆん間かん。メアリが髪かみを揺らして振り向いた。花が散り、笑えみが見えて、

「そうして戴いただけると、幸いです……！」
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　浅あさ間まは、ほ、と息をついた。

　……点てん蔵ぞう君も、ようやく、プライドの足し引きに至りましたか……。

　ともあれ、と浅間は、メアリと点蔵を見る。花をぽろぽろと零こぼしながら、英国王おう女じよはまた勉強を始めるようだ。それを正面から見ていた点蔵が、不ふ意いに腰を上げ、

「と」

　メアリの右に座った。

　ふ、と肩をすくめるメアリが、驚きを隠かくしていないのに対し、点蔵は右の人ひと差さし指ゆびを上げ、

「忍にん術じゆつ式しき〝余よ所そ見み座ずわり〟に御ご座ざる」

「に、忍術式ですか！」

「そう。この術じゆつ式しきに掛かったメアリ殿どのは、自分を横に座らせないといけないので御座る」

「そ、そうなので御座る？」

　彼らの応おう答とうに、正まさ純ずみが窓の外に身を乗り出して大きな深しん呼吸を始めたが、少しは慣れましょう。ええ。

　しかし、点蔵がこう言葉を続けた。

[image: ]

「この術じゆつ、──掛かった者は、余よ所そ見みをすると相手を見てしまうので御ご座ざるよ」

・●　画：『ＳＨＩ・ＮＵ』

・あさま：『あれあれ、流石さすがのナルゼも駄だ目めですか？』

・●　画：『いや私、小しよう等とう部ぶの頃ころから点てん蔵ぞう知つてるけど、これは死にかけるわ……。美お味いしいものも食べ過ぎると毒どくよね』

・金マル：『でも何でか、メーやんからのアプローチは〝おおっ〟って感じるけど、テンゾーからのアプローチは〝おかしくなった？〟とか思う時あるかな。──今それ』

・ウキー：『見み逃のがしてやれ……。人生で一番浮かれてる時期なのだぞ……』

・十ＺＯ：『それ言うなら一番幸せな時期で御座るよ！』

　それがずっと続いていきそうなのが凄すごい。

　ただ、点蔵の方の問題は解決した事になる。ならば、

「正まさ純ずみとしては、とりあえず、夏休みに画かく策さくだけじゃなく、実行出来る手て筈はずがついた事になりますね。──どうなんです？」

「そうだなあ……。まあ人ひと手ではもっと調達しないといかんが……」

　薄ら怖こわい事を言う正純が、腕を組みながらこちら側に振り向いた。

「あのな？　私達が本ほん能のう寺じの変へんに介かい入にゆうしようというのは、大目的ではないからな？」

　彼女は、表示枠サインフレームを開いた。

　そこに映るのはM.H.R.R.神聖ローマ帝国の概がい要よう図ず。その北部を彼女は一つ叩たたき、

「忘れるなよ？　現状、私達は、ヴェストファーレンに向けての岐き路ろにいる状態なんだ」
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　正純は、皆がこちらに振り向いているのを確かく認にんしてから、口を開く。

　いいか、と前置きすれば、会え釈しやくが来た。

　解わかっている。

　だから言う。敢あえて言う。まずは、自分達の起き点てんとなった事。それは、

「──三み河かわにて、私達は末まつ世せ解決のため、大罪武装ロイズモイ・オプロの回かい収しゆうを自らの義務とした」

　ホライゾンが、首を下に振った。

「馬ば鹿かが世界征せい服ふくなどと持ち出しましたが、主としてはその前の教きよう皇こう総そう長ちようと正純様の相あい対たいにて、〝ヴェストファーレン会議でその是ぜ非ひを問う〟事となりましたね。

　──あ、この辺り、三征西班牙トレス・エスパニアの世せ話わ子こ（仮か名めい）様から聞いた話ですが」

「彼女、多分襲しゆう名めい者しやかその候こう補ほだと思うから、今度調べておくかな……」

　まあいい、と正純は〝大おお久く保ぼ仕事リスト〟に一件追つい加かして、口を開く。

「──私達は、末世解決の手段を探りながらだが、優先は大罪武装回収と、私達の権けん限げんと安全の確保をしなければならない。その結果を判はん断だんして貰もらうためにヴェストファーレン会議を用いる事は、教きよう皇こう総そう長ちようとの話し合いで決定した。

　そして私達は、英国とマクデブルクを経る際、欧おう州しゆうや元ムラサイ主流などから、一つの約束を取り付けた」

「……欧州を脅おびやかす織お田だ、羽は柴しばを私達に相あい対たいし、滅ほろぼす事で、欧州各かつ国こくや関係諸しよ国こくは、ヴェストファーレンで武蔵むさしを支持する。そういう事ですのね」

　ミトツダイラは、それを決定した現場にはいなかった一人だ。

　そう言った人物が応答出来ているという事に、正まさ純ずみは安あん堵どを一つ。

　Ｊｕｄジヤツジ．、と首を縦たてに振り、

「ああ。確かく約やくではないが、そういう事だ。ゆえに私達の目的はヴェストファーレン会議で達されるが、そのための手て順じゆんとして、羽柴と織田を追い詰めなければならなかった」

「それでまあ、ようやく、関かん東とう解放したろ？」

「ああ。だが、──ここからが大詰めだ。本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうがあるからな」

　正純は、右の手を振った。ツキノワが同じように右前足を振って、表示枠サインフレームを出す。

　そして正純は、皆に告げた。

「ここで手を打たねば、ヴェストファーレンでの勝利は難しいやもしれん」
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　さて、とクリスティーナは校庭に足を止めた。

「随ずい分ぶんと、武蔵むさしの上は涼しいものでありますね、先生」

「あら、やっぱり下はこの時期だと暑い？」

　担当の体育教きよう師し、オリオトライの言葉に、クリスティーナは頷うなずいた。オリオトライの差し出す竹ボトルを手に取り、

「関かん西さいは独特の暑しよ気きがありますゆえ。──先生はIZUMO生まれなので、その辺り、あまり知らないものでありますか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、IZUMOは中立云うん々ぬんってのもあったけど、下の土地も結けつ構こう標ひよう高こうあってね。降りたところで西は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、東はM.H.R.R.神聖ローマ帝国となると、動きようもないし」

「では先生、武蔵むさしとIZUMOしか、基本、住んだ事は──」

「知ってるでしょ？」

　歯を見せた笑えみで言われ、クリスティーナは眉まゆが上がるのを自覚する。

　確かに、と、そう呟つぶやく事は可能だ。

　実際、M.H.R.R.にいた頃ころは、ありとあらゆる情報を集めていたのだ。

「──無む論ろん、真しん偽ぎ不ふ可か解かいな情報も多くありましたが、それらをまとめて掌しよう握あくするのが私のあり方でしたものですから」

「先生の事がどー広まってるかは知りたくないわねえ」

「こちらとしても、穴あな埋うめをしたい程度の知ち識しきでありますよ」

「そうなの？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と言いかけ、しかしクリスティーナはＴｅｓテスタメント．、と改めて言った。

「IZUMOとそれに繫つながる三み河かわの情報ラインは、思った以上に孤こ立りつしているものであります」

「極きよく東とうを保つための勢力だしねえ。──IZUMOが尼あま子ごから外れた時点で、極東勢ともあまり関わらなくてよくなった訳わけだから」

　そうでありますねえ、とクリスティーナは苦く笑しようする。

「ゆえに、まだ記録や手て筈はずの残っている帝みかど関連などを調べ出す訳でありますとも、ええ」

「探求熱ねつ心しんなの、先生としては奨しよう励れいだわー」

　と言って、オリオトライが腰に提さげた自分の竹ボトルを口に呷あおる。

　そして、彼女は一度周囲を見渡した。表示枠サインフレームで時じ刻こくを確かく認にんし、

「体力テストはこれで終了だけど、座ざ学がくテストまで、着き替がえて待たい機きにしましょ。ここで立ってると干ひ上あがるわよ」

　いえ、とクリスティーナは笑えみで手元に術じゆつ式しきを展開した。

　神しん道とう式しきの日ひ除よけ術式だ。祝のり詞とを円形に配置した影が空に浮き、その下でクリスティーナは己おのれの熱を自覚する。

「昼休み中に忠ただ興おき様さまが来るそうなので、ここで待つものでありますよ」

「は？　向こうも午後テストでしょうに。何で来るの？」

　それはよく解わからない。ただ自分としては、

「拒こばむ理由はありませんもので」

「中で待ってもいいんじゃない？」

「──憧あこがれなのでありますよ。こう、待つのが」

　成なる程ほど、と理解を示されると、少し嬉うれしい。そしてクリスティーナは、

「どうしたものでありますかねえ」

「何が？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とクリスティーナは言った。日ひ除よけ術じゆつ式しきを回し、己おのれも校門側を見て、

「生活が、全く違うものに変わってしまったものでありますから、ええ」
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　クリスティーナは、教きよう導どう院いんの校庭から、艦かん首しゆ側を見み据すえた。

　長い下り階段と、下に広がる人工の森。そして複数の艦からなる巨きよ大だいな都市がある。

　かつて自分が住んでいた屋や敷しきの近くにはネルトリンゲンがあり、これは直ちよつ径けい一キロの都市だった。しかし今、目の前にあるものは、その数倍となる存在だ。

　しかも、空を飛んでいる。

　全体が極きよく東とう仕し様ようであるのは、長なが岡おか屋や敷しきや周辺もそうだったから馴な染じみ深い。

　だが、それであったとしても、

「何というべきでありましょうね……」

　武蔵むさしの事は、たびたび調べていたし、その実情は数字的に計れるものならば計っているし、内部の映えい像ぞうなどもよく見ていた。それなのに、

「この状況は、戸と惑まどうものでありますね。ええ」

「自由ってものに不慣れねえ」

　そうでありますね、としか言いようがない。

「今まで、莫ばく大だいな量の情報を得て、己は世界を掌しよう握あくしていると、そんな事も思ったものですが。……実際を見てみると、どれ程に知ち識しきと体たい感かんが違うものか。

　そんな、よくあるような無む知ちの初しよ心しん者しやのような事を今いま更さらに思うのでありますよ」

「今は、知識と生活が直ちよつ結けつしてるもんねえ」

　Ｔｅｓ．、とクリスティーナは応じた。

　そしてクリスティーナの顔横に、表示枠サインフレームが一つ現れた。映っているのは何処どこかの町まち中なか。表ひよう示じされている文字列を見る限り、奥おく多た摩まの自然区く画かくに通じる通りだ。

　そこを、極きよく東とうの夏服を着込んだ少年が走ってくる。

　忠ただ興おきだ。

　浅あさ間ま神じん社じやが手配してくれた人ひと捜さがしの術じゆつ式しきだろう。自分も彼も、ＶＩＰ扱いではあるが、位置情報などは守しゆ秘ひ保ほ護ごされず、公的に捕ほ捉そくされている。ゆえにこうして、サービスとしては、彼の状況を見る事が可能という訳わけだ。

　術式の表ひよう示じを見る限り、表ひよう層そう部ぶ表おもて通りのみのサービスのようだが、充分有あり難がたい。

　忠興が来る。

　彼は、走り、しかし番ばん屋やの門を通過する時や、近くを人がすれ違う時は、

『…………』

　何故なぜか、速度を緩ゆるめ、何事もないような素そ振ぶりで歩き出す。

　そして門を通ったり、すれ違い終えると、

『……！』

　また走り出す。走ってくる。こっちに来る。

　……全く。

　照れくさいのか、恥ずかしいのか、隠かくそうとするのは子供という事か。

　それとも、ここでずっと待っている自分の方が、子供なのだろうか。

　……そう思ったならば、私ももう子供で確定でありますね。

　だったら、とクリスティーナはオリオトライに振り向いた。

「先生、中で待つ事にしたいものであります。ええ」

「いいの？　ここで待ってなくて」

「待っていなくても、来る人なのでありますとも。ええ。──照れ隠しをされた分、私だって隠れていて良いものでありましょう」

　それに、とクリスティーナは言葉を続けた。

　振り返った処ところに見える校舎。その三階中央部の窓まど際ぎわには、一つの背中が見える。

　……武蔵むさし副ふく会長でしょうね。

　彼女とは、まだろくに話した事が無いが、

「──内部、会議中でありましょう」

　テストそっちのけで会議している。ならば、

「あの中に入る事はまだ出来ぬ立場ですが、……なかなか良い場所なのでしょうね」
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「で。──この夏休みの画かく策さく、本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆう次し第だいでは、ヴェストファーレンの雲行きが変わると、正まさ純ずみはそう言いたいんですの？」

　ミトツダイラは、自分の問いかけに正純が頷うなずいたのを見た。

「私が以前、対P.A.Odaとしてやろうとしていた事を言える者はいるか」

　ホライゾンが右手を挙げた。

　最近は色々と理解がある彼女だ。正まさ純ずみは、顎あごを下に振って言葉を促うながした。

　するとホライゾンは、周りの皆を見渡し、

「──P.A.Odaへの嫌いやがらせです」

「待て……！」

　だが、皆はすでに、おお、という声を上げていた。

　勢い良く起き上がったナルゼが、トンボ枠わく型がたの魔術陣マギノフイグーアを立ち上げ、

「──描けばいいのね!?　指定してくれれば何だっていけるわよ!?　違うネタだってオッケーよ！　たとえば〝あの武ぶ将しようを夏か候こう惇じゆんで、この武将をリチャード二に世せいにしてエルサレムで鐘かね撞つきプレイを丹たん念ねんに出会いから御願いします〟とかでもいいわ！　どうせなら大物やっちゃうのがいいわよね！　さあ！」

「ナルゼ殿どの、自分の同どう人じん誌しは嫌がらせだという自覚があるで御ご座ざるな!?」

「だとすれば小しよう生せいも、地じ味みではありますが、P.A.Oda領りよう内ないに我が家謹きん製せいの御お菓か子しを輸ゆ出しゆつしながら生命礼らい賛さんグッズを撒まき散らしたく思います！」

「嫌がらせにはロシアンルーレットカレーですネー」

「トーリ様はどう嫌がらせをされますか。普通に御自分で乗り込みますか」

「お、オメエは俺おれをどういう枠わくで見てる……!?」

　点てん蔵ぞう様、と声がした。見ればメアリが、クロスユナイトに振り向き、

「こ、ここは一つ、御お役やくに立つため、妹に嫌がらせを頼んでみましょうか……!?」

「……間違いなくエリザベス殿どのはキツいのを一発しでかしてくれると思うので御座るが、ストレートに国際問題で御座らぬかな？」

　よく考えたら勝かつ手てにノヴゴロドに乗り込ませた前ぜん科かがあるしなあ、と正純は思う。

　だが、今はちょっと違う。

「おい」

　正純は、手を前後に振りながら言った。

「皆、いいか？　嫌がらせとは違うぞー。おーい」

　だが、皆はどのような悪あく行ぎようを叩たたき込むかに夢む中ちゆうになっているようだ。時とき折おり幾いくつかのスポットから「直接は駄だ目めです。バレますって」とか「地下の闇やみからじわりとだね……」とか「野や菜さいから行きましょうよ！」とか聞こえてくるのが訳わけ解わからないと同時に不安だ。

　ともあれ皆の視線をこちらに向けなければいけない。ツキノワくらいしかこっちを見てないのはツキノワが可愛かわいいからいいとして、

「いいか皆」

　正純は言った。

「嫌いやがらせがどうして駄だ目めだか知ってるか？　昔にな？　鶏とりガラスープを作る時、先にガラを入れようとしたやつに、こう言ったからなんだ〝いや、ガラせしむるは未いまだ〟ってな。

　──難しいか、このネタ。笑えよ」

　皆が凄すごい視線を一いつ斉せいに向けてきた。
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・不退転：『今の……、何？』

・ウキー：『Ｊｕｄジヤツジ．、出力が強過ぎたようだな』

・金マル：『うん。最近ちょっとないくらいのレベルで来たね……』

・俺　　：『オメエら、俺おれがツッコミ入れる気分が解わかったか!?　な!?　そうだろ!?』

・あさま：『トーリ君、皆解ってますから同意を求めなくても……』

・副会長：『あっれ。結けつ構こうヒネったつもりだったんだけどなあ』

　ともあれ皆がぎゃあぎゃあ脱だつ線せんするのは止められたようだ。

　いいか皆、と正まさ純ずみは前置きの上で言葉を作った。

「私達がするのは、嫌がらせとは違うんだ」

　言うと、葵あおい姉あねが手を上げた。

　正純が手のひらをさし出して促うながすと、馬ば鹿か姉は首を傾かしげ、

「フフ、このアリクイマスター、じゃあ一体、最終的に何をしようとしてるのかしら」

「そりゃあ決まってるだろう」

　正純は言った。

「本ほん能のう寺じの変へんに介かい入にゆうして、P.A.Odaの動きを抑よく制せいする。──本能寺の変は、今のP.A.Odaにとって弱体化の最たるものだ。それについて彼らは対策を練っているだろうが、私達は介入する事で、都つ合ごうのいい解かい釈しやくを止める事が出来るだろう。

　少なくとも、それら解釈に注ちゆう文もんをつける事で、彼らの動きを遅らせられる」

　つまり、

「──よく考えたら広こう義ぎの嫌がらせだなコレ」

「自分で言うな……！」

　ツッコミが来た。
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　正純が窓まど際ぎわで追い詰められるのを、ミトツダイラは見ていた。

「何だよ!?　いいじゃないか自分の感想くらい！　文もん句くあるか!?」

　もはや政治家の言葉ではない気もするが、今はインターバル期間なのだ。

「ホライゾン思いますに、ここで正純様が屈くつ辱じよくを得れば得る程、正純様によるP.A.Odaへの嫌いやがらせ（広こう義ぎ）に気き合あいが入るという構こう造ぞうなのですね。流石さすがは正まさ純ずみ様」

「それ、嫌がらせの上に憂うさ晴ばらしとか八つ当たりまで入ってる気がしますのよ」

　まあ大体そんなものかもしれない。

　こっちの方では、ホライゾンが自分の王にアンクルホールドを極めている。が、王がこちらの膝ひざに頭を乗せてそれを堪こらえている状態だ。

「わ、我が王、大だい丈じよう夫ぶですの!?」

「あっ、つぁっ、ちょっ、ネイト！」

　何かと身み構がまえれば、

「──ネイト、膝ひざ枕まくらでも顔が見えるなあ」

　手しゆ刀とうを叩たたき込むと、腿ももの間を割った頭が畳たたみに激げき突とつした。結けつ構こう勢いがあったので、

「わ、我が王、大丈夫ですの!?」

「あっ、つぁっ、ちょっ、ネイト！」

　何かと身構えれば、王がこっちの両りよう腿ももを外から担かつぐようにして、顔に押しつけ、

「──ヘッドホン」

　ホライゾンが、アンクルホールドを支えていた右足を踵かかと落おとしにして、彼の腹に落とした。

　反動で跳ね上がった頭が、またこちらの腿に乗るので脚あしを閉じてキャッチ。浅あさ間まが感心したような顔で幾いく度どか頷うなずいているが、見み世せ物ものではありませんのよ？

　ただ、正純の言げんには思うところがある。

「正純？　本ほん能のう寺じの変へんに介かい入にゆうと言いますけど、やる意味は生じますの？」

「は？　　意味とは？　何だソレ」

「いえ、あの、……いいですの？　本能寺の変は、P.A.Odaの弱体化や分ぶん裂れつを促うながす始まりとなりますわ。ゆえに、P.A.Odaの方も、その対策は練っている筈はずですの」

　つまり、

「P.A.Odaクラスの教きよう導どう院いんならば、そのような事に対し、夏休みであろうとも他国や、外がい郭かく団体などの干かん渉しようがある事も予測している筈。特に私達、武蔵むさし勢ぜいが何かを企たくらんでいる事など見通している事でしょう」

　だとすれば、

「P.A.Odaとしては、分裂する内部勢せい力りよくを、根ね回まわしで〝表おもて向むき〟そうなるだけにしておくとか。そこから生じる戦せん闘とうや人じん員いんの階かい級きゆう上下も、先に根回しや解かい釈しやくで切り抜けるとか……。

　そういう手て筈はずを尽くしている筈ですのよね？

　──介入と言っても、余よ程ほどしっかりやらない限りは、相手の対策に潰つぶされますわよ？」

「ああ、だから、〝それ〟なんだ」

　正純が、一ひと息いきを入れて、静かにこう言った。

「そういった障しよう害がい、P.A.Odaが準備している介入への対策をクリアする手段とか、いろいろあるが、私達の最大の目的をここで言う」

　それは、

「織お田だ・信のぶ長ながの完全引いん退たいと、P.A.Oda内部の分ぶん裂れつ。これを、どんな対策や解かい釈しやくがあろうとも完かん遂すいさせる。それが私達の〝介かい入にゆう〟だ」
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　解釈があっても？　と、ホライゾンは懸け念ねんを得た。

　身を起こすとアンクルホールドが緩む。だから逆にのけぞりながら、

「解釈を行われたら、完遂など出来ないのでは？」

「そこが政治の仕事だ。お前の時もそうだったろう。──解釈によって人が死に、生きもする。だが、そういったものが働いたとしても……」

　正まさ純ずみがこちらを見る。

「その後の世界をどう動かすかは、その後の時代と、人々と、政治の決める事だ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンは頷うなずいた。

「つまり正純様はこう言いたいのですね。P.A.Odaがどのような対策を練り、実際にホライゾン達を封じ込め、そして信長の引退や、織田勢の分裂をなあなあで済ませたとしても──」

　言った。

「──嫌いやがらせはやめない、と」

「合ってる気もするけどそうじゃないぞホライゾン！」

　まあまあ、と言いつつ、ホライゾンは身を起こす。皆、一いち様ようにこちらに視線を向けている。

「フ、政治による嫌がらせの話で注ちゆう目もくを集めてしまうとは、このホライゾン、トーリ様とは一ひと味あじ違うという事ですね」

「待てホライゾン！」

　馬ば鹿かが身を起こしてきた。そして彼はこちらの両手をとり、

「あのなホライゾン、正純が言ってるような政治の嫌がらせ、あるだろ。

　あれはな？　つまりな？　こう、手と手をとってだな。

　そう、指を絡からめてだな……。はあ、はあ……」

「変へん質しつ者しやネタにお忙いそがしいようですが、その両手はホライゾンの右腕うでと左腕です」

　既すでに陰で外してある。

　え？　という馬鹿とミトツダイラの視線の先、両腕が馬鹿の手をホールド。

　二つの腕が、一気に馬鹿を引きずって廊下へと飛び出した。

　廊下側。夏の空気の中から、遠ざかっていく声が聞こえる。

「あっ、ちょっ、階段やめてやめてやめて。俯うつぶせはちょっとやばい──」

　えーと、という正せい座ざ状態の呆ぼう然ぜんモードに入ったミトツダイラに、ホライゾンは言う。

「今日きようはまだ散歩に出していませんでしたからね。二キロ程引きずってくるものかと思われますが、さあ、その間に話を進めましょう」

　わあ、と階下から追加の声が来た。

「俺おれ達たちが廊下水泳をやっていたら、腕が……！」

「わあああ！　この腕速はえ……！」

「遡そ上じようしていく……！」

　ひいい、と逃げる声に、ドアを突き破る音と、クラス一個単たん位いの悲ひ鳴めいが聞こえてきた。

　しかしホライゾンは正せい座ざで一ひと息いきをつき、浅あさ間まとミトツダイラに頷うなずくと、

「こうして、ホライゾン（一部）がトーリ様を独どく占せんする時間が増えていくのです……」

「語られましてもー」

　フ、と小さくホライゾンは吐と息いきを一つ。

「夏ですねえ……」

　向こう、浅あさ間ま様が何か言いい訳わけを書いた通神文メールを何枚も用意しているのがお見事です。
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　さてまあ、と、ナイトは右の手を上げた。

　何となく、手を上げた連れん中ちゆうから悪い事になってるような気もするけど、魔女テクノヘクセンとしては不ふ吉きつ上じよう等とうと言わざるを得ない。ゆえに、

「えーと、さっきセージュンとホライゾンが言っていた解かい釈しやく云うん々ぬんとか政治云々ってのは、こういう事だよね？」

　つまり、

「内部に介かい入にゆうする事で、〝死亡〟した信のぶ長ながが役やく職しよくとか助じよ言げん出来る立場に残って院いん政せいとか、分ぶん裂れつした織お田だ家けが裏で繫つながって連れん携けいしてるとか、そういう都つ合ごうのいい展開を止めさせる訳わけだ」

「そういう事だ」

　でも、と言ったのは、ネシンバラだ。彼は、腕を振って眼鏡めがねを上げ直すと、

「問題が二つあるね」

　それは、とネシンバラが腕を交こう差ささせ、身み構がまえる。横のナルゼがあからさまにイラついて、ペン型デバイスで魔術陣マギノフイグーアを何度も突き刺しているが、もうちょっと我が慢まんしようガッちゃん。

　だが、ネシンバラはこちらを気にせず表示枠サインフレームを広げた。

　P.A.Oda、その現状影えい響きよう力りよくを示す概がい要よう図ずを示し、

「まず、どうやって介入するんだい？」

　そして、

「介入した後、僕達の発言力はどうやって確保するんだい？」

「発言力？　何ですソレ、書しよ記き」

「いい質問だねバルフェット君！」

　言うなり、ネシンバラがホライゾンを見た。するとホライゾンは、気け怠だるそうに頭を搔かいた後、その手を差し出し、

「あ、別にミトツダイラ様に解説を戴いただくような高度な問題でもないので、ええ、別にミトツダイラさまあー、とか叫びませんから大だい丈じよう夫ぶですとも。──ミトツダイラ様──[image: ]」

「Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．！　解説しますわ！」

「く、くっそ！　引っかけられた！　安心した僕が馬ば鹿かだった！　馬鹿だったとも……！」

　一体何やってんのかな、と、思うが、横のナルゼが苦く笑しようする。

「ホライゾンが〝高度な問題でもないので〟と言った時点で気付きなさいよ。その言い方を通したら、質問したアデーレが凄すごく低度な事になるじゃない」

「だよな！　ホライゾン、そういうのはやらないよな！」

　いつの間にかドアの外に仰あお向むけで寝ている総そう長ちようが、笑えみで言った瞬しゆん間かん。

「ふっ」

　総長の姿すがたが右方向に消えた。また何か高速で引きずる音が廊下から聞こえる。

　そっちに視線を奪うばわれたミトツダイラが、

「えーと……、あの」

　とか言っているが、

「ミトっつぁん。両腕うでならやがて戻ってくるだろうから解説」

「え？　ああ、そうですわね。介かい入にゆうの際の発言力とは何か、それについての解説ですわね」

　ミトツダイラが、廊下を視線で気にしながら、しかし体としては皆に振り向く。

　そして彼女は、息を整え、こう言った。

「本ほん能のう寺じの変へんに際し、介入する私達には、発言力が必要ですわ」

「それは──」

「Ｊｕｄ．、……簡単に言えば、私達がP.A.Odaの起こす本能寺の変に介入出来ても、現状では、恐らく何も出来ないという事ですの」

「そう、なの……？」

　Ｊｕｄ．、とナイトは頷うなずいた。ミトツダイラが会え釈しやくを送ってくるのを確かく認にんしてから、

「何しろ武蔵むさしは他国、部外者、そして敵てき対たい勢力だからね。もし、正せい論ろんで止めようとしても、それこそ解釈で無む視しされて、さらには受け流し続けられて、気付くと何も成果を上げられずに夏休み終了とか、そんな事は多分にあるよん」

「あの、こういうの私詳しくないんですけど、──正論言っても駄だ目めなんですか？」

「国際の場ではありませんもの。一国内の歴史再さい現げんですわ。──つまりルールは向こう次第」

　ミトツダイラが、軽く両の腕を振る。

「今、この場に他国の者が来たとしましょう。

　そして私達が、勉強疲れから、スイーツを戴いただくとしましょう。

　そうした時、その人が〝いらない。君達も学校でそういうものを食べるのはやめろ〟と言ったとしましょう。

　──アデーレは、それを聞いて、言う通りにしますの？」

「いやあ、無む理りでしょう……」

　ですわよね、とミトツダイラが言った。

「まあ、各かつ国こく、自じ国こく内部の歴史再さい現げんや、政治については、そういうものですわ」

　確かに、とナイトは思った。

　政治というものは、今、国際的な在り方を探り、問う時代になってきている。だが、

「国内政治は、絶対王おう政せいバリバリで、各国の台たい頭とうに立ち向かうため、必死になって国力を上げたり、場合によっては権けん力りよく争いだって激しく行われてる時代なんだよね。

　ある意味、外部への道をつけつつあるけど、内部はかなり閉へい鎖さ的てき」

「そういう事だ」

　正まさ純ずみも応じた。

　今まで、そういった連れん中ちゆうと渡り合って来た彼女は、肩をすくめ、

「──内部で王による独どく裁さいが生じても、他国との競争に勝つため、という言いい訳わけが立つのがこの時代だ。市民にとっては〝なすべき我が慢まん〟の時代でもある」

　一ひと息いき。だから、と彼女は前置きし、

「──だから、その中に介かい入にゆうしたところで、部外者は排はい除じよされるか、やんわりと枠わくの外に置かれる事になるだろう、と、そう言ってる訳わけだな？　ミトツダイラ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、発言力は形のみ、何か言っても〝近いうちに対応しますので〟とか〝うちの国では別の対応をしていますので〟とか言われて終わりですわ」

　それもこれも、

「P.A.Odaはやはり強きよう国こく。そして強国が動く時、そこには莫ばく大だいな利り益えきが生じますの。

　介入を無む視ししたところで、リスクよりもリターンの方が大きいならば、他国もその流れに準じる可能性がありますわ」

「だとしたら、どうやって介入して、発言力を確保するんです？」

　ナイトは、浅あさ間まの質問に考えた。周囲、皆も大体が同じようにしている。そしてドアの向こうに、馬ば鹿かが、

「あのっ」

　一いつ瞬しゆんで消えた。そんな光こう景けいを見ながら、とりあえず手を上げる。

「聖せい連れんの代表になってみるってのはどうかな」

　あのさ、と上げた手を軽く振り、

「聖連の代表として、本ほん能のう寺じの変へんの監かん査さに行くってやつ。──歴史再現の監査は、よく行われる事だし、そこに第三国が聖せい連れん代表の監かん査さ国こくとして関わるのはありっしょ？　どう？」
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　……聖連の代表としてP.A.Odaに乗り込む、か。

　悪くはないアイデアだ、と正まさ純ずみは思った。だが、

「今、聖連が羽は柴しばの支配下にあると、忘れたか？　ナイト」

　K.P.A.ItaliaがM.H.R.R.神聖ローマ帝国に攻こう略りやくされ、M.H.R.R.のマティアスはフェルディナンド二に世せいを襲しゆう名めいの上で神しん聖せいローマ皇こう帝ていを名乗った。

　K.P.A.Italiaも、教きよう皇こう総そう長ちようインノケンティウスが行方ゆくえ不ふ明めいとなり、彼の義ぎ妹まい兼けん義ぎ姉しでもあるオリンピアが、次じ期き教皇を継ついでいる。

「──K.P.A.Italiaは、元々が〝自国の戦せん力りよく〟を持たない都市国家集しゆう合ごう体たいだ。各かく都市ごとの戦せん士し団だんは、己おのれが所しよ属ぞくする都市国こつ家かを守るために存在し、K.P.A.Italiaという〝国〟を守るためには協きよう働どうしない。ゆえに国を守るには、軍ぐん代がわりの傭よう兵へいを雇やとい入れるが、今はそこに羽柴の手て勢ぜいが納まっている」

　ならば、

「……聖連の首しゆ長ちよう国こくともいえたK.P.A.Italiaだが、今はP.A.Oda側だ。P.A.Odaの不利になる事を許きよ可かし、私達を代表にするとは思えない」

　大体、と正純は言葉を続けた。

「先さき程ほど見せた聖連からの指し示じ書しよ、憶おぼえているか？　──聖連は、そもそも私達を関かん東とうに封じ、本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうを阻そ止ししようとしているんだ」

「だからね？」

　と、ナイトが即そく座ざの言葉を寄よ越こした。

「──それをやるのが、政治じゃないのかな？」
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　ふむ、と正純が腕を組み、頷うなずくのを点てん蔵ぞうは見た。

　思し案あんに入ったと言う事は、これは確実に、何か対策が出る。そのくらいの信頼感を、自分もこの副ふく会長には持っている。

　……だとすると……。

　点蔵は思った。夏休みはガリガリ削けずれるで御ご座ざろうなあ、と。

　ともあれ覚かく悟ごは決まった。弁べん当とうも出る。ゆえにメアリ殿どのが近くにいられないような出しゆつ張ちようは嫌いやで御座るなあ、と思うが、

「情報などはこちらで収しゆう集しゆうするで御座るよ。正純殿は目的を構えて下され」

「ならば──」

　と言いつつ、正まさ純ずみが右の手を握って持ち上げた。

「──問題は、交こう渉しよう相手だな」

　眉まゆをひそめた彼女に、点てん蔵ぞうは問う。

「交渉相手、とは？」

「P.A.Odaに介かい入にゆうするには、無む論ろん、P.A.Odaとこちらを繫つなぐ役が必要だ。それはなるべく第三国を挟むものではなく、直接の方が利り権けんの発生がなくていい」

　つまりこれは、

「仲ちゆう介かい役やくとして、英国などの手を借りる事が出来ないと言う事ですね？」

　メアリの言葉に、正純が頷うなずいた。そして正純は、ちらりと東の方を向き、

「面めん倒どうな事に、P.A.Odaで私達と最も繫つながりがあるのは、羽は柴しば勢ぜいだ。

　しかし肝かん心じんの羽柴勢は、今、関かん東とうにいる」

「……安あ土づちの補ほ修しゆうと、関東からの撤てつ退たい処しよ理り。結けつ構こう時間が掛かりますわよ？」

「それに限らずだが、幾いくつかの手はある」

　言って、正純が外を見た。

　釣つられるように窓を窺うかがったナイトが、お、と声を作る。

「長なが太ぶとが来たよん、……クリっぺと、これからどうすんのかな？」

「長なが岡おかは武蔵むさしの住人となる手続きを進めてる。だが、まだ長岡夫ふ人じんが、瑞典スウエーデン総そう長ちようとして武蔵とどう関わるかを決めてない。だから長岡は武蔵側の外がい交こう館かんからいずれ学生寮りように住まうが、長岡夫人は武蔵内の瑞典外交館住まいだ」

　成なる程ほど、と思う己おのれの横、メアリが得とく心しんしたようにこう言った。

「私が即そく点蔵様のところに御お世せ話わになれたのは、亡ぼう命めい状態だったからなのですね」

「メーやんが思い切りいいって言われるのはそこらへんね？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とメアリが微笑で頷く。苦く笑しようでなくてよかった、と思う辺り、自分は小こ物もので御ご座ざるなあ、と点蔵は内ない心しんで頭を搔かく。

　ただ、ここから先、夏休みの情報担たん当とうとしては、聞いておきたい事がある。

「長岡夫人の去きよ就しゆうについては、ではどうなるので御座るか？」
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　点蔵は思った。長岡夫人がこれからどうするかは、武蔵にとってかなり大きな問題で御座ろうな、と。

　三十年戦せん争そうの中で戦時装そう備びと戦せん術じゆつを整えて強国となった瑞典。その総長が、ネルトリンゲンで死ぬ筈はずだったのに、生きているのだ。

　更さらに彼女はP.A.Odaの重じゆう鎮ちん、明あけ智ち・光みつ秀ひでの娘むすめでもある。

　P.A.Odaと事を構えようとしている武蔵を他国から見た時、長岡夫人が武蔵にいるという事は、大きな意味を持つ。

　だが、問うた先、正まさ純ずみが腕を組んでこう言った。

「瑞典スウエーデン側からは、しばらく彼女が本国に戻らない方がいいという、そんな判はん断だんがでてる」

「それは──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純が軽く天てん井じようを見上げた。

「これまで彼女不ふ在ざいで三十年戦せん争そうが動いていたんだ。それがここで戻れば、三十年戦争のあり方が激げき変へんしかねない」

　だから、

「瑞典側に戻るには夏休み後がいろいろな調ちよう整せいも利いていいのではないかと、そう言われてる。ゆえに後は、長なが岡おか夫ふ人じんが個人としてどう武蔵むさしと関わろうとしているかに拠よるな。

　何しろ、彼女は本ほん能のう寺じの変へんに介かい入にゆうする際、手段の一つになり得る」

　つまり、

「さっき言った、P.A.Odaとの繫つながりを作る交こう渉しよう相手になれるのが、彼女だ」

「力を貸してくれるかしら？」

　と、ナルゼがペンで頭を搔かきながら呟つぶやいた。

　彼女の台詞せりふは猜さい疑ぎの言葉だ。ゆえに点てん蔵ぞうは、どういう意味かを問うた。

「……救ったのだから、力を貸して貰もらえるのが道どう理りでは御ご座ざるか？」

「でも、元々が死のうと思ってたのよ？　それに、実際に救ったのは長なが太ぶととも言えるわ」

　つまり、

「後からでも、〝恩おんに着ない理由〟はあるのよ。武蔵は、長太の手助けをしただけだ、とも言えちゃうしね」

　それに、

「瑞典は強国だけど、聖せい譜ふ記き述じゆつではクリスティーナが女じよ王おうになってからは平和主義よ。瑞典側としては、現状のまま三十年戦争を終えれば、聖譜記述によって戦せん勝しよう国こくとなれるのだから、余よ計けいな事には首を突っ込まないのが得とく策さくの筈はずよ」

　だから、と彼女はつまらなさそうに言った。

「クリスティーナとしては、こちらに全面協力したくても、本国の安全を考えたら、出来ないかもしれないわ。本国だって、彼女が死ぬ予定で調整していたんだろうし」

　待って、と声が来た。入口近くの荷物置き場。そこで自分達の装そう備びを袋ふくろに詰めていた成なる実みだ。彼女は首を傾かしげて、

「それでも、救うのを手伝った分くらいは、借りを返して貰える筈よ。──それこそ、建たて前まえとしてだって、国家の長ちようの存そん亡ぼうに関わったのだから」

「その借りがあったとしても、別のもので返されるのよ。──忘れたの？　別のネタを、もうクリスティーナは持っているんだって」

　ナルゼの呟つぶやきに、成なる実みが眉まゆをひそめる。解わからない、という風ふうではあるが、やがて、

　……あ。

　答えに気付いたらしい成実が、口を横に開く。

　それと同時に、点てん蔵ぞうも気付いた。確かに、長なが岡おか夫ふ人じんは、既すでに武蔵むさしと取引の出来るものを持っているのだ、と。

　その内容を、成実が眉まゆを歪ゆがめて問い返した。

「……水み戸と領りよう主しゆが入にゆう手しゆしたメモ。その行き先となるものが、長岡夫人の手元にあったわね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と点蔵は頷うなずいた。言葉を続け、成実の台詞せりふを補ほ足そくするならば、

「カルロス一いつ世せいがメモで言っていた、〝しつもん〟で御ご座ざったか。それが書しよ面めんとなって、オラニエ公こうから、クリスティーナ殿どのへと、回っていたので御座ったな」

　告げた先は、正まさ純ずみだ。この件について、判はん断だん出来る彼女は、手を振って表示枠サインフレームを開いた。

　広がった画面の中にあるもの。それは、瑞典スウエーデンの国こく章しようが入った正式な文もん章しようだ。

「長岡夫人の方からは、近い内に会議の場を設けようと言われてる。──そのメモの事でな」

　つまり、

「私達が彼女を救った分は、カルロス一世の情報で借りを返す。──本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうに関わるかどうかは、また別の交こう渉しようで、ゼロベースとする。瑞典側は、暗あんにそう言ってるんだ」
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　厄やつ介かい多いなー、と正純は思った。

　すると、吐と息いきをつけてミトツダイラが苦く笑しようした。

「正純が、武蔵をこっちに置いておきたいと、そう言う訳わけですわね」

「Ｊｕｄ．、どっちにしろ、武蔵がこっちにいた方が有利だけどな。だが、長岡夫人の協力が得られない場合を考えると、武蔵は関かん東とうに帰らない方がいい」

　言って、正純は手を一つ叩たたいた。

「でもまあ、今言った通り、メモの部分では一つ進展が確実と言う事だ。他の事はこれから決めて充分だろうし、──とりあえず浅あさ間ま、長岡や長岡夫人と、通つう神しんが出来るシステムの確立しておいてくれるか。いつでも会議が出来るように、な」

　はい、と浅間が頷いている間に、ホライゾンの脇わきに両腕うでが戻ってきた。ならば、

「トーリ殿？」

　点蔵が廊下の方を見る。それに合わせて正純も皆と一いつ緒しよに入口を見るが、そこには誰もいない。そんな事実が示すのは、

「おやおや、トーリ様を独占していたつもりが、何処どこかに引っかけて忘れてきたようですね。これはホライゾン（一部）、うっかりしてました」

「ほ、ほら、ミト！　クンクンタイムで捜そう索さくですよ！」

「そんな事しなくても大体解わかりますわよ!?」

　そうなんだ……、と皆が呟つぶやく間に、それぞれが動き出す。まずは次のテストだが、

「ともあれ自分達に出来る事から優先だな。──皆、大だい丈じよう夫ぶか？　次のテストは先生の保ほ体たいだが──」

　と、そこまで言った時だ。不ふ意いに声が廊下から首を突っ込んできた。

「あ、ちょっと待った。大体いる？」

　オリオトライだ。

　……いきなり何だ？

　見れば、彼女は、手に何も持っていない。テスト用紙は？　と正まさ純ずみは思うのだが、

「皆、大体はここか、食堂にいるかと思います。連れん絡らくつきますけど、どうします？」

「ああ、じゃあちょっと他の皆にも知らせておいて」

　あのね、とオリオトライが言葉を重ねた。

「──ペーパーテストはここまでにしましょう」
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「……は？」

　皆が首を傾かしげるのと同時に、正純は右手を挙げた。そこに摑つかんだ教きよう科か書しよを掲かかげ、

「でも、残り一つ、先生の保体が終わってませんよ？」

「それだけど、──一回くらい実技しておきたいでしょ？」

　成なる程ほど、と正純は思った。先さき程ほど、瑞典スウエーデン総そう長ちようと校庭で言葉を交わしていたように見えたが、そこで実技も必要と、そんな風ふうに思ったのだろう。だが、

「あの、先生？　立たち花ばな夫ふ妻さいや直なお政まさがいませんのよ？」

「そう。だからそれ」

　オリオトライは、一応、という形で教きよう卓たくにつき、ある方向を指差した。

　左さ舷げん側がわ、東の方だ。

「──とりあえず誾ぎんと宗むね茂しげや、直政がいないと話にならないから、このテストの分は採点保ほ留りゆう。三人が合ごう流りゆう出来次し第だい、始めましょう。いいわね？」
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　結局、テストは実技に変わった保体を除き、終了となった。オリオトライからの評ひよう定ていもお預けとなり、不完全燃ねん焼しようではあったが、戻ってきた馬ば鹿かの、

「何か締しまり悪いから、関かん東とう解放とネルトリンゲンの打ち上げやろうぜ？」

　との事で、皆、夜はうどん王国に降りる事になったのだ。場所はアデーレの、

「うどんでいい店を見つけたんですよ！　面白そうですよ！」

　というのが、かなり心配を誘さそったが、まあたまにはいいか、という事で決定。

　今日きようは夕ゆう刻こくまでこのまま生徒会居きよ室しつを片付け、荷物などあったら自宅に持ち帰ってから集しゆう合ごうと、そういう予定が決まった。

　しかし今はとりあえず皆、教きよう科か書しよを横に置いて、居きよ室しつの床に寝ね転ころがるだけだ。その上で、馬ば鹿かがこう呟つぶやいた。

「夏休みっても、何か当分、学校にとっ捕つかまってる状態じゃねえかなあ」

　全くその通りだ、と正まさ純ずみが応じ、近くの本を摑つかんだ。

「──とりあえず片付けだ。積んでいては解決にならんが、一つ一つやっていくしかないぞ。

　これはきっと、羽は柴しば側がわも同じだろうな」







[image: 第三章『伏せ場の余所行き者』]
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　関かん東とうの夏は、ただ暑いで御ご座ざりますと、福ふく島しまはそう思った。

　関かん西さい、M.H.R.R.神聖ローマ帝国ならば、各かく地ち域いきごとの特色がある。風が少なかったり、蒸むし方が半はん端ぱなかったり、逆に乾いたりしている地方が、結けつ構こうな密みつ度どで群れているのだ。

　そしてその一方で、関西の夏は空が広かったと福島はそう思う。

　……不ふ思し議ぎで御座りますなあ。

　今、自分達がいるのは関東の洋よう上じよう。海の上の空。

　安あ土づちの甲かん板ぱん上じようにて、戦後の状じよう況きよう確かく認にんの作業中だ。

　広大な安土と、その周囲。人は行き来し、声を上げ、輸ゆ送そう艦かんもまた同じようについては離れてを繰り返している。

　竹たけ中なかの話によれば、十日間程はこのような状況が続き、そこでようやく安土が琵び琶わ湖こへと戻れるようになるのだとか。

　今日きようはどちらかというと、関東にいた者達の回かい収しゆうと、輸送艦類の整理だ。

　乗り込みスケジュールや、安土内ないの居きよ住じゆうスペース確保や整備などもあるため、二、三日はその応対となる。

「おい！　誰だれだ露ろ天てん用よう櫓やぐらの発はつ注ちゆう掛けたのは！　屋おく外がいで陣じんでも組むのか!?」

「下の倉そう庫こに櫓の部屋を組んで仮かり住じゆう居きよにするんだよ！　お前もそこだぞ!?」

「ブー、残念でした。まだ倉庫の空あきが確保されてないので屋外で陣を組みますう」

「マジか!?　安土上でキャンプか！」

　夏らしいで御座りますなあ、と思う一方で、早さつ速そく皆がスイカや薪まき、ダッチオーブンの発注を掛けているのが逞たくましい。

　何だかんだと、戦後。夏休み体制に入っているという事か。

　そして自分も、

「──皆、暑いと思ったら水分補ほ給きゆうで御座りますぞー」

　言いつつ、己おのれがやっているのは、表ひよう層そう部ぶの武ぶ装そう木箱コンテナの移動管かん理りだった。

　福島とて、麾き下かはいる。備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦せん闘とうを乗り越えてきた者達が、当時は前ぜん線せんで、今は艦かん上じようで、汗あせを流している。

　彼らに与えられた仕事の進しん捗ちよく状況を確認し、不ふ備びがあるならチェックする。もしその不備が、単なる遅ち延えんではなく、原因があるものならば、改かい善ぜんを促うながす。

　これは、実のところ、戦闘知ち識しきの応用だ。

　敵を攻める際、必要なのは、力だけではない。

　自じ勢せいの状況判はん断だんを行ったり、攻めるべき敵てき陣じんや城、都市の構えを確認し、それがどのように組まれたかを読み取る事が大切だ。

　知ち識しきも知ち恵えもいる。

　その事が解わかっていれば、こういう仕事は出来る。

　大体。これらの仕事は、自分だけが〝解っている〟訳わけでもない。

「さて、そちらの第三班ぱん、やや滞とどこおりがあるようで御ご座ざりますが──」

「あ、福ふく島しま様！　ちと水みず場ばが予定位置になくて、どうにかなりませんか！」

　自分が動かずとも、班はん長ちようの方で、既すでに原因を割り出している。

　つまり自分がなすべきの大半は、決けつ済さいだ。

　……流石さすがに水場となると、班長判断では難しいで御座りますな。

　おそらくは戦せん闘とう用に、消火用よう水すいに回されたのだ。しかし今は戦後、必要な水場の位置も変わってくるだろう。ならば、

「こちらで工事をする、というオプションも含めて相談してみるで御座ります」

「Ｔｅｓテスタメント．！　だったら終業の後でやってしまいましょう！　その水で乾かん杯ぱいです！」

　おお、という声が幾いくつか上がってきたのを聞くからに、それなりに懸け念ねんだったのだろう。皆が、よし、と気き合あいを入れ直し、作業に改めて向かう姿すがたが勇ましい。

　一方の自分としては、

・しとお：『竹たけ中なか様、少々相談があるので御座りますが、よう御座りますか』

・黒　竹：『えろえろえろえろ』

・しとお：『早いで御座りますな!!』

・黒　竹：『いやあ、午後えろは大だい事じですよー。で、何です福島さん？』

　ああ、とすぐに竹中が言葉を続けてきた。何かに自分で気付いた証しよう左さだ。そして彼女は、一ひと息いきを入れたタイミングの後で、

・黒　竹：『水場の設置が違うって事ですね？　結けつ構こうな処ところから要よう請せい来ているので、専門の突とつ貫かん部ぶ隊たいを蜂はち須す賀か君が担当して行ってます。そっちにも──』

・６　　：『もう来てる』

　言葉に後ろを振り向けば、艦かん尾び側がわの階段を小こ六ろくが上がってくるところだった。

　事じ態たいを理解した皆が、お、という声を作る間に、小六の麾き下かが甲かん板ぱん上じようの装そう甲こう板ばんを剝はがしに掛かる。その動きに対し、右手を挙げて許可の指し示じを出しながら、小六が言った。

「福島」

　彼女は、いつもの表情の薄い顔でこちらを見て、

「──柴しば田た班はんが呼んでる」
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「は!?」

　可か児には、福島より先に、小六の声に言葉を作っていた。

　今の自分の仕事は、甲かん板ぱん上じようと地下一階を行き来する荷物を中ちゆう継けいする事。短い距きよ離りのようでいて、上下一階分ぶんを夏の空気の下で往復するのは結けつ構こうキツい。

　汗あせが下らないよう、タオルを鉢はち巻まきにして、笹ささ貫ぬきにも荷物を運ばせていたが、

「福ふく島しま班はんは、柴しば田た班はんに吸収なんですか!?」

　つい声を上げてしまうと、福島の向こうから小こ六ろくが覗のぞき込んできた。

　……うわ！　よく考えたらほとんど初対面です！

　一応、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じよう攻めの前、遠とお間まからは見えている。向こうは乗ってきた輸ゆ送そう艦かんがベルンハルトに撃げき沈ちんされたりとかなり無む茶ちやだったが、今思い出してみると、

　……あのくらい、普通ですよね!!

　自分の基き準じゆんもこの頃ころで随ずい分ぶんと変わった。

　だが、小六がこちらを見て、

「えーと」

　誰だれだっけ、という処ところまではいかないが、名前なんだっけ、という感ではある。だから可か児には、直立して、

「あのっ！」

「待て」

　小六が前に手を出した。彼女は逆の手を額ひたいに当てて、思し案あんした。

　……ど、どうです!?

　難なん読どく武ぶし将ようの襲しゆう名めい者しやという自覚はある。ぶっちゃけ自分でも襲名してなければ読めませんよねこの名みよう字じ！

　だが、ややあってから小六が両の手を下ろした。そして彼女は福島に、

「ま、いいか」

「ええ!?　こ、答えはないんです!?」

「誰か言うから」

　……凄すごくドライです……！

　ただ、この放ほう置ちの割り切りがあったからこそ、備中高松城の西側を担たん当とう出来たのだと、可児はそんな風ふうに思う。

　備中高松城の戦せん闘とう記録を見たが、西側は最も水が溜たまった場所。そんな戦せん場じようで、敵の武ぶ神しん隊たいの他、三さん銃じゆう士しの二人がやってきたというのに。

　……それでも凌しのぎました……！

　武神乗りは、麾き下かの徒と歩ほ戦せん士し団だんを、戦場で決けつ別べつしなければいけない時がある。

　何しろ耐たい久きゆう度ども移動力も、戦せん闘とう力も、全く違う存在なのだ。武神は、戦場全体の流れを変える事もあるため、有ゆう事じであれば自分達の隊とは別の行動をとる事もある。

　そんな彼女がリーダーの小六班は、しかし今、皆が連れん携けいして水場の構こう築ちくを行っている。

「随ずい分ぶんと慣れてますね！」

「うちは整備が多い。あと、農のう家か出身も」

「そうなんですか！」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずいた小こ六ろくが、こちらを指さした。

「お前も柴しば田た班はんから呼ばれてる」

「ええ!?　どういう事です!?」

「変へん態たいに聞く」

「変態!?」

「片かた桐ぎり」

「片桐先せん輩ぱいが変態なんですか!?」

「そう」

「本当ですか!?」

「この目で見た」

「じゃあ本当ですね！」

　周囲が、不ふ意いにざわついた。

「片桐様が、変態……!?」

「え!?　ちょっと待って！　予定が変わっちゃうわ！　夏休みなのよ！」

「望むところであります！　いいじゃないですか！　片桐様なら！」

　……何かよく解らないですけど、仕事の間の息抜きタイムと、福ふく島しま班と蜂はち須す賀か班の交流を作れたのは誇ほこっていいですよね！
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・黒　竹：『あのー、片桐君？　何か凄すごいダメな情報端スレツドが安あ土づち通神帯ネツトに出来てるんだけど』

・□□凸：『え!?　──な、何ですかコレ！　僕、知らないですよ！　何か勝かつ手てに小咄シヨートストーリーまでアップされてますよ！　〝夏に使えなくなった供く養ようです〟って何です!?』

・ＡｎＧ：『夏に使えなくなった供養じゃないかな？』
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「おーい、皆の衆しゆう、表示枠レルネンフイグーアで通神帯を睨にらんで作業を止めるのは無しで御ご座ざりますぞー」

　福島は、手を叩たたいて皆を[image: ]しつ咤た。そして、全員が気付いたようにまた動き出すのを確かく認にんすると、

「井い戸どとポンプ」

　小六が、甲かん板ぱん上じようで作業の自じ班はんを指さす。既すでに装そう甲こう板ばんは小ブロックが剝はがされ、広さ、深さ共に一いち畳じよう程の空間が覗のぞけている。

　蜂須賀班の持ってきた装そう備びから見るに、ここに露ろ天てん用ようの鳥とり居い型がたインフォメーションも建てるらしい。剣つるぎ神じん社じやゆえ、鳥とり居いに剣を立てた形状のものだ。

「──表ひよう層そう部ぶで御ご座ざりますし、井い戸ど式しきがよう御座りましょう。水をかぶる事も出来るで御座りますし、ポンプ式だと大おお勢ぜいが一いつ斉せいに使えますまい。それに──」

「Ｔｅｓテスタメント．、──ポンプ式だと、側そく転てん時じに破は裂れつの可能性もある」

　安心した、と付け加えられるのは、小こ六ろくなりの〝試し〟だろう。何故なぜなら、

「私はこっち」

　彼女は、安あ土づちに残るのだ。ならば〝呼んでいる〟とは、

「柴しば田た様が、自分の班を呼こ集しゆうした、と？」

「羽は柴しばの要よう請せいもあった」

　それは、と言いかけた時だ。小六が先に、口を開いた。

「──強く」
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　強く。

　それだけで、福ふく島しまにとっては充分だった。

　……成なる程ほど。

「強きよう化か合がつ宿しゆくと、そういう訳わけで御座りますな」

「向こうも暇ひま」

「そうなんですか!?」

　可か児にの問いかけに、福島は頷うなずいていいものか迷った。

「少々言いにくい事で御座りますが、恐らく柴田様達は、本ほん能のう寺じの変へんまで動けぬ状態にあるのかと」

「そこまで歴史再さい現げん、詰まってきてるんですか……！」

「勉強」

「はい！　そうします！」

　小六の台詞せりふに、可児が頷いた。小六が少々眉まゆを上げ、しかし表情を戻して会え釈しやくする。

　この少女の肩から力が抜けたのに、可児は気付いているだろうか。

　いい補ほ佐さがきたもので御座ります、と思う一方で、気になる事は別にある。

「蜂はち須す賀か殿どの。──キヨ殿も、やはり柴田班に？」

　言っていて、心が上うわずるのを感じた。

　気にし過ぎで御座ります、と思うと同時に、こうも思ったのだ。自分のそういう思し案あんが、小六にバレはしないかと。

　それこそ気にし過ぎだと思うが、小六の表情は読みにくい。

　彼女は、んー、と首を傾かしげ、そしていきなり表示枠レルネンフイグーアを立てると、

・６　　：『清きよ正まさ、そっちの、夏の予定』

　……直接聞くで御ご座ざりますか!?

　いや、普通はそうする。自分が気にし過ぎで、その辺りの選せん択たく肢しを頭の中から除じよ外がいしてしまっているだけだと、福ふく島しまはそんな事に気付き、

　……ぬ……！

　一気にいたたまれなくなった。

　今、小こ六ろくの呼びかけた先には、清正が存在する。安あ土づちの何処どこか。否いな、昼前に起きた時、来ていた指し示じを見る限りでは、彼女の持場は右う舷げん二番艦かんの補ほ修しゆうだ。キヨ殿どの、防ぼう御ぎよ系けいだけあって、建物や航こう空くう艦かんの補修関係にも詳しいで御座りますから……。

「──福島」

「え!?」

「二度も呼んだ」

　二度〝も〟というところに小六の厳きびしさを感じる。だが、既すでに小六は表示枠レルネンフイグーアを閉じていた。

　つまり清正との会話は終わったと言う事だ。ならば、

「ええと、キヨ殿は、何と？」

「強きよう化か合がつ宿しゆく」

「柴しば田た様の処ところに御座りますか!?」

　驚きの中に、恐れと、嬉うれしさのようなものが混じっているのが自覚出来る。

　彼女を欲しいのだけど、手元に引き寄せていいのかという感覚。

　随ずい分ぶんと強気なものだ。本人を前にしては、緊きん張ちようしてろくに動けなくなる現状だというのに。

　ただ、表示枠が消えた事で、感情の内うち弁べん慶けいが始まっているのだと思う。

　……全く。

　清正が目の前にいたとして、だからどうだというのだ。

　どうしようとも、どうしたいとも、まともに考えた事などないだろうに。

　否定する意味のない戸と惑まどいから、もう一歩を踏み込めず、しかしその萎い縮しゆくすらも、〝今の関係を壊こわすならばそれでいい〟と認めてしまっている。

　堂どう々どう巡めぐりどころか、感情の壁を作って臆おく病びようを慰なぐさめているだけだ。だが、

　……どうしたいとか、思った時点で終わりで御座りますよ。

　今、大だい事じな時期だ。

　本ほん能のう寺じの変へんがあり、後にはいろいろな戦いが待っている。

　武蔵むさし勢ぜいとの決けつ着ちやくも、その中で生じる事だろう。

　ここで、清正との関係を壊したら、それらの戦いで十じつ本ぽん槍やりの結けつ束そくが乱れる。

　そうしたら、終わりだ。だから、

「蜂はち須す賀か殿どの」

　仲ちゆう介かいを頼んだ訳わけでも、頼める訳でもない。だが今は、それが為なされている。

「教えて下され。清きよ正まさ殿どのは──」

「違う」

　小こ六ろくが、静かに言った。

「清正は、一年連れて真さな田だに向かう」
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・巨　正：『──私が、真田に強きよう化か合がつ宿しゆくですか』

　北ほう条じよう勢ぜいの突とつ撃げきによって破は壊かいされた城しろ型がた艦かん橋きよう。その屋おく上じようにて、清正は問うていた。

　まず思うのは、一つの事実だ。

　……真田とは、浅からぬ因いん縁ねんがありますね。

　真田十じゆう勇ゆう士し。

　今、その名を名乗っている彼らは、現状、羽は柴しば側がわに与くみしている。その筈はずだ。

　筈というのも、真田は嫡ちやく子しが松まつ平だいら側がわにつき、当とう主しゆと次男が羽柴側について御お家いえ存そん続ぞくを図るという歴史再さい現げんがあるからだ。

　だが、この合宿、羽柴を絡めた決定ならば、今の真田は羽柴側だろう。そして、

・きめえ：『元十じつ本ぽん槍やりと、……清正だったら、いい対応が出来るんじゃないかしら』

・巨　正：『彼らに同情した竜りゆう属ぞくは、どうだか解わかりませんよ』

　真田十勇士は、元々、自分達が今いる十本槍の位置にいたのだ。それを実力試験で相あい対たいし、打ち負かした事で、自分達は今の位置を得ている。

　元敵。それも、向こうからしたら、因縁の強い相手であろう。

　そこに合宿に行けと言うのは、

・巨　正：『トラブルにならなければいいのですけど』

・黒　竹：『そう言ってる人なら大だい丈じよう夫ぶですよ。一応、ヤバいと思ったら帰ってきていいのと、真田にもそれなりのバックを返すつもりですんでー』

　はあ、ととりあえず頷うなずくしかない。

　それに、十本槍全員を考こう慮りよしても、確かに自分が交こう渉しよう役やく兼けん引いん率そつとして行くのが妥だ当とうだろう。防ぼう御ぎよ主体の戦せん術じゆつがとれるし、カレトヴルッフならば竜属を相手に出来る。ならば、

・巨　正：『準備をするためにも、仕事を早めに終えないといけませんね』

　安あ土づちが先だ。

　今、麾き下かと、自じ動どう人形達たちが、艦かん橋きようと周辺の補ほ修しゆうを行っている。

　と言っても、初日となる今日きようは、破は砕さい部分の計けい測そくだ。何処どこがどう破壊されたのかを調べ、それが計上出来たら補修プランを建て、解かい体たい部分を決定する。しかし、解体出来る場所や、それで済む箇か所しよなどを調べると、補修プランには当然変へん更こうが入ってしまう。

　場合によっては、

　……艦かん橋きようを修しゆう復ふくするより、新しん型がた艦橋にした方が早い事もありますよね。

　その辺りの判はん断だんをつけるのは、自分の仕事だ。

　同じように、相当の被ひ害がいを受けた中央二に番ばん艦かんの艦橋部も同どう様ようだ。あちらはやはり建けん造ぞうなどの知ち識しきがある竹たけ中なかが担当となっている。

　そんな多た忙ぼう中ちゆうの竹中が、

・黒　竹：『海が近いじゃないですかー。見てると酔よいますよねー』

　などと訳わけの解わからない事を言ってえろしながら、言葉を送ってくる。

・黒　竹：『で、──ええとまあ、ちょっと清きよ正まささんには苦労を掛けますけど、一年生の方から強きよう化か合がつ宿しゆくしてくれないかという案を出されてまして、教員側からもオッケー出ましたもので。それでまあ、どうせなら、何なん班ぱんかに分けてやった方が効こう率りつもいいですしー』

・巨　正：『効率？』

・黒　竹：『安あ土づち補修には時間が掛かるって事ですよー』

　だから、と竹中が言葉を続けた。

・黒　竹：『大体、三班くらいに分けて、強化合宿のスケジュールを組みますんで』

・巨　正：『はあ。それで、ええと』

　自分以外のところで気になる部分があったので、清正は問うてみた。

・巨　正：『私が一年生の引いん率そつ担当という話ですが、──行くのは誰だれなんですか？』
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　ああハイハイ、という竹中の言葉を、清正は見た。

　そして続けられるのは、

・黒　竹：『一年生で言うと、浅あさ野のさんと鍋なべ島しまさんです。大だい事じなのは特に後者。鍋島さんは清正さんの補ほ佐さになり得る人であると共に、機き竜りゆう使いですから──』

　言いたい事は解る。要するに、

・巨　正：『機竜使いの戦せん闘とう訓くん練れんとして、竜達の住む真さな田だで特とつ訓くんを、と？』

・黒　竹：『そーいう事です。浅野さんは対たい人じん戦闘もですが、里さと見み戦せんの出来を見るにかなり自然物やら道具類の扱いに長たけてます。──忍にん者じや系けいですよねー』

　明らかに、楽しんでいる口く調ちようの感じられる文もん言ごんだ。

　だが、それは悪い事ではない。浅野と鍋島は旧きゆう知ちの間あいだ柄がらであり、

　……浅野さんが分ぶん析せき派はだとすると、機竜の戦闘記録なども、いろいろと検けん分ぶんを任せる事が出来そうですね。

　恐らく、竹中の方は、そう言う事を期待しているのだろう。

・きめえ：『──本当だったら、巴パ里リ制せい圧あつの後、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ内の竜りゆう属ぞく生せい息そく圏けんに乗り込んでそれをやりたかったわよね』

・黒　竹：『こればっかりは勝負の綾あやってので御ご容よう赦しやですねー』

・きめえ：『解わかってるわ。──アンジーが楽しんできたから充分』

　じゃあ、と言ったのは別の処ところからの言葉だ。比較的無ぶ事じだった左さ舷げん前ぜん艦かんで、備び蓄ちく物ぶつ資しの管理を行っている糟かす屋やが、

・黒　狼：『──私は一体、どういうローテーションですの？』

・黒　竹：『あ、糟屋さんはちょっと遠くに行って貰もらいます。安あ芸きまで』

・黒　狼：『……また、随ずい分ぶんと遠いですのねえ』

・黒　竹：『そっちで合ごう流りゆう組ぐみと一いつ緒しよになって、ちょっと一ひと仕事ですねー。あと、嘉よし明あきさんと脇わき坂さかさんは、蜂はち須す賀か君と一緒の組で、基本、こっち詰めです』

・きめえ：『安あ土づちはそんなに危険な状態なの？」

　嘉明の言葉に、清きよ正まさは今いま更さらながらにこの強きよう化か合がつ宿しゆくの配置を理解する。

　彼女は、こう言っているのだ。つまり、

・ＡｎＧ：『──アンジー達の哨しよう戒かいが、今の安土には必要って事だよね。そっちに手を割さくのもちょっと難しい感じ？』

・黒　竹：『正直、補ほ修しゆうにまず全力掛けましょう。全員安全撤てつ退たいが羽は柴しば君くんの指し示じですから』

　Ｔｅｓテスタメント．、と皆が頷うなずく。

　すると、ふう、と一ひと息いきを入れられる間が、竹たけ中なかから来た。

　そして彼女が、こう言った。

・黒　竹：『武蔵むさしが変な動きをしなければ、十日までは安全の筈はずです。その一方で、私達も、ちょっと面めん倒どうな問題、一つ抱えてるんですよね』

　それは、

・黒　竹：『備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いの講こう和わ。──まだやってないんですよ』
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　そうねえ、と嘉明は呟つぶやいた。

　安土城を見下ろせる位置。海面からの高さ一キロ程の空に、嘉明はいた。

　ノースリーブのシャツにジャージ用タイツを穿はいて、しかし魔女帽ぼうは日ひ除よけに欠かさない。

　そんな自分がいるのは右う舷げん前艦の空。見下ろすのは敵の強きよう襲しゆうを一番に受けた艦で、航こう空くう系けいに詳しい自分が、その被ひ害がい状況を判はん断だんしているという訳わけだ。

　向こう、中央前艦の空には安治がいて、こちらと同じく空からの検けん分ぶん中ちゆうだった。

　彼女が手を上げているのを見るに、合流して検分内容を付き合わせようというのだろう。

　安治の方へと箒ほうきを向けながら、嘉明は言葉を作った。

・きめえ：『確かに、備中高松城の戦いは、講和を行ってないようね』

　現場にいなかった自分だが、さっきの竹たけ中なかの言葉の意味は解わかる。

　これは、羽は柴しば勢ぜいにとっては大だい事じな講こう和わなのだ。何故なぜなら、

・きめえ：『聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、──備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようを水みず攻ぜめにしている間、本ほん能のう寺じの変へんが勃ぼつ発ぱつ。羽柴はその情報を得ると、毛もう利り側がわと急いで講和を結び、本ほん拠きよへと大おお返がえしで戻るのよね』

　つまり、この講和は、

・きめえ：『羽柴が、信のぶ長ながの後こう継けいとなるために必要だった主しゆ君くんの仇あだ討うちとしての明あけ智ち討とう伐ばつ。それが即そく座ざに出来たのは、この講和を毛利側が早期にまとめたからよ』

・黒　竹：『Ｔｅｓテスタメント．、そのおかげで天てん下かがとれた羽柴は、毛利を優ゆう遇ぐうしていく訳わけです。そして今、毛利は関かん東とうにいるので、講和はここで結べるんですけどね。一応、備中高松城の戦いの途と中ちゆうなんで、とすれば、歴史再さい現げんはその分だけ済ませられますし』

　だけど、と竹中が言った。

・黒　竹：『毛利側は、そこらの講和をやるべき人員を巴パ里リにおきっぱなしのようなんですよ。だからコレ、安土が向こうに戻らないといけないんでしょうけど、毛利も足並み合わせないといけない筈はずで、いつやろうかなあ、って』

・ＡｎＧ：『武蔵むさしと入れ替えって感じで、やるのかなあ』

　恐らく、そんな流れだろう。だが、そうなると、

・きめえ：『ひどく面めん倒どうね。こっちの出足が遅れるし、毛利に支配されてる感があるわ』

・黒　竹：『だから担たん当とう者しやをこっちに呼べないかとか、そんな話もしてるんですけどね。

　……そうなるとホラ、毛利の真ま下した、うどん王国には武蔵がいて、いつ動くか解らない部分があるから、気き楽らくにこっちに来られないようなんですよね』

・きめえ：『何を敵てき味み方かたで睨にらみ合って動けなくなってるのよ』

　だが、竹中が言う意味は解る。

　……それだけ、安土の破は損そんとかも、想そう定てい外がいだったって事ね。

　慶けい長ちようの役えきに介かい入にゆうし、毛利を従えて帰き参さん。そのつもりだったろう。

　してやられたと、その結果が、今ここで大きくのしかかってくる。

「……成なる程ほど」

　竹中は、万まんが一いちの事を考えている。それが何となく解ってきた。

　何しろ、今の安土は無む防ぼう備びに近い。

　だからだろう。自分の周辺、自じ動どう人形達たちがあまり出で張ばっていない。

　彼女達を実作業に当てるより、内ない勤きんや、不ふ寝しん番ばんに回している。

　実際の作業は自分達でも出来るのだ。ならば自動人形をそれ以外に従じゆう事じさせ、いたずらに頭あたま数かずを増やすよりも効こう率りつ化かと安全を図る。

　つまり、事務系けいの判はん断だんや作業は、どんどん自動人形に投げていいという事だ。そして、

　……歩ほ哨しようや警けい備びも彼女達に任せ、私達は万まんが一いちに備えて休めと、そういう事ね。

　皆も、その考えに至ったのだろう。Ｔｅｓテスタメント．、と改めて言った上で、

・巨　正：『──だとしたら、随ずい分ぶんと作業の遅ち延えんなく進められそうですね』

・ＡｎＧ：『確かにね。そうしてくれると、アンジー達の哨しよう戒かいも短くて済むかなあ』

・きめえ：『好きな時に寝て好きな時に風ふ呂ろ入る許可が欲しいわ』

・黒　竹：『哨戒スケジュールさえ守ってくれれば大だい丈じよう夫ぶですよー』

　そうね、と嘉よし明あきが頷うなずいた時だ。

　不ふ意いに清きよ正まさが、今までの流れとは違う言葉を作った。

・巨　正：『あの、竹たけ中なか様さま？　──福ふく島しま様の予定は？』

　いきなりの内容。だが、彼女の問いかけには、即そく答とうが来た。

・黒　竹：『あ、福島さんは強化の必要云うん々ぬんを気にされてたのと、柴しば田た班はんの方から〝夏の強化合がつ宿しゆくやるけど、いつも同じメンツで打っててもつまらないから新しん顔がお寄よ越こせ。ていうか下さい〟って、何だか凄すごいの来ちゃったので、可か児に君と一いつ緒しよにソッコでそっちです。

　ちなみに夏休みが終わるまで戻ってこない気がします』
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　う、と清正は、返答に詰まった。

　竹中の宣せん告こく。福島が柴田班の方へと行ってしまう事に対し、頭の中で思ったのは、

　……ずるいです……！

　我ながら単純な思し考こうだと感じるが、しかし微び妙みように意味が通らない台詞せりふでもある。

　一体、誰だれがずるいのか。

　福島を連れ去ってしまう柴田班がずるいのか。

　こっちの気も知らないで、柴田班に合ごう流りゆうしてしまう福島がずるいのか。

　それとも、こういう事を勝かつ手てに決めてしまう羽は柴しばや竹中達がずるいのか。

　はたまた、

　……少し、ホっとしたり、それでいて嫌いやだと思ってる私ですね。

　何とも厄やつ介かいな自分になったものです、と清正は改めて思う。

　だが、福島が柴田班に誘ゆう拐かいされてしまうなら、確かに気が楽になる部分もある。自分の中にある感情など、面めん倒どうなものを、ある程てい度ど整理出来ると思うからだ。

　特に、福島がいない事で、少々、距きよ離りを取り直せるかとも思う。

　物事の優ゆう先せん順位が、ちょっと彼女に傾き過ぎだ。しかもそこに幸いを感じているなど、十じつ本ぽん槍やりというチームを考えた場合、あまりいい事ではないだろう。

　そんな状態で、いずれ来る武蔵むさし勢ぜいとの決けつ戦せんに赴おもむくのは危険だ。だったら、

・巨　正：『──福島様は、柴田班で強化合宿ですか』

　これは正しい事。

　皆の益えきになる事。

　……でも自分は──。

　という思いの先を考えないようにして、清きよ正まさは言った。

・巨　正：『いい事ですね。そう思います』
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「福ふく島しま」

　福島は、蜂はち須す賀かが顔を上げてこちらを見るのに視線を合わせた。

　蜂須賀の方からこういうアプローチをするのは珍めずらしい。そう思っていると、

「──清正が、福島の強きよう化か合がつ宿しゆくの事、言ってる」

「え？」

　いきなりで御ご座ざりますな、と福島は思った。

　……キヨ殿どのが、拙せつ者しやの強化合宿を、何と思って御座りますか……!?

　跳ね上がる鼓こ動どうの向こう。蜂須賀が表示枠レルネンフイグーアに一度視し線せんを落とし、

「──頑がん張ばって来い、と」

　あっさり言われた。

　もっと何か、キャラ性のある事を期待していた自分は、すかされた感を得て、

「は？」

　もっと何かあったのでは、と思ってしまう。

　だが蜂須賀はこちらの思いに付き合わない。小こ首くびを傾かしげて、それ以上何かあるのか？　という風ふうで、

「そういう事」

　言われてしまうと、どうしようもない。自分はただ頸くびを前に落とし、

「はあ」

　何か己おのれが、短たん音おんだけで会話する生物になってしまったようだ。

　しかし、清正の反応があったのは、確かだ。その内容も、

　……頑張って来い、で御座りますか。

　正直。やはりもうちょっと、何か、こう、あってくれるというか、来てくれると、それはそれで拙者、高たか望のぞみで御座りますかな、とか思いつつ、良かったので御座りますが。

　……いやいやいやいや！

　福島は思った。何を考えて御座りますか自分、と。キヨ殿は名前の通りに清せい純じゆんで正しい人。自分のような者が勝かつ手てに抱いているよく解わからぬ不ふ純じゆんとは別べつ世界の住人に御座ります。

　ゆえにこれが普通。普通の感想で御座りましょう。

「ふむ」

「あの、福ふく島しま先せん輩ぱい！、さっきから短音ばかりなんですけど……！」

「まあまあ」

「二音？」

　蜂はち須す賀か殿どのチェック厳きびしいで御ご座ざります。

　ただ、清きよ正まさが、頑がん張ばって来い、と、そう言ったのだ。

　今まで自分と訓くん練れんでもよく組んでいた清正がそう言ったと言う事は、きっと、彼女はいつもの訓練を前ぜん提ていとしているのであろう。

　つまり、この〝頑張れ〟は、自分と二人で訓練している事を念ねん頭とうにおいた〝頑張れ〟だという確かく率りつが高い。

　これはどういう事かというと、

　……拙せつ者しやが頑張る限り、キヨ殿が、常に見守っているという事……！

　何か元気出てきた。

　ふむ、と頷うなずき直し、視線を上げると、夏の空が眩まぶしい。

　暑い。が、それもその筈はずだ。

「関かん東とうは、空が狭く感じるで御座りますな」

「キャラ変わった」

　蜂須賀殿、それは考え過ぎに御座ります。

　ともあれ、先さき程ほどに思っていた疑問を、今いま更さらながらに福島は理解した。

　……雲が、混雑しているので御座りますな。

　太たい平へい洋ようと陸りく地ち。そして山地や平野に、そこを行く大きな川。それらの要よう因いんで、雲が段だん差さを持ち、いくつものパターンや波を持っている。

　そういった地上の地形や、無む限げんに吹いてくる海風の影えい響きようを受ける関東の空は、天てん上じように地形があるようなものだ。

　対する関かん西さいは、内うち海うみがあるが、M.H.R.R.神聖ローマ帝国側に行けば北に山が横たわり、後は主に平野だ。

　関西の空では、空に浮かぶ雲はやや低く、平面的に広がっていくように見えていた。

　感覚としては、関西だと雲が遠くまで見通せるのに、関東ではそれが出来ない。

　それが、西と東の空の差で御座りますな、と福島は思った。

　こんな事を思うのも、このところで短期間の行き来があったからだろう。

　……ああ。

　今更ながらに、福島はこう思った。

　……巴パ里リと関東、負けたので御座りますなあ。

　ゆえの〝頑張れ〟と、そういう事なのだろうか。
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「確かに、福ふく島しま辺りには頑がん張ばって貰もらわないといけないわね」

　嘉よし明あきは、安治アンジーの合ごう流りゆうに右手を上げて応じながら、現状の感かん想そうを呟つぶやいた。

　安治と交換するのは、魔術陣マギノフイグーアで捉とらえた安あ土づちの画が像ぞうだ。安治の側からは、安土全ぜん景けいの検けん分ぶんの他、周囲を行ったり来たりしている輸ゆ送そう艦かんが全て自動チェックされており、

「あ、キメちゃんのは人員チェックね。アンジーの方と嚙かみ合うかな……？」

「大だい丈じよう夫ぶそうよ。というかよく拾ってるわねアンジーの。──ほら、今、右う舷げん一番艦左さ舷げんの２─23輸送艦ね」

　画像内、航こう路ろを外れた輸送艦が警けい告こくサインを重ねられている。既すでに内部では航路ミスが報告されているだろうが、こちらでもチェック。

　検分以外に行っているこのチェックは、警告の確定と、周辺にいる艦や人々への注意促うながしだ。事故が生じるのを止めるため、場合によっては全艦空中停止を命じる場合もある。

　それだけ、混雑した現場なのだ。

「……外から来た艦や、関かん東とうで合流したもの。そして一年の池いけ田だが供きよう出しゆつした補ほ給きゆう艦かん等々、いろいろなのが入り乱れてるし、それでいてまだ補ほ修しゆう傾向が明確になってないから、うろうろしてしまってる者もいる。でも──」

　……だけど、今はまだ、安全な方ね。

　何しろ、皆が不慣れだから、速度も出していない。

　一番危険なのは、これから役やく目めが決まって、大おお勢ぜいが動き出した時だ。

「明日あした辺りから、大型の輸送艦とか、多量の小型艦が、〝慣れた〟動きで、さらには速度を上げて動き出すわ。そうなったら、指し示じが追いつかないケースだってある筈はず」

「なるべくそれが無いといいねえ。アンジー達、夜には哨しよう戒かいで外の空に出ちゃうしさ」

　でも、とアンジーが言った。

「さっきの、どういう事？　フクシマン辺りには頑張って欲しい、って」
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　そうね、と、空の中で竹ボトルの水を呷あおりながら嘉明は頷うなずいた。

「私達がこれから得る戦せん闘とうの中で、大だい事じなものが二つあるわ。──一つ、解わかる？」

「武蔵むさし勢との決けつ着ちやくだよね？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と嘉明はまた首を下に振った。

　この会話、今の出だしではないけど、今までに幾いく度どとなくやってきた事だ。

　だから定型的な答えが来るだろうと思いつつ、嘉明は問う。

「もう一つの大事な戦闘。それも、武蔵勢との決着以い前ぜんに、織お田だ勢の内部として私達が関係するものがあるの。──解わかる？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とアンジーが声を強く、しかし、誰だれに向けるとでもなく言った。

「賤しずヶ岳たけの戦い。──本ほん能のう寺じの変へん以後、織お田だ家けの行く末を巡り、羽は柴しばと袂たもとを分かった柴しば田た・勝かつ家いえが反はん羽柴を集めて起こした戦争だよね」

　それは、

「聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、アンジー達、十じつ本ぽん槍やりの元となる〝七しち本ほん槍やり〟のデビュー戦」
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　安治アンジーとしては、正直、賤ヶ岳の戦いについてこう思っている。

　……やりたくないなー。

　相手となる柴田班はんの構こう成せいは、現状、P.A.OdaとM.H.R.R.神聖ローマ帝国が主となっていて、要するに自分達にとっても身み内うち感は強い。同じ制せい服ふくを着ている組、という感覚だ。

　身内同どう士しの争いは無ければいいし、

「解かい釈しやくで、上手うまくそこら辺済めばいいなー、とか思うんだけどね」

「私達がそう思っていて、向こうもそう思っていても、上手く回らない時があるのが歴史再さい現げんの今よ」

　特に、と嘉よし明あきが言葉を間に置いた。

「……私達羽柴勢は、基本、歴史再現を遵じゆん守しゆするつもりで動いてる。もしもやりたくないのに強きよう制せいされたところで、文もん句くを言える立場に無いわ」

「だとしたら、そういうところを、武蔵むさしとか他国は狙ねらってくるよね」

「そのための〝夏休みの計画的な御利用〟よ」

　嘉明の言葉に、安治は彼女が自分と同じ思いなのを知る。

　……そっかー。

　何か妙みような照れくささと甘えを感じて、安治はしばらく輸ゆ送そう艦かんの管理に専せん念ねん。

　すると、嘉明が同じように魔術陣マギノフイグーアを捌さばきながら言葉を送ってきた。

「アンジー」

「何？　キメちゃん」

「私達は文句を言える立場に無いけど、政治として考えたら、基本は〝俺おれはいい。お前はダメだ〟を如何いかに可能とするかだから。その辺りは解っておいて」

　言われ、言葉の意味を考え、安治は吹いた。

　……キメちゃん、もうその話題は過ぎてるよ……！

　自分が黙だまってしまったのを、突き放したものと思ったのだろうか。

　こっちとしては、その前の一ひと言ことで真しん意いを読んでいるのに。

「ふは」

　清きよ正まさ辺りに注意されそうな笑い方が口横から漏もれる。

　一方の嘉よし明あきは、ん？　と眉まゆをひそめているが、別に何も聞いてこない。こっちが、自分の懸け念ねんなど関係ないというのは、見て通じているのだろう。

　だったらいいや。

　安治アンジーは、息を整え、嘉明に振り向く。

「帰ったらお風ふ呂ろ入ってソルベ食べようよキメちゃん。ビスコッティぶっ込んだやつ」

「いいわね。でも冷えないようにしないと」

　だねえ、と言いつつ、安治は思う。

　……フクシマンを呼ぶって事は、柴しば田た班はんも、賤しずヶ岳たけの戦いを解かい釈しやくで済ませたりとか、そういうの考えているのかなあ。

　手の内を明かすような行いだ。それを羽は柴しばも了りよう承しようしているとなると、

「本ほん能のう寺じの変へん、その前後も、やっぱ皆、いろいろ考えているんだろうね」

「こっちとしては常にベストを尽くしていくだけよ」

　何事も対たい処しよを講じていくキメちゃんらしい、と安治は思う。

　ベストを尽くす。これは確かに、万ばん事じにおける最大の対処だ。それ以外の事は、ベストを尽くせない時の補ほ助じよや代だい用ように過ぎないのだから。

　だったら、と安治は呟つぶやいた。

「ソルベ二つは行こう。あと、フクシマンに御お土産みやげも頼もう」

「頼み事は、近いならば直接なさい」

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じて、安治はふと空を見渡した。

　此こ処こは関かん東とう。雲の上下が結けつ構こうダイナミックで、海と大地の関係で生まれる風が常に吹く空だ。

　まるで雲の山さん岳がくだなあ、と思いながら、安治は西の天てん上じように視線を向けた。

「何か、逆だね」

「武蔵むさしと私達？」

「そんな感じ。位置もだけど、立場も。──前は、アンジー達が勝ったのに、今回は逆」

「また逆にすればいいだけよ。──そうしなければならないし」

　そうだね、と応じつつ、アンジーは、しかし言葉を作った。

「やっぱソルベ一つにしよう」

　何故なぜなら、

「武蔵勢に勝つなら、ちょっと節せつ制せいしないとね。──きっと他の班はんも、今の空を見て同じ事思ってる気がするし」
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「ようし、いい空だ！　──恐らく改派プロテスタントのババアどもが調子のって動き出して面めん倒どうだが、うちは今日きようから夏休みだ!!　俺おれ達たちは上越露西亜スヴイエート・ルーシ方面の派は遣けん戦せん士し団だんだから、M.H.R.R.神聖ローマ帝国は羽は柴しばに任せときゃいいだろ！　とりあえず何処どこか行く時は北きたの庄しよう教きよう導どう院いんに届け出出す事お──」

　野の太ぶとい声の人ひと影かげは、巨きよ軀くの上にテントと食料などの詰まったザックを担かついだシルエット。

　山さん岳がく用ようのベストを大振りな私服の上に着込んだのは、

「勝かつ家いえさあん、方ほう位い磁じ針しんを持ってくの忘れてますよお」

「おおう、御お市いち様さま！　表示枠インシヤ・コトブのでいっかー、とかそういうの許さねえ方針か！　やっぱ本物に触れるのがアウトドアの嗜たしなみだよな！」

　ハイ、と、こちらも山岳装そう備びの御市が、彼の装備に〝柴しば田た〟と書かれたバンドつき方位磁針をカラビナ留めする。

「コレでオッケーですねえ……」

　笑えみに一つ頷うなずいた柴田は、辺りを見回した。

　ここは緑みどりの野原。しかし周囲は、まだ多くの場所が白の色に包まれている。

　夏期の始まった雪せつ原げん上じようだった。柴田勢の航こう空くう艦かんが、城じよう塞さいのように並び、時とき折おりに輸ゆ送そう艦かんがその中と外来で交換される。

　そんな光こう景けいを背景に、柴田が前を見た。

　そこに、人の群がいた。

　柴田勢の役やく職しよく者しや達たちだ。百ひやく人にん隊たいの隊たい長ちようクラスまでが揃そろった姿すがたに、柴田は言った。

「いいか貴き様さまら。夏休みってことは、だ」

　ふむ、と顎あごに手を当て、

「──まずは彼女作れ」

「こっち見て言ってんじゃねえ──！」

「おやおやナルナルくぅん、御ご自じ覚かくありですかあ。ん～？　でも貴様、夏休みは一人で山に籠こもったりで、修しゆ行ぎようとか言いい訳わけつけた時間過ごしそうですねえええええええ？

　でもって地元の祭なんかも、〝チ、ウゼーぜ〟とか言って、横通りながら、チラッ、チラッ、とか見ちゃったりして！　でも結局は家の中から花はな火びが上がるのを見て〝これが俺の夏だな……〟と御お呟つぶやきになられるんだよなあ──？」

「夏休み入る前にウザさのチャージに来やがったなこの野や郎ろう……！」

　まあまあ、と手を上げる姿がある。

「何だよ不ふ破わ」

「佐さつ々さじゃなくて、柴田先せん輩ぱい、──彼女作れとか、セクハラなんですけど」

「じゃあ不破、貴様は彼かれ氏し作れ」

「もっとセクハラなんですけどね……！」

　あらあ、と言ったのは、既に柴田の肩かた上うえに座っている御市だ。

「駄だ目めよお、勝家さん。──不破さんと佐々君、付き合ってるんだから」

「はあ……!?」

　不ふ破わと佐さつ々さが同時に声を上げる。

　そしてお互いが、顔を見合わせ、何かを言おうとした時だ。

『そうなんですか!?』

　二人の後ろから脈みやく動どうしてきたものがある。

　触しよく手しゆだ。

『僕、そんなの全く気付きませんでしたよ!?』







[image: 第四章『準備場の気付き者』]
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　森もりは疑問した。

『おかしくないですか!?』

　だって、と言っている間に、当の二人が振り向く。だが、構う事なく、触しよく手しゆは言った。

『──だってお二人とも、顔を合わせると喧けん嘩か腰ごしで、何か凄すごい説せつ教きようくさいですし、学食やコンビニとかで隣となりになると、対立してうるさいんですよ！　教きよう導どう院いんというか、艦かんに来る時も何か偶ぐう然ぜん一いつ緒しよになったりで喧嘩始まりますし！』

「森君、二人を追い詰めてないかい」

『あ、前まえ田だ先せん輩ぱいもそう思いませんか!?　二人が喧嘩ばかりしているので、いつもいつも僕は見ているとハラハラして青ざめちゃって、つまり萎なえます！』

「というか森君、血けつ行こう悪くなるとちょっと口にして言いづらい色合いになるよね」

『ええ！　でも血行良くても避けられるのが納なつ得とく行きませんよね！　ともあれそこのお二人が喧嘩しながらもいつも一緒にいたり、学食やコンビニで席を並べたり、お互いの事を深く諭さとしあったり、それで本ほん気き語りなどしてたりするのを見ると──』

　触手は、その状況を考えてみた。

　ややあってから、触手は姿勢を正し、二人に一いち礼れいして、

『お、おめでとう御ご座ざいます！』

　不ふ破わと佐さつ々さの蹴けりが触手を吹っ飛ばした。
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　森が、伸び始めた緑みどりの野原を転がるのを不破は見た。

　触手は、円えん柱ちゆう形けい状じようを基き礎そとしているだけあって、浅い斜面を本体部ともどもローリングしていく。行く先にいた役やく職しよく者しや達たちが、わあ、と言って逃げるのを余所よそに触手は、

『ああっ、痛っ、痛たたた！　夏の日差しによって雪の下から出てきた草の若わか芽めが、僕のいやらしい粘ねん膜まくを針はりのように刺し激げきして！　ぼ、僕、ちょっとビキビキ来ちゃいますよ……！』

「勝かつ家いえさんの班はんは皆おかしくておかしいわねえ」

　御お市いちの言葉に、自分は正常と信じてる連れん中ちゆうが慌あわてて手を左右に振る。

　だが、不破としては言っておく事がある。佐々との関係じゃない。

「あのですね。私、こっちの経けい理りとか、ずっと夏の間、やってる羽は目めになってるんですけど」

「はあ!?　仕方ねえなあ。おういナルナル君、手伝ってやったら？」

「出来るか馬ば鹿か野や郎ろう……！」

　うわその言げん動どうもそれはそれですっごい馬鹿。

　だが、確かにいても邪じや魔まだし、居られれば居られるだけで気を遣つかう。

　……あー。

　いかん、と不ふ破わは思った。これはきっと、他人によって自分の感情を確定してしまう思い込みの流れじゃないかしら、と。

　感情の素そ地じは感覚出来ていたと思うし、そんな事も少しは思いもした。

　だが、佐さつ々さを見れば、

「大体こっちは、自分の強化で山に籠こもって夏期休きゆう暇か消しよう費ひするって決めてんだよ……！

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの副ふく長ちよう相手には全く通じてねえし……！」

　……引くわ──。

　何、一体。そんな巨きよ乳にゆうがいいのか。

　というか、うちら、六護式仏蘭西と絡む機き会かいもう無い気がするんだけど。ついでにいうと、

「柴しば田た先せん輩ぱい。──関かん東とうで本性ドカンやった人狼女王レーネ・デ・ガルウに、柴田先輩は勝てます？」

「向こうだって俺おれに勝てる気でいるんじゃねえかなあ」

　成なる程ほどー、と思うこちらの眼がん前ぜん。柴田が己おのれの右肩を叩たたいた。

「ここの分、俺が不利なのは否いなめねえ。──だからまあ、ちと、湯とう治じも今回の旅行スケジュールには入れてあんだな、これがよ」

「柴田先輩も人狼女王とやる気ですか──」

　馬ばぁ鹿か、と鬼おにが口くちの端はしで笑った。

「P.A.Odaの副長が、最強だ」

　ケと佐々が言うが、否定はしない。

　そうなのだ。

　言い方や、その態度が気に入らなくても、この部分は否定が出来ない。だから、

　……あー。

　不破は気付いた。何故なぜ、佐々が人狼女王の名を出すのかを、だ。

　……人狼女王じゃないと、駄だ目めだわ──。

　武蔵むさし副長や、武蔵の第一、第五特とく務むじゃ、駄目なのだ。
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　……うわ。子供……。

　不破はしみじみと、横に立つ男共の事をそう思った。

　特に佐々が酷ひどい。

　要は、ノヴゴロドだ。手て取どり川がわの戦いや七なな尾お城じようの戦い、そして魚うお津づ城じようの戦いまでもが重なったあの現場。浮ふ上じよう都市上の戦せん場じようにおいて、柴田は武蔵の第一特務と第五特務のコンビネーションによって右腕うでを断たれ、更さらには武蔵副長の一いち撃げきを食らってもいる。

　武蔵の第一特務は金きん髪ぱつ巨乳信しん仰こうで世界的に有名だが、第五特務の方はマクデブルクの略りやく奪だつ以後、各所を押さえる働きを見せている。特に羽は柴しばの手て勢ぜい、十じつ本ぽん槍やりの内、加か藤とう・清きよ正まさと糟かす屋や・武たけ則のりと対たい等とう以上に渡り合い、補ほ佐さの島しま・左さ近こんにも勝利したという事実は、意味が大きい。

　そして武蔵むさし副ふく長ちように対して、柴田は片かた手て一本で勝負に臨のぞんだが、その時に佐さつ々さは彼女の身の捌さばきと、数十メートルを超える瞬しゆん間かん跳ちよう躍やくを見ている。あの時柴田は胸を割られ、武蔵副長は髪かみ飾かざりを破は壊かいされた。お互いが深く踏み込めば、柴田は胸部を貫つらぬかれ、武蔵副長は額ひたいを割られていただろう。

　相あい打うちだ。どちらかと言えば武蔵副長の方が不利だろう。

　だが、と不ふ破わは思う。

　片手を損そん失しつしていたとはいえ、明確に柴田と相打ちに持ち込める敵がいるのだ、と。

　サシで勝負するならば、各かつ国こくの副長、総そう長ちようクラス。それこそ上うえ杉すぎ・景かげ勝かつや、人狼女王レーネ・デ・ガルウだろうとは思っていた。一体どんな戦いになるか予測もつかない怪かい獣じゆう大決けつ戦せんで、こちら側から言うとシバタファイトとか、そんな感じで推すい測そく出来るが、一種、それは〝夢〟であったのだ。

　しかし現実に、それを叶かなえうる敵が出来てしまった。

　片かた腕うで損失のファクターはあった。

　だが、戦せん場じようでの出来事なのだ。試合で、二人だけで戦っている訳わけではない。

　純じゆん粋すいな相あい対たいが通用しないところでは、最強とされる存在ですらも通用しない場合がある。

　そんな事は、誰だれだって解わかっているし、それによって歴史再さい現げんが乱れてはいけないから、相対というルールが出来ているのだ。

　でも、それでも、だ。

　佐々にとっては自分達より年下。マクデブルクでは未み熟じゆくさの残る集団で、三み方かたヶ原はらでは羽柴に敵かないもせず、犠ぎ牲せいすら払った相手が、自分の目もく標ひようをクリア出来る存在になっていた。

　敵だ。そして世せ代だいとしてみれば、彼らは未来で、自分達は過去だ。

「あ──」

「何が、あ──、だ」

「いや、何でも」

　不破は、右の手に平を前後に軽く振る。

　頭ず上じよう、柴田の肩かた上うえから見下ろしてくる御お市いちの視線は、きっと全てを見通している。

　誇りの旦だん那なだろう。ゆえに湯とう治じだ。完全無む欠けつでなければならない。

　そういう事だ。だったらこちらは、

「まあ、先せん輩ぱい達は羽はね伸のばしに行ってきて下さいよ。──こっちは経けい理りやってますから」

「おお、そうか不破。──じゃあもう一つ、仕事頼むわ」

「……追加発はつ注ちゆうですか？　何です？」

　いきなり過ぎると、そう思ったこちらの視線の先、柴田が静かにこう言った。

「──後こう輩はい育成だぜ」
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「──で、今夜から出しゆつ立たつですの？　二人とも。いきなりですのね」

　時じ刻こくは午後半なかば、糟かす屋やは竹たけ中なかの指し示じで、訓くん練れん合がつ宿しゆくに出る可か児にの準備を補助をしていた。

　本来なら可児を担当する福ふく島しまは、装そう備び品ひんの準備などあるために動けない。

　対し、今まで皆と離れて柴しば田た班はんの圏けん内ないで訓練していた糟屋は、向こうで必要なものなどを解わかっている。ゆえに、艦かんの補ほ修しゆうにおける自分の役割を竹中に預けての抜ばつ擢てきだが、

「Ｔｅｓテスタメント．！　何だか向こう、柴田様が温おん泉せん巡めぐりに出るとかで、急いでも間に合わないかもしれないんですが、行くだけ行くといいですよーと竹中様が！」

　はあ、と頷うなずいた糟屋は、手にしているものを眺ながめながら呟つぶやいた。

　水着。

　話を聞いている限りだと、温泉用という事だろうか。安あ土づち内部にも浴よく場じよう施設はあるため、艦かん内ない購こう買ばいではそういったものも取り扱っている。

　確かに先さき頃ごろ、慶けい長ちようの役えきを終えて安土に合ごう流りゆうした際、自分達も専用の浴場を使用した。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの森にいたせいだろうか、肌はだや髪かみがいつもよりも生せい気きに満ちていて、セットが決まらないし、毛け繕づくろいの加か護ごが効き過ぎる。

　戦せん場じように参加していた時には気になっていなかったが、日常に戻れば影えい響きようを感じた。

　何しろ、艦内の大たい気きが静せい電でん気きのように弾はじけるのだ。

　戦場は〝森〟であり、その中や近くにいたから気付かなかったが、異い族ぞくとしての自分の流りゆう体たい状況は、それをそのまま安土の中に持ち込んでしまった。

　安土の有する結けつ界かいや防ぼう護ご加か護ごは、当然、異い質しつの流体を弾こうとする。だがその持ち主は十じつ本ぽん槍やりとして登とう録ろくされているので大変だ。

　一回、〝安土〟がわざわざやってきて確かく認にんとなった。

　結局は風ふ呂ろにて禊祓みそぎをする事で改かい善ぜん、と決まり、可か児にと二人で行ってみたのだが、

「自分、驚きました！　片かた桐ぎり先せん輩ぱいって、男だったんですね！」

　可児の今いま更さらながらの感想が素す晴ばらしい。

　……というか、片桐も何故なぜに朝風呂とか入ってますの。

　本人としては「これから忙いそがしくなるので、今のうちに！」との事だったが、可児についてはほぼ初対面に近い。片桐が狼狽うろたえる一方、可児が、

「え!?　自分、気にしませんよ！」

　と大物ぶりを見せつけた。一応、後になって確認してみたら、

「──まさか男の人だとは、思ってませんでした！　でも、まあいっか！　って！」

　ある意味、自分達よりも器うつわが大きいかもしれない。だが、

「可児はこういう用意、持ってませんの？　水着とか」

「Ｔｅｓテスタメント．！　うちは八や百お屋やですから！　八百屋に水着は要いらないです！」

　どういう理論か解わからないが、そんな気もするからよしとする。

　ただ、一いつ緒しよになって選んでいる自分の方はと言えば、

「糟かす屋や先せん輩ぱいは、K.P.A.Italia入りですね!?　訓くん練れんですよね!?」
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　そうですのよね、と糟屋は呟つぶやいた。

「正直、私、皆との訓練とかに戻りたい時期なんですのに」

「そうなんですか!?」

　Ｔｅｓ．、と糟屋は頷うなずいた。

「力の使い方に少々不慣れでして、柴しば田た班はんの端はしの方を借りて暴ぼう動どう鎮ちん圧あつなどの実じつ戦せん参加してましたの。それでまあ、大体はコツを摑つかんできたので、皆と合ごう流りゆうしようかと、そう思っていた矢や先さきの慶けい長ちようの役えきですものね」

「糟屋さんの力って、どんなのです!?」

「まあいろいろありますけど、主としては──」

　首を傾かしげ、そして、

「と」

[image: ]

　瞬しゆん発ぱつ加か速そくで、一いつ瞬しゆんにして可か児にの背後に回った。

　目の前の背中が、しっかり反はん応のう出来ていない。ゆえに肩を軽く叩たたくと、

「え!?」

　驚き顔で振り向かれた。

　……何となく、嬉うれしい反応ですの……！

　先せん輩ぱい面づら、というとそれまでだが、確かにちょっと無い反応。だが、

「よく出来ましたのよ、可児の方も。──だって、一瞬、こちらの動きについて行って、半分身を回しましたものね」

　自分がやったのは、それも含めての回り込みだ。可児としてはこの場における限げん界かい速度を出したようだが、見失って戸と惑まどったというところだろう。ゆえに、

「はい」

　差し出すのは、可児の手からこぼれていた水着の紙ハンガーだ。今の挙きよ動どうの中、彼女の手から宙ちゆうに舞っていたのを、こちらで加速中につかみ取っておいたもので、

「落とすと、着る前に汚れますのよ？　試し着ちやくしていくんですのよね」

「はい！」

　それを手渡すと、可児はこちらの手元を見た。

　自分のものは、落としていない。この辺りが、後こう輩はいと自分の差なのだろう。

　可児は、はあ……！　と驚きと喜の色がある吐と息いきをして、

「凄すごいです！　オッパイ大きいのに小回りとか……！」

「清きよ正まさや平ひら野の程じゃありませんのよ？　あと、胸も速度も、もっと凄いのと昨夜は当たったじゃありませんの」

「人狼女王レーネ・デ・ガルウ様はかなり反はん則そくなのと、ここにはいないので除じよ外がいです！」

　確かに、と糟かす屋やは頷うなずいた。どれだけ凄いと言っても、限度のようなものはあろう。以前まではそう思っていたが、昨夜でその考え方を改めた。

　話には聞いていたが、相あい対たいすると別物だ。だが、

「ああいった相手を、倒せるようになるのも、私達の仕事ですのよね」

「勝てますか!?」

「二人でしたら、そこそこ行けたじゃありませんの」

　もっと経験を積めば。

　強力な武ぶ器きがあれば。

　他にも仲間が居れば。

　こういったものは、敗者の言いい訳わけだが、今の自分達にとっては希望の言葉だ。

　そうすれば、勝てるかもしれないのだ。

「だからこそ、皆と合ごう流りゆうした訓くん練れんをしたかったんですのに」

「成なる程ほど！　そういう事だったんですね！　頼んでみます！」

　え？　と思う眼がん前ぜん、紙ハンガーを襟えりに掛けた可か児にが、表示枠レルネンフイグーアを開く。

・カニ玉：『──竹たけ中なか様！　ちょっといいですか!?』
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　可児達が買い物などに勤いそしんでいる頃ころ。

　福ふく島しまは、出しゆつ立たつ要よう請せいに応じ、私室に戻っていた。

　床に座り込み、装そう備びの選せん別べつをしながら表示枠を見ていた福島は、

　……明日あしたの未み明めいの出立前に、一眠りしておくべきで御ご座ざりましょうなあ。

　軽い行ぎよう水ずいだが、風ふ呂ろには入った。

　食事をしてから寝ると身体からだが重く感じるので、とりあえず何も食べないままで、折を見て寝ようと思う。

「ふむ」

　傍かたわら、配はい給きゆうの水と握にぎり飯めしがあるが、手をつけるのは寝た後だ。

　今、やっておくべき事としては、

「……関かん東とうに来たのだからと、これが配給されたで御座りますな」

　線せん香こう型がたの香こう木ぼく術じゆつ式しきだ。

　術式符と香木の粉こなを固めたもので、配給品は疲ひ労ろう取り用。香木術式は印度インド諸しよ国こく連れん合ごうなど、ムラサイ同どう盟めい国こくからの普ふ及きゆうで、効果は弱いが範囲と持じ続ぞく期間の効率がいい。寝る時などに、いろいろな効果を試して楽しむ者も多いと、羽は柴しばからはそう言われた。

　……では、寝る前にそうすべきで御座りましょうなあ。

　思った瞬しゆん間かん。それが来た。

・カニ玉：『──竹中様！　十じつ本ぽん槍やりの皆さんと、合わせて合同訓くん練れんって、そっちに切り替えるのは出来ないんでしょうか!?』
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　福島は、いきなり飛び込んで来た可児の言葉に直立した。

　……ど、どういう提てい案あんで御座りますか!?

　もし合同訓練となったら、それは清きよ正まさと顔を合わせる事になるし、食事や風呂、場合によっては野や外がい訓練だと寝場所も同じとなりかねない。

「……!!」

　一いつ瞬しゆんで、熱を帯びた鈍にぶい汗あせを福島は搔かいた。

　自分でも、訳わけの解わからない汗だ。緊きん張ちようとも、期待とも、恐れとも言えるものに、

　……何事!!

　問うたところで答えはない。ただ、目の前の表示枠レルネンフイグーアに視線は釘くぎ付づけとなり、

・黒　竹：『あー、もう向こうに予約とっちゃったんで駄だ目めですよー』

　体と頭から熱が抜けたような感覚を得て、福ふく島しまはそのまま後ろにぶっ倒れた。
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　小こ六ろくは、業務の途と中ちゆうで私室に戻っていた。

　水みず場ばなどを作る自分達の仕事は、午後に入ってからの一ひと息いきを迎えていた。大体の給きゆう水すい所じよが設けられたため、これから先は「とりあえず一日運うん用ようしてみて」となったのだ。

　無む論ろん、まだまだ為なすべきはある。

　流りゆう体たい経けい路ろの導どう管かん工事も、自じ動どう人形達による破は損そん検けん出しゆつや計上があるとしても、実際の作業は流体の影えい響きようをあまり受けない人間の手で行った方が安全だ。

　ただ、流体関係の工事は、やはり暗くなってからの方が良いとされる場合が多い。流体光こうが明らかになるため、漏ろう出しゆつなどに気付くからだ。

　無む論ろん、月の強い晩は、逆に危険となるが、

「まあ、今夜は大だい丈じよう夫ぶ」

　だからとりあえず、夕方までは一休み。その間にしておく事は、休きゆう憩けいと、行ぎよう水ずいと、

「予約……」

　ゲームだ。

　先夜、謎なぞの現げん象しようによって一本クリアの上でデータを上うわ書がきされてしまったが、とりあえず一周した事は確かなのだ。

　怖こわい部分があったとして、それを定かではない形でクリアしてしまったのは、良くも有り、悪い事でもあろう。ただ、このまま二周目をするのも何だ。新しん鮮せん味みが無い。

　ならばここはやはり新作だろう。既すでに昔から調べはつけている。夏休みという期間を狙ねらって、各かく企き業ぎよう組合は波は状じよう攻こう撃げきでゲーム類を出してくる。

　ついつい怖いもの見たさで、サスペンスやホラーを選びがちだが、どうだろう。

　夏と言う事で、もうちょっと明るいのもいいのではないか。どうせ周りは見ていないのだから、夏休み満まん喫きつゲームである〝某それがしの夏なつ暇いとま（半はん永久）４〟なども、プレイすると田舎いなかの夏空間に閉じ込められたような感じで、あれはあれで一種のホラーだろうなあ……。

　１はやった。だが、

　……氷ひ室むろの牛乳を飲みまくっても無くならなかったのが一番ホラーだな。

　真似まねしてみるか、と去年やったら三杯ばいくらいで腹がヤバい事になった。脇わき坂さかからは「ショーロクがオッパイ強化に目覚めたよ！」とか言われるしでいい事無い。だが、

「────」

　通つう販はんリストに、あるタイトルがあった。昨夜、不明のクリアをした〝サイレンと御お昼ひる２〟だ。

　１から抜かずの２とか、と思うし、いつの間に、とも思ったが、ここは聖せい譜ふ記き述じゆつによって確定された技術系遺い跡せきの町、秋あき葉は原ばらがある関かん東とうなのだ。

　江え戸ど遊ゆう戯ぎ博はく覧らん会かいなども、夏には行われる筈はずだ。安あ土づちがそれまでいると面白い。

　だが、先さき程ほどから２のタイトルが目についていた。

　煽あおり文ぶんにあるのは〝前作から引き摺ずる恐きよう怖ふ……！〟とある。

　……前作か。

　ふーむ、と小こ六ろくは、半はん目めになりながら身を後ろへ。壁に背をつける。

「前作から引き摺る、とは言っても、ラストを見てない……」

　だから、

「どうやって引き摺る」

　瞬しゆん間かん。背をつけていた壁が、衝しよう撃げき付きの激げき突とつ音おんをいきなり響ひびかせた。

「……!?」

　ひ、と息を詰めた小六が、そのまま床に横倒しになる。

　動かない。
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　福ふく島しまは、ベッドの上でのたうち回っていた。

　可か児にの通つう神しんにフラっと来てバランスを崩くずした時、耐えようとしたのがいけなかった。後ろにはベッドがあり、脹ふくら脛はぎの上辺りがベッドの縁ふちに引っかかり、派は手でに倒れ込んだ。

　後は後こう頭とう部ぶをベッド向こうの壁に激突させただけだが、受け身のとれない一いち撃げきは結けつ構こう効いた。凹へこんだかと思って頭を触るが、変へん形けいはしていない。ただこれは腫はれる。

　気付けば、ベッドのヘッドスペースにある花か瓶びんに、光が見えた。

　置いてある貴き石せきの他、目立って見える青の色は、

「……段だん蔵ぞう殿どのの羽は根ねに御ご座ざりますか」

　流りゆう体たい光こうを見せる羽根が、こちらに苦く言げんを告げているように見え、福島はベッド上で土ど下げ座ざをした。

「申もうし訳わけ御座りませぬ！　拙せつ者しや、不ふ覚かくに御座りました……！」

　というか、今の騒さわぎ、隣りん人じんはどう思っただろうか。

　福島は、ドアから一度通つう路ろを窺うかがい、人通りが無い事を確認の上で、蜂はち須す賀かの部屋に回った。まだ午後半なかば過ぎの時間帯たいだ。通路には日差しを含んだ外気があり、それだからだろうか、蜂須賀の部屋のドアが開いている。

　……はて。

　換かん気きなのか、業務の途と中ちゆうで立ち寄ったのか。どちらにしろ、やや不ぶ用よう心じん。

　そして中を確認した福島は、それを見た。

　蜂はち須す賀かが、床に横倒しになっている。

「蜂須賀殿どの！」

　一度、ドアの内側などを警けい戒かいしてから中に入った。

　福ふく島しまは、素早く蜂須賀の元に駆かけつけ、彼女自身にトラップなど掛けられていないかを確かく認にん。先夜と違い、ここはもう関かん東とう。敗戦の後に人の出入りもある状況なのだ。しかし、

「気を失ってるだけに御ご座ざりますか……？」

　倒れた姿勢を見るからに、外部からの攻こう撃げきでそうなった訳わけでは無いようだ。大体、壁に背をつけていたようなので、不ふ意い打うちという事もあるまい。

　……だとすれば──。

　熱ねつ中ちゆう症しようとか、疲ひ労ろうとか、そういう言葉が頭に浮かぶが、まあ多分、何かが該がい当とうしたのだ。

「ふむ」

　とりあえず目覚めた時、疲労抜けで体が軋きしむだろう。

　ちと失しつ敬けい、と呟つぶやきつつ部屋を確認すると、ボトル入りの水と配はい給きゆうの握にぎり飯めしがある。ゆえにここは気き遣づかいとして、水をグラスに注そそぎ、握り飯と共に蜂須賀の横に置いておく。

　他、仲間としての気き遣づかいは、と思って辺りを見ると、香こう木ぼく術じゆつ式しきがあった。

　疲労を抜くのにはいいだろう。付ふ属ぞくの台に立て、先せん端たんの着ちやつ火か術式で火をつける。すぐに、透とう明めい感かんのある匂においが鼻に来て、

「ふむ、これで良いで御座りましょう。よく休まれると──」

　と、福島はそこであるものに目を留めた。

　蜂須賀の傍かたわらに、一枚の表示枠レルネンフイグーアがあった。覗のぞき込むと、どうやらゲームの通つう販はんらしい。それを注ちゆう文もんしようとしたところで、気を失ったのか。

「蜂須賀殿も、余よ程ほどのゲーム好きで御座りますなあ」

　画面を見ると、〝予よ約やく締しめ切り間ま際ぎわ！　一いつ刻とき三十六分〟とあり、刻こく限げんカウンターはどんどん回っていく。

　……このままだと、目覚める前に予約終了で御座りましょうな。

　これも仲間への気き遣づかい。そう思いながら福島は予約のボタンを押そうとした。だが、

　……流石さすがに、これでは蜂須賀殿の通つう神しん財さい布ふで勝かつ手てに買い物で御座りますなあ。

　福島は自分の表示枠を呼び出し、同じ通販サイトと商品を検けん索さく。通販サイトはムラサイの〝豪運サダル〟なので、自分も符ふ号ごうを持っていた。後はこちらで予約確かく定ていだが、

「──これから出しゆつ立たつする拙せつ者しやからのプレゼントで御座りますが、まあ、恩おんを着せてもいかぬもので御座りましょう」

　送り元を無しにして、蜂須賀に配送を確定。

　良し。

　満足した福島は、蜂須賀の部屋を後にした。通路を渡って自分の部屋に戻り、

　……出しゆつ立たつ間ま際ぎわに、良い事をしたで御ご座ざりますなあ。

　思って、部屋の中を見て、ふと思い出した。

　……拙せつ者しやの問題、何も解決してないで御座りますよ……！
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　いかんで御座ります、と福ふく島しまは思った。

　先さき程ほどの己おのれを鑑かんがみても、これから出立だというのに、浮ついている事甚はなはだしい。

　……キヨ殿どのの事で、こうも一いつ喜き一いち憂ゆうなど……！

　福島は思った。ここは決けつ意いで御座りましょう、と。

　出立は明日あしたの未み明めい。皆は起きていれば見送りに出るだろうが、やはり疲ひ労ろうが濃い。寝過ごされるという可能性もあるならば、

「ならば──」

　表示枠レルネンフイグーアで時計を確かく認にんし、福島は決めた。

「出立前、時間をとって、キヨ殿としっかり話をするで御座ります……！」







[image: 第五章『囲いの解除者』]
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　午後四時の鐘かねを、正まさ純ずみは人ひと気けの薄い校舎内で聞いていた。

　生徒会居きよ室しつ。その片付けを、皆でやっているのだ。

　午後のテストが後の実技に持ち越しとなり、空あいた時間を使用しての片付けだ。

　だが、結けつ構こう持ち込んでいた本を集めて積みながら、正純は思う。

　……皆が集まっていないから実技が出来ない、となると。

「うちは本当に総合力だなあ……」

　改めてそう感じる。

　すると、横で、不要となった書物を古ふる本ほん屋や送りでまとめていたバルフェットが問うてきた。

「……副ふく長ちようや第五特とく務む、副長補ほ佐さや伊達だて家け副長なんかは、個人戦せん力りよくじゃないんですか」

「いや、それも含めての総合力だよ」

　片付けに皆、早くも飽きてきたのだろう。手を止め、こちらとバルフェットとの遣やり取とりに視線を向けてくる。

　こちらとしても聞き役がいると興きようが乗る。それなりのテンションをもって、正純は言った。

　いいか、と前置きの上で、

「──国力ってのは、個人戦力だけでは決まらない」

　つまり、

「小しよう国こくを保ほ護ごするために校こう則そく法ほうによる相あい対たい戦せんが認められているが、そこでも勝負は単純な戦せん闘とうだけじゃない。交こう渉しようやら何やら、いろいろ出るからな」

　だとしたら、と言ったのは、自分の作業机づくえで伝讃筐体ＰＣを立ち上げ、夏休み持ち帰り用の情報をまとめていたネシンバラだ。彼は、防ぼう犯はん用に壁かべ紙がみを般はん若にや心しん経ぎようの全文へと変へん更こうしながら、

「──興きよう味み本ほん位いで聞くけどさ」

「何だ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラが頷うなずき、こう言った。

「〝いろいろ〟における金の部分の担たん当とう者しやはどうなったんだろう」
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　皆が沈ちん黙もくするのを、正純は聞いた。

　……うどんのオスとメスについてか……。

　今、自分が思っている事を、ややあってから、ナイトが小さく呟つぶやいた。

「……サッパリ忘れてたね」

「シッ、言うと巻き込まれるわよ」

　いや尻しりからうどんは彼らだけのものだろう、とは思う。

　だからだろうか、やはり三呼吸くらいおいて、馬ば鹿かが手を上げた。

「……シロもオゲちゃんも、出してんじゃねえの？」

「我が王、確かにそうだと思いますけど、少し手て加か減げんを……」

　と、不要な紙箱を両手で潰つぶして圧あつ縮しゆくしていた狼おおかみが言う。すると、やはりこちらも夏休み用に防ぼう犯はん術じゆつ式しきの設定を変えていた浅あさ間まが、

「一応、神しん罰ばつ確定は午後六時からだそうなので、あと二時間くらいありますよ？」

「何だ……、ペン構えちゃったじゃない……」

「あー、ガっちゃんその時間帯たいは外がい勤きんだよねー」

　何を期待しているのか解わからないが、身み内うちだろうと容よう赦しやないのがこの連れん中ちゆうだ。

　と、ツキノワが右の前足を上げた。同時に表示枠サインフレームが皆の顔横に展開し、

・○べ屋：『コラ！　そっち！　何だか私達の事、忘れてるんじゃない!?　悲ひ劇げきのヒロインが今こっちで頑がん張ばってるんだから、お金で応おう援えんしてもいいんだよ!?」

　金担当がうるさい。
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　正まさ純ずみは、皆を見た。

　明かりをつけていない居きよ室しつの中、影の奥から皆が視線を向けてくる。

　アンタが担当。どうぞどうぞ。面めん倒どうなのでまとめて下さい。等々、アイコンタクトで解るようになってきたのはどうかしてる。

　だから正純は、表示枠に対して音声入力で、

・副会長：『おい、声掛けるところ、間違ってるだろ。ここに掛けて応援くると思ったか？　違うだろう。お前が通つう神しんすべき相手は下のうどん王国の教きよう導どう院いんじゃないのか？　そこだったら尻しりからうどんが出るというだけで現あら人ひと神がみ扱いかもしれないぞ？　頑がん張ばれ』

・○べ屋：『チッキショ──！　副ふく会長が会計補ほ佐さを説せつ得とくしにきてるよ!!　こっちがどれだけプレッシャーを相手に留りゆう置ち場じようで戦ってるか知らないの!?　教えてあげようか！』

・副会長：『いらん』

・○べ屋：『まーたまた！　正純！　尻からチョロっと出掛かったりとか、そういう秘ひ話わがたっぷりだよ！　今なら一回三千円！　うわあ、そんな安くていいんですか!?』

・副会長：『高い。三千円あったら一ヶ月メシ食えるぞ』

　皆が動きを止めた。ややあってから、ノリキが、久しぶりの真ま顔がおで、

「言いたくないが言った方がいいか」

「いや、自覚はあるから気にするな」

「じゃあいいか！」

　お前キャラ変わり過ぎだろう。

　だが、一ヶ月三千円。何とかなるもんだろう。月に数度、父がいる時は自じ炊すい用ようとして夕食代も出る訳わけだしな。

　向こう、ナルゼ達が、

「ほら、古ふる本ほんダイエットって……」

「月の初めに欲しい古本全部買って、そこからいろいろ考えるってアレだよね……」

「よく考えたら、副ふく会長、ずっと制せい服ふくよね……」

「最後のは新あら手てのツッコミだけど全体的に悪かったな！　ああ、悪かったともさ！」

・○べ屋：『あのさ正まさ純ずみ、私達と交こう渉しようする気あるの？』

・副会長：『交渉？　いや、お前らはおとなしくうどんの罪つみに服すのが大だい事じだろう』

・賢姉様：『フフフ、でも出るのはウドンなの？　ウンーコなの？　どっちなのかしら！』

・ホラ子：『うどんを食ったらウンーコでしょうが、今回は率そつ先せんしてうどんが出ますからね。これは鶏にわとりが先か卵が先かという……』

　馬ば鹿かが手を上げた。

「両方合わせてウドンコでいいんじゃね？」

　ホライゾンが無表情に手を一つ打った。

「ハイ、今のトーリ様のネタ、面白いと思った方は手を……、浅あさ間ま様！　背を向けて肩を震わすなど、何故なぜに裏うら切ぎりを……！」

「というか我が王、うどん王国の方角に土ど下げ座ざした方がいいと思いますわよ？」

　うどん王国が下にあるので、馬鹿が倒とう立りつ土下座をする。

　その間に、正純はうどんのメスに声を掛けた。

・副会長：『大体お前ら、気が付くと裏切ってるし、駄だ目めだろそれじゃ』

・○べ屋：『だって会計はお金のためなら何でもする役やく職しよくだよ!?　裏切ったり寝ね返がえったりもお金のためなら余よ裕ゆうだよ!?　それで国こつ庫こ潤うるおうならいいじゃない！』

・副会長：『国庫潤わなかったし、着ちやく服ふくで罪に問われてるんだろ？』

・○べ屋：『いや、それも、私的運うん用ようじゃないと上手うまくいかない部分があったからだよ！　結果的に国庫に戻せば良い訳だったしい──』

　伊だ達て家け副ふく長ちようが手を上げた。

「結果的に国庫に戻らなかったから結果的に犯罪だと思うのだけど」

「私もそう思うが、向こうの脳のう内ないだと違うらしい」

　ホライゾンが、馬鹿の方を見ながら手を上げた。

「結果的にウケなかったら結果的に寒いギャクだと思いますが」

「俺おれもそう思うけど、セージュン違うって言うし」

「悪かったな！　誰だれでもそういうのってあるだろ!?」

「フフ、私みたいに行動と結果伴ってないと駄目よねえ。やると言ったらやる！　──別にエロい事言ってる訳わけじゃ無いけどそうでもいいわよ！」

　と、表示枠サインフレームが開いた。

・長安定：『副ふく会長。横から見てたが、話が嚙かみ合うとらんで？』

・副会長：『そうなのか？　うどんなのに嚙み合わないとはなあ』

　大おお久く保ぼが通つう神しんを切った。





●






「御お嬢じよう様さま！　御嬢様！　関かん東とうで放ほう置ちになっている私達としては、今は主張するチャンス！　通神を切るのは早そう計けいです……！」

「もう嫌いややわ、あのペースに付き合わされるの……」

「貴き様さまらも大変だなあ。でも事務仕事そっちだから頑がん張ばれよ」

「……義よし康やす、貴様、他人ひとを平へい気きで犠ぎ牲せいにしてない？」





●






　結局、大久保が通神を復ふつ帰きした。

　短たん気きだなあ、と思いつつ、正まさ純ずみは確かく認にんする。

・副会長：『話が嚙み合わないって、どういう事だ？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と大久保が相あい槌づちを打ってきた。

・長安定：『副会長は、会計補ほ佐さに罪を償つぐなえと言っとるけど、会計補佐は罪を他に償う方法の模も索さくをしとるやん。副会長の選択は、会計補佐達には無いんよ』

・副会長：『でも時間が来たら太ふと麵めんだろ？　罪を償えば終了なんだから、こっちはそれまで流しておけばいい』

　あのなあ、と大久保が言った。

・長安定：『一応聞いとくねんけど、会計が犯罪者になったって、他国から見てどのくらい信用失うと思うん？』

・副会長：『捕つかまった時点で〝詰み〟だろ。──こっちとしては〝ああ、やっぱそうなったかー〟くらいのもんで、他国から今いま更さら〝お前のところは信用出来ない〟って言われてもなあ』

・長安定：『何でそんな慣れとんのや……!?』

　そうだなあ、とこちらは馬ば鹿かとホライゾンを見るだけだ。

　おい馬鹿、こっちの視線を受けて後ろを見るな。お前だ。

　ともあれ、この身み内うち状況から言えるのは、

・副会長：『……うちは、トップが率そつ先せんして他国の信用落とすからな。まあ、極きよく東とうの総そう長ちよう兼けん生徒会長なんて、昔からそれが仕事のようなもんだが』

・長安定：『じゃあ、どうすんねん。ヘタすると会計ども、また〝他に償う方法〟を模索して、何か悪さの上で執しつ行こうを遅らせるかもしれへんぞ』

　ミトツダイラが手を上げた。

「きしめんは抑よく止し効果になりませんの？」

「……私、こんな会話する事になるって、去年の今いま頃ごろは思ってなかった気がするな……」

「セージュン、もうちょっと仕事に前向きになった方がいいんじゃないかな？」

「いや、どう考えても副ふく会長の仕事じゃないだろ？」

　いやいや、と皆が手を左右に振った。

「オメエが一番適てき任にんだから」

「そうですね。やはり権けん力りよくと常じよう識しきを持ち合わせた正まさ純ずみが最適だと思うんですよ」

「そうね、面めん倒どうだしね」

「最後のが本ほん音ねだな!?　そうだな!?」

　真ま面じ目めな人間は損をする。そういう事なのだろう。

　とりあえず正純は、オーゲザヴァラーに言っておく。

・副会長：『なあ、真面目に罪を償つぐなう気はないのか？』

・○べ屋：『馬ば鹿か！　解わからないの!?　法に屈くつして尻しりからうどん出した商人を誰だれが信用するっていうの!?』

・副会長：『屈する必要は無いから従えよ』

・○べ屋：『こ、これだから政治家っていうのは駄だ目めだよね！　弱者の苦しみを解ってない！　正純も尻からうどん出してみればいいのよ！　プリプリプリプリ（呪のろい音）』

・副会長：『弱者はうどん出さないだろ。大体お前、弱者じゃなくて犯罪者だし』

・○べ屋：『同級生に対してその言い方！　先生！　私達、正純にいじめられてます！』

・礼賛者：『先生、さっきうどん王国にうどん食いに行きましたよ？』

・○べ屋：『ッキショ──！　御お広ひろ敷しき君はこれから幼よう女じよが目に入るたびに尻からニョッキ出る呪いに掛かればいいと思うよ！』

・礼賛者：『や、八つ当たりが来ましたよ!?』

　かなり見苦しくなってきた。

　だが、先さき程ほどに大おお久く保ぼが言っていた事が、何となく思い出される。

　……このままだと、何か別の罪を重ねるかもしれない、か。

「一応聞いておくけどさ、──浅あさ間ま、オーゲザヴァラーの罪ざい状じようが反ほ故ごにされるにはどうしたらいいんだ？」

　問うた先、浅間が首を傾かしげた。何を今いま更さら、という口く調ちようで、

「ええ、まずは全額返へん済さいが基き礎そじゃあないでしょうか」

　ふーむ、と正純は唸うなった。

・副会長：『オーゲザヴァラー、お前ら、どのくらい着ちやく服ふくしたんだ？』

・○べ屋：『え？　ほ、ほんの少しだよ？　このくらいでうどんが尻しりからとか、ちょっと惨むご過すぎないかなあ、っていうくらいの少額！』

・副会長：『どのくらいだ？』

・○べ屋：『怒らない？』

・副会長：『じゃあ言葉を濁にごして言えよ』

　そうだなあ、とオーゲザヴァラーが前置きした。

・○べ屋：『八艦かん全部の表ひよう層そう部ぶを買い取ったくらい？』
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　海の見える茶ちや屋や。そこで里さと見みの復ふつ興こう事業に関する資料をまとめていた大おお久く保ぼは、武蔵むさしから来た言葉に端たん的てきな感想を述べた。

「──死し刑けいでええやろ」

「流石さすがは御お嬢じよう様さま！　横おう領りよう着ちやく服ふくは死刑となったら、武蔵むさしの商人共が御嬢様に多量の献けん金きんをされるでしょう。それを見越して死刑とは！」

　加か納のうの言葉に、近くの席で夫おつととかき氷を食べていた人狼女王レーネ・デ・ガルウが、笑えみで頷うなずいた。

「うちの教きよう導どう院いんから、ギロチンお貸ししましょうか？」

「いや、極きよく東とうは基本、自分か知人頼りで切せつ腹ぷく介かい錯しやくなんで」

　というか、

・長安定：『どーすんねん副ふく会長。そんな額、流石さすがに事務方かたでも面めん倒どう見切れへんぞ』
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　確かにそうですわねえ、と、ミトツダイラは思し案あんした。

　一つ、確かく認にんしておくべき事があるのだ。それは、

「智とも？」

　会計二人の罪ざい状じようなど、いろいろあるが、

「──保ほ釈しやく金きん、ありますわよね？　あれって、払ったお金は、何処どこ行きますの？」

　問うた先。あー、と浅あさ間まが天てん井じようを見た。

　次に出る言葉は、

「ぶっちゃけ、うちです。──極東の裁さい判ばんは神しん前ぜんというか、幕ばく府ふやら何やらが作った法自体も、神しん道とう代表の帝みかどから委い任にんされてるだけなので、つまり究きゆう極きよく的には神道に帰き属ぞくするんです。

　だからその収入は、一応、一度浅間神社うちの方に入って禊祓みそぎします。無む論ろん、使用については武蔵と教導院の共通管かん理りとなって、大体はインフラ整備などの公こう共きよう事業に回されますね」

　そうなの？　とナイトがこちらを指さした。

　彼女が示すのは、自分の王だ。

「じゃあつまり、ソーチョーをアサマチが番ばん屋やに迎えに行くのって、セルフリリース？」

「いや、言われてる意味が解わかりませんが、私が行くと、神しん前ぜんの契けい約やくとかそこらへんが一気にクリア出来るので楽なんですよ。浅間神社うちに伺うかがいに出すと、何だかんだで私の手元にそれが来て処しよ理りされるまで時間掛かりますけど、直接行けば往おう復ふく時間だけで済むので」

　と、横のホライゾンが手を上げた。彼女は鈍にぶい汗あせを搔かきながら、

「あの、浅あさ間ま様、ぶっちゃけ、この馬ば鹿かに過か保ほ護ごでは……」

「い、いえ、トーリ君、留りゆう置ち場じようにいると迷めい惑わく掛けるんですよ！　ですよね点てん蔵ぞう君！」

「た、確かに一度巻き込まれた時は〝いいか、見てろよテンゾー、こうすんだよ！〟って、果てしなく迷惑掛けられたで御ご座ざるが、何なに故ゆえに自分の名前を出すで御座るか！」

「キヨナリ」

「結けつ構こう面白いぞ」

「面会の時におとなしくしてるなら別にいいわ」

　新あら手てのデートスポットか何かなのだろうか。

　ともあれ、更さらに一つ、ミトツダイラは問いを作った。

「じゃあ、智とも、──智の一いち存ぞんで、浅間神じん社じやから要求する保ほ釈しやく金きんを無しに出来ませんの？」

「いや、うちにお金が納められるルールと、保釈金を無しに出来るかどうかは別ですよミト」

　浅間自身も、思し案あんはしたのだろう。

「無しにすると、法律の神様がいろいろ迷惑するし、他にもそれを適用するかという話になるので出来ません」

　じゃあ、と御お広ひろ敷しきが言葉を重ねた。

「──浅間神社が保釈金を払うという、自じ給きゆう自じ足そく的てき解決はどうなんでしょう？」

「その場合、どうなんの？」

　ナイトの疑問詞しに、浅間が首を横に振った。

「金きん銭せん関係や契けい約やく関係の神様がチェックしてますから、保釈金として認められません」

　ほら、と浅間が表示枠サインフレームを見せた。

《Ｑ　保釈金を神社が払ったらどうなりますか》

《Ａ　「ＭＵ・ＲＩ」　Ｂｙ神》

　即そく答とうだ。

「結構軽いですわよね……、神しん道とう」

「平気で下に降りたり長ちよう距きよ離りトレッキングして動物と戯たわむれたりしてますからね……」

　ただ、疑問に思った事がある。

「では、産土うぶすなとなる神社の人間が犯罪した場合、その保釈金はどうなりますの？」

「その場合は、産土を管かん轄かつする上じよう位い神社か、IZUMO辺りに納められます。IZUMOでそうなった場合は、全国の神社が納めてる共きよう済さい基き金きん行きですね」

　あ、と浅あさ間まが仕方なさそうに付け加えてくれた。

「ハイディとシロジロ君を浅間神じん社じや管かん轄かつにしたら保ほ釈しやく金きん関係が軽くなるのでは、っていう発はつ想そうがあったんですよね？　今、ミトの中では」

「まあ、そういう逃げ場も無いし、塞ふさがれてる訳わけですのよね……？」

　ふーむ、と皆が腕を組んだ。
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　ミトツダイラは、現状を思し案あんする。

　自分達のいる武蔵むさしは、何だかんだ言っても極きよく東とうの代表で、独立領りよう土どだ。だが、

「いいですの？　これからヴェストファーレンに向けて策さく謀ぼうしていくというのに、会計が尻しりからうどんのキャリア持ちでは、まずそれ自体が障しよう害がいになりますわよ？」

「まあそこらへん、仕方ない事としてやっていくしか無いだろうなー、とは思っているがな。うちはうちで、トップがアレだし」

　そのトップを王に戴いただいている自分としては、確かに〝慣れ〟の部分が大きいと思う。

　それに、正まさ純ずみが吐と息いきして言うには、

「あの馬ば鹿かが〝任せた〟以上は、こういうトラブルも任せた範はん疇ちゆうだ。良くも悪くも、という分け方で言うなら、今回は悪い方。良い方でトラブルを起こすなら、たとえばクロスユナイトがメアリを連れ帰ったりしたような、ああいうのも〝任せた〟範疇なのだから」

　だったら、とミトツダイラは問うてみた。

・銀　狼：『ハイディ？　──反省してますの？』

・○べ屋：『おっとお？　一応聞いておくけど、反省にもいろいろ形があるって知ってる？』

・未熟者：『土ど下げ座ざは反省じゃないのかい？』

・○べ屋：『あれは最終的には自分の願いを通すっていう陳ちん情じよう手段だよ？　素人しろうとには解わかりにくいけど、土下座は攻こう撃げき系けいの技であって、単純な防ぼう御ぎよじゃないんだよね』

　その言葉に、不ふ意いの介かい入にゆうがあった。それは、

・あさま：『あの、だったら土下座とかじゃなくて、そちらの反省方法を言ってみて貰もらえますか。ハイディ』

　浅間だ。

　彼女の台詞せりふに、Ｊｕｄジヤツジ．とハイディが応じ、こう言った。

・○べ屋：『商人の反省は、意い地じでも金を集める事だよ。感情も不要。だってそれ以外の反省文や言葉や詫わびなんて、商人として何の価か値ちも無いもん。謝る暇ひまがあったら金を稼かせぐよ。

　だから今、元もと手でも何も無くて、留りゆう置ち場じよう閉じ込められたら金を稼げないじゃん。コレ、私達にとってはどーしようもない状況で、これで反省しろって言っても無む理りなんだよ──！』

　徹てつ底ていしていますわねー、とミトツダイラは思った。

　金狂いというとそのままだが、生きる事が、ありとあらゆる手段において金を集め、動かす事に向けられている。

　生きるとか死ぬとか、食べるとか寝るとか、遊んだり動いたり読んだり見たり聞いたり、ではない。

　金を集めて動かすための生き物なのだ。

・副会長：『どうしてこうなんだ？』

・煙草女：『人に過去有り、さ。──ただまあ、善ぜん意いとか厚こう意い、行動よりも、金が全て解決するってのを体験したら、ああなるんだろうさね』

　自分もこの辺り、結けつ構こう知っているが、表おもてだって言う事では無い。

　ただ、金が全ての解決であるならば、

「生徒会で代だい払ばらい出来ませんの？」

「既すでに今年の予算から着ちやく服ふくされてるからなあ」

　と、正純が表示枠サインフレームを開く。

「ちょっと聞いて見るか」
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　大おお久く保ぼは、副ふく会長からの通つう神しんが来たのを表示枠で確かく認にんした。

　周囲、皆が何事かと視線を向けてくる。人狼女王レーネ・デ・ガルウなど、他国の連れん中ちゆうがいるため、正直、迂う闊かつな通神は避けて欲しいのだが、

　……向こうは、大たい概がいやしなあ。

　大おお雑ざつ把ぱ、と言えるが、その基き準じゆんがこういう場だと非常に危険だ。だから、

・長安定：『何やねん、難しい話はあとにしてんか？』

・副会長：『ああ、安心しろ大久保。簡単な話だ。すぐ済む』

　ほう、と大久保は応じた。

・長安定：『言うてみい』

・副会長：『ああ、──来年分の武蔵むさしの予算、前借りで使っていいか』

・長安定：『し、死ね……！』





●






　正まさ純ずみは、開いてくる表示枠をツキノワに任せ、肩から力を抜いた。そして皆に振り向き、

「どうにかなるんじゃないか」

「今の反応でそれが言えるセージュンちょっと凄すごいかなあ……」

「んー、まあ、手て応ごたえみたいなもんかな」

　最近、何となく下級生達の事が解わかってきた気がする。

　……そうとも。

「口では何かと言っていても、最終的にはやってくれる連れん中ちゆうだ」

「……それ最悪の上じよう司しじゃないですかね」

　バルフェットが言っているが、気にしない事とする。ただ、

「代だい払ばらいをするとしても、そのままだと他が納なつ得とくしないだろ。会計のうどんを止めるために国家予算の前借りとか、流石さすがに指さして笑うくらいじゃ済まされないと思う」

「いえ、だから生徒会がまず代払いして、それを会計達に請せい求きゆうすればいいんですの。

　月げつ賦ぷで、一いち応おうの利り子しをつけておけば他も納得するでしょうし」

「でもそれ、誰だれが保ほ証しようするんだ？　代払いする側となったら保証人になる事は出来ないぞ」

　と、不ふ意いに手が一つ上がった。

　浅あさ間まだ。彼女は馬ば鹿かとホライゾンの横に腰を落とし、

「じゃあ、こうしませんか？」

　やや眉まゆを立てた顔で、浅間が言う。

「浅間神じん社じやが事業を興おこしますので、正まさ純ずみは副ふく会長として、それにお金を払って下さい」







[image: 第六章『囲い場の思惑者』]
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　浅あさ間ま神じん社じやが事じ業ぎようを興おこす。副ふく会長の自分はそれに金を払う。

　そんな浅間の言葉に、は？　と正まさ純ずみは、疑問した。

　……いきなり、どういう事だ？

「今、あの二人のうどん解除に金を払うかどうか、という話をしてるのに、何故なぜ、浅間神社の事業と、それについての払いの話になるんだ？」

　問いかけた先、浅間が右の指を一つ立てた。

「いい質問ですね！」

　始まった、と一いつ瞬しゆん思った直後。浅間が既すでに用意してあったフリップを表示枠サインフレームに載のせて出してくる。

　それは武蔵むさしの模も造ぞうと、矢や印じるしなどが書かれたもので、

「いいですか？　まず、武蔵に対し、副ふく会長の正純を通して、浅間神社が広範な提てい携けいサービスを行います」

「うん？　私を通して、浅間神社が事業を？」

　はい、と浅間は頷うなずいた。

「要するにうちの発はつ案あん、実務もうちが行う、という事にして、正純が認にん可か。うちと受じゆ注ちゆう契けい約やくを結んで貰もらうんです」

　何のためにそうするかは解わからない。だが、

「やるべき事は解った。──それで？」

「はい。──それで、正純は、その受注契約金をハイディとシロジロ君の保ほ釈しやく費ひ用ように回します」

「う、うん？」

　ちょっと解らない部分あった。

　……受注契約金？

　でもまあ、私の所に一度、浅間神社から金が来るんだろう、と、そのくらいは解る。

「──じゃあいいか。勢いあるから、説明そのまま頼む」

　はい、と浅間が言葉を作る。

「──その保釈費用は、月げつ賦ぶの利り子しつきにして、正純はハイディとシロジロ君から回かい収しゆうしてもしなくてもいいです。ともあれこれで、保釈金をうちが払わず、正純が副会長権けん限げんで払った事になるので、金きん銭せん関係の神様達も建たて前まえが立つ筈はずです」

「お、おう。というか、ええと？」

　……ちょっと、今の説明、面めん倒どうな箇か所しよがあったなあ……。

　と正純は頭の中で図ず式しきを転がした。

　そして浮かんだ疑問の中、まず概がい要ようを言う。

「つまり、……浅あさ間まから私が、ひとまず仕事の金として受け取って、今度はそれを私が、改めて保ほ釈しやく金きんとして浅間神じん社じやに払うんだな？」

「えーと、まあ、そういう事です」

　じゃあ、と正まさ純ずみは、言葉を続けた。疑問として、最大のものを問う。それは、

「ちょっと解わからないところがあった。──うちが浅間神社のサービスを受ける〝客〟なのに、何で〝施せ行こう〟側の浅間神社が金を払うんだ？」

　あ、とミトツダイラが声を作った。彼女は浅間を見た上で、こちらに視線を向け、

「──請うけ負おい契けい約やくに、金きん銭せん条件を設けますのね？」

　はい、と浅間がミトツダイラの言葉に頷うなずいた。

「つまり正純は、受じゆ注ちゆう契約を成立させるために、浮ふ動どう性の条件を設けます。

　今回はそれを〝お金〟とする訳わけです。──要するに、〝この仕事を契約したかったら、一定以上の金額を払ってね〟という内容だと思って下さい」

　言われた事を、正純は頭の中でシーンとして思い浮かべた。

　……要するに、競きよう売ばいを、個人間でやるようなものか？

　その図が想そう像ぞう出来、ようやくに正純は合が点てんを得た。

「……つまり、事業受注の入にゆう札さつみたいなものか」

　そうですね、と浅間が軽く笑えみを作る。そして、

「契約内容は、簡単です。──武蔵内の生徒会、総そう長ちよう連れん合ごう、他関係団だん体たいや関係者の事じ業ぎようにおいて、加か護ごや術じゆつ式しきを浅間神社の管かん轄かつに統一する事」

　つまり、

「加護や術式の管理、出すい納とうを一本化して、簡かん便べんにします」
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「それや……！」

　大おお久く保ぼは、茶ちや屋やの中で思わず腰を上げていた。

　……それが出来るなら、随ずい分ぶんと楽やで……！

　何故なぜなら、

「今、武蔵内にある術式や加護、異なる教きよう譜ふやパーソナルなものも、全部〝浅間神社〟名めい義ぎで管轄出来るなら、うちらが行う経けい理りや管理の処しよ理りがえらく早くなるわ……！

　それなら出納管理として、許可するで!!」

・武　蔵：『──武蔵の運うん行こう、乗員管理をする側としても、情報管理が平へい坦たん化かされるのはベストと言えます。特に私ども、自じ動どう人形にはその方が把は握あくが有あり難がたいかと。──以上』

　でも、という声があった。茶屋の奥で武ぶ神しんの図面表示枠サインフレームを広げていた里さと見み生徒会長だ。

　彼女は遠く、西の方を指さし、

「出来るのか？　武蔵むさしは結けつ構こういろいろな教きよう譜ふや種しゆ族ぞく、人々がひしめいているだろう」

「神しん道とう、何でもありやで」

　そうですね、と頷うなずいたのは、表おもてで警けい備びについている立たち花ばな・誾ぎんだ。

「私どもも一時的に〝隠かくれ〟設定で旧派カトリツク教譜を神しん奏そうしていましたが、別に問題はありませんでした。──要するに、武蔵でその教譜を用いるためのハブとして神道を用いる、という扱いにすればいいだけの事です」

「だが、そのハブ分は面めん倒どうだし、契けい約やく料りようも取るのだろう？」

「代わりとなるサービスが受けられるのが売りなのでしょう。おそらくは、異教譜でも神道のサービスが使用出来たり、代だい演えん的に術じゆつ式しきを使用出来たり、と。

　すでに武蔵住じゆう人にんである以上、氏うじ子ことして加か護ごを得ていますから、その延長としてサービスは組み込まれるものと思います」

　そして、と言ったのは宗むね茂しげだ。

「このサービス分に課か税ぜいを加えるなら、武蔵は資金を回かい収しゆうしていく事が可能ですね」

「住民税の一いつ環かんとなりますので、それなりのサービスが必要かとは思いますが、浅あさ間ま神じん社じや代表ならその辺りは見み越こしているでしょう」

　大おお久く保ぼは、二人の言葉に頷うなずいた。

「目玉となるサービスは、外がい燃ねん拝はい気きを還かん付ぷするとか、その辺りかもしれへんな。あまり使用しなくても、還付権があるだけで得した気分になるようなものというと」

　さてまあ、

・長安定：『──夏休みに整備するには、いい案あん件けんや。委員会、武蔵艦かん橋きようは支持するで』
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　支持が来ましたね、と浅間は一ひと息いきを吐いた。

　とりあえず机き上じようの空くう論ろんだが、リアルという事で捉とらえる派はがいてくれた事は有あり難がたい。

　そうなったら、あとは、

「改めてやり方を説明しますが、こうです。

　──まず、浅間神社が、保ほ釈しやく金きんと同等の契約金を副ふく会長の正まさ純ずみに払います」

「……まあ、そう言う手て順じゆんなのは解わかるんだが、私に、というのはやはり緊きん張ちようするな」

　周囲、皆が正純を見た。

「……古ふる本ほん何冊、とか、そういう計算しちゃ駄だ目めだよセージュン」

「というか五桁けた以上の金額が計算出来るのか正純」

「解っているつもりだが不安なので聞いて良いか」

「う、うるさいなお前ら！　解るよそのくらい！」

　正純が、顎あごに手を当てる。

「とりあえずその金は副ふく会長預かりだな？　〝生徒会に〟、とやると、ソッコで何らかの手を使って着ちやく服ふくする奴やつがいるし」

「あー、まあ、そこまで疑ってる訳わけじゃないですけど、やっぱり個人の方がお金の権けん限げんの扱いが楽なんですよ。コレ、金きん銭せんや契けい約やくの神様の建たて前まえを通すやり方なので」

　浅あさ間まは、苦く笑しようが口に浮かぶのを自覚しながら手元を動かす。表示枠サインフレーム、そこに移した金額の行き来を、彼とホライゾンが覗のぞき込んでくる。二人への説明はミトツダイラに任せておいて、浅間が言うのは、

「正まさ純ずみは、副会長からの保ほ釈しやく金きんとして、それを浅間神じん社じやに払って下さい。

　この時、二人に貸した事にして、利り子しの要よう件けんをつけると、架か空くう取引の要よう因いんが薄れるので契約神の建前が通しやすくなります。──ここは二人と話し合いですね。もし二人がそれは無しにして欲しいと言った場合は、うちが金銭系けいと掛け合って通しますので」

　通せるかどうか、疑問には思わない。浅間神社は、出しゆつ産さんなども扱うため、神々の中でも実質の権限は高い位置にあるのだ。

　ハイディやシロジロには、結けつ構こうな迷めい惑わくも掛けられているし、どう考えても今回は二人の自じ爆ばくといえるのだが、

「──二人のやり方が、今回はミスであっただけですからね。稲荷いなり系とて、武蔵むさし上じようでは浅間神社の管理下です。要事ですし、そうと決めたら可能な限りの手は尽くします」

　そして、

「浅間神社は、契約の後、事じ業ぎようとサービスを立ち上げて展開します。

　この時、使用する費用は──」

「──先さき程ほど、浅間神社に納められた保釈金を用いる訳ですね？　浅間君」

　御お広ひろ敷しきの言葉に、浅間は頷うなずいた。

「──そうですね。全ぜん額がく使用するか、それとも一部金になるかは解わかりませんが、公こう共きよう事業ですし、武蔵の委員会と艦かん橋きよう側がわの許可も出ました。

　つまり浅間神社は、自じ費ひだけで行おうとしていた事業を、副会長の正純を通す事で、公共事業費から費用捻ねん出しゆつ。正純の許可つきですから、大おお手でを振って出来ますし、そのプロセスとして途と中ちゆうに二人の保釈を挟む、という流れになります。

　浅間神社には、金銭神しんと契約神のチェックを通す手て筈はずが必要になりますが、さっきも言ったように、正純の方でこれを二人から回かい収しゆうしたり、事業として正式に行う事で、架空取引の要因は消え、両りよう神しんともに建前が通りやすくなると思います」

　浅間は言った。

「とりあえず、ハイディとシロジロ君の身み柄がらを自由にする事が先せん決けつです。そして来年度分の予算がすぐに動かせないというなら、浅間神社がそれを負ふ担たん出来るんだと思って下さい。

　うちはそれなりの資産を内外に持ってますから」

　言った時だ。

「浅あさ間ま」

　横から声がした。

　振り向けば、彼が頭を搔かきながら、

「何かあったら、俺おれを頼れよ？」
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　頼れ。

　トーリにそう言われた浅間は一いつ瞬しゆん、意味を理解出来なかった。

　だが、浅間は、一呼吸の後で彼の台詞せりふを理解して、

「──はい。そうします。トーリ君は私にとっての最さい終しゆう手段ですから」

　笑えみが浮かぶのを止める事なく、そう応じた。

　頼れと言われても、正直、金きん銭せん問題では不可能な話だ。彼は個人であるのに対し、

　……こっちは事じ業ぎよう主ぬしのようなもので、土ど台だいが違いますからね。

　だとすれば、今のは厚こう意い。

　彼は、気分的な問題を解決するための相手になってくれる。

　他にも、総そう長ちよう兼けん生徒会長として、正まさ純ずみが対応出来ないところに関わってくれる。

　どちらにしろ、困ったり、引っかかったら、彼に相談したり、愚ぐ痴ちの相手にしてもいいのだ。

　お互い、そういう関係だ。生活と、想いや時間を共にして行く中で、

「──そうですわね」

　ミトツダイラが頷うなずき、ホライゾンも首を下に振る。

　彼と自分のラインだけではなく、この二人や、喜き美みとのラインも自分にはある。

　お互いがそうだ。

　これを縁えんと言うなら、ストレスや負ふ担たんは、縁によって分散や緩かん和わされ、

　……あとは、上手うまくいくように尽くすだけですね。

　そう思い、浅間は一つの事を理解した。

　関係とは、禊祓みそぎではないのかと。

「────」

　神じん社じやに生まれ、十七年以上この生活をしていて、今いま更さらに思いつく事だ。

　自分にとって困難な事も、引っかかる事も、〝関係〟が難かたきを祓はらい、心を保ち、全力を尽くせるようにしてくれる。

　無む論ろん、自分がそうする側に回る事もあり、持ちつ持たれつだが、

　……あ……。

　神しん道とう。多た神しん教きよう。馬ば鹿かをやりながらも危き機きには皆が協力し、無む茶ちやな手段で岩いわ戸とまで開いてしまう。そんな教きよう譜ふをベースとした極きよく東とうの文化とは、

「──どうしましたの？　智とも」

　思し考こうを友人の声で中断され、浅あさ間まは我に返る。

　横、ミトツダイラが首を傾かしげており、

「何か、見つけましたの？　そんな感じでしたけど」

「あ、いや、見つけたというか、……何で今までそういうの思いつかなかったかなー、って」

「は？」

　首を傾げる周囲の中、彼だけが自然に、窓の外を見上げている。

　そんな空気の中で、浅間は気付いた。自分についてだが、

　……頼れ、って、なかなか言われないですよね、私。

　どちらかというと、頼って下さい、と言う方だ。

　参まいった。

　以前にも、奥おう州しゆう藤ふじ原わら、泰やす衡ひらとの会談の時など、彼に救たすけられた事はある。才さい蔵ぞうとの戦せん闘とうでもそういう事はあったし、真さな田だ十じゆう勇ゆう士しの海野うんのの時だってそうだ。

　だけど今は、救けられてない。

　頼れと、そう言われた。

　無む論ろん、今までもそういう状況はあっただろうし、近い事を言われた気もする。彼の家に入ると、そう決めた時も、いろいろな事について「俺おれが何とかしてやる」とそんな風ふうに言われたのだ。

　ただ、今は、ちょっと違う。そういった遣やり取とりの積み重ねや、救われた事実があって、

　……頼れという、言葉の重みが違うんですよね。

　口先ではない。

　頼れ。

　何かあったら、救ってやる。

　それを受け止めて、素直に頷うなずけるようになっている。

　だから、参った。

　不ふ思し議ぎな事に、頰ほおに熱は来ない。証しよう明めいは既すでに済んでいるからだろうか。もしくは自分がそこに疑いを得ていないからだろうか。ただ、

「正まさ純ずみ、──それで何とか出来ますよ」

　何かあったら頼っていい。だったら大だい丈じよう夫ぶ。そして、

「トーリ君、ちょっと」

　ん？　という彼の横に回り込むようにして、腰をずらす。その上で自分は、ホライゾンとミトツダイラの肩を抱えるようにして、

「と」

　身を倒し、彼の腿ももに頭を乗せた。

　膝ひざ枕まくら。自分の方は、両の腕をホライゾンとミトツダイラの枕として、

「まあ、頼りの予約みたいなものです」

　流石さすがに顔に熱は来る。目を閉じた方が赤せき面めんが解わかる気がする。恥はずかしい。でもこれは態度。こうすれば届くだろうという、言葉に頼らない伝わり。

　すると見上げた彼が、こちらの髪かみに触れて来た。

　頭の後ろ、リボンが乱れたのを直してくれて、ホントに細かい。昔、母にそうして貰もらった事を不ふ意いに思い出して、こういうのも大だい事じなのだと感じたりする。

「さて」

　彼が言った。

「浅あさ間まがうどんの問題解決したけど、どーする？　セージュン」
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　……どうする、って、なあ。

　浅間が完全に向こう付きで、結論は出てしまったのだ。

　何となく不ふ貞てたような、他から文もん句くを言わせないという感の浅間がちょっと面白い。

　だがまあ、

[image: ]

「こちらとしても、そのような取引が成立出来るなら、問題ない。──まあ、かなりスレスレの方法で、神の建たて前まえ頼りとなると、二度は使えないだろうがな」

　だが、と正まさ純ずみは言った。

・副会長：『そっちはそれでいいか？　オーゲザヴァラー』

・○べ屋：『ちょ、ちょっと待って。水──！』

・ホラ子：『出ましたか。出たのですか。出たのですね。もりもりもりもりもり（呪のろい音）』

・○べ屋：『ハ、ハイそこプレッシャー掛けない！　まだ！　まだまだだよ！』

　何がだよ、と思うが、流石さすがに聞く気は無い。

　外を見れば、空は段だん々だんと夕ゆう刻こくの色に傾きつつある。

「夏の夕に、うどんを出す会計と、それを救おうとする私達か……。こんな夏休みの入り方、人類の歴史上、私達だけだろうな……」

「あの、正純？　語っても現実は変わりませんのよ？」

　確かにな、と思った上で、正純は問うた。

・副会長：『どうだ？　うどんと保ほ釈しやく金きん、どっちがいい？』

・○べ屋：『んー……。正直ちょっと引っかかる。だって浅あさ間ま神じん社じやって、稲荷いなり系けいの私達からすると商売敵がたきって感じだし』

　それに、とオーゲザヴァラーが言った。

・○べ屋：『同級生にお金で救たすけられるとか、二度目は流石に参まいるかなあ』

　だから、と向こうが言った。

・○べ屋：『あのさ正純、出来ればでいいんだけど、私達の事、もう一回でいいから信用してくんない？』





●






　オーゲザヴァラーの言葉に、正純は首を傾かしげた。

・副会長：『──でもお前ら、脳のう内ないに響ひびく金の呼び声に従って、こっち裏うら切ぎるだろ』

・○べ屋：『まあそこはそこ！　そういうクリーチャーだと思ってよ！』

・●　画：『人間捨てた？』

・金マル：『いや、自じ供きようじゃないかな、コレ』

　そうとしか思えないのが、ある意味凄すごい。だが、クリーチャーは通つう神しんの向こうで、

・○べ屋：『流石に高こう等とう部ぶだし、自分のケツは自分で拭ふくわー。だけど、とりあえずうどんが出る現状だとケツも拭けないって訳わけなのよね』

・副会長：『そこで私がお前らを信用し直したとして、どうする』

・○べ屋：『保釈金を稼かせいで返すに決まってるじゃん』

　更さらには、

・○べ屋：『信用された以上、二倍、三倍にして返してあげる』

・副会長：『じゃあどうするんだ』

・○べ屋：『そのままでいいよ。ただ、絶対返す。絶対ね。──アサマチのやり方だと、私達がアサマチとトーリ君に援えん助じよして貰もらう形になって、そりゃ良くないもの』

・副会長：『──葵あおいが？　葵は関係ないだろう？』

・○べ屋：『商売敵がたきの浅間神社が私達を救たすけようとしてお金使うとか、商人としてみたら、うどんより酷ひどいよ。アサマチはトーリ君の足を私達が引っぱらないようにそうした、と、そう捉とらえてないとやってられない』

　そして、

・○べ屋：『アサマチ、ちょっといい？』

・あさま：『何です？』

・○べ屋：『何で？』

　問いかけに、浅間が馬ば鹿かの膝ひざ枕まくらのまま、手を動かした。

　ミトツダイラが頭を上げた下。浅間が左腕うでを掲かかげ、そこに表示枠サインフレームを出し、

・あさま：『私は、ホライゾンもミトも、皆も、トーリ君が王様になるのを手助けする訳わけですけど、それは皆、一いつ緒しよでしょう。まあ、商売敵とか何とか、こっちとしては気にしてない部分ではありますが……』

　この辺りの余よ裕ゆうが、ライバル視するには安全で、安心出来るんだろうなー、と、正純は会計達の事を思う。

　甘えとはまた違う、敵てき対たいしても許される仲というか。受け止められるというか。だから尚なお更さらに一方的なライバル視をされるのだろうが、

　……ああ。

　身み内うちというものか。

　だとしたら、自分も、裏切られた事とか許すべき……、で許したら法律いらんよな。大おお久く保ぼの時とか、半はん端ぱなく面めん倒どう掛かけられたしな……。

「副ふく会長？　な、何か半はん目めでぶつぶつ言ってますよ？」

「気にするなバルフェット、ちょっと理り不ふ尽じんについて考えていただけだ」

　ただ、浅間が、ゆっくりと言葉を作った。表示枠の鍵けん盤ばんを叩たたき、

・あさま：『まあ、私、一緒にやっていくと決めましたし』

　それに、

・あさま：『誰だれかを置いていっていいと、そういう事を許せる私じゃないですよ』

　言って、浅間が鼻を鳴らして枕に沈み直した。あまり演えん説ぜつが好きなタイプではない。それに今のは、馬鹿に対する自分の思いが〝込み〟だろう。

　そういった事が解わかっているのか、ホライゾンも、

「浅あさ間ま様、面めん倒どくさいところがお見事です」

「い、いや、まあ、その」

　そんな自分を隠かくすように、彼女はホライゾンとミトツダイラを引き寄せ、沈み直す。

　ただ、そんな浅間も、上から視線を向ける馬ば鹿かには、見えているだろう。

　……そうだな。

　そういう関係だ。

　以前からそうであったのを、自覚して、今度はそれを基き盤ばんにまた変わっていく。

　今、自分自身に戸と惑まどったような態度を見せる浅間など、少し前だったら想そう像ぞう出来ない事だ。それは、彼女に抱えられてるミトツダイラもだし、同じようにされているホライゾンも……、否いな、ホライゾンはいつも何か想像出来ない事するからいいのか。いいのか？　いいのか……。いいのか──。

「正まさず、み、……だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「気にするな向むか井い、ちょっと理り不ふ尽じんについて考えていただけだ」

　ともあれ、通つう神しんの方では、納なつ得とくが生じたらしい。

・○べ屋：『じゃ、正まさ純ずみ、建たて前まえの方、御お願ねがい。──浅間神じん社じやからお金貰もらって、それで私達を釈しやく放ほうしてくれる？　貸し借り処しよ理りに代だい演えん仲ちゆう介かい必要だったら手数料分もこっちツケといて。

　そして私達に、返へん済さい契けい約やくを結んでくれる？』

・副会長：『おいおい、返すアテはあるのか？』

・○べ屋：『正純、今、幾いくらある？』

・副会長：『七十円』

・○べ屋：『だ、大丈夫……？　生きて行けてる……？』

・副会長：『向井みたいな心配すんな。で、私の残金が何だって？』

・○べ屋：『んー、商売の元手が欲しいから、ちょっと借りようと思ったけど、別から調ちよう達たつしようかな……』

・貧従士：『商売、するんですか？』

　当たり前じゃん、とオーゲザヴァラーが言った。

・○べ屋：『信用してくれたら、有りとあらゆる手を使って、正純にお金を返すよ。利り子しもつけてあげよう。──八月十四日まで待って。そこで全部返してあげる』

・不退転：『実質、あと、二週間よ？』

・○べ屋：『一週間あれば世界は回るよ』

　一ひと息いき。

・○べ屋：『神様はこの世界を六日掛けて作って、でもまあ一日くらい休もうかってんで日曜日を設けたらしいじゃない？　だったら二週間も余よ裕ゆうがあれば、商人は初めの一週で種たねまいて、二週目でそれを世界中から回かい収しゆうして一息つくよ。それでどうかな？』

・副会長：『それが出来てなかったが故ゆえの現状だが、どう保ほ証しようする？』

・○べ屋：『あれはあれ、武蔵むさしの中で争ったのが失敗。──ぶっちゃけ、卒そつ業ぎよう後ごの事考えて、商しよう工こう団だんの連れん中ちゆうと争っちゃってたから』

　だから、

・○べ屋：『世界相手にしてから、武蔵内で勝負するよ』

　言われて、正まさ純ずみは思った。

　……武蔵内より、世界相手の方が楽か。

　確かに、内部結けつ託たくしたベテランが連れん動どうしていく武蔵内の商工団より、戦せん国ごく時代と三十年戦せん争そうで予測不能な動きをする国外を相手にした方が、チャンスは多いだろう。

　……だとすれば──。

・副会長：『アテはあるのか？』

　大体の見けん当とうはついている。

　それを知っているかのように、オーゲザヴァラーが言った。

・○べ屋：『関かん東とう、行きたいなあ』

・副会長：『随ずい分ぶんな我わが儘ままだ』

　言っていて、苦く笑しようが漏もれる。そして正純は、ふと呟つぶやいた。

「──関東に帰っても、またこっちに戻ってこられる手て筈はずがあればいいんだがな」

　そのような手段は、さて、あるのだろうか。
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「何だよ？　関東に戻らねえんじゃなくて、戻れねえのかよ？　この武蔵は」

「Ｔｅｓテスタメント．、──戻ったが最後、羽は柴しばは武蔵を関東に封じ込めるものでありましょう」

　クリスティーナは、夕ゆう刻こくに向かう武蔵の上を、忠ただ興おきと歩いていた。

　買い物だ。着の身着のままで武蔵に乗り込んだ後、それなりのものは支し給きゆうされているが、日用品として足りていないものは多い。

　宿としては、自分には外がい交こう館かんがある。忠興の方は武蔵側の外交館の一室を与えられているようだが、そこにいきなり転がり込むのはゴシップの元だろう。

　この〝いきなり〟が解除されるのは、きっと、夏休み明けだ。

　瑞典スウエーデンの去きよ就しゆうが決まってからと、そうなると、

　……夏休み明けから同どう棲せいでありますね……！

　まさか自分がそんな生活を予定する事になるとは。それも相手は超ちよう年下。お互いの距きよ離り感かんを計ったり、好みの認め合い等をするのも、まだまだこれからだ。

　先は長いでありますね、と思った時だ。

「──じゃあさ、ちょっといいか？」

「何がであります？」

「羽は柴しばは、聖せい連れん使って武蔵むさしを関かん東とうに戻せば勝ちじゃねえの？」

　問われた時、通りが切れた。

　吹き抜けの地ち下か公園が、目の前に不ふ意いに広がる。

　情報によれば、先日に真さな田だの地ち竜りゆうが暴あばれた際、この周辺の町が大きく破は壊かいされたのだ。現状でもその補ほ修しゆうを行っており、仕上げの段階に見えるが、

　……上を渡る橋は、残しておくのでありましょうか。

　夏の陽気の下、橋はし上うえは陽かげ炎ろうの場だ。

　だが、そこならば声を他に聞かれる事もない。ゆえにクリスティーナは橋上を指さした。

「忠ただ興おき様さま、こちらへ」

「馬ば鹿か、下行こうぜ。暑いよ」

「え？　でも」

「暑くてやってらんねえ。俺おれは山育ちだしよ。──アイス食おうぜ」

「ぜ、是ぜ非ひっ」

　言うと、手を引かれた。

　前に出られる。彼がもし振り向くなら、赤せき面めんしているだろうとは思う。現に彼の耳は赤く見えるが、それは自分の思い込みにも感じられるし、自分とてそうだと感じる。

　だったら自分はこの状況が嬉うれしいのだ。

　引っ張られるのが、今は有あり難がたい。恥はじも外がい聞ぶんもなく、忠興にも気付かれず、喜んでられる。

　そして、

「で？」

「え？」

「──羽柴は、聖連使って武蔵を今すぐ関東に戻さねえのか」

　ああ、とクリスティーナは頷うなずいた。

　さっきの話の続きとしては、内容が少し飛ひ躍やくしている。しかしそれは、

　……忠興様は、情報の理解と、推すい測そく能力が高いのでありますね。

　狙そ撃げきを得え手てとする者だからだろうか。先を読むような彼の問いに、クリスティーナは応じた。

「羽柴とて、すぐに武蔵を関東に封じたいでありましょう。しかし、関東には安あ土づちがあります。それも、破は損そんしたままの安土が」

　クリスティーナは、忠興と共に、地下の吹き抜け公園に降りる通路を行く。

「安土は、後部の加か速そく器きなどを破損した状態。それらの補修が出来ねば、関東を出しゆつ立たつする事が出来ないものでありましょう。そしてまた、動けぬ安土を前に武蔵が戻れば、関東諸しよ侯こうなどが安土への強きよう襲しゆうを言い出しかねません」

「夏休みだぜ？　戦争、御ご法はつ度とじゃねえのかよ？」

「包ほう囲いし、補ほ給きゆうを断つという手もあるのですよ？　それに──」

　万まんが一いちとして、言っておく。

「聖せい連れんが何を言おうと、〝潰つぶしてしまえば勝ち〟、と、そんな現実的勝利を望む場合だって、ありはするのですとも」

「それは──」

「〝私が死ねば済む〟と、さほど変わりはありませんよ。決定する意い気きとしては」

　言うと、忠ただ興おきがこちらの手を握る力を、更さらに強くした。

　彼はこっちの顔を見上げ、

「ダメだろ、それじゃあ」

「だから武蔵むさしはすぐに戻れないのです」

　一応、武蔵側から、現状理解の共有という事で、この辺りは聞いている。

「八月十日に、武蔵は関かん東とうへと戻る事。これが聖連の指し示じでありますね」

　ただ、気になる事がある。

「……あと十日で、安あ土づちの補ほ修しゆうは可能なのでありましょうか」

「ああ、それだったら、何とかなるんじゃねえか？」

「何故なぜであります？」

　だって、と彼が言った。

「関東、──建けん造ぞう物ぶつの修しゆう復ふく専門の先せん輩ぱいが来てんだろ、M.H.R.R.神聖ローマ帝国は」
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　池いけ田だ・照てる政まさは、こう思った。

　……俺おれ、ここに来ていていいんスかねえ。

　場所は空を広く半分見上げられる処ところ。

　安土の中央二番艦かん後こう部ぶ、加か速そく器き区く画かくの上だ。

　中央の鳥とり居い式しき大型加速器は、その突き出し部から割られ、大きく抉えぐられている。加速中に断たれたため、力が断だん裂れつ部ぶから一気に広がったのだ。更には、

「緊きん急きゆう停てい止し後ご、内部の流りゆう体たいが着ちやく地ちの衝しよう撃げきで連れん鎖さ爆ばく発はつ。──これ、換かん装そうだよな、普通。ユニット換装として、基本なら十日間。安土のスタッフなら一週間くらい、スかね？」

　だけど、換装部品が関東には無い。ゆえに自分が呼ばれたのだが、

「俺の手に負えるスかねえ。現場の補修だと、何とか動くところまで持っていって十日。だから八月十日出しゆつ立たつとなると、これ相当厳きびしいよな。……やっぱ俺、来ない方が良かったんじゃないか」

　いや、呼ばれたから来たのだが、自分にも本来の仕事がある。白しら鷺さぎ城じようの修復に道みち筋すじをつけつつ、三み河かわの調査に向かいたいのだ。

　出来れば、一度、今日きようの内に三み河かわ方面に入っておきたかった。何故なぜなら、

「八月になると、各地が一いつ斉せいに夏休み態たい勢せい入るから、帰き省せい渋じゆう滞たいとかいろいろあるんだよな」

「まーた池いけ田だが愚ぐ痴ちってるんだわ」

　と、声が空に抜けた。上。振り仰あおげば、三十メートル程の直ま上うえから、風踊る髪かみがこちらを見下ろしている。

「鍋なべ島しまかあ」







[image: 第七章『上下差の把握役』]
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　夕の空に、照てる政まさは旧きゆう知ちの顔を見た。

　だが、その相手は苦く笑しようして、

「鍋なべ島しまかあ、じゃないわ。──どうだわ？」

「どう言われても、壊こわれてるス、としか言いようないだろう、これ」

「アンタの術じゆつ式しきでちゃっちゃと直すって話だろう？　無む理りなんだ？　どうだわよ？」

「つーか、何で俺おれだわー」

　いかん、鍋島の語ご尾びが移った。やる気ない時は使いやすいので困る。

　ただ、こっちのテンションも伝わっているのだろう。鍋島は、

「悪いわな。ここ、アンタが来るってんで、清きよ正まさ先せん輩ぱいから私が任されてるんだわ。──自分にハッパかけたいなら、先輩達呼んで来るけど、どうするわさ？」

「恐れ多い事言うなって」

　流石さすがに、下したっ端ぱの自覚はある。戦せん闘とう系けいでもなく、慶けい長ちようの役えきを見ているだけだった自分が、大だい規き模ぼな戦闘を敗戦で終えた皆の居い場ば所しよにいるという、そんな自覚もある。それゆえに、

　……場ば違ちがいじゃないのかなあ、俺。

　と、思った時だ。鍋島の左右に人ひと影かげが並んだ。五人。

　背せ格かつ好こうなどバラバラの初しよ老ろう達たちだ。彼らは腕を組み、

「小こ僧ぞう！」

「どうも補ほ修しゆう仕事のテンションが上がらぬ風ふ情ぜい！」

「そんな貴き様さまを助けてやろう。何故なぜなら──」

「我ら龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のう！」

　ああ、この人達が鍋島の言っていた、と照政は思った。だが、首を傾かしげて、

「あの」

「何だ？　──我ら、龍造寺四天王だぞ！」

「……五人いるんスけど」

「五人いても四天王！」

「それ五天王じゃ駄だ目めなんスか」

　男達は顔を見合わせた。次の瞬しゆん間かんにお互い飛びかかって、

「貴様が邪じや魔まだあ──！」

「あ、あんな若わか造ぞうにまで疑問を持たれるとは！」

「いや、皆、前向きに考えろ！　あんな青あお二に才さいにまで知られる知名度になったのだ！　これは御お嬢じようの努力の賜たま物もので誇るべきだ！　だが貴様は邪魔だ！」

　殴なぐり合いの音が響ひびく辺り、やはり五天王では駄目らしい。鍋島が半はん目めで手を左右に振って見せているのは、これがうんざりの平常運転という事か。

　だが、照てる政まさはあるものを見た。鍋なべ島しまの手に、包ほう帯たいが巻かれているのを、だ。

　……負ふ傷しようか。
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　照政は、改めて肩の力を抜いた。

　……難しいなあ。

　自分が何もしなくても、現場は動き、友人ですら怪我けがをする。

　無む論ろん、自分が現場にいても、それは変わらぬ流れだったろうと思う。だが、

「──俺おれは今、ここに呼ばれた訳わけだしな」

　現実見よう、というか現在重視。

　頭ず上じよう。四し天てん王のうの打だ撃げき戦せんを眺ながめる鍋島は笑っている。

　いい顔だ。一時期、自分の将来がどうなるかとか、人に言わずに黙もつ考こうしていた状態より、遙かにいい。

　自分がよく知っている顔だが、それを生んだのは、龍りゆう造ぞう寺じの〝今〟だろう。だとすれば、

　……俺がいなくても、皆、自分のベストを手に入れようとするし、手に入れてくるよな。

　自じ意い識しき過か剰じようは止めだと、最近思わされる。実際、周囲は実力者多いし、麾き下かが年上ばかりというのは意い外がいに気を遣つかうのだ。

　一いつ般ぱん市民、両親も同様だ。自分のように経けい歴れきも無い襲しゆう名めい者しやなど、誰だれも権けん益えきと指し示じ役やく以上の存在として見はしない。

　大体、例え上うわ役やくだろうと、他人を持ち上げたところで、その実力が上がる訳でも無い。チヤホヤされたかったら実力を示せというように、

「よし」

　だったら自分がここにいる事など、気にするな。誰も気にしてない。気にしてるのがいたとしたら、そいつは己おのれに過剰なのだ。

　……ああ、俺、自分[image: ]しかって盛り上げるタイプだよなあ。

　他人に[image: ]られると無茶凹へこむけどね。

　だから即そく座ざに結果と責任来る戦せん闘とう系けいは苦にが手て。建築系だったら、じっくりやって、何かマズい部分あったら「ほ、ほら、ここは良いスよね！　ここの利点が欠点を隠かくすんスよ！」とやれるからかなり好き。というか襲名試験の実技で二回程それやった。

　だからそれをやろう。何かミスっても、

　……俺の利点は欠点以上だろ、多分。

「鍋島──」

「何？」

「これ、いつまでだ？」

「早い方が良いって。そう言われただけだわ」

　成なる程ほど、と照てる政まさは思った。確かに自分の術じゆつ式しきは、自分が〝初〟みたいなところも多く、未み知ち数すうだ。上の人達がそこを汲くんでくれているのが有あり難がたい。

　ただ、建築関係を学んでいる照政には、解わかっている事がある。

　これは、そのままやれば、二週間仕事だ。何とか動くレベルの補ほ修しゆうで十日、完調で二週間。

　補修レベルで済ませたいが、八月十日が期日となると少し厳きびしい。自分が関わるなら、もっと縮めねば。

　頭ず上じよう、鍋島が額ひたいに手をかざしてこちらを見ている。

　その手の包ほう帯たい。手首まで固められているのは見て解る。左右に振って大だい丈じよう夫ぶ、というレベルだろうが、治ち療りよう用ようの符ふには痛つう覚かく減げん衰すい効果だってある。それに、

　……鍋島が包帯巻くレベルか。

　そういうのを、あまり表おもてに出さないタイプだ。それが見せる事を許したというのは、現場の空気もあるだろうが、

「なあ」

　照政は、問うてみた。

「浅あさ野のは？」

「寝てるわ」

　そっか、と照政は頷うなずいた。

　……いつも通りって事だわな。

　鍋島口く調ちようでそう思い、照政は表示枠レルネンフイグーアを手て元もとに展開した。そして、

「おい」

『出るるる』

　首のハードポイントパーツから、白い人型の走狗マウスが飛び出す。頭上、鍋島が、

「あれ？　飼ったの？」

「いや、白しら鷺さぎ城じようの管かん制せい役やく。路ろ頭とう迷ってるのと、結けつ構こう、補ほ修しゆうの役に立つからちょっと手元に置いてる感じなんだよ」

「はー、こっちが戦せん闘とう中ちゆうに外で女拵こしらえて来るとは、やるもんだわ」

『失しつ礼れいいいいいい』

「ほーら怒ってる怒ってる。あまり機き嫌げん悪くさせないでくれよ。だって──」

　照政は、しゃがみ込んで、走狗に表示枠を預けた。その上で眼がん前ぜんの巨きよ大だいな加か速そく器きを指さし、

「刑部おさかべ姫ひめ、これ、読めるか」

『余よ裕ゆうううううう』

　走狗、刑部姫が、一いつ瞬しゆん本来の姿すがたを取り戻した。背の高い女。白の髪かみは宙ちゆうに乱れ、しかし周囲に溶けて多量の表示枠レルネンフイグーアを生んだ。

　直後。いきなり、艦かん尾び側の空に警けい報ほうが生じた。

　半はん鐘しようの響ひびき、それは侵しん入にゆう者しや発見を示す鳴らし方だが、

『？　バレたたたたた？』

「何やったんだよお前!!」

『設計抜いたいたいたいたいた』

　言われてみれば、表示枠レルネンフイグーアに安あ土づちの加か速そく器きと、その周辺構こう造ぞうが図面として映っている。こっちとしては現状の概がい観かん構造を出して貰もらうつもりだったのだが、

『鍋なべ島しま様──。鍋島様──。至し急きゆう、安土復ふつ興こう本部にまで御ご連れん絡らくを──。──Shaja』

「何したんだわ池いけ田だ──!!」

「俺おれだけど俺じゃないぞ──！」

『ないぞぞぞぞぞぞ──』

「お前だあ──！」

　照てる政まさは、刑部おさかべ姫ひめの出した図面を複ふく製せいし、それを〝提てい出しゆつ用〟という情報封フオルダに入れながら思う。

　……最短、概がい要よう部分の補ほ修しゆうは七日くらいで何とかなるか？

　そのくらいでやれば、評ひよう価かが自じ意い識しきを超えるだろうか。
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「……とまあ、一学期を総合評ひよう価かすると、〝よく解わからんがそれなりに出来ました〟かなあ」

「おおうセージュン、自じ画が自じ賛さん～」

「お前らの話でもあるんだよ……！」

　と、正まさ純ずみは夕ゆう刻こくの空に声を上げた。

　武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの正面。階段上の夕空だった。

　夕とは言っても夏、既すでに午後六時前だ。そんな時じ刻こくに、夕番仕事で空に舞い上がる魔女テクノヘクセン二人を見上げ、正純は荷物の入った紙かみ袋ぶくろを抱え直す。

　生徒会居きよ室しつの片付けは、何とか一ひと息いきをつけた。だが、

　……意い外がいに、着替えとかスペアとか、量があったなあ。

　それでも、周囲にいる連れん中ちゆうより少ないのだから、これは皆が放ほう置ちのズボラなのか、それとも自分が服を持ってないだけなのか、どっちだ。というか二ふた代よが蜻蛉とんぼスペア以外手にしてないのは大だい丈じよう夫ぶなのか。夏休み明けに机の中がカビでドワアみたいな事にならないか？

「副ふく会長、何か今日きよう、ぶつぶつ言い過ぎですよ？」

「あー、今日はよくある事が多発してる感だ。気にするなバルフェット」

　言って見上げる空。魔女二人はもうこちらを見ていない。お互い、身を寄せるようにして、まずは讃岐さぬきからの配送物を受け取りに、村むら山やまの搬はん出しゆつ港こうに行くのだろう。

　そして自分達は、

「これから打ちあげか」

「つまりうどん王国でタダ飯めしの方かた……！」

　ホライゾンの両腕挙きよ手しゆに、皆が手を上げた。だとすれば、

「じゃあ、家に荷物を置いて、奥おく多た摩まの艦かん首しゆ甲かん板ぱんに七時集合な。──半には何処どこか入ってとりあえず関かん東とう解放は外した一学期全体の打ち上げでいいだろ。関東組は合ごう流りゆうしてない訳わけだし」

「だとしたらネルトリンゲンの打ち上げですかね！」

・金マル：『あー、じゃあ場所教えて。夕ゆう御ご飯はん休みの時間、そっちに行くから』

・●　画：『あと、二次会以い降こうの場所、教えてくれると嬉うれしいわ』

「あ、じゃ、自分の方で調べてるので予約の確定とりまあーす」

　バルフェットが早い。結けつ構こう下調べしてんだなあ、と思うと同時に、

　……私、こういうの疎うといよなー……。

　しみじみ感じ入る一方で、ふと、ある感かん慨がいを思った。

「……教導院から一学期分の荷物抱えて、打ち上げもあるというのに、何だこの、〝夏休みに入った感が無いな……〟という感想は」

「み、皆そう思ってるから打ち上げとかで盛り上がろうとしてるんですよ副ふく会長！」

「というか正まさ純ずみ殿どのが〝夏休み無しだぞ〟と言い出したので御ご座ざるよ？」

　そう言われてみるとそんな気もする。ただ、

「とりあえず、うちの方針は決まったし、ここから先は担当者各かく位い、定期的に生徒会居きよ室しつか私に報告してくれ。私は一応、土日と行ぎよう事じ日以外は生徒会居室にいるから」

「正純、少しは息を抜きませんの？」

「よーし、じゃあ友達いなくて寂しいセージュン君を皆こぞって誘さそうように──」

「この野や郎ろう……！」

「つうかオメエも誘えよ、皆。オメエが言えば全員集まるんだから」

　お前の方がそうだろうがよー、と思うが、ここで言ってもしょうが無い。ただ、

「──副ふく会長、常に居室にいたいという事は、何かあると、そう思っているの？」

　疑問と言うよりも、確かく認にんを寄よ越こしてきた伊だ達て家け副ふく長ちように、正純は頷うなずいた。

　だが今はまず、階段の下を指さす。バルフェットが予約してしまったし、歩みを止めるのも不自然だ。何しろ階下や、下の公園からは、人々の、

「ひ……！　い、今、連れん中ちゆうがこっちを見てる……！」

「何かまた、敵てき対たい国家の転てん覆ぷく企き画かくを練り始めたのか……！」

「ヒュ──！　あの雰ふん囲い気き、聖せい連れんにたてついた時と同じだぜ……！」

　などと聞こえるが、広義では合ってる気がするから怖こわい。あ、でもそっちは見てないから気にしなくていい。だが、

「──私達が夏休みの方針を決めたように、他国も今、緊きん急きゆう会議などを開いて、同じように権けん謀ぼう術じゆつ数すうを図っているだろう」

　と、ホライゾンが手を上げた。

「……正純様、ケンボウジュッスーとは何ですか」

「馬ばっ鹿か、ホライゾン、知らねえのかよ!?　──ほら姉ねえちゃん!!」

「堅けん棒ぼう熟じゆつ吸すう──！　やだ！　正純ったら、他の国の重じゆう鎮ちん共どもが焼き鳥串ぐしを緊急マスターとか、一体何考えてるのアンタ！　塩!?　それともタレ!?　駄だ目めよ本番で唐とう辛がら子し振ったら！　あまりに辛からくてムーチョな上で両者ノックアウトになるから覚かく悟ごなさい！」

「うるさいよお前ら……！」

「この男も、下手へたなネタを打たずに喜き美み様に回すとは小こ癪しやくな……」

　イエー、と馬鹿と姉がハイタッチの上で、ホライゾンや浅あさ間ま、ミトツダイラにも意味なくそれを重ねていく。一応は〝喜〟の御お裾すそ分わけみたいなものなんだろうな、と思うが、

「ほら、正純も！」

「いいよ別に」

　この辺り、馴な染じめないものは馴染めないで、それでいい。だが、

「ともあれ正純、──他国が武蔵に対して行う策さく略りやくの内、最も厄やつ介かいなものは何ですの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、あまりに大き過ぎる問題で、逆に私達は失しつ念ねんし安いが、これだ」

　と、足あし下もとを指さしてみせる。そこにあるのは、

「武蔵むさしがここにある事が問題だ。今日きよう、何度かそこらへん言ってるけどな。

　八月十日までに関かん東とうに帰れと、そう言われて〝ハイそうですか〟、と言いたくないのが現状だ。だから──」

　だから、

「きっと来るぞ。羽は柴しば側の誰だれかがな。──関東へ行けと、そういう事を強きよう制せいに来る」
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「はあ、それでまあ、あの武蔵むさしが、すぐ関かん東とうに戻るんです？」

　と、高い位置から女の声が問うた。

　場所は丘上の野原。航こう空くう艦かんの離り着ちやく陸りくが行われるただ中だ。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク、ネルトリンゲン方面へ出ていた戦せん士し団だんの、撤てつ収しゆう作業中だ。

　そんな現場で、軽い疑問の落ちた先は旧派式の表示枠レルネンフイグーア。そこに映るのは、

「三みつ成なり様さま、それで私達、どうするんです？　鬼おに武たけ丸まるさんとか、そろそろバッテリー切れで成じよう仏ぶつしてもおかしくないですよう？」

　言った先、三成の映る表示枠の横に、もう一つの画が像ぞうが来た。そこには〝画像作成中〟の文字とともに、

『誰だれがバッテリー切れだ!?　私の方はもう制御情報プログラム側にシフトしてる！　自分でもよく解わかっておらんが、機き動どう殻かくから別の場所へと移動しているから、成仏などはないぞ馬ば鹿か者もの……！』

「あー、馬鹿者じゃなくて島しま・左さ近こんですよう」

『小こ姫ひめで充分だ……！　馬鹿者が』

　酷ひどい言いようですよう、と左近は口を横に開く。

　……ネルトリンゲンだと、結けつ構こういいパートナーだと思いましたですけど。

　やっぱり日常となると、嚙かみ合わない部分もあるのだと思い、左近は少しメゲる。ただ、

『ともあれお二人とも、現状がどうなっているか、解っておられますか？』

「Ｔｅｓテスタメント．、──鬼武丸さんの魂たましい抜ぬけてセミの死し骸がいみたいになった機動殻がかなりボロボロなので、修しゆう理り必要です？　あと、鬼武丸さんにヘアスタイルの勉強ですよう？」

『やかましい……！　貴き様さまこそ再さい生せい力云うん々ぬんあろうが、一度綿めん密みつに脳のうから診みて貰もらえ！　あと、修しゆう復ふくのためには拝はい気きか体力か知らぬが、使用している筈はずだ。休養か食事か、そういう要求くらい出来るようにはしておけ！』

「……三成様？　この表示枠の中の人、凄すごく小こ言ごとくさいですよう……」

『貴様が不要な事ばかり言うからだ……！』

『あの』

　三成が、表示枠の中で両手の平をこちらに立てて見せた。

　彼女は、一つ咳せき払ばらいをした後で、

『周囲を』

　言われてみれば、自分達の周り、皆が動きを止めている。陸りく港みなとの中で行き来していた者達や、艦かんへの搬はん入にゆう出しゆつをしていた誰も彼もが振り向き、

「…………」

　じっとこちらを見る視線に、左近は慌あわてた。

　……ちゅ、注ちゆう目もくされてますよう？

　正直、注ちゆう視しによる緊きん張ちようよりも、マズい事になったという思いが先に立つ。

　何しろ自分は、昔から背せ丈たけとそこから来る挙きよ動どうなどで注目され、良くて一歩引かれ、最悪では忌き避ひされたのだ。

　また、何か、いては悪い状況になってしまったのか。

　油ゆ断だんしたですよう。

　ちょっと上じよう司しに認められて、親しい？　まあ、そんな存在も近くにいたので、自分が皆にも認められているものと、そんな安あん堵どに浸ひたっていた。

　そうではない。

　道を歩けば、避けられる存在なのだ。こっちが端はしに寄っても一歩は余よ計けいに動かれる、そんな存在が自分だ。だから、

　……すみませんですよう。

　鬼おに武たけ丸まると三みつ成なりを巻き込んでしまった。

　図ずう体たい大きいのだから、ハシャぐと目立つのだ。というか声も大きいですよ？

　敗戦したというのに、何を騒さわいでいるのかと、そう思われたら仕方ない。

　だけど声が大きいのも身体からだが大きいのも自分なのだから、三成と鬼武丸は関係ない。

　否いな、鬼武丸さんも相当に声デカいですよう？　まあでもこっちは表示枠レルネンフイグーアのボリュームをチョイと弄いじれば小さくなる訳わけですよう。

　ともあれ、他の二人は後ろに隠かくし、自分はどうしようです。

　しゃがめば目立たなくなるだろうか。否、それは動きが大きい。

　よくやるように、前まえ屈かがみで、頭を下げるのがいいのだろうか。うん。それが──、

『何か文もん句くがあるか貴き様さまら!!』

　鬼武丸が、いきなり叫んだ。
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『こちらは上うわ役やくとの状況確かく認にん中ちゆうだ！　貴様らは何だ!?　手と足を止めて仕事を中断しているならば、メシにはありつけぬと思えよ！』

　鬼武丸は、叫んだ。

　……今の時代、随ずい分ぶんと変わったものだな……！

　自分が現げん役えきだった当時、常に周囲は敵だった。聖せい譜ふ記き述じゆつの解かい釈しやくなどはあれど、それが禁じられる達しが下される場合も有り、基本、死なずとも、消えるべき時に消えていくのが常だ。

　だからこそ、時間も何もかもが大だい事じで、尊とうとかった。それに比べ、

　……近ちか頃ごろの若い者は……！

『動け！　動いていたらこちらを見ても、聞いても構わぬ！　我ら、別に恥はじる事を言い、身振りしているつもりはない。それを笑うというならば、朝の戦せん場じよう、身をもって守った我々こそが恥はじる側だ！　──どうだ貴き様さまら！』

　声を上げた先。皆が顔を見合わせた。

　そして誰だれもが、土や板に足つく者は膝ひざをつき、ハシゴや階段にいる者達はそれでも身をこちらに向け、一いつ斉せいに頭を下げ、

「Ｔｅｓテスタメント．……！」

　む、と鬼おに武たけ丸まるは、総そう勢ぜいの動きに納なつ得とくを得る。

　身体からだがあったら、満足の吐と息いきをしているところだ。

　評ひよう価かとしては、頭を下げられた事よりも、皆の動きと判はん断だんが揃そろっていた事が挙げられる。頭を下げるのは、本心でなくとも出来るが、一斉の動作は連れん帯たいがあってこそだ。

　正直、今の時代の流行？　モードとか言うのか？　どうだ？　ふふふ私もなかなか情報通だな。ともあれまあ、そこらはよく解わからないが、連帯があるのは素す晴ばらしい。流りゆう儀ぎが合えば全てが戦せん力りよくになると、そういう事だからだ。

　ゆえにまあ、小こ姫ひめも、胸張って堂どう々どうと──、

『貴き様さまが皆に平へい服ふくしてどうする気だ小姫……！』

　[image: ]しかると、横でペコペコ平服していた小姫が身を起こした。彼女はこちらと周囲を見渡し、指さしまでしてから、

「い、いきなりドヤしつけるから皆ビビったんですよう！　あまりそういうのはいけないんですよう。また暗あん殺さつされますよう？」

『この状態でされるか馬ば鹿か者もの！』

　と、言ってから鬼武丸は気付いた。小姫だが、

『何をニヤついておるのだ貴様』

「ニ、ニヤついてませんですよう……！」

　言ってる彼女は、ただ、力を抜いた笑えみ顔だ。それを見るこちらとしては、

『あー、何だ、貴様、普ふ段だんからもっと堂々とだな』

「はいはい、はいですよ」

　摑つかまれて、持ち上げられる。右が三みつ成なり、左が自分だ。まあいい、私、左さ大だい臣じんだったしな。

　だが小姫が立ち上がりながら皆に振り返り、

「じゃ、皆さん、ええと、仕事戻って大だい丈じよう夫ぶですよう？　怖こわい人はこっちで相手をしておきますです」

「あ、いえ、あの」

　と、皆の中、立ち上がり出す動きの奥で、一人の女生徒が手を上げた。

　彼女は、一歩を前に出てから、頭を下げる。

「──ネルトリンゲン、どうも有あり難がとう御ご座ざいました。何だか流れからすぐに撤てつ収しゆうになって、挨あい拶さつ出来なかったもので。……私、狙そ撃げき隊たいとしてあの隊の後ろ側にいたんです」

「狙撃隊……？」

『貴き様さまが砲ほう弾だん食らった時の後ろにいた連れん中ちゆうだ！　あの時は全く、無む駄だな事を……！』

「む、無駄じゃないですよう……！　鬼おに武たけ丸まるさんが自分の説明書読んでないような状態だったからいけなかったんですよう……！」

　と、女生徒達が、小さく笑った。

　小こ姫ひめのような笑いだった。

　そう思ってみると、皆が、同じような小さな笑えみを作っている。

　全く。

　……近ちか頃ごろの若い連れん中ちゆうは、目上の者の前で歯を見せ、簡単に笑う。

　だが、笑うな、とは言えず、自分が黙だまっていると、小姫が頭を下げて皆を送った。

　誰だれも彼もが、頷うなずき、仕事を再開し、表示枠レルネンフイグーアが幾いくつも新しく開き、

「はい、どうもですよう」

　それだけだった。

　小姫も笑っている。だから、それでいい事にすべきかと、鬼武丸は、そう思う事にした。

　そして吐く事の出来ない息を、深い〝間〟として作り、鬼武丸は周囲を見てこう感じた。

　……暗くなってきたな。

　表示枠の光が目立ち始める時間帯たいだ。今日きようは目覚めてから、日中、ずっと外にいた事になる。天てん井じようは朱あけの色から紫むらさき色いろに変わりつつ有り、そんな空に掲かかげられてみれば、

『西の空、四し国こくにあるのが武蔵むさしか』
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　左さ近こんは、二枚の表示枠を上に掲げたまま、南西の空を見た。

　ここはM.H.R.R.神聖ローマ帝国の、やや南側に位置する。南部方面に大きな山さん系けいもないが

「……山というか、城みたいに見えるんです？」

『この星の丸みのせいで、下側が見えていないのだと判はん断だん出来ます』

「武蔵って、安あ土づちより大きいんです？」

『Ｔｅｓテスタメント．、向こうは左右三さん艦かんありますので、その分の長さで』

　ふうん、と左近は、それで相手を認めた。

　ネルトリンゲンでも、何だか無む茶ちやな操そう艦かんを見せられたし、大たい気きの爆ばく発はつドカアみたいなのは下手へたすると自分達の輸ゆ送そう艦かんも巻き込まれていたかもしれず、結けつ構こう危険だ。

　ただ、こうして遠くから見てみると、ただ、大きい。

「あの上で、どのくらいいるんです？」

『十万人弱……、ひょっとすると今は超えたか、または減ったかとも思いますが。少々、流りゆう動どう的なので判はん断だんは出来ません』

「あー、私の地じ元もと、二万人くらいで大都市名乗ってたんで、ちょっと想そう像ぞう外がいというか、京きように修しゆう学がく旅行行きましたけど、あんな感じですかね」

　ともあれ、何となく納なつ得とくした。

　動いてなければ、街だ。怖こわくないです。

　でも、それが動くとして、

「関かん東とうに戻すんです？　羽は柴しば様さまがこれから」

『いえ、関東には安あ土づちがありますから、衝しよう突とつは避けねばなりません。すぐ、とはいかないので八月十日となった筈はずです。また、羽柴様本人が動くと、少々、問題があります』

『──狼狽うろたえてるように見えると、そういう事だな』

　Ｔｅｓテスタメント．、と三みつ成なりが応じた。

『慶けい長ちようの役えきに緊きん急きゆう介かい入にゆうしようとしたのは、武蔵むさし側がわが性せい急きゆうに動き、羽柴様の介入をさせないように働いたから、と言う事が出来ます。それは結局、妨ぼう害がいあって間に合いませんでしたが、この事から〝武蔵や関東勢ぜいは羽柴様を脅きよう威いと捉とらえていた〟と、そういう事が出来ます』

　ただ、

『そこで羽柴様が武蔵を関東に呼び戻せば、今度は羽柴様が武蔵を脅威と捉えている事になります。武蔵は今、ネルトリンゲンの後あと始し末まつや、瑞典スウエーデン総そう長ちようの今後の事などで内務中でしょうし、欧おう州しゆうとは直接関係のない四し国こくにいます。

　そんな武蔵を呼びつければ、──安土が破は損そんした事や、慶長の役での敗戦もあり、羽柴様が落ち目に入られたと、そう判断する者達は多いでしょう』

「まあ、実際、こっちもコテンパンにやられましたですよ」

『次に勝てばいいのだ。次に』

「最後に勝てばいい、と言わない鬼おに武たけ丸まるさん、かなり目先の行動派ですよう」

『次に負けるとでも今から思ってるのか……!?　大体私の何が目先派だ！』

「そ、その目先の言葉にツッコミする性格ですよう！」

　まあまあ、と三成が割って入る。

『とりあえず、私達の動きとしては、基本、本ほん能のう寺じの変へんへの準備となります』

「おお……。ほら、ほら、鬼武丸さんの好きな暗あん殺さつですよう。やられる側の注意点とか、アドバイス出来ます？　どうです？」

『貴き様さま……！』

　また三成が割って入る。ええと、と上うわ役やくは右の人ひと差さし指ゆびを立て、

『──まあそういう訳わけで、表おもて向むき、羽柴様が聖せい連れんを動かして今すぐに武蔵を関東に呼び戻す、というのは無いと判断出来ます。今、向こうでもいろいろ調整中だと思いますが、こっちでは別にする事があるので、お二人にはその用意をして頂いただきます』

「準備？　何です？」

『強きよう化か訓くん練れんか』

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じる三みつ成なりを見て、左さ近こんはふと考えた。

　……強化訓練です？

「つまり、合がつ宿しゆくっぽいですよ!?　部活動みたいです！」

『戦せん闘とう訓練と課か外がい活動を一いつ緒しよにするな……！』

「だけど何処どこに行くんです？」

『それはこれから、調ちよう整せいがあります。同行される方達の動きもあるので、夜には解わかるでしょう。今は、こちらで多くの艦かんを損そん失しつしましたので、丹に羽わ様の戦せん士し団だんを戻す方から動いていますし、お二人も元の輸ゆ送そう艦かんで一ひと息いき入れて下さい』

　三成の言葉に、Ｔｅｓ．、と頷うなずいた後で、左近は気付いた。

「あ。──何処か、枕売ってるところありませんです？　出来れば羽う毛もう……！」

『んー……、ネルトリンゲンにならあると思いますが。今だったら、まだ門開いてますし、うちの部ぶ隊たいも補ほ給きゆうに出ているので、話が通しやすいかと』

「よし、じゃあ、行きますですよう」

『私まで巻き込むな……！』

　どうせ表示枠レルネンフイグーアなのだから機き動どう性せいが悪かろうに。抱えるようにして歩き出す。

[image: ]

　周囲の皆、こちらに振り向くが、もはや忌き避ひは感じない。仲間、とはまだ言えないが、持ちつ持たれつだというのは解わかったし、何かあっても、正してくれる人がいる。

　……だったらいいですよう。

　やっぱり幸せ。

『……何をニヤニヤしておるのだ、貴き様さまは』

「教えてあげませんですよう」

　歩き出す。歩幅は人と違う。だけどそれでいい場所にいるんですよう、きっと。

　そして丘を、下に広がる市し壁へきの街へと降りていきながら、左さ近こんは南東の空を見た。

　遠くの夜。天に聳そびえるような武蔵むさしの影は、幾いくつもの小さな光を纏まとっていた。

　あの中で、やはり自分達のように、これからの準備をしている者達がいる。ちょっと戦っただけだったが、かなり無む茶ちやな人達だというのは肌はだというか、骨こつ肉にくで解った。

　だが、そんな人達も、

「それで良い場所に、いるんですよう、多分」
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　……まさか、自分の家が、ビミョーに帰りづらい場所になるとは。

　浅あさ間まは、自宅である浅間神じん社じやの鳥とり居いの前で足を止めていた。

　今日きようはこれから打ち上げだが、問題はそこから先だ。

　今日は鈴すずの処ところで夜通しな気もするが、明日あした以い降こう、何処どこに帰るのか。

　既すでにホライゾンもミトツダイラも、明日からは青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽに帰るつもりだ。特にミトツダイラは、親の策さく謀ぼうによって屋や敷しきが再さい建けん築ちくされないため、そうせざるを得ない。

　では自分はどうするか。

　一応、小お田だ原わら征せい伐ばつの前に、概がい要よう的な事は父と話している。ただその時は「これからちょっと、トーリ君のところに御お世せ話わになる事が増えるから」と、そんな物言いで、父も大体理解していたのだろう「うちは任せて行ってくるといいよ」と送り出して貰った。

　だが、今はまた違う。以前も覚かく悟ごはあったつもりだが、

　……今は、もっと深いんですよね……。

　入口を通り過ぎて、意味が解ったと、そういう感覚だ。

　以前の覚悟は踏み込み。今は、中からの視線。その違いがあるため、

「さ、さ、浅間様、ちょっと人生勝負！　行って来て下さい……！」

「いやいやいや、大体通じてる事ですから、ホライゾンは煽あおらないっ」

　だが、彼女の言う通りだ。御世話になる事が増えるから、ではなく、御世話になるから、という違い。

　その事を、父には言っておきたい。気分的には緊きん張ちようの二文字だが、

「よし」

　と、浅あさ間まは息を吸った。

　……行きます。

　そして浅間は、自宅である浅間神じん社じやの鳥とり居いを足早に通り抜けようとして、

「と」

　一度手を柏かしわ手でし、音を響ひびかせてから入る。まだ施せ錠じよう結けつ界かいは為なされてない時間帯たいだが、自分が来た事を浅間神社の管理系けい加か護ごや術じゆつ式しきに響かせておく必要がある。

　後ろ、皆も同じように手をそれぞれ打ってから入って来るが、

「あの、ここらで、ここらで大だい丈じよう夫ぶですから」

「いや、私達だって落ち着かない場所に屯たむろしてたら怪あやしい集団だろう。とりあえず本堂？　あの辺りで参さん拝ぱい客きやくの振りをしてるから早めに済ませてくれ」

　振り……、と思わず呟つぶやいてしまうが、真ま面じ目めに参拝していても違う事をしているように見えるであろう連れん中ちゆうだ。だが、

「俺おれも行こうか」

「え？　あー、いや、いきなりですし、今回は、私と父とうさんだけで。──いずれまあ、トーリ君や、ホライゾン達も合わせて、という感じで」

　ふーむ、と彼がホライゾンと共に腕を組んで頷うなずく。その横、ミトツダイラが眉まゆを下げてこちらを覗のぞき込んできて、

「でも、大丈夫ですの？　智とも」

「いやまあ、うちの気き風ふうの事を考えておくと、ここらでちょっと話にはしておいた方が、良い訳ですよ。浅間神社の跡あと取とり娘むすめが、総そう長ちよう兼けん生徒会長の家にたびたび入っていて、その理由も親が知らないとか、ナルゼが喜ぶ話じゃないですか」

・●　画：『言っておくけど、そこらへん、導どう入にゆうだと二ページくらいで済ませるわよ？』

　ネタにしないとは言われてないのが恐ろしい。

　ともあれ、と浅間は、母おも屋やの入口の前で皆に振り向いた。誰だれを見ても、

「……何でそう、興きよう味み津しん々しんなんですか皆」

　点てん蔵ぞうが手を上げる。

「人の告こく白はくシーンをガチ見していた浅間殿どのがそれを言われても……」

　……た、確かに……！

　大体、と点蔵が皆を見渡し、こう言った。

「大体、浅間殿のようにこういうシーンを持てる人間は、実は結けつ構こう少のう御ご座ざるし」

「こういうシーン？」

「つまりは、親おや御ごさんに報告とか、そういう家族系けいの話で御座るよ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とメアリが手を上げた。

「──私達、か、駆かけ落ちですし！」

　成なる実みが無表情に言った。

「出しゆつ奔ぽん」

　ミトツダイラが真剣な顔で、

「うちは親が肉食系けいですし、絶対まともな話になりませんわ」

　応じるように、表示枠サインフレームで誾ぎんが、

『既き婚こんですので、ええ。そういうシーンはもう無いかと』

　そして正まさ純ずみが、

「縁えんが無いな」

　隣となりの二ふた代よが、

「父ちち上うえ達たち、三み河かわと一いつ緒しよにボンッして御ご座ざるしなあ」

　ふむ、と皆が頷うなずいた。そして誰だれもがアデーレを見て、

「犬か」

「い、犬って何ですか!?　犬と結婚しないですよ!?」

・●　画：『私達も親がいないものね。あ、でも、だとしたら鈴すずは──』

・金マル：『ベルりんのそういうのは、邪じや魔ましちゃ駄だ目めじゃないかな？』

・あさま：『わ、私の場合は邪魔してもいいって思ってますね!?』

・ベ　ル：『あ、わ、私、そういうの、皆、近くにいた方が、安心……』

　皆が静まった。ややあってからイトケンが、

「女め神がみだね……」

「でも自分で思った事以上の外げ道どうが生じるから、皆、鈴殿どののそういうシーンからは自主的に離れた方がよう御座るよ？」

　うんうん、と頷く中、ホライゾンが手を上げた。そして彼女は、

「自由奔ほん放ぽう」

「ホライゾン！　モットーじゃありませんのよ!?」

「フ、ミトツダイラ様、常に荒こう野やを行く風の如ごとくですとも」

　よくは解わからないが男らしいとは思った。ただ、

「ま、まあ大した話じゃないですし、ほら、うどん食べに皆で下に行きますよね？　私もすぐに戻ってきますから、あまりここで動かないように！　奇き声せいもちょっとだったら〝ああ、またか〟で済みますけど、行動はあまり取らないように御願いしますね!?」

・●　画：『アンタ達一体どういう扱い』

　相手をしていると危険なので、浅あさ間まは急ぎ、母おも屋やに入った。

「ただいま……」

　言ってみると、随ずい分ぶん気が抜ける。

　薄うす暗ぐらい三和土たたきから、靴くつを脱ぎ、すぐにまた出るのに揃そろえてしまうのは良くも悪くも自分の癖くせというものだ。

　そして廊下から前を見れば、

「うん」

　右側。奥の部屋が自分のもの。そして手前が、父の部屋だ。

　明かりがついている。つまりは、いる。

　浅あさ間まは息を吸い、夏服の襟えり元もとを正した上で、

「父とうさん、ちょっと、話したい事があるんですけど。時間あります？」
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「では皆様、覗のぞきに行きましょうか」

「オメエ、何かネルトリンゲン以い降こう、いい性格になってね？」

　フ、とホライゾンが笑った。髪かみを首の後ろから一度外に払い、

「傲ごう慢まんと虚きよ栄えいが入った以上、上から目め線せんエンジンと施せ錠じよう術じゆつ式しきリアクターが装そう備びされたようなもの、──まあこちらとしては、今まで以上に好き勝かつ手て言うだけですが」

「あー、ホライゾン、現場に迷めい惑わく掛けるのだけはやめてくれよ？　自己判はん断だん出来るな？」

「おやおや正まさ純ずみ様さま、ホライゾンがいつ現場に迷惑を掛けましたか？」

　言った後で、ホライゾンは右の親おや指ゆびを挙げ、

「傲慢……！　如何いかがですか皆様」

「如何も何もいつも通りじゃね？」

　フ、とホライゾンが肩をすくめた。

「今までとの違いが解わからないとは、駄だ目めな男ですねトーリ様」

　言った後で、ホライゾンは右の親指を挙げ、

「──虚栄！　どうですか、皆様」

「ホライゾン？　自分でもあまり変わりないな、と思ってましたのね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、やはりギャグに厳きびしい武蔵むさし上、いつも通りではそれこそ傲慢の誹そしりを受けるものと、夏休みは切せつ磋させねばなりますまい」

　ああ、うん……、と皆が静かな微笑で頷うなずく中、アデーレがぼそりと言った。

「皆、……自分は巻き込まれないと思ってますよね」

「言わなくても解る事を言うな」

　ただ、ホライゾンが皆に振り向いた。彼女は母おも屋やの扉とびらを指で示し、

「誰だれか、正面からこの扉の突とつ破ぱは可能ですか？」

　問うた先、メアリが首を傾かしげて扉を見る。彼女は一度目を細めてから、

「……いえ、これ、術じゆつ式しきもですけど、施せ錠じようして行ってますね、浅間様」

　対するホライゾンが、く、と唸うなった。彼女は、右の拳こぶしを震えが来る程までに握り、

「──浅あさ間ま神じん社じやの施せ錠じよう術じゆつ式しきはトーリ様や喜き美み様、そしてホライゾンやミトツダイラ様には顔パス同然のため、余よ裕ゆうでノゾーキ出来るかと思ったのですが。

　……こちらに無用な心配をさせぬためにシャットダウンとは、流石さすが浅間様、責任感の強い嫁よめキャラというか、〝見ちゃ駄だ目めよ〟と言いつつ余裕で鍵かぎせず機はた織おりしてる何処どこかの鶴つるとは格が違いますな……！」

「オメエ、まだそれの歴史再さい現げんする時代じゃねえんだから、無む茶ちや言うなよ？　話聞いた襲しゆう名めい者しやが無茶する可能性もあんだから」

「でもどうやって覗のぞくんです？　ホライゾン副ふく王おう」

　アデーレが言った時だ。彼女の足あし下もとに影が立った。

　右腕うでと左腕だ。

　肘ひじからをもたげて見上げた両腕に、アデーレは、おお、と声を上げ、

「これで床下辺りから忍しのび込んで、内側から鍵を開けるつもりですね!?」

「フ、忍び込めてしまえばツーカーです。──さあ、ホライゾン達が叶かなえる事が不可能な普通の御家庭の反応を覗きに行きましょう、皆様」







[image: 第九章『実家の泣き虫』]
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　……皆、覗のぞかないとか言って、確実に何かしてるでしょうねー……。

　しみじみと思いながら、浅あさ間まは父の部屋に入る。

　ここは元々、居い間まだった場所だ。

　母が亡なくなるまで、こちらが食事や生活の場だった。今の自分の部屋は当時の納なん戸どで、その辺り、自分が大きくなった事を考えて部屋割りしていたのだと聞いた。

　だから、二つの部屋の間には壁がある。

　入らない事が無い訳わけではない。食事はいつも台だい所どころだが、父が忙いそがしい時はこの部屋に持ち込むし、業務の手伝いもする。

　仕事部屋兼けん、父の私室なのだ。だからだろうか、

「父とうさん、何かまた増えてない？」

「あ？　うーん、昔のものをまとめたり、辞じ書しよ化したから、次の候こう補ほを重ねてるかな。右上、マガジン形式のはそれだから、以前より減ってるよ」

　と、シャツ様式な狩かり衣ぎぬ姿すがたの父が振り向く。瘦やせ気ぎ味みの眼鏡めがね。総そう髪はつの長ちよう髪はつは、トーリ達から「文ぶん系けい格かつ好こいいぜ……！」と言われる容よう姿しだ。本人は「昔は術じゆつ式しき以外役立たず扱いでさあ」との事だが、周囲がトーリ君の両親とか、そんなだったら仕方ないとも思う。そこらの過去を嫌いや味み無く話せてる辺り、付き合いはいいのだろう。

　しかし部屋中。表示枠サインフレームばかりだ。

　壁には大おお判ばんが二段、三段重ねで有り、そこから角かどを埋め、中央へと腕を伸ばすように幾いくつもの表示枠が重なっている。

　部屋の中央には掘り炬燵ごたつが一つ。夏の今は上に卓たくが載のっているだけだが、下のスペースは床下の冷たい温度が伝わってきて気持ちいいらしい。

　業務内容ゆえ、外の障しよう子じも閉め切ったまま、

「じっとしてると運動不足になりますよ」

「そうだねえ。まあ、ちょっとこれやったら、境けい内だいランニングに行くよ」

　そう言って行っているのは、浅間神じん社じやの業務だけではない。

「まあ、趣しゆ味みが強過ぎると、智ともにはいい顔されないからなあ」

　術式の研究だ。

　医い療りよう、結けつ界かい、防ぼう護ご、どちらかというと〝守り〟の側の術式を作り、浅間神社を通してIZUMOに納めるというのを、父はある時期から始めている。

　そのためか、

「智達にはすまないけど、今日きようのネルトリンゲン戦は、非常に勉強になったよ。あの睡すい眠みん用よう劇げき場じよう術式とか、どうやって防いだものかね」

　と、いつもの笑えみで静かに言われ、しかし次の瞬しゆん間かん。

「──ああそうか！　喜き美みちゃん呼べる口こう実じつになるよ！　お父とうさん、資料が欲しいからって、呼んじゃって歌って貰もらったりとかオッケーかな!?　どうせならライブ公開とか、符ふにソフト化して期間限定発売しようか！」

「父さん、自分の好きなものにテンション上げ過ぎ。あと、あれはナルゼやナイト、トーリ君にホライゾンの両腕うでも頑がん張ばったので」

「両腕……！　あ、ああ、そうか、最近、うちにも怪かい異いとして目もく撃げき報告の多いアレだね！

　まさかホライゾン君の両腕だったとは、智が友人で何よりだよ！　皆に自じ慢まんしていいかい!?　うちの智は最近ネルトリンゲンでも這はい回った両腕の友人なんだよ！　って」

「父さん寝不足だと思うから落ち着いて」

　徹てつ夜やはスポーツとナルゼが言っていた。確かに寝不足の状態はランナーズハイとあまり変わらないように思うが、

「父さん、ホライゾンの両腕、見た事ある？」

「え!?　来てるの!?」

　……何で食いつきがいいんでしょうか。

　結けつ構こう興きよう味みがあるらしい。今度会わせたらいい反応をしそう、というか、凄すごく気に入る気がして、店たな子ことしては何となく安心。

　だけど、今日きようはちょっと違う。

「あの、父さん？」

　切り出し方と、話の繫つなげ方は、脳のう内ないでシミュレートして来た。だから、

　……よし。

　話を切り出そうとした。だが、その直前に父が振り向き、こう言った。

「智、──気に入らない事があったら、帰ってきなさい」
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　先を読まれていたのは、何故なぜだろう。

　少しの驚きに、浅あさ間まが息を詰めていると、父はその反応に戸と惑まどったのか、次の言葉をすぐに送ってきた。

「あのね？　気に入らない事があったら帰って来なさいと言っても、そのままだと駄だ目めだよ。気が済んだら、向こうにまた行けるようにしなさい。いいね？」

「──うん」

　父さんこっちの事、よく解わかってますねー……、と浅間は内ない心しんで嘆たん息そくする。

　彼を放っておけないのが自分の性しよう分ぶんだ。気に入らなくて戻って来ても、どうせ気になってしまう。だからもしそういう風ふうになったら、蓋ふたをせず素直になって行けと、そういう事だ。

　そして父が、一つの情報封フオルダを表示枠サインフレームに出して掲かかげた。

「ホントは、もう戻ってこなくても大だい丈じよう夫ぶ、って言うべきなんだろうけどねえ。二度目の物言いに来たって事は、智ともとしても、気分が以前以上に嵌はまったと、そういう事なんだろう？」

「あ、いや、その……」

　完全に読まれてる。だからだろうか、

「どうして？」

　いろいろな意味を含めて、問うてみた。すると、

「あのね？　智。……お父とうさんはさ、お母かあさんの分も含みで、鏡かがみに向かって反省するつもりで言うけどさあ……」

　父が、何処どこか無関係な方に視線を逸そらし、こう言った。

「正直、父さんと母さん、父さんが告こく白はくしたけど、母さんの押し掛けだからね。……だからほら、お母さんの実家？　まあ、詠えいが亡なくなったっていうのもあるけど、お前の誕たん生じよう日びとかに通神文メール寄よ越こすけど、お父さん宛あて、無いよね……」

「ああ、まあ、その辺りの事情は何となくというか、向こうから聞いてますんで……」

　だよねえ、と父は言った。そして父は、

「母さん、コレと思ったらガチで一直線な感じでさあ。智が生まれてそこらおとなしくなったけど、よく考えたら小さかった頃ころの智に術じゆつ式しきや料理裁さい縫ほうとか、そういうのの基き礎そを全部ぶち込むとか、教え方が上手うまいだけでどんだけ一直線だよ、って感じだよね」

「ああ、まあ、その辺りの気質は何となくというか、最近思い入ったりで……」

「それでさ」

　……ま、まだ何かありますか……!?

　うーん、と唸うなった後で、父が頭を搔かく。

「お前のお父さんも、また、自分の興きよう味みあるものになると、夢む中ちゆうでしょう」

「そうですねえ」

「──で、お母さんもお父さんも、そういうのを、結けつ構こう長い間隠かくし気ぎ味みで、でも、自分の中で開き直ったりすると、ガっといく感じでさ」

「はあ」

　頷うなずくと、父がこちらを見た。

「つまり、お父さんもお母さんも、──オタク気質な訳わけだよ」

「はあ」

　それが何です、と言おうとして、浅間は気付いた。

　……あれ？

「智、解わかった？」

　解った。というか、改めて気付いた事が、一つある。

　自分も、たとえば神しん道とう関係の説明している時など、神道オタクな訳わけだが、つまり、

　……わ、私、その血をダブルで継ついでますよ……！

　愕がく然ぜんとした瞬しゆん間かん。父が言った。

「だからまあ、智ともはさ、今、ガチハマりの前にある、言いい訳わけ期間だよね」
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　うわあ……、と言葉を失って項うな垂だれた頭に、父の声が来る。

「まあそんなだから、智が自分偽いつわったり、他人に譲ゆずらないで、最大のハマリみたいなものに向き合ってくれたのは親として嬉うれしいし、それを受け止めてくれるんだからお父とうさんは歓かん迎げい。

　大体、こうして智達が報告に来てくれるだけで、お父さんとお母かあさんが、お母さんの実家にやった事より遙かにマシだしねえ」

　頷うなずいていいものかどうか。ただ、安あん堵どか呆あきれか、変な汗あせがじっと出た。

　……参まいりました……。

　ただ、今の父の言葉に、ふと思う事があった。

「あの、父さん？　智達って、……トーリ君、報告に来たの？」

「ああ、彼、うちに良く来て将しよう棋ぎしたりとか、あったじゃない？　それで、そういう時とか、米パンとか持ってきてくれたじゃない」

「うん。それが──」

「ヨシキさん、自分は焼いてないって言うじゃない」

　父が苦く笑しようした。

「美味うまかったよ、って、彼に言ってた時点で負けだよね」

　あのね。

「ぶっちゃけ、うちの通つう販はん番組に載のせたりすれば、彼のパンとか、凄すごい事になるから。まあ、焼きたてじゃないものを全国の皆様にお出しするならもうちょっと工く夫ふうというか、味仕込んだバリエーションと、つける印いん刷さつ機きとかいるけど、そういうの視し野やに入るからね」

「いや、ちょ、ちょっと父さん、事業展開考えなくていいから」

「まあそういう楽しみが、お父さんにも出来たって事だよ」

　はあ、と頷くしかない。そして、

「智が自分をそこに収めようとしてるなら、そんな感じでやってればいいと思うよ。ただ、寝ね泊とまりに帰らなくていいけど、業務はあるから、必要な時は寄りなさい。それに向こうに業務持ち込みするためのシステム変へん更こうや、持ち出しなんかはお父さんが一回手を入れた方が安全だからね」

「む、向こうで業務を……？」

「全部は無む理りだろうけど、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽに禊祓みそぎ用の水を供きよう給きゆうしないといけないね」

　朝、こっちに来る必要や、簡かん易い禊祓みそぎで済ませなくていいとなると、確かにそれは有あり難がたい。

　だが、不ふ意いに父が問うて来た。

「智とも？」

「何？」

「──どうしてなのかな？」

　問われた内容は、解わかっていた。今日きよう、さっきから、心の中で幾いく度ども作っていた言葉がある。

　それは、ただ単純な、

「〝頼れよ〟って、言われたの」

　そして、

「〝頼ってもいいんだ〟って、そう思ったの」





●






　そうか、という父の声を、浅あさ間まは聞いた。

　父は、うんうん、と頷うなずいた後で、

「お父とうさんみたいには頼れないって、解ってるよね？」

「神じん社じやの業務は、父さん含めての私の領りよう分ぶんですから」

「あと、どー考えてもトーリ君の方が智を頼ると思う。九割九分くらいで」

「まあ、それは、……心の支えを貰もらったみたいなものだから」

　うん、と頷き、浅間は言った。

「こっちが頼らない時は、甘えて貰えばそれでいいから」

「だったら安心だ」

　父が、肩から力を抜く。

「──トーリ君、皆を手助けするのが好きな性しよう分ぶんで、自分に出来ない事が為なされるというのが、彼にとっての嬉うれしい事なんだ」

　だから、

「彼は、他人の喜ぶ事を喜べるし、悲しむ事を悲しめる。自分が、他人の分だけあるような感じで、だから彼にとって、他人は重荷にならない。全てが自分だ」

　ただ、

「手助けされた人だって、作業中は疲れるように、彼だって疲れる。──ホライゾン君はそういうのを吹っ飛ばすんだろうし、ミトツダイラ君は不安を一いつ掃そうするんだろう。だったら智は、甘えて貰いなさい。時たま自分もね」

「あー、うん、私からはちょっと難しいけど……」

　頭。彼に直して貰ったリボンに触れてみる。これが自分の言葉の証しよう明めいだ。

　だが、父は言う。

「しかしまあ、出来ちゃう智ともが、頼っていいって思えたり、甘えて貰もらいたいと一人の人に対して思えた上で、彼らも応じてくれるなら、それは安心だ」

「そ、そう？」

「だって父とうさん以外に、智の絶対の味み方かたが出来たって事だから」

　……あ、男の人の見方……。

　味方とか敵とか、そういうの好きですよねー、と思うが、これもやはり父なりの心配という事なのだろう。

「あのね智、──一応、という感じで一つ言っておくけどね？」

　ん？　と首を傾かしげた先、父がまた、虚こ空くうに視線を逸そらして言う。

「自じ意い識しき過か剰じようなようだけど、お母かあさん、お父さんにずぶずぶだったから、これからはトーリ君がその対たい象しようになるのか……、と考えると、彼の体力面とか大変そうだよね……」

「い、いや、ちょっと！　ちょっと父さん……！　向こう、ホライゾンやミトもいますし！」

「向こうはどうなの？」

　凄すごい話をしてますねー、と思うが、一生で何度ある事でもあるまい。自分の中にフィルタを掛けながら、浅間は言う。右の人ひと差さし指ゆびを立てながら、

「あのですね、ホライゾンは自己申しん告こくだとかなり淡たん泊ぱくですが、ミトは、ほら、お母さんがアレなので、ちょっと覚かく悟ごしてます」

「……それ結局トーリ君が大変じゃない」

　父が、先さき程ほど横に用意した情報封フオルダに、何か術じゆつ式しきを詰め込み始めている。明らかにナルゼや喜き美みに見せたらネタになるようなものだと、そんな確信があるが、親心というか、

　……いや、これ、どっちかって言うとトーリ君との男の友情……。

　ともあれ、話は出来た。父は「こっちの方が強力かな……、あ、でも、眠れなくなるか……」などと危険な事を言いつつ術式詰めをしていたが、

「今日きようから？」

「え？　あ、今日は下で打ち上げやったあと、多分、鈴すずさんのところで泊とまりになるんじゃないかと思います」

「当面の荷物は持って行ってるんだっけ。だったら明日あしたの昼に来なさい。それまでに業務関係の粗あら方かたをまとめておくから。──ヨシキさんの処ところに、禊祓みそぎの水を配管する手配もしておくから、そっちはトーリ君に言っておきなさい」

　何だかひどく話が進む。だが、

「父さん、大だい丈じよう夫ぶ？　食事作れる？」

「そんな事言って智が自分を抑える理由にされる方がお父さんは心配だよ。智の性格上、こんなの一生に何度も無い踏み込みだからね？　自覚するんだよ？　それに──」

　父が、廊下側の戸を見た。

「友人達も心配しているようだね」

　即そく座ざに、父が表示枠サインフレームで戸を開けた。古い母おも屋やに見えるが、実際は浅あさ間ま神じん社じやの術じゆつ式しき類で大半の部分が自動処しよ理り可能だ。

　音も無く即座にスライドした遣やり戸どの向こう。暗い廊下にいるものを父が見て、

「……腕!?」

　ホライゾンの右腕うでと左腕が、そこでエア頰ほお杖づえをついていた。

　父の視線に気付いたのか、両腕は手首を挙げ、こちらに来る。そして指を立てたり手を打ったりでジェスチャーを始め、

「いー・はな・し・お・め──、じゃない、み・ご・と・でした。ですね」

「智とも！　凄すごいコミュニケーション能力だね！　話させて話させて！　初めて見た[image: ]」

　食いつき良過ぎです父とうさん。あと会話は慣れです、慣れ。あと、他の皆は、

「こっちですね」

　浅間は、肩から力を抜いて表示枠を操そう作さした。庭に面した障しよう子じ戸ど、それをオープンしながら、

「待っててって言ったのに、何やってるんですか皆」

　障子戸が、真ま上うえに巻き取られた瞬しゆん間かん。

「お!?　おおお!?」

　軒のき先さきに溜たまっていた皆が、一いつ斉せいに部屋の窓まど際ぎわに倒れ込んできた。
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　アデーレは、鈴すずと一いつ緒しよに成なる実みの背から身を起こしつつ、前を見た。

「ま、まさか障子戸が上に巻き取られるとは思いませんでしたよ！」

「ええ、シャッター型の方が防ぼう護ご用の固定力が高いのと、両面開けで風通しがいいので、ちょっと有あり明あけIZUMOで開発して貰もらったんですよね。障子の枠わくが大きいのでロールが大きくなるんですが、簾すだれ状じようにも出来る事から、表ひよう層そう部ぶの富ふ裕ゆう層そうには大だい反はん響きようです」

　いきなり笑顔で商品解説が始まる辺り、流石さすがは浅間だ。

　ただ、浅間が立ち上がり、こちらの前に立つ。

「何やってるんですか、ホントに皆」

　と、一番最前列にいたホライゾンが、首を百八十度回して天てん井じよう側を見た。それは下から浅間を仰あおぎ見る事になるが、

「……浅間様の顔が胸で見えないという事は、ここは浅間様の死し角かく……！」

「あー、確かにそこら辺は昔からアレですね」

　浅間が腰を落とし、ホライゾンを覗のぞき込む。そして喜き美み達を手で追い払うようにして、

「ほら、ホライゾン、両腕が合がつ体たい待ってますから」

　浅間に吊つられるように振り向いた先。両腕が浅間の父と表示枠の将しよう棋ぎを始めていた。

「ちょ、ちょっと父とうさん。ホライゾンはこれから皆とうどん食べに行くんですから、両腕うでと将しよう棋ぎしてないで返して下さい！」

「あのね智とも、父さんそんな極きよく東とう語ご聞いたの初めてだよ……」

　大だい丈じよう夫ぶ、自分達もそうですから、ええ。

　ともあれ両腕が、表示枠サインフレームのセーブをする辺り、続きをやがてやろうと言う事か。父に対して手首を下げて一いち礼れいすると、両腕がこっちに来た。

　ホライゾンの肩に合がつ体たい。今回は無む言ごんで彼女が身体からだを起こす。すると、皆が、

「ええと……」

「どうしましたか皆様」

「ホライゾン、オメエ、前後逆」

　言われて彼女が見た己おのれ。先さき程ほど首を百八十度回していたため、勘かん違ちがいした両腕が左右逆に接続されている。

「おっと、肩けん甲こう骨こつ周りが分ぶん離り可能なタイプなので、こういう事も起きてしまいますね」

　首が回って、両腕が急いで左右入れ替わる。そして再度合がつ致ちしてみれば、

「──とりあえずリカバリー完かん了りようです。それで、浅あさ間ま様」

「ええ、何です？」

「貴き重ちようなものを見させて頂いただきました。──ホライゾン、両親の内、母は元から不在で、父は極ごく道どうを働いた上でマンボ踊って大だい爆ばく発はつしましたので、こういう話題はとんと不慣れで」

「いやまあ、何か参考になれば……」

　いえ、とホライゾンが言った。彼女は立てた右手を左右に振り、

「トーリ様を介かいしている部分が大きいですが、浅間様はホライゾンの身み内うち。浅間様の抱えることごとくと、不幸や幸いは、ホライゾンも己のものとして憶おぼえ、感じるものであります。──そしてそれ故ゆえに、ホライゾンは信じ、安心出来るのです。……ホライゾンにも、状況次し第だいでは、きっとこのような事がフツーにあったのだろう、と」

　だから、

「浅間様が幸いであると知ったホライゾンが、今、どれだけ幸いであるか、解わかりますか」
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　ホライゾンの問いに、浅間は頷うなずいた。頰ほお染そめた笑えみで、

「ええ。──私も、ホライゾンが幸いな時は、嬉うれしいですから」

　言うと、皆が首を下に振った。父が、こちらに背を向けているのは、照れくさいシーンだという事だろうか。ただ、こちらの横で、トーリが縁えん側がわに座り、

「まあ、何てーか。……浅間との場合、俺おれも思うんだけど」

「何をです、トーリ君」

「幸いとかキツイのとか、そういういろいろをさ、私的に受け止めてくれる関係が出来たって事なんだろうなー、とか、そんな事を改めて思った」

　……うわあ。

　何か凄すごい事聞いてる、と思って身を竦すくめていると、彼は笑えみで言葉を続けた。

「今までそんなの、幾いく度どもあって、弱よわ音ねとか、何度も言ってたんだろうけど。浅あさ間まの場合、──これからはそういう意い味みでも、近くにいるんだな、って」

「ほほう、そこらへん、ホライゾンで弱音吐きを試してみますか」

「いや、ホライゾンは、言っていいとか、そういうのとは別で、言ったら言ったで俺おれの嫌いや気け払いしてくれてんじゃん。それはホント、俺達が平へい行こう線せんのアレでさ」

　言われたホライゾンが、身体からだを起こした。そのまま彼女は軒のきの外に、

「カ──っ、──ペッ。……あ、何でしょうかトーリ様、ポエムは終了ですか」

「こ、この野や郎ろう、高度なツンデレを……！」

・金マル：『デレてないよね……』

・●　画：『シッ、夢見てるんだからそのままに泳がせとくのよマルゴット』

　なかなか酷ひどいが大体同どう意いだ。だが、正面から声がした。

　喜き美みだ。彼女の言葉が、小さな笑い付きで、

「──自分だけじゃないって、よく解わかったでしょ、愚ぐ弟てい。家族とか、自分の平行線とか、そういうのだけじゃなく、外にだってあるし、あったし、傍そばにいるのを認めていいのよ」

「だよなあ……。──姉ねえちゃんも、ネイトも、そうだよな」

　ミトツダイラが赤せき面めんで身を小さくする横。彼が、顎あごに手を当てて言った。

「解ってるんだけどな。解ってる事と距きよ離りが詰まるのは別っていうか。知ち識しきと体感の差っていうか。──でもまあ、そういうの、望んで得られて良かったよ」

　だって、

「そうなってるの知らずにいたら、失っちまう事もある訳わけだし。望んで良かった」

　さっきから、何だか自分が、どんどん俯うつむいていってしまう。

　顔の熱も、半はん端ぱない。

　彼はその事に気付いているのだろうか。

　そして眼がん下か、不ふ意いにホライゾンが、手を上に、こちらに伸ばし、

「……おっと胸が」

　何でそんな事をされたのか解らない。だが、ホライゾンがしようとしていた何かを、自分が邪じや魔ましてしまった気がした。だから己おのれは、

「あ、ひゃ、す、すみま、せん」

　謝った言葉は震えていた。

　……あ。

　慌あわてていると、自覚ある動きで、自分は目元に手を寄せた。

　ホライゾンが、手を伸ばそうとした先にあるもの。俯うつむいた前まえ髪がみで隠かくした目め尻じりを、指で触れてみる。

　濡ぬれていた。

　その事実に気付いた時、堪こらえ切れなくなった。

「あ……」

　両の手で顔を覆おおった瞬しゆん間かん。

　指の隙すき間まの向こう。アデーレが、皆と顔を見合わせた。そして、誰だれもがネシンバラの両手を挙げるのに合わせ、彼に向かって、

「泣かしたあ──!!」
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　皆が弟を囃はやし立てるように責めるのを見ながら、喜き美みは微笑した。

　……泣かせたのは、何度目かしらねえ。

　ホライゾンが、浅あさ間まの胸の下から、浅間にも見えないように、しかしこちらには伝わるように右の親おや指ゆびを挙げている。

　ホライゾンが、浅間の涙に気付き、それを拭ぬぐおうとしたのは解わかっている。きっと弟も、浅間が感情を震わせたのは解っている。

　一度死のうとすら考えた馬ば鹿かな弟が、自分の欠かけ跡あとのようなホライゾンを取り戻し、今は己おのれの外も傍そばに置こうとする。

　昔からの付き合いである浅間やミトツダイラにとっては、弟が自分を回復していると、そう信じてきた部分もあったろう。それは確かにそうだったが、

　……当事者として認められると、また違うわよね。

「ホントに、泣かされるわね、浅間」

　喜美は、小さく誰だれにも聞こえない声で呟つぶやいた。

　随ずい分ぶん、変わった。

　浅間が、弟の喪そう失しつについての思いを改めて得たのは、昨今では三み河かわの時だろう。流りゆう体たい供きよう給きゆうの術じゆつ式しきを浅間本人が構こう築ちくした事もあって、自覚の上でそれを食らった筈はずだ。

　ただ、教きよう導どう院いん前の階段を皆で降りる時にあった覚かく悟ごを、術式契けい約やくの時に怒る事で、彼女は自分の中に封じた。これは仕事で、自分の役やく目めだと、そう信じたのだろう。

　だが、三み方かたヶ原はらの戦いの後、有あり明あけで武蔵むさしを修しゆう復ふくしている時、こういう事があった。

　うちに泊とまった時、三河で封じたその思いが無自覚に溢れたのだ。

　あれは自分もちょっと気き遣づかい無かったが、小しよう等とう部ぶの時の事を思い出させてしまったに違いない。浅間は、かつて弟が帰ってこない時の事を想そう起きし、今はそうではないという安あん堵どから泣いた。

　泣き虫。

　あの時こっちとしては、こう思ったのだ。これは本人、気付いてないわよね、と。

　ならば迷う事はない。

　ホライゾンとて、同じだ。三み方かたヶ原はらの戦いを経て、喪そう失しつさせない事への思いを強くした。自分には夢が欠けていて、皆の夢を叶かなえる事を己おのれの夢とした。そのために彼女が出した答えは、失われず、また、助け合う事の出来る〝関係〟であり、

　……今、それによって、共に喜んでいい幸いを傍そばに置いたのよね。

　ホライゾンが認めなければ得られなかった幸いだ。

　それが涙で表現された事に、戸と惑まどったからこそ、ホライゾンは手を伸ばした。

　何故なぜ、幸いなのに泣くのか。

　哀かなしくないのに、何故、泣くのか。

　解わからない。自分が為なした結果なのに、理解出来ない。だからホライゾンは触れてみたかったのだろう。自分の行った事が、どういう形をしているのかを、だ。

　まあ、浅あさ間まの胸が大き過ぎたのが難だが、伝わるものは伝わった筈はずだ。

　そしてまた、これは、自分も同じなのだ。

「ミトツダイラ」

「何ですの？」

「私、今後はアンタや浅間に凄すごいディープな愚ぐ痴ちとかカマすかもよ？」

「我が王や、ホライゾンの事ならかまいませんわよ？　──払ったり受け止めたりでなく力ちから任まかせで解決出来る事だったら、尚なお更さら私の領りよう分ぶんですし」

　代わりに、と騎き士しが言った。

「仕事の時とか、たとえば祭の時の新曲なんかでは、躊躇ためらいなく相談しますわよ？」

「フフ、まあ、最後の押さえで私が出なけりゃいけないでしょうけどね」

　ただ、変わった。

　浅間は、嬉うれしくて泣くようになった。不安や、安あん堵どではない。

　その事が納なつ得とくいったのだろう。ホライゾンが、ふむ、と頷うなずいた。

　彼女は浅間の腿ももに頭を乗せ、

「……では今後、ホライゾンの愚痴も浅間様が担当という事で」
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　位置を整えたホライゾンと、苦く笑しようする浅間を見つつ、ミトツダイラは疑問した。

「あの、ホライゾン？　……ホライゾンって、愚痴言いますの？」

　質問した先で、ホライゾンが、無表情に上を見た。

　視し界かいに、胸がある筈はずだ。両の手が、胸の左右から、これにどう反応すべきかみたいな動きをしていたが、やがて諦あきらめ、

「まあ、大体の愚ぐ痴ちはその場で発散しますからねえ。ねえトーリ様」

「何!?　何オメエその目つき……！」

　まあまあ、と言いながら、ホライゾンが身を起こした。

「そろそろ行きましょうか、皆様。──うどんが待っているでしょう」

「あ、ちょっと」

　とミトツダイラは手を上げた。

　現状、これからうどん王国に行くにしても、一つ気になる事があるのだ。それは、

「……アデーレ？　打ちあげな訳わけですけど、私達以外に呼びましたの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、一応、瑞典スウエーデン総そう長ちようと長なが岡おか少年にも声を掛けてあります」

　じゃあ……、と皆が顔を見合わせる中、正まさ純ずみが小さく笑った。

「──打ちあげが、そういう場ではなくなるかもしれんな」







[image: 第十章『密室のぐるぐる者』]
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　は、と福ふく島しまは目を覚ました。

　目に見えるのは白の天てん井じよう。一いつ瞬しゆん、ここが何処どこかを考えたが、

　……拙せつ者しやの部屋で御ご座ざります……！

　次の瞬しゆん間かんに思ったのは、現在時じ刻こくだ。どうしてそれが気になるのか、という理由よりも先に、時間だけが気になり、表示枠レルネンフイグーアよりも壁に据すえ付けの時計を見る。

　午後七時。

　短針と長針の位置関係をもう一度見直し、福島は、ようやくに己おのれの理由を思い出す。

「……明日あしたの未み明めいに、M.H.R.R.神聖ローマ帝国に向かうので御座りました」

　だが、それより先に、すべき事がある。

　出しゆつ立たつの準備はほぼ済んでいる。その前に為なすべきは、

「寝ておく事かと思ったので御座りますが──」

　先に寝ていた。その事に気付き、

「む？」

　何かおかしい。

　寝るのは後。そのつもりで出立の準備をしていた筈はずだ。一眠りしてから出立だ、と。

　だが、その際に、ちょっとあった。そう、

　……蜂はち須す賀か殿どのに、餞せん別べつ代わりのゲームを注ちゆう文もんしたりで……。

　否いな、そうではない。それよりちょっと前。何なに故ゆえに蜂須賀の部屋に行ったかと言えば、

「────」

　思い出した。

　一瞬。血の気が一気に下がって、そして上がってきた。

　……そうとも。

　清きよ正まさに、自分の思いを告げねばならぬと、そう決めたのだった。

　そしていろいろ考えてベッドに寝ね転ころがった際、不ふ意いに疲れが来て、

「寝てしまったので御座りましょうな……」

　危ない。ベッド横の壁、そこに埋め込んだ電算筐体ＰＣに、目覚ましアラームを掛けていないのだ。不意に寝てしまい、寝過ごしたらえらい失しつ態たいになるところだった。

　……危険で御座りますな。

　とりあえず、もう一度寝る事も考えて、電算筐体を起き動どう。出立前にアラームをセット。

「Ｔｅｓテスタメント．、これで万ばん全ぜん」

　だが、これからどうするか。

　……キヨ殿に、思いを伝えようと、そう逸はやっていたもので御座りますが。

　ではどのようにそれを伝え、果たすべきか。

　備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようを出る際、微び妙みように素そっ気けない態度を取ってしまったという思いもある。

　正面から、今や彼女を見る事が出来ない。そんな気がする。

「く……」

　どうするべきか。

　行ってみて、結局何も言えず、それでまた素っ気ない態度をとってしまったらどうする。

　否いな。それ以前に、清きよ正まさがこちらをどう思っているのか、という疑問があるだろうに。

　……キヨ殿どの、人にん気きがあるで御ご座ざりますし。

　正直、自分も女子からの応おう援えんが多いという自覚はある。男子からは、どちらかといえば体育会系けいの先せん輩ぱい感覚で見られているので御座りましょうな、と。

　これは、前線に出る自分にとって、任し、任されという信頼に繫つながるので良いと思う。

　一方で清正の方は、女子からも男子からも人気がある。男子の方から見ても、憧あこがれというか、身み内うちの贔屓ひいき目めで見ているのかもしれぬが、女め神がみとか──。

「……っ」

　入り込み過ぎで御座りましょう、と、福ふく島しまは己おのれの頭を左右に振って吐と息いきした。

　だが、そんな事をしても、息が熱を持っているという、その事が解わかるだけだ。

　ただまあ、自分などより、清正は皆に好かれている。信頼などとは別の、好意や崇すう拝はい、そんな対たい象しようであるのは確かだ。

　女子襲しゆう名めい者しやの難しい部分で御座りますな、と福島は思った。

　現在、襲名者の性別が神かみ代よの時代の当人とは違う場合になる事もあり、同どう性せい婚こんなどは解かい釈しやくの一つとして認められている。M.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントを中心に、同性でも子を為なす技術は確立しているし、処しよ女じよ懐かい胎たいの解釈の一種として体外でのそれも認められている。

　福島は、つい開いた表示枠レルネンフイグーアでその辺りを検けん索さくし、

「極きよく論ろんすれば、髪かみの毛でもあれば子が為せるで御座りますか……」

　……なれば問題なし……！

　思って拳こぶしを握った福島は、はっと気付いて、その拳で表示枠を叩たたき割った。

「いきなり子作り知ち識しきを検索とは、拙せつ者しや、キヨ殿どのを汚けがして──」

　否、よく考えたら今のは純じゆん粋すいに知ち識しきなのでセーフ。いやアウト。どっちで御座りますか。

　ともあれ混乱し過ぎだ。

　短時間の内に気分がひっくり返ったり戻ったりで、己の収まりがついていない。

　どうするべきか。

　ここで机き上じようの空くう論ろんを裏返し続けていても、何の結論にもならないのだ。

　動かねばなるまい。そうそれが十じつ本ぽん槍やりの一番、フォワードの役やく目めに御座ります。

「そうとも……！」

　決めた。

　極きよく論ろんであっても、論の一つ。

　当たって砕くだけろというならば、最大限の論をぶつけて砕けるべきで御ご座ざりましょう。

「よし……！」





●






　二分後。福ふく島しまはジャージ姿すがたで廊下へと出ていた。

　無む手てではない。右の小こ脇わきには、枕を抱えている。そしてその枕には、

　……〝Ｔｅｓテスタメント．〟の一語に御座ります……！

　手書きで急いでしたためたものだが、なかなかよく書けた。見事に御座ります。

　枕に文字を書いて相手に示すのは、古こ来らいより行われてきた事だ。

　聖せい譜ふ記き述じゆつの傍ぼう論ろんでは、枕を手紙代わりにしてのコミュニケーションについてこうある。

《平安しぐさとして伝わるもので、当時は木で出来ていた枕に、愛の受け入れを〝よし・わろし〟と書き、夫が寝室に入ってきた時、言わずとも解わかるようにしていたのであります。

　もしここで両者の意見が分かれた時も、なあに、女の手元には木で出来た棍こん棒ぼうがあるのと同じなので、実力行使が可能。丈じよう夫ぶな枇び杷わ製せいが好まれたのはそのためで、中期からは中央部に柄えを差し込める穴がつく事でハンマースタイルも可能となりました。なお、この雅みやびな風習は、後に和わ歌かへと受け継つがれ、つまりは恋歌の〝枕まくら〟詞ことばと、そう変わったのであります》

　それを通神帯ネツトの資料サイトで読み、福島は満足した。

　これならば完かん璧ぺき。

　傍論の末に、《なお、～しぐさは、各時代ごとにあるが、〝トランスフォーム〟〝五人組戦せん隊たい制度〟など余よ裕ゆうで書いてある事から捏ねつ造ぞうではないかと言われている》とあるが、気にしない事とする。

　ともあれこれに御座りましょう。

　清きよ正まさの部屋は近い。入口で、これを清正に渡せば、意い思しは通じるだろう。もし通じなかったら、

「その時は──」

　堅い唾つばを飲み、福島は件くだんの部屋の前に立った。

「いざ……！」

　動くと、頭の中が不ふ意いにスッキリとした。思し考こうが、ただこの枕を渡す事に集中したのだ。

　そして壁かべ際ぎわの表示枠レルネンフイグーアに手をかざすと、目の前にある洋風遣やり戸どがスライドした。不ぶ用よう心じんとは思ったが、十じつ本ぽん槍やり用の通過許可だった。

　一いつ般ぱんは入れない。その事に支持のようなものを感じ、福島は中を見た。

　無む人じんだった。
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「──で、無む人じんの筈はずなのに、起きたら供そなえられていた」

「供え……？　ですか？」

　湯の上、蒸じよう気きの中で、清きよ正まさは疑問の声を作っていた。

　相手は蜂はち須す賀かだ。自分が仕事を夜番に預けて部屋に戻った時、彼女は血の気を失った顔で廊下に立っていた。

　何となく、泣いている風ふうに見えたので声を掛けたら、そのまましがみついてきた。

　この辺り、あまり知られていないし、見せもしないが、年ねん齢れい相そう応おうなのだ。自分としてもレアな体験と、そう思っていると、

「また出た」

「また？　何がですか」

「怪かい異い」

　話を聞くと、いきなりのラップ音が生じ、気を失ったそうだ。そして目覚めたら、

「顔の横に、こう、握にぎり飯めしと水が供えてあって、線せん香こうが煙を上げていて」

「死者との別れを告げる儀ぎ式しきのようですね……」

　蜂須賀は無む言ごんで、しかしこちらを見ぬまま何度も頷うなずいた。

「実は前にもラップ音」

「前にも？」

　先夜、とだけ蜂須賀が言った。あまり思い出したくない内容なのだろう。

「怪異祓ばらいはされたのですか？」

「した。ムラサイと、旧派カトリツクと、神しん道とうで。ただ──」

「ただ？」

「神道、シメの方では〝刺し激げき的過ぎる〟というので、とりやめた」

「確かに、神道は自然信しん仰こうですし、土ど着ちやく性せいが高いですからね」

　清正は、知っている知ち識しきを動員して蜂須賀に言う。

「神道の神話では、朝日を奉たてまつる時に全ぜん裸らで踊らないといけないそうです」

「朝日を奉るだけで……!?」

「Ｔｅｓテスタメント．、それで、ええと、朝日が出る際〝女が閉めた岩いわ戸とを男が開ける〟って……、これはどう考えても隠いん語ごだと思うのですけど、そんな神話がど真まん中なかハイライトにあるのが神道です」

「瑞典スウエーデンとどっちが凄い」

「Ｔｅｓ．、瑞典の発はつ禁きんは民間発ですけど、神道は国家の教きよう譜ふなので、実は神道の方が発禁ではないかと思います。──ただ、それが広こう範はん過ぎてしまって、自然になっているだけなのではないでしょうか」

「暫ざん定てい支配やむなしだろ」

「やむなしです」

「刺し激げき的てき過ぎる」

「刺激的過ぎます、ええ」

「じゃあどうすれば」

　血の気を失った顔で言う蜂はち須す賀かに、清きよ正まさは眉まゆを立てた顔で頷うなずいた。そして一ひと息いきを入れ、湯ゆ船ぶねを揺らし、立ち上がる。

「──なので、蜂須賀さん、何処どこかに退たい避ひの上で、神しん道とうの怪かい異い祓ばらいに任せるのがいいのではないでしょうか。刺激的でも見なければ済みますから」

　身は洗い場に。髪かみも洗ったし、出ようと思う。

　実のところ、自分はこれから一人になりたいのだ。すると、

「あ、清正」

「何でしょう？」

「ちょっと、横、福ふく島しまの部屋、見て」

「……は？」

　何か不ふ意いを突かれ、清正は胃いの辺りに跳ね上がりを感じた。

　……え、ええと？

「ど、どういう事でしょう？」

「Ｔｅｓテスタメント．、ラップ音、壁からだから」

　だから、

「福島の部屋も、起きてるかも」

　だったら御自分で福島様に確かく認にんを、とは、言えなかった。

　……だって……。

　自分はこれから、福島の部屋を訪れようとしていたのだ。それも、一人で。

「え、ええと、蜂須賀さんは？」

「んー……、ここで神道頼んで、時間潰つぶす。食堂とか」

「御一人で、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　と、素直に言えて良かったと、清正はそう思った。ここで、福島を求める自分を優先して、不安を得ている蜂須賀を後回しにするような事が、あってはならない。

　ただ、蜂須賀の方も思うところがあるのだろう、首を横に振った。

「清正には話した」

　あとは一人でやる。そういう事だ。

　ただ、彼女から信頼を得ていたという事に、清正は小さな笑えみを得て、

「──有あり難がとう御ご座ざいます」

　と、後ろ、蜂はち須す賀かの気が変わっても大だい丈じよう夫ぶなように、余よ裕ゆうをもって浴よく場じようを出る。





●






　脱だつ衣い場じように入って、浴場への扉とびらを閉めた清きよ正まさは、ふう、と一ひと息いきを吐き、

「……！」

　音を立てないダッシュで、棚たなの脱衣籠かごへと急いだ。

　早く着替えて、福ふく島しまの処ところに行かねばならない。何故なぜなら、

　……福島様、かなり〝寝る〟方ですから……！

　寝られてしまったら、どうするか。というか、その場合は部屋が完全に閉め切られているだろう。中には入れない。入れたならば、

「覚かく悟ご……！」

　福島は、明日あしたの未み明めいにはM.H.R.R.神聖ローマ帝国に出しゆつ立たつする。訓くん練れんという事で、可か児にを連れて柴しば田た班はんと合ごう流りゆうするが、それは夏休みの末までという期間だ。

　自分も真さな田だに後こう輩はい達を連れて行くため、一ヶ月程福島と顔を合わせる機き会かいが無い。

　これは困る。

　何が困るかというと、まず、自分の気分が困る。

　先夜、浴場で福島が片かた桐ぎりを男にしてやってるシーンを目もく撃げきしてしまったのがいけない。あの時までは、ちょっと気になる事もあったが、普通の親しい付き合いだった筈はずだ。

　だが、あの辺りで、何かが溢あふれた。

　上手うまくは言えないが、無む意い識しきに抑え、安心していたものが、挑ちよう発はつされたのだ。

　油ゆ断だんしてると、奪うばわれてしまうし、離れて行ってしまうよ、と。

　そのたびごとに狼狽うろたえていては福島と前線を張る事など出来ないし、そのたびごとに内ない心しんを慌あわてさせていては、福島の顔を見て話す事も出来なくなるし、そのたびごとに感情を乱していては福島からもおかしな人だと思われるだろう。

　……あっ、全部、福島様関係です……！

　改めて愕がく然ぜんとするが、その上で来るのは、自分の面めん倒どうくささだ。

　自分が彼女を一番補ほ佐さ出来るという自信と、その通りの現実が、他の接近を排はい除じよしたがる。可児について好意的に見られるのは、〝後輩〟という格かくの差があるからだろう。

　その一方で、自分の方を見ていて欲しいのだと、他人に目を向けないで欲しいと、そんな思いもあるのだと、浴場の一件で気付いた。

　賤あさましい。

　いけない事だと思う。

　特にあれです。あの浴場の後に見た夢とか、何ですかアレは。とにかく不ふ埒らちな、不ふ潔けつな、どのくらい有害な内容だったかというと、細部を憶おぼえていないので、出来れば検けん証しようのためにもう一度ハイレゾで……、じゃないです。いけません。

　ともあれ、これでは自分が駄だ目めになる。

　ただ、隠かくしておける事でもないだろうと、そう思うのだ。内に秘ひめたところで、ガチ淫いん夢むとして苛さいなまれたり、それを思い出して狼狽うろたえたりすれば、現場が危険だ。

　ここはやはり、

「しっかり示して、諦あきらめるなら諦めて、新しい関係を構こう築ちくしなければなりません」

　拒きよ絶ぜつされたら泣いてしまうだろうか。

　ただ、その後一ヶ月、距きよ離りを取るのだ。それだけのクーリング期間があれば、何か酷ひどい事になっても収まるだろうと、そう思う。

　思いが届くならそれでよし。

　届かなくても、それでよし。

　だったら、と思って、清きよ正まさは急いで着替えた。ジャージ。上はシャツのみ。上うわ着ぎは肩に引っかけるだけでいい。髪かみだって湿しめっているが、後回し。

　直行だ。そして思いを届けるための武ぶ器きとしては、

「これです……！」

　脱だつ衣い籠かごの中、上着で隠かくしていたものがある。

　枕だ。

「Ｔｅｓテスタメント．、と書いた雅みやびな平へい安あんしぐさ枕。これなら福島様にも伝わるでしょう」

　……通つう神しんで調べました！

　これなら完かん璧ぺきです、と、清正は脱衣場を出た。ドアを開け、廊下に出ると、そこには糟かす屋やと可か児にがいた。糟屋が眉まゆを上げ、

「あら、清正？」

「巨きよ加か藤とう先せん輩ぱい！　これから何処どこへ！」

「すみません、これから私、ちょっと人間関係で重要な案あん件けんに出ますので、これにて。──あ、巨加藤というのは竹たけ中なか様さまのアイデアだと思いますが、普通に清正で大だい丈じよう夫ぶですので」

　てきぱきと可児と糟屋に対応を済ませ、清正はしかし振り向いた。

　はあ、という、呆ぼう然ぜん混じりの返答をした二人に、

「中、蜂はち須す賀かさんがいらっしゃいますが、宜よろしく御お願ねがいいたします」

「あ、私達、風ふ呂ろ場ば空詠みカラオケしに来ましたので、じゃあ蜂須賀も一いつ緒しよにと、そう誘さそいますの」

「三人だと、ローテーションが楽しそうですね！」

　蜂須賀も、いい時間つぶしが出来るだろう。あとはこちらは、

「いざ……！」

　鼻息が荒くなっている自覚があるが、仕方ない。

　清正は思った。今、福島はどうしているだろうかと。
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　福ふく島しまは、どうしようかと頭を抱えていた。

　折せつ角かく気き合あいを入れて枕も持参したというのに、肝かん心じんの清きよ正まさがいない。

　しかも、部屋の中に入ってしまったのが、また悪い流れとなっていた。何しろ、外、通路で幾いくつもの声が作られる状況が生じてしまったのだ。

　蜂はち須す賀かの部屋だった。

　駆かけ足でやってきた重じゆう装そう備びの者達が、通路に整列し、

「ハイ、我ら安あ土づち内神しん道とう、怪かい異い祓ばらいとしての鎮ちん魂こん鎮ちん守じゆ怪異小しよう隊たい！　略して〝鎮ちん鎮ちん怪かい異い隊〟通路に整列──！」

「隊たい長ちよう！　その略りやく称しようを発音するのはちょっとズルいと毎度思います！」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　だから人ひと気けがいない時にやってんだろうが！　解わかれよ！」

　……人がここにいるので御ご座ざりますが──。

　まあ、気付かれていないならいいだろう。よくない。というか、

　……ここでキヨ殿どのが帰ってきたら最悪で御ご座ざります！

　状況的には不法侵しん入にゆうだ。

　一体、どう思われる事か。

　ただ、どうも怪異祓いは蜂須賀の部屋を対たい象しようとして行われるようだ。それはつまり、

「蜂須賀殿、部屋に怪異が……？」

　一体、どのようないきさつで、蜂須賀の部屋に怪異が出るようになったのか。

　否いな、確かにこのところ、蜂須賀は見るたびに気き絶ぜつしている気がする。よく考えるまでもなくおかしいでは御座りませぬか。これ正まさに怪異。拙せつ者しやがキヨ殿に気を取られている間に、蜂須賀殿が祟たたりに遭あっているとは。

　ともあれ、通路の連れん中ちゆうは、室内の浄じよう化か作業を始めたようだ。

　通路が静かになったところで、福島は考える。ここから自分はどうするべきか、と。

「……ふむ」

　手には、枕を持っている。

　ベストな選択としては、自室に戻って、清正が帰ってくるのを待つ事だ。

　だが、ここを出る時、また外に誰だれかがいたり、清正本人と出くわしたらどうするか。

　それに、自室に戻ったら、

　……キヨ殿が戻ったとして、拙者、再びここに来られるで御座りましょうか。

　出しゆつ立たつの時間にはまた五時間程ある。清正は何処どこかのタイミングで戻ってくるだろうが、今のテンションがその時まで保てるとは思えない。何か言いい訳わけをつけて、この部屋に来るのを渋るのではないかと、そんな風ふうに思えた。

　ならば、と息を吸い、福ふく島しまは決けつ断だんした。

「ここで待たせて貰もらえばよう御ご座ざろう」

　それだけの覚かく悟ごをしてきたのだ。清きよ正まさのベッドに座り、枕を頭の側に置く。Ｔｅｓテスタメント．、という文字が見えるようにしておくのが肝かん要よう。

　そして福島は、

「待つのも戦せん術じゆつの一つ。……ここに来て、焦じれる事は御座りますまい」

　肩から力を抜き、福島は清正を待った。

　彼女は今、どうしているだろうかと、そんな事を思いながら。
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　……福島様、何処どこでどうしているのでしょうか……。

　清正は、薄うす暗ぐらい部屋の中で呆ぼう然ぜんとしていた。

　何故なぜなら、福島の部屋は開いたままなのに、中に誰だれもいないのだ。

　不ぶ用よう心じんでは、と思うが、これからすぐに帰ってくる風ふ情ぜいもある。何しろ出しゆつ立たつ用の荷物が置きっ放しになっている。

　だったら、と思し案あんしている間に、隣りん室しつが騒さわがしくなった。蜂はち須す賀かが呼んだ神しん道とうの怪かい異い祓ばらいが行われるのだ。廊下を通して聞こえるのは、

「はい、じゃあ貴き様さまと貴様はそこでポーズ！　──照れるな！　真ま面じ目めにやれ！」

「隊たい長ちようこそ、震えが！　震えが足りませぬ！」

「しびびびびびび」

　などと声が聞こえる辺り、これ実は神道じゃなくてアングラ系けいの邪じや教きようじゃないでしょうか、とも思うが、まあ全力で作業しているのだと思う事にする。

　ともあれ、外に出づらくなってしまった。

「全く……」

　自分に対してか、今の状況に対してか、それとも福島に対してか、解わからない呟つぶやきをしたまま、清正は福島のベッドに腰掛けた。

　すぐに戻ってくる筈はず。

　出立まで五時間はあるが、ドアを開けっ放しとか、

　……福島様らしいですね。

　軽い笑えみを口元に得ながら、清正は、浴よく場じように持参した桶おけに枕を載のせ、それを抱えるようにして一ひと息いきを吐いた。

「どうなんでしょう」

　ここで待っていると言う事は、自分の思いはもう、確かなのだ。だが、

「福島様、私を受け入れてくれるのでしょうか……」
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『先生！　先生のおかげで、うどん王国に受け入れて貰もらえない処ところでしたよ私達！』

『あ、御ご免めん──。ちょっとパンチングうどんマシーン、連続で壊こわしちゃって──』

　通つう神しんから聞こえてくる笑い声の後ろ、正まさ純ずみは三さん要ようの「先せん輩ぱい！　先輩！　追っ手が来てますよ！」という声を聞き分けた気がするが、無視する事にした。

　ともあれ場所はうどん王国の中央通りに面した川面の店。今、自分達は川に向かって下る形の階段テラスで、アデーレ予約による席についていた。

　座っていく皆の中、メアリがクロスユナイトに、

「点てん蔵ぞう様、パンチング……、って何ですか、それ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、パンチングマシーンを三発殴なぐった合計に応じた量で、うどんが食べられるというゲームで御ご座ざるよ！　近きん隣りんの武ぶ将しよう達には大人気のシステムで御座るな」

・●　画：『──紹しよう介かいサイトで見たような知ち識しきを、この忍にん者じやはさも見てきたように……』

・金マル：『おおうガっちゃん、目の前でその目つきで言わない辺りが手て加か減げんだねえ』

・十ＺＯ：『て、手加減になってないで御座るよ!!』

　ともあれ担たん任にんは担任で夏休みの夜を楽しんでいるようだ。

　あー、と正純は、皆を見て言う。

「全員、暫ざん定てい成せい績せき表ひようは来たか？」

　表示枠サインフレームだ。一応、自分のを表ひよう紙しの状態で掲かかげて見せると、皆は頷うなずいた。

　それぞれ、自分のものを開いたり、見せられる相手に見せたりで、

「……ほほう、ホライゾン、斯か様ような好成績で。トーリ様は、何ですかそれ、順位ですか。ええ、トップの方は評ひよう定ていもトップが多いですねえ」

「く、くっそ！　何だよオメエ！　順位二桁けたとか結けつ構こうあるじゃねえか……！」

「我が王、……ああ、一応、私達で寄ってたかって教え込んだのは平へい均きんより上に行ってますのね。だったら安心ですわ」

「じゃあトーリが馬ば鹿かと普通の閥いき値ちだな」

　ウルキアガの言葉に、皆が動きを止めた。

　即そく座ざにバルフェットやクロスユナイトがアイコンタクトや振り向きで周囲を警けい戒かいする中、余よ裕ゆうを見せるホライゾンや浅あさ間まがいたり、先に申しん告こくしようとして手を上げるノリキや、半はん目めで状況を見ている伊だ達て家け副ふく長ちようなど、なかなか反応が興きよう味み深い。だが馬鹿姉あねの、

「フフ、じゃあ愚ぐ弟てい、勝負よ！　ほら、私の〝教員からの一ひと言こと〟を見なさい〝もうそれでいいかなー、とか思うし、三年だから今から勉強しても遅いわよね〟とか、どう!?」

「すげえな姉ねえちゃん！　俺おれなんか〝夏休み中に体力つけとかないと後々酷ひどい事になると思うわ〟だぜ！」

　浅あさ間まが飲んでいた水を吹いた。ホライゾンが右手を挙げ、

「まあ、ホライゾン、淡たん泊ぱくな方なので」

　でもまあ、

「──こういう時のパターンで言うと、最終決けつ戦せん前、本ほん能のう寺じの変へん前に感動のシーンとか、そういう感じが、周囲の期待に応じるというものですかねえ」

「オメー……、俺おれにオッパイ揉もませたりしないのに、そういうのＯＫなの？」

「オパイを揉ませるのとそういうのは別です。同じですか、トーリ様」

　ホライゾンが言うと、ややあってから、女子衆しゆうが、周辺の席の人達も含みで拍はく手しゆをした。

　ホライゾンが、や、や、と皆に手を上げて頭を下げた後、バルフェットが恐る恐るという雰ふん囲い気きで手を上げる。

「いきなりこういう場所で平然とそういう話が始まる辺り、ホライゾン副ふく王おうらしいといえばらしいんですが。副王としては、そういうの、有りなんですか？」

「まあ、そういうのも有りでしょう」

　あっさり答えが来た。何しろ、

「ホライゾンが朝食作りに燃えてるだけで付き合おうと決めたような人です。付き合ってやらねば女が廃すたります。そしてその上で──」

　ホライゾンが、馬ば鹿かの頭を軽く数度叩たたく。

「──新しい自分をやろうとも、していた訳わけです。今、それが両得されている訳ですが、だったらまあ……」

　ホライゾンが浅あさ間まやミトツダイラに頷うなずきの視線を渡し、そして皆を見渡した。

「お互い出来ると思った事を重ね、関係を深くしていくのが幸いのあり方の一つだと、気付かぬホライゾンではありません。

　それは形なきもの、触れても零こぼれるもの、放っておけば失うもの。

　しかし死の中でも得られるという矛む盾じゆんは、何処どこにあるのかと言えば──」

　つまりは、

「自分のみで終わらぬ幸いを望む行動。それ自体が、幸いという結果と同質なのかと、最近はそう思うのです」
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　つまり、というホライゾンの言葉を、正まさ純ずみは聞いた。

「そのようなものを見せ、触れさせてくれ、また、世界として与えてくれるトーリ様には、このホライゾン、マジに感かん謝しやゲッ」

「ホライゾン！　嚙かむの早過ぎますのよ!?　そこから！　そこからですのよ！」

　まあまあ、とホライゾンがミトツダイラを手で制す。

　そしてホライゾンは、馬ば鹿かの頭をもう一度軽く叩たたき、

「──トーリ様としては、どうですか」

「俺おれ？」

　んー、と馬鹿が空を見た。そして、

「エロい事はそりゃしたいけどな？　──でもオメエ、まだ、感情全部揃そろってねえよな？」

　と、馬鹿が言った時だ。正まさ純ずみは、ふと首を傾かしげた。

「ちょっといいか馬鹿」

「な、何だよ、馬鹿って言う方が馬鹿なんだぞ……！　へへ馬ー鹿！　悔くやしいか！」

「うるさいよ馬鹿。あのさ、いいか？」

「うるさいとか言って、問うて来た……！」

　やかましい。ともあれこちらとしては、確かく認にんしておく事がある。

「──先夜の話だと、ホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロって、つまり説せつ教きよう武ぶ装そうなんだよな？　浅あさ間ま。

　つまり、その感情に対する嫌けん悪おというか、嫌いやだと思う心が、制するために発動するとか」

「ええ、そういう事だと、私の方ではそう思ってます」

　じゃあ、と正純は言った。

「〝淫いん蕩とう〟手に入れたら、ホライゾンはエロい事が嫌になるんじゃないか？」







[image: 第十一章『流れ処の割り切り女』]
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　ミトツダイラは、皆が沈ちん黙もくするのを見た。

　その中で、ホライゾンが動く。彼女は、左の掌てのひらを、右の握った手で軽く叩たたいて、

「──成なる程ほど」

「な、成程じゃないですわよホライゾン！　大だい丈じよう夫ぶですの？」

「触れられるのも嫌いやになったりしたら、笑えますねえ」

「やめろおおおお！　俺おれを哀かなしみで殺す気か！」

　意い外がいと容よう赦しやないから困る。だが、

　……あら。

　今の王の言葉に、ミトツダイラは思った。

「触れられもしなくなると哀しい、という事は、我が王、ホライゾンにそういう事、やはりしてみたくありますのね」

「あー、うん。……ってホライゾンは何だよその目つき！　新しん鮮せんだな！」

　たださあ、と王は言った。こちらを見て、

「例えばな？　関係の違いだから、比べる訳わけじゃねえんだけど、──ネイトや浅あさ間まと一いつ緒しよにいるとさ、俺、自分が全力出せるようにして貰もらえるとか、プラスになる訳」

「それはこちらも同じですわ。だから──」

　もし、王がいなくなったら、自分の喪そう失しつ感かんは凄すごいだろう。

　そう思ったが、ミトツダイラは敢あえて言わなかった。今の雰ふん囲い気きに対し、逆の空気を感じたし、ここは王が自分の事を話せば充分だからだ。

　自分達は関係の双そう方ほうにおいて等しい。ならば、

「ネイトや浅間がいないと、俺、ケッコーなところでマイナス食らってゼロに近くなる訳」

「い、いなくなりませんわよ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、Ｊｕｄ．、まあそれ解わかってる。あとまあ、姉ねえちゃんもいたりするし、他の……、点てん蔵ぞう、だっけ？　そこらもいるから、ゼロにはならねえって。とりあえず例え話な」

「な、何か今、途と中ちゆうで酷ひどいの入ったで御ご座ざるよ！」

「点蔵様、気に掛けて貰えているという事ですよ」

　流石さすが……、と皆が呟つぶやくが、その中で王が言いたい事を、ミトツダイラは理解した。

　そして王が、こちらの思いに応じるように口を開く。

　告げられるのは、一度、自分も体験した事。それは、

「ホライゾンがいなくなると、俺、ゼロに近くなるとか、そういうのじゃなくて、自分を切り替えねえと駄だ目めなんだ、多分。今のままでも切り替え、──そんな感じでさ」
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　ミトツダイラは、王の言葉に頷うなずいた。

　王がかつて、本土にいつか降りようかと、そんな事を匂におわせていたのを狼おおかみは忘れない。あれはきっと、そのためだ。

　薄うす々うす解わかっていたから、自分としてはついていくつもりで、王としても、降りた先で己おのれがどう判はん断だんしていくのかが不安だったのだろう。だからこちらに、そんな素そ振ぶりを見せたのだ。

　自分の王様を、力以外で支えられるとしたら、その時だろう。

　だけど、

「──それはもう、ありませんのよ？」

　今は、そう言うべきだろう。

　いろいろと思う事があるが、ここでは、そうとしか言えない。

　昔の仮か定ていに対して、言葉を並べたところで、自分の忠ちゆう誠せい心しんを示すだけにしかならないし、今は王とホライゾンの時間だ。騎き士しは、王の言葉を導くのに徹てつしたい。

　大体、自分も聞いてみたいのだ。

　かつて、仮定ではなく、本当に王を失い、切り替えたのだから。だから、

「ホライゾンがいなくなると、我が王は、ゼロどころじゃなく、マイナスになりかねない。そういう事なんですの？」

「とりあえず、今のままでも切り替える、ってのは、マイナス評ひよう価か？」

　伊だ達て家け副ふく長ちようが、やや思し案あんしてから首を縦たてに振った。

「差として見た場合、元々あったプラスを捨てて別のものとしてのゼロからスタートだから、その差分はマイナス評価にはなるわね」

　ただ、

「同じ質のプラスは、もう手に入らないと、そう考えていいわ」
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　だよなあ、とトーリは思った。

　去年辺り、よく思っていた事。

　将しよう来らいが、上手うまく回らなかったら俺おれどうすっかな、という思案だ。

「つまり俺の場合。──ホライゾンがいられる国の王様になる、ってのを捨てて、じゃあどうしようかな、ってところだ」

　昨夜も話した事。

　段階を踏んでいるので、思いはぼかす事なく、踏み込んでいく。

　ゆえに、まあ多分、と口が動くのに任せて、言葉を作った。

「王様になる、ってのに皆巻き込んでるしな。ホライゾンいないけど、生きてたら、多分いられる国の王様になる、みたいな緩い感じで、その後、きっと、そこにいろいろ足していったかもな。たとえば、──俺おれの子供が笑ってられる国を作るか、とか」

　それとか、

「何かそういうの捨てて、オメエらに頭一回下げて、本ほん舗ぽの方で仕事やってくとか。または頭下げるのも癪しやくだから、下で仕事見つけてやってくとか、さ」

「我が王。──あまりよくない仮か定ていですわ」

　じゃあ、とトーリはミトツダイラに視線を向けた。

　自分と彼女は、王と騎き士しとしての関係が基本にある。だけど、

「俺が王様じゃなくなったら、どうする？」

「──さ、三度目はありませんのよ。二度で充分、失われてもいないなら……」

「よくない仮定を、よくしてくれるんだ」

「な、何でついていく事になってますの？」

「ここんところで、そう思えるようになったんだよ」

　言うと、狼おおかみが眉まゆを上げた。そして顔を赤くして、

「……そういう話は、また別ですのよ？」

　言われ、トーリはふと、一つ疑問を得た。

　……あれ？

　ミトツダイラの反応が、何の予備知ち識しきもないようで。だがそれは、

「あ、そっか、昨夜、ネイト寝てたんだ、この話してた時」

「え!?　また、……というか、いつこんな話しましたの!?」

　ホライゾンが手を上げ、

「それは理論的に言うと、ミトツダイラ様が寝ていた間です」

「そのままですのよ──？」

　諦あきらめの微笑でホライゾンにツッコんだミトツダイラが、すぐに半はん目めでこちらを見る。

「我が王、あのう……」

「あ、ミト、それは鈴すずさんの所じゃなく、江え戸どの撤てつ退たい時じにミトが寝てた時です。で、その時トーリ君言ってましたよ？　ミトとはこの話、別で時間をとってちゃんとしたいって」

・俺　　：『いや浅あさ間ま、それ確かに俺もそう思ってたけど、昨夜は浅間が促うながしたんじゃね？』

・あさま：『だったら同じですから、ええ。ほらほらミトが』

　スゲー勢いでプラスされてるなあ俺、と思いながら、

　……まあ、確かに同じか。

「ネイトには、ほら、水みず着ぎ見せて貰もらう約束したし、その時な、こういうの」

「じゃあ、御お願ねがいしますのよ？　私が関わる事は、流石さすがに我が王から聞きたいですもの」

「うん。だって、この手のは、ネイトにしか話せない事多いし」

　では、と自分の騎き士しは了りよう承しようした。ゆえに自分の方も、一ひと息いきを入れ、

「──ま、そんな訳わけで。ホライゾンとエロい事するのって、そういう部分とは別で、俺おれにとっては自分の確かく認にんってか、取り戻すようなのを感じてるんだよな」
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　鈴すずは、トーリの言葉を聞いた。

　何となく遠回しな、言いながらの確認は、しかし彼の中ではもう固まっている事だ。

　何しろあまり本心を語らない人なのだ。だから驚くし、嬉うれしかったり、泣かされたりもするが、最近、こうやって話してくれるようになったのは結けつ構こう変化凄すごい。

　そうなんだ、と思わされたり、大だい丈じよう夫ぶ？　と思う事の方も多い気がするが、まあそこらへんは皆で何とか。浅間さんもミトツダイラさんもキャパは大丈夫な筈はず。多分。でも喜き美みちゃんのエンジンも最近かなり暖まってるから危険かもしれない。ホライゾンはターボついてる感じ。寝場所と風ふ呂ろくらいしか貸せない自分がもどかしい。頑がん張ばる。

　だけど、

「だからまあ、俺、ホライゾンとは、そーいうの出来たら、エロいとか何とか別で、すげえ安心つーか、そういうの感じるんじゃねえかなあ……。自分にとって不ふ可か欠けつなものを受け入れたっていうか。そういうものが欲してくれて、嬉しいとか誇らしい方優先？　みたいな？」

　彼の言葉に、通つう神しんが一つ来た。それは、

　……誾ぎんさん？

・立花嫁：『あの、総そう長ちよう？　微び妙みように難しい問題ではあるのと、私達の方とはまた別で捉とらえて頂いただきたいのですが……』

　何となく、言いたい事は解わかる。

　……だ、だよね？

　先行的にそう思う言葉を、誾が言った。

・立花嫁：『それは、どちらかというと、……ヒロイン側の視点では』
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・●　画：『参考になるわ。義ぎ腕わんめんどくて描く機き会かい少ない分、しっかりしたいのよね』

・立花嫁：『そ、そう来ると思いました！　段々慣れてきましたよ!?』

・蜻蛉切：『誾殿も、宗むね茂しげ殿をしっかり認めて御ご座ざるなあ……』

・立花夫：『ははは、私の方もそれは同じ部分がありますから大丈夫ですよ誾さん』

・立花嫁：『わ、私を殺す気ですか宗茂様……！』

・煙草女：『……あ、くそ、ここ森の中だから煙管たばこ吹かせないさね……』
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「だからまあ」

　という弟の声を、喜き美みは聞いた。

「こういう事、表おもてで言うのも何だけど、俺おれも味み方かたが欲しいから言うけどね？」

「大だい丈じよう夫ぶですトーリ様、ホライゾンが味方についております」

「オ、オメエが一番強敵なんだよ……！」

　ただ、弟はホライゾンの方を見た上で、また皆を見渡しながら頭を搔かいて言う。

「俺としては、ホライゾンの場合、傍そばいて、ベタベタしてられるだけでもスゲー幸運を感じるっていうか、それでもかなり充分なんだけど、でもそういうエロいのが有りだとすると、それこそ、関係深める一いつ手てって奴やつで、安心感ドバアだなー、と思う訳わけよ。

　だって、……俺の安心感とか幸運感が、一方的なものじゃないって解わかるし、ホライゾンの方もそうか、ってのは嬉うれしいし」

「……浅あさ間ま様、ミトツダイラ様、何かこのヒロイン、人のオパイ揉もむ事を言葉で正当化しようとしてますよ」

「いやまあ、そのう」

　という遣やり取とりを聞きながら、喜美は小さく笑った。

「いいじゃない。それこそホントに、二人は一つ、って感じね。愚ぐ弟ていは自分が違うものにならなくてよくて、マイナスじゃないと確信出来るし、それはホライゾンも同じ。

　浅間とミトツダイラの場合、愚弟は自分がどうあろうとプラスになれるんだと確信出来るし、それはお互い同じでしょ」

「こ、こっちを今、巻き込まないでくれますの？」

「というか、喜美の場合はどーなんですか」

　巫女みこの必死の反はん撃げきに、喜美は口に手を当て考えた。そうねえ、と呟つぶやき、

「いい？　私が愚弟の人間関係で最強なのって、その両方だからよ？」

　鈴すずが即そく座ざに頷うなずく辺り、よく解わかっている。浅間とミトツダイラが、口を横に開いて嫌いやそうな顔をするのもいい反応だ。

　ただ、頰ほおに手を当てて言うならば、

「もし愚弟がエロい事する場合、一番相あい性しよういいのは誰だれか解る？　そ・れ・は・ワ・タ・シ」

「き、喜美！　何言ってますの!?」

「あらやだ。よく考えてみなさいよ。──だって私と愚弟、同じものから出来てるんだもの。そこらへんの他人じゃ絶対に不可能なアドバンテージよ。つまり私が１Ｐ、愚弟が２Ｐね！」

「姉ねえちゃん！　姉ちゃん！　キャラ差結けつ構こうあるんじゃね？」

「ククク、２Ｐ補ほ正せいが悪い方に行ったわね愚弟。──でもねアンタ達、髪かみだって、肌はだだって、血だって涙だって、誰だれよりも近しいし、実際、抱き心地ごこちで考えると、何だか自分の身体からだを抱いてるようで、一いつ瞬しゆん錯さつ覚かくする時あるくらいよ？」

「じゃあ、姉ねえちゃん、もし俺おれが妹だったら……」

「ホント完かん璧ぺきよねえ、物理的相あい性しよう」

　む、と浅あさ間ま達が眉まゆを歪ゆがめる。ホライゾンが、恐る恐る手を上げ、

「喜き美み様、もう少々、判はん定ていに手て加か減げんを……」

「あらあら、でも憶おぼえておくといいわ。──アンタ達が、もし、お互いに諍いさかう事があったとしても、絶対、私には敵かなわない部分があるんだってね」

　だから、

「それぞれ、いいところを出して盛り上げるといいわ」
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　何ともこいつららしいなあ、と正まさ純ずみが思っていると、店員が大おお笊ざるを手にやって来た。

「おい、バルフェット、うどんが来たぞ」

「え!?　会計ですか!?」

「そうじゃないよ！」

　皆がツッコむのに合わせ、階段テラスの上側に置かれた大笊四枚を正純は指さす。

「で、バルフェット、あれをどうするんだ？」

「あ、Ｊｕｄジヤツジ．！　ええと、こう、上から水を──、ほら、皆さんの中央に竹を割った流しが通ってるじゃないですか。これに水を流して、そこにこの笊のうどんを──」

「ああ、つまり、流しうどんか」

　と、正純は皆の視線に気付いた。

　誰だれもが、興きよう味み本位の目をこちらに向けてきている。やってみろと、そういう事だ。

　……まあ、副ふく会長ならば、初めの一投は有りだろう。

　流しそうめんと同じだよな、と思い、正純は箸はしを構えた。既すでに竹に水は流れている。ちと汚いが、失敗を防ぐために割り箸を水に立てた。

「よーし、バルフェット、いいぞー」

「Ｊｕｄ．！　じゃあ行きますよ──」

　バルフェットが、フォークにも見える竹製トングでうどんを摘つまんで流してきた。それをこちらは受け止めようと、前に箸を出し、

「お？」

　直ちよく撃げきした箸が簡単に折れた。

　あ、と思うまもなく、皆の間をうどんが通過していく。はっと気付いたミトツダイラが、

「うどんが速いですわ！」

「あ、いけない、そういうものじゃないのね。見てたわ」

「点てん蔵ぞう様！」

　跳ちよう躍やくからの側そく転てんを決めたクロスユナイトが、流れる水の上に立った。上から来るうどんを箸はしで受け止めようとして、

「お？」

　水流に負け、忍にん者じやが流された。

「トーリ君！　点蔵君がうどんと一いつ緒しよに流されてますよ！　トーリ君！　撮さつ影えいしてないで！」

「お前ら新しい言語喋しやべってないか、実は」

　結局、水が川に落ちる最終防ぼう衛えいラインの位置で、ホライゾンの両腕うでが笊ざるを構えて全てを受け止め切った。

　腕が掲かかげて持ってきたうどんを、正まさ純ずみは笊ごと受け取り、

「──まあ、こういう風ふうにやる訳わけだ」

「噓うそつけよ!!」

　皆の声に対し、流石さすがに眉まゆがひそまりもする。

「あのなあ、普通にすくい上げようとして箸が折れるとか、どーすりゃいいんだよ」

「あ、副ふく会長、一応メニューオプションで〝鉄箸〟がありますよ！　でも一本三百円とか言ってます！」

「却きやつ下かだ却下」

　だが、どうするか。箸置きから、新しい割り箸を手にして、正純は思し案あんした。横、二ふた代よが割った箸を拭ぬぐうようにして研とぎながら、

「──割かつ打だするで御座るか？」

「それ意味が全く解わからないし、やったら先生と一いつ緒しよに追っ手が掛かる事になると思う」

　じゃあ、と言ったのはミトツダイラだ。

「ちょっと正純、さっきのは正純の手さばきがミスだと思いますわよ？」

　と、狼おおかみは、右の手を軽く前に振って、

「流れのある水に箸を突っ込んで前に振った時点で、水流の重さが入ってますもの。正純、見たところ箸の上を持つ方ですから、水面よりやや上の辺りで、既すでに箸が曲がっていた筈はずですわね。あとはそこにうどんという質量が来たら──」

「カウンターうどんで折れるで御ご座ざるな」

　日常で絶対使わない言葉だなあ、と思うこちらの眼前。ミトツダイラが箸を構えてバルフェットに声を掛けた。

「アデーレ、一つ御お願ねがいしますわ」

　Ｊｕｄジヤツジ．！　という声と共に、上からうどんが射しや出しゆつされた。

　横から見ると結けつ構こう速いな、と思っている間に、うどんが水みず飛沫しぶきを上げてミトツダイラの前を通過しようとする。した。水みず飛沫しぶきが、明らかにミトツダイラの前を通って横に下ったのだ。

　しかし直後に、

「まあ、こんなところですわね」

　いつの間にか、ミトツダイラが、箸はしにうどんをすくっている。

　は？　と正まさ純ずみは、自分の口から言葉が漏もれるのを悟さとった。

「今、どうやったんだ？　それ、通過したよな？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ですから、後ろからすくい取ったんですの。後ろからですと、水流もうどんが一度搔かき分けた後になりますので、あまり余よ波はを受けませんわ」

「だがミトツダイラ、貴き様さま以外にそれが出来るのはいるのか？」

　ウルキアガの問いに、二ふた代よと点てん蔵ぞうが手を上げる。

　ふむ、と頷うなずいたのはクロスユナイトだ。

「……コレ、三人ですくって水みず揚あげする係にならねばいかん気が……」

「そ、そういう現場ではありませんわよね、コレ！　打ち上げですわよね!?」

「……成なる実み、貴様、出来る筈はずが手を上げぬのは……」

「お腹なかが減っているのよ」

　流石さすが過ぎる、と思っていると、上から声がした。

「あ、あのですね？　コレ、自分が射しや出しゆつ係がかりになっちゃってるんですけど」

「何か問題あるのか？」

「よ、予約した人間がこのままだと食べられませんよ！」

「んー、じゃあアデーレ、オメエ、そっちで笊ざるから直接摘つまんで食ってていいぞ」

「寂し過ぎますよ！　大体そんなの自分でやればいいじゃないですか！」

「アデーレ、挑ちよう発はつするとトーリ君ホントに始めて酷ひどい事になるからやめて下さい」

「浅あさ間まさん、どっちの味み方かたかよく解わからない発言になってますよソレ！」

　では、とホライゾンが手を上げた。

「面めん倒どうなので、アデーレ様、その大笊をこっち持ってきて皆さんで普通に食べるというのは」

「よ、予約した自分のアイデンティティに関わりますよ……！」

「凄すごいアイデンティティがあったものね」

「解ってるなら言うな」

「つーかその場合、真まん中なか流れてる水はどーすんだ？」

「飲料水が常に流れてるうどん屋と、そう考えるのはどうですの？」

「じ、自分、何でここ予約したのか意味が解らないですよ！」

　ディレクターがなかなか我わが儘ままだ。だが、皆の中から不ふ意いに手が上がった。メアリだ。彼女は既すでに自分の周囲へと、流りゆう体たい光こうをマフラーのように漂ただよわせながら、

「流れ落ちる水が川と繫つながってますから、水の精せい霊れいを呼び出せます。──点蔵様の代わりと言っては何ですが、私が水流を弱めましょうか」

　その言葉に、皆が期待の頷うなずきを作るのを正まさ純ずみは見た。そして上から、バルフェットの声が、「──あっ、言われてみれば水流調ちよう整せいありました！　今、〝砲ほう弾だん並なみ〟ですんで、とりあえず〝修しゆ行ぎよう用〟にまで落としますね！」

「あと三つくらい下げろ!!」

　皆と一いつ緒しよに叫びながら、正純は新しい箸はしを割った。
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「しかし新しん鮮せんな感覚だわ」

　と、成なる実みは歯で嚙かんだ割箸を、義ぎ腕わんの手で引きながら割る。逆の手には、うどんのつゆが入った器うつわがあるが、

「伊達だてだと、うどんは基本、ホットだものね。こちらはアイスも品が多くていいわ」

「うどんにホットとかアイスとかいうのは初めて聞いたな」

「〝冷やし〟の対たい義ぎ語ごは何かしら」

　竹の水路を挟んだ向かいに座る書しよ記きが、

「基本、温かいのが普通だから、〝冷やし〟こそがそのバージョン差だと思うね」

「そうかしら」

　じゃあ、と浅あさ間ま神じん社じや代表が言葉を作った。彼女はうどんを掬すくい上げ、

「水で洗う、という文化が根強いですから、極きよく東とうでは冷やす事に価か値ちがありますよね。だから普通のものに比べ、ちょっと格かく上うえ感として〝冷やし〟を強調するんだと思います」

「──浅間神社代表が言うなら確かにそうね」

「な、何だこの説せつ得とく力りよく差から来る人じん格かく認にん識しき差は!?」

「人格認識差から説得力差が出てるんじゃないかな？」

　と、空から声がした。

　成実が振り仰あおげば、第三特とく務むと第四特務が空から螺ら旋せん軌き道どうで降りてくる。既すでに箒ほうきは脇わきに抱えた状態で、翼つばさによる滑かつ空くうだ。

　随ずい分ぶんと音がない、と思っていると、白魔女ヴアイスヘクセンの方が、

「ようやく合ごう流りゆう。──入場制じゃないわよね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　空あいたの二席並んでますから、そこへ！」

「おいよー」

　と、空中で黒魔女シユヴアルツヘクセンが身を回した。それも縦たてに頭から、だ。

　着ちやく地ち距きよ離りをコンパクトにするための一回転。何しろ彼女達は背に推すい力りよくの翼があるため、基本姿勢は前のめりになる。踵かかとから降りようとすると、充分な失しつ速そくが得られるまで腰を前に出す事が出来ないのだ。

　故ゆえに一回転して、強ごう引いんな失しつ速そくと、足からを前に投げ出し、

「と」

　席の真ま後うしろ。翼つばさのスペースだけで二人揃そろって着ちやく地ちするのは大したものだ。

　こういう技術が日常に行われているのを見るのは眼がん福ぷく。仙せん台だい城じようの発はつ着ちやく場じようを一いつ瞬しゆん思い出して、あの日常の空気を想そう起きする。そして二人がお互いの箒ほうきを絡からめるようにして立て、

「──全員いるの？」

「駄だ目めよマルゴット、うどんの夫ふう婦ふがいないわ」

・○べ屋：『誰だれが行くかチキショ──！』

「……智とも？　二人とも解放されましたの？」

「え？　ええ、来る途と中ちゆうで正まさ純ずみと一いつ緒しよに手配と処しよ理りしましたから」

　そう、と成なる実みは思った。

　会計とは、小お田だ原わら征せい伐ばつで戦せん闘とうをした。会計クラスが副ふく長ちようクラスを相手にしようとは良い度ど胸きようだが、そのくらいの方が有あり難がたい。特に、金が基き準じゆんというならば、倒されたところで損そん失しつや補ほ塡てんもまた解わかりやすいのだ。

　……勿もち論ろんこれは、会計二人の人となりを知らない私の見方。

「キヨナリ、会計二人はどういう人達かしら」

「金が基準で損失も補塡も解りやすい連れん中ちゆうだ」

　そう、と成実は思った。それ以上思わない事にした。

　ただ、通つう神しんでは言葉が来る。

・○べ屋：『とりあえずこっちは商しよう家かや船の整備と手配してるから。どうせだったらそっちに船で迎えに行こうか？　有料で！』

・副会長：『まあ妥だ当とうな金額だったら了りよう承しようしよう。ホントに十四日までに金払えるんだろうな？　下手へたすると私に来るんだから、とりあえず逃げるなよ？』

・○べ屋：『大だい丈じよう夫ぶだよ！　二倍にして返すよ！』

　……駄だ目めじゃないかしら……。

　じんわりと思うが、うどんが来るのですくっておく。ただ、こうして時間を過ごしていると、

「──来るわね。来るべき者が」

　足音が響ひびいたのだ。皆がおり、周囲には他の客もいる現場だが、

　……戦せん闘とう系けいではない足捌さばきと、まだ未み熟じゆくな足音。更さらには──。

　成実は、自分の周りを見た。

　皆、うどんを待ち、身み構がまえており、場合によっては下流側に対して牽けん制せいの視線を向けたりもしているが、無む言ごんだ。

　それはつまり、周囲の音を気にしているという事で、

「──おや、既すでに集まっているのでありますか。私達なども参加したく思うものであります」

　来たのは、クリスティーナと、長なが岡おか・忠ただ興おきだ。

　白のシャツに、ロングタイト。そんな格かつ好こうの横には狩かり衣ぎぬシャツとハーフパンツの少年がいる。

　さて、とクリスティーナが、笑えみで手を掲かかげた。

　懐ふところから抜き出すものが一つある。それは、

「──カルロス一いつ世せいが、ルドルフ二世の塔とうに残していたというメモがありましたね？

　そこで彼が問うていた内容を記した手紙。私がオラニエ公こうから受け取っていたものが、これでありますよ？」







[image: 第十二章『灯火下の半合流者』]
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　クリスティーナが持ってきたという、カルロス一いつ世せいの〝質問〟が書かれた手紙。

　オラニエ公こう由ゆ来らいのそれが、どのようなものか、想そう像ぞうしながらも、皆はまず、

「これからそれの検けん分ぶんだろうけど、……うどん、どうする？」

「意い外がいとコレ、会議に向かない食事のシステムよね……」

　と、ナルゼは連続で射しや出しゆつされてくるうどんを自分ペースで摘つまみつつ、呟つぶやいた。

　正まさ純ずみが、クリスティーナと長なが岡おかに「すまん、ちょっと始まったばかりで用意がな……」と言いい訳わけしているが、ノリノリで手紙を掲かかげた向こうがちょっと晒さらし者な気も。ともあれ、

「……これ流してるアデーレ、食べる気ないのかしら」

「いや、ありますよ！　ありますよ自分！　ただ、この人数分を捌さばいていると、そっちに行くタイミングがつかめないんですよ！」

　だったら仕方ありませんわね、とミトツダイラが銀ぎん鎖さを引き出した。

『？』

　鎖くさりはアームをもたげて疑問するが、ミトツダイラが指し示じを与えると、アデーレの方に向かう。そういえば英国でもこんな事やってたわね、と思うが、

「──とりあえずコレでアデーレも合ごう流りゆうね。うどんも見てるんでしょうし、関かん東とうの連れん中ちゆうとも繫つながりはとれてるんでしょ？　だったら次、──見せて欲しいわ、今回のネタの前ぜん提ていとなったカルロス一世の問いかけを」

　と、そんなこちらの言葉に、まず浅あさ間まが表示枠サインフレームを開いた。

　そこにあるのは昨夜、毛もう利り・輝てる元もとから受け取ったメモの内容だ。

　書かれているのは、

《たいきょうさまにことばあそひのしつもん

　ういりあむにたのむか》

　書かれた文字と共に、ナルゼは相手を見た。

　瑞典スウエーデン総そう長ちようクリスティーナ。彼女に対し、正純が言う。

「──このメモの内容。つまりはカルロス一世が、〝たいきょうさま〟への質問を、阿蘭陀オランダ総長であったオラニエ公ウイレムに頼んでいたと、そんな事を示している。

　そしてその〝質問〟の内容を、貴女あなたが所持していると毛利・輝元から聞いた」

　これは事実だ。何しろクリスティーナは今、その〝質問〟が書かれた手紙を手にしている。

　……羊よう皮ひ紙しね。

　歴史再さい現げん準じゆん拠きよというだけではない。表示枠サインフレームによって情じよう報ほう化かされた言葉は、ともすれば通神帯ネツトを介かいして一気に広まってしまう。

　ハード側に保存する事は、一種のセキュリティだ。

　羊よう皮ひ紙しの手紙にしか残されていないなら、その情報は唯ゆい一いつの存在。

　それらを理解しているのか、問いかけを正まさ純ずみが一つ送った。

「そこに書かれた内容、こちらに教えて貰もらう事は可能か。瑞典スウエーデン総そう長ちよう」
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　ミトツダイラは、クリスティーナの動きを見た。

　彼女は小首を傾かしげ、こう言ったのだ。

「──基本、私と武蔵むさしの関わり合いは、本ほん能のう寺じの変へんに介かい入にゆうする事への関かん与よ、その事かと考えているのでありますが……」

　彼女の態度と言っている意味は解わかる。つまり、

「その手紙の件を応じるのであれば、本能寺の変についての話し合いなどは却きやつ下かさせて欲しいと、そういう事ですの？」

「国家間の取引としては、そうせねば、瑞典が危険でありますゆえ、ええ」

　正論だ。そしてまた、クリスティーナの表情なども、仕方なさを持っている。

　こちらに親しん身みになりたいと、そういう感覚はあるのだろう。

　……噓うそでは、なさそうですわね。

　ここでこちらの同情を引く意味などないし、恐らく、彼女は交こう渉しようがあまり上手うまくない。

　無表情に徹てつする事は得え手てだろう。

　情報を集める時も、出す時も、一番安全なのは無関心を装よそおう事だ。

　だが、彼女には一つの弱点がある。それは、

　……自分の事、ですわね。

　他者、他国と言った、己おのれの外にあるものについては無関心を装い、〝もの〟扱いに出来る。が、自分が直結したいものについては、それが出来ない。

　感情が漏もれ、無関心の殻からが壊こわれてしまう。

　傍ぼう観かん者しやである事には得手だが、当事者である事には不得手と言ったところか。

　今もそうだ。

　ネルトリンゲンをもって、クリスティーナは恐らく〝こちら側についた〟と、そう自覚しているのだろう。だがそこから考えると、彼女の今の立場は面めん倒どうだ。

　瑞典としては、安全に三十年戦せん争そうを終え、ヴェストファーレンで戦せん勝しよう国こくを名乗りたい。

　本国の意い向こうは、あまり武蔵に関わるな、という辺りだろう。

　クリスティーナが、その立場を無視出来る訳わけも無い。ゆえに、

「では、正純、どうしますの？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純が首を下に振った。

「ネルトリンゲンでの救きゆう出しゆつ。それとの引き替えに、手紙を頂いただこう」

　彼女の決定に、成なる実みが眉まゆを上げた。彼女は箸はしを持ち上げ、

「……武蔵むさしの目的としては、本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうを彼女に補ほ助じよして貰もらう事じゃないの？」

「そちらについて、どのような方法をとるかは、私に幾いくつかの考えがある。ゆえに、本能寺の変への介入補助については、前にも言った通り、ゼロベースで瑞典スウエーデン総そう長ちようとは交こう渉しようをしたい」

　言った。その言葉に成実は首を下に振った。

「オプションがあるなら、それに任せるわ。無ぶ粋すいな事を聞いたわね」

「否いな、確かく認にんとしては大だい事じだろう。──瑞典総長も、それでいいだろうか？」

　問いかけの先、クリスティーナが肩から力を抜きながら頷うなずいた。

「Ｔｅｓテスタメント．、私としてもその方が気き楽らくでありますとも。ええ」

　だから、

「本能寺の変への介入、それについて瑞典に何かを頼むという交渉ならば、また別の機き会かいにいただければと、そう思うのであります」

　彼女の台詞せりふに、ミトツダイラは頷いた。浅あさ間まが記録を取り、ネシンバラも頷いている。

　クリスティーナも胸に手を当てて会え釈しやくしているからには、

　……今の彼女の言葉は、〝公式〟となりますのね。

　いずれ近い内、本能寺の変への介入のため、彼女と議ぎ論ろんする。

・銀　狼：『大きな一歩ですわねえ……』

・副会長：『まあ、一いち概がいに安心は出来ないが、可能性は広がったよ。──良い事だ』

　ただまあ、と正純が瑞典総長に視線を向けた。

「今回の手紙の引き渡しも、ちょっと気を遣つかう事にしよう」

　そして正まさ純ずみが、こう言った。

「瑞典総長。──貴女あなたの夫は、貴女の身み内うちか？」
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「え？」

　いきなりの問いかけに、クリスティーナは戸と惑まどった。

　夫という存在。いや、まだ忠ただ興おきは元げん服ぷくしておらず、結婚が出来る訳わけでもない。

　……ですから、ええと、夫という基き準じゆんをここで用いられましても……。

　と、こちらの指に触れるものがあった。

　忠興だ。彼がこちらの手を摑つかもうとして、

「────」

　一度引かれたため、意味も解わからず応こたえようとしたのがいけなかった。

　彼に手を伸ばした瞬しゆん間かん。彼もこちらに対してそうした。

　結局、摑まれる位置が深くなり、手首をホールドされる。

　だが彼は、構わずに力を込め、改めて武蔵むさし副ふく会長へと視線を向ける。

「俺おれが身み内うちか、って？

　──そうだよ。別にそれがフツーだろ。他人の訳わけねえし、何かあんのかよ他に」

　その声に、クリスティーナは息を吸った。

　……何とも。

　法ほう律りつや決まり事、慣しゆう習かんではなく、お互いの関係をそれぞれで決めようとする。

　新しん鮮せんでありますね、

　その意味を認めるために、クリスティーナは応じた。おやおや私、笑えみを得ているでありますよ、と思いながら、

「Ｔｅｓテスタメント．、そうであります。忠ただ興おき様とは身内の中でありますゆえ」

　言い切った。

　おお、と武蔵の第三特とく務むが頷うなずいた。そして武蔵副会長が、一つ頷き、

「では、貴女あなたの持っている手紙は、その長なが岡おか少年と共用出来る訳だな？」

　告げられた言葉と意味を、クリスティーナは悟さとった。

　武蔵側が、この遣やり取とりの中で、何をしようとしているのか。

　……ちょっと気き遣づかい。そうでありますね。

　含がん意いを理解する。その内容は、全面的に同意出来るものだったので、クリスティーナは武蔵副会長に会え釈しやくを返した。そして、

「忠興様、これを見て頂いただけますか？」
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　クリスティーナは、自分が手にしていた羊よう皮ひ紙しの手紙を忠興に渡す。すると彼はそれを無む造ぞう作さに受け取り、片手で振るように開いた。

　縦たて。手で吊つるすように見て、

「……ん？」

　横にして、ああ、と呟つぶやいた彼は、今、皆の注ちゆう視しに気付いていない。

　だが彼は、一度羊皮紙を顔に近づけ、眇すがめになった。ややあってから、首を傾かしげ、

「ほら、返すよ。……ってか、何だこりゃ」

　戻してくるのを受け取りながら、クリスティーナは問うた。

「どうであります？」

「どうもこうもねえよ」

　忠興が、視線を逸そらしながら口を横に開いて言う。

「数字の並び？　式か何かだったら俺に期待すんじゃねえよ。何書いてあるか解わからねえ」

　彼の台詞せりふ。困ったように言われた口く調ちように応じたのは、自分ではなかった。

　Ｊｕｄジヤツジ．、という応答を寄よ越こしてきたのは、武蔵むさしの副ふく会長だった。

「──成なる程ほど、では、その手紙をこちらで引き取ろう、長なが岡おか夫ふ人じん。

　ホライゾン、両腕うで出してくれるか。〝密ひそか〟に受けとってくれ」

　あ、と武蔵総そう長ちようが手を上げた。

「そしたら、ホライゾン、ネイトに渡してくんね？　それが一番いいと思うからさ」
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　忠ただ興おきは、今の状況の意味が解わからなかった。

　どういう流れかは解らないが、己おのれが手紙を読めなかったら、クリスティーナがそれを武蔵側に渡す事になった、ようだ。というかそうなのかどうかも解らない。

　……どういう事だ？

　だが、自分の目の前、テーブル下に来た両腕にクリスティーナが手紙を渡してしまう。

「おい、ちょっと待てよ。お前の、渡していいのかよ」

「──忠興様、それを明めい言げんしては駄だ目めな現場でありますよ？」

　困ったような顔をされると、こっちもまた引き下がれない。

　悪い流れを作ってしまったな、と思うが、一人だけ除のけ者もののような感覚は嫌いやだ。

　年下。馬鹿にされたり、無知を利用されたくないというのもある。

　そんなこちらの思いを悟さとったのだろうか。武蔵の副会長がこう言った。

「別に、お前を馬鹿にしている訳わけじゃない、長岡。──何故なぜなら、お前のその手紙に対する見解は、長岡夫人も共に持つものだからだ」

「は？　コイツ、これ、読めるんじゃないのかよ？」

　いえいえ、と妻つまが微笑した。

「読めなくなってしまったのでありますよ」

「はあ？」

　噓うそだ、というのは解る。だが、

　……俺おれに〝合わせた〟にしても、同情とかじゃねえよな。つまり──。

「ええと、要するに、俺の見解が、俺とコイツの見解になるって事か？」

「なった、というところだ。そうだな瑞典スウエーデン総長」

「Ｔｅｓテスタメント．、──私は今まで、それが読めたかどうかは口にしていないものでありますし」

　妻の言葉。そこから逆ぎやく算さんして考えるのは、〝彼女が手紙を読めるかどうか〟だ。

　……つまりこいつは、今まで、読めるとも、読めないとも、言ってなかった。

　それが、〝俺が読めない〟に合わせて、〝こいつも読めない〟になったのは、

「こいつが読めるかどうかは、俺次第、って事になってたって訳……、か」

　否いな、違う。微び妙みように違う。

　……そういう事に〝なってた〟んじゃねえ。そういう事に〝した〟んだ。

　この位は自分で解わかっておきたい。だから思し案あんの唸うなりを作ると、

「フフ、愚ぐ弟てい。長なが太ぶとが何か考え込んでるわよ？」

「しょうがねえなあ。──おい長太、嫁よめ、こっち来いよ。俺おれらの横。上流側が空あいてるからテキトーに椅い子す持ってきて並べ」

「いや、お前、話題断ち切ろうってもそうは──」

　手を引かれた。見れば妻つまが、こちらの摑つかんだ手首を掲かかげ、

「忠ただ興おき様、行きましょう」

　よくねえよ、と思った。何しろ自分が利用されたような感が有り、それがどうして行われたかも、イマイチ理解していないのだ。だが、

　……まあ、俺が大きくなってナメられなきゃいいだけか。

　再さ来らい年ねん見てろよ、と思う位には余よ裕ゆうがある。だから、

「しょうがねえ。だけど、ちょっと教えろ。副ふく会長。

　この手紙、──もし、俺が読めたらどうする気だったんだ？」

「──この馬鹿に読ませる」

　彼女の即そく答とうに対し、周囲、皆が動きを止めた。だが副会長は両腕うでを広げ、

「皆、大体、どのような事になるか解っているだろう。下手へたをするとその手紙が失われたり、状況証しよう拠ことして番ばん屋やに預かられる事もあるだろう。だがコイツは絶対読めない。見苦しい言いい訳わけをしてメシをマズくする。下手をすると一生憶おぼえてる勢いだ。確信出来る」

「……あまり聞きたくないが、それで一体どうするんだよ」

　問うと、第三特とく務むと第四特務が耳を塞ふさいだ。

「いいわ、言って、正まさ純ずみ」

「お前ら自己防ぼう衛えい早過ぎだろ。──だがまあ、長なが岡おか、馬鹿が読めなかったら、話は単純だ」

　副会長が、箸はしを持ち上げて言う。空中を摘つまむように二本の棒ぼうを動かし、

「──価か値ちの無いものとして、ゴミになるから、それを私が回かい収しゆうする」
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「は？」

　長岡は、首を傾かしげた。副会長の言ってる意味が、また解らなかったからだ。だって、

「コイツの持ってるこれには価値があるんだろ？

　何でそこの馬鹿が読めなかったら、無価値になるんだよ？　その馬鹿、神様か何かかよ」

　抗こう議ぎする。だが、

　……あれ？

　何となく、今の自分の言葉で、話が繫つながってきた気がする。

　その理解を促うながすように、馬ば鹿かが声を飛ばしてきた。

「その場合、オメエはどうすんだよ」

「いや、そりゃあ、そんな事ねえよ、って言うよ。俺おれが読めるんだし、その内容が解わかれば、これには価か値ちがあんだよ、って」

「でも俺は読めねえんだろ？」

「だったら俺がお前に内容を──」

　と、そこまで言って、全てが繫つながった。

　……あ、そうか。

　解った。馬鹿が読めず、読める自分が価値を主張したならば、

「俺からその内容を示さねえと、価値があるかどうか判はん断だん出来ねえんだ」

「そうだ。その場合、商品をまず見せろと、そういう事だな」

　つまり、

「そうなったら、長なが岡おか、──お前は私達に手紙を読んで見せなければならない」

　そうだ。自分が読めて、馬鹿が読めなかった場合、そして自分が価値を主張した場合、そうならざるを得ない。

　自分がその内容を武蔵むさし側に知らせない限り、武蔵側はその価値を認めないのだ。

　それはこっちの交こう渉しようとしてはベタ降りだが、これは一つの問題を含む。

　……瑞典スウエーデンとして、立場がマズくなる。

　武蔵に対して、交渉カードの内容をバラした上で、交渉を放ほう棄きしたようなものだ。

　そんなこっちの得とく心しんを悟さとったのか、妻つまが言う。

「ええ、その場合、私としては、内容の公表を忠ただ興おき様には控えて頂いただくものであります」

　だよなあ、と内ない心しんで思いながら、忠興は妻の事情を考える。

「なあ、おい」

「何であります？」

「武蔵側につくつもりだよな」

「──瑞典としては、答えられない質問でありますよ？」

　ならば、と忠興は思った。自分の妻としては、どうなのだ、と。

　握った手首。これが掌てのひらだったら、握り返しのジェスチャーなどもあっただろう。だが、

「武蔵側だ」

　ネルトリンゲン。告こく白はくして受け入れられたのだ。自分は武蔵に所しよ属ぞくする。それを理解の上で受け入れられたのだから、妻もそうだ。そう信じる。

　だったら、この場合は、どうなるか。

「俺に、内容の公表を控えさせなくてもいいぞ」

「──そうなのでありますか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──俺おれもこう言う。内容見たけど、無む価か値ちだってな」

　だから、と、忠ただ興おきは指さした。先さき程ほど妻つまが差し出して、受け取られた羊よう皮ひ紙しを指さした。

　あれが政治的にスゲー重要なんだってのは解わかってる。武蔵むさしが、戦せん勝しようのカタとして欲しがるくらいに大だい事じなものだと、俺には解ってる。

　しかしそれを言い出したら、妻はあれを武蔵に渡しにくくなる。武蔵に関わってほしくない瑞典スウエーデンに、気を遣つかうハメになる。

　だったら、妻の身み内うち、代だい理りとなれる俺は、こう言わないと駄だ目めなんだ。

「いらねえよそんなもの。──読んだけど、大した内容じゃねえ」

　だけど、と妻の手を引く。言われた席へと足を向け、

「夕ゆう飯めし食わせろ。そのくらいの価値はあんだろ」
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「終わった？」

　ナルゼが耳を塞ふさいだまま問うてくるのに対し、ミトツダイラは頷うなずいた。

　ある意味流石さすがですわねー、と思いながら、狼おおかみはやってきた両腕うでから手紙を受けとる。

「我が王がアシストして、ホライゾンの両腕が上手うまく繫つなげましたわね」

「アリアダスト君の両腕は、ネルトリンゲンでも正しよう体たい不明の怪かい異い扱あつかいだから、ミトツダイラ君はその手紙を、怪異の落とし物として手に入れた事になるのか……」

　事実としてその通りだから、どうしたものか。ともあれ、

「〝誰だれかが直接受けとった〟はありませんのね。──で、正まさ純ずみ、これですけど……」

「おいこら馬ば鹿か、ミトツダイラに受けとらせてどうするつもりだったんだ」

　正純の声が、王に向かう。すると自分の王はホライゾンと全力でうどんを食っていた。

「え、何、──が！　き、きたねえぞホライゾン！　戻って来た両手を使うな！」

「ククク、敗者の負け惜おしみは勝者にとっては甘かん美びですねえ」

「あの、ホライゾン？　何か鼻から……」

　浅間の言葉と、皆の注ちゆう視しの中、ホライゾンがゆっくりと後ろを向いた。彼女は、鼻の穴を片方押さえた上で、ズ、と音を立てる。

　ややあってから、ホライゾンは平然と振り向き、

「何でしょうか浅あさ間ま様、一体」

「いえ、それでいいなら、うん、いいんですけど……」

　いいらしい。ならばこちらは、

「あの、我が王？　この手紙、私が受けとってますけど──」

「え？　ああ、それでいいんだよ。だってあれ、スタートラインとなったメモは、ネイトが持ってきた訳わけでさ。──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとかママンなんかから見ても、ここはネイトが手紙の所有者になった方がメンツが立つんじゃねえの？」

　気を遣つかい過ぎですわよ？　と苦く笑しよう混じりに、ミトツダイラは席を立つ。

　対して見ると、クリスティーナが苦笑で肩をすくめてくれた。

「……国と国の遣やり取とりというのは、面めん倒どうなものでありますねえ」

「いえ、それも初めの内で、武蔵むさしは慣れてくると雑な扱いになりますわよ？」

「だとしたら、その方が気き楽らくでありますね」

　と、彼女から差し出されたものを、自分は掲かかげた。

　皆の視線があるが、まずは一いち礼れい。その上で、

「ええと、では、これを我が王に献けん上じようしますわ」

　自分の椅い子すを持って、王と姫ひめの後ろに座った。

　……この手紙は、まず、王に見せねば。

　ホライゾンと王が覗のぞき込んで来るのを、広げる手紙で受け止めるようにする。まるで、玩具おもちやを買って貰もらったばかりの子供のようだと思いながら開いた羊よう皮ひ紙し。

　照しよう明めい術じゆつ式しきの下、茶色い皮用紙の上に見えるものは、

「……何ですの、これ」

　書かれているのは、数字の羅ら列れつだった。







[image: 第十三章『流れ処の思索者達』]
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　クリスティーナから受け取った手紙。

　それを広げたミトツダイラは、ある文字の羅ら列れつを、そこに見た。

　数字だった。二桁けた、三桁。それが幾いくつも並び、文のような形を構こう成せいしている。

　ミトツダイラは、声に出して読もうとした。だが、こんなものを音として聞いても、解わかる者はいないだろう。

　だから、ミトツダイラは急いで表示枠サインフレームを展開。撮さつ影えい術じゆつ式しきで羊よう皮ひ紙しの文字列を読み取る。

「──ええと、皆様？　これ、意味が解る方、いらっしゃいますの？」
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　クリスティーナは、忠ただ興おきにも回ってきた羊皮紙の画が像ぞうを見た。

　書いてある文字列は、見知ったものだ。それは、

「12・46・57・68──」

「お前、これ、憶おぼえてるのか？」

「よく眺ながめていたものですから、それなりには」

　すげえなあ、と、本ほん気きで感心されると、少し嬉うれしい。この記き憶おく力りよくは自じ負ふでもあるからだ。

　だから、忠興の視線に合わせて、自分は言う。自慢の証あかしを。

「──58・78・66・１１０・32・43」

　一いち行ぎよう空あく。

「96・26・94・１１５・79・90・26・42・１０６・43・82・１１５・91」

　そこでまた、一行が空く。

「90・92・42・23・79・81・１０４・83・42・１０５・11・87・84・85・86」

「マジで憶えてんなあ……」

　しまった。感心通り越して、ちょっと引かれているであります。

「え、ええと」

　という戸と惑まどいを、忠興はしかし、勘かん違ちがいしたらしい。

　あ、と声をつけて、彼は表示枠をこちらに見えるようにしてくれた。

　恐らく、憶えているのはそこまでと、今の狼狽うろたえをそんな風ふうに読み間違えたのだろう。

　否いな、そこから先も憶えている。

　だけど夫の勘違いと気き遣づかいは嬉しくて、

「有あり難がとう御ご座ざいます」

　告げた後に、またクリスティーナは数字を読んだ。

「31・24・84・73・１００・64・43・18・75・90・26・42・83・84・85・86・55」

　一ひと息いき。次が最後だ。やや離れた位置、数字が並ぶ。

「──81・43・75・67・19・20・36・77・１０１・23・90・25」

　それで終わり。

　そしてクリスティーナは、肩から力を抜いて視線を上げた。

　周囲。皆が沈ちん黙もくしていた。

　だが、この黙だまり込みは、先さき程ほどまであったような牽けん制せいや、悪い予感を伴うものではない。真剣に、誰だれもが表示枠サインフレームを凝ぎよう視ししているのだ。

「あの」

　自分はこれを解かい読どくしている。

　そのための助じよ言げんを欲するのかどうか、問おうとした。だが、

「ああ、うどん食っててくれ、瑞典スウエーデン総そう長ちよう。今、ちょっと目の前に来た案あん件けんに対し最初の思し案あん中だ。──銀ぎん鎖さがサーブするから、そっちで頼む」

　見上げれば、上の方で鎖くさりが箸はしをつかんでこちらを窺うかがっている。

　通じるでありましょうか、と思いつつ頷うなずきを送ると、鎖は波打ちながら自分に捻ねじった手て拭ぬぐいを巻き、うどんをサーブしてきた。
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・副会長：『そういう訳わけで、やってきた手紙だが、皆、第一印いん象しようを言ってくれ』

・●　画：『オタク、解わかりなさいよこれ』

・未熟者：『ど、どういう命令だよ一体！』

・ホラ子：『ネシンバラ様──!!』

・未熟者：『こ、こういう時だけそう来たか!?　そう来たね!?　──これはつまり、あれだよ。一つ一つの数字に〝ある・無し〟が含まれていて、それを読み解とく事で、数字の片側が言葉を為なしてるという、そんな仕掛けだ！』

・眼　鏡：『前に六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの生徒会長が、数字と文字の置き換えって言ってなかった？　だとしたら違うんじゃない？』

・ホラ子：『ミトツダイラ様──！』

・銀　狼：『我が王──！』

・俺　　：『ホライゾン──！』

・ホラ子：『──駄だ目めなんじゃないですかねえ』

・約全員：『あ、諦あきらめに来た……！』
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　皆の惨さん憺たんたる現状を見て、関かん東とうにいる誾ぎんはこう思った。

　……外から見るとこれは酷ひどい……。

　しみじみ思う現場は、夜の浜はま辺べだ。沖おきでは篝かがり火びを焚たき、それに寄ってくる魚を小舟で網あみを仕掛けて捕とる一方、自分達のいる浜の上では幾いくつも作られた竈かまどを用いての調理が進んでいる。

　大おお久く保ぼからの案で、雨天でもない限り、この浜にて皆の食事を摂とる事になっている。

　それは配はい給きゆうと備び蓄ちくの管理の簡かん便べん化かと、皆の意見の通しやすさを優先としたもので、

「三征西班牙トレス・エスパニアでも、各施し設せつ詰め込んだアルカラ・デ・エナレスや、皆の市いち場ばなどが、こんな役やく目めを果たしていましたね。宗むね茂しげ様」

「立たち花ばな家けは街よりやや上の位置にあったので、いつも行きと帰りは市場の露ろ店てん食堂で済ませていたものです。──時とき折おり聞ける誾さんの噂うわさ話ばなしなど、なかなか興きよう味み深くて」

　初耳だ。こんなところで何て事を、と思うが、宗茂としても現状を悪くはとっていないという事だろう。

「──決けつ戦せんの日は、皆が〝頑がん張ばれよ！〟と押し出してくれたものですが、誾さんの両腕うで断ったりいろいろで、私、しばらく立花家に逗とう留りゆうしたじゃないですか。下の街では〝あいつとうとう殺されたか〟って噂になってまして」

「負けると思われていたのではないでしょうか。ともあれ貴き重ちような話題です、宗茂様」

　ただまあ、

「──大だい丈じよう夫ぶですよ。今の宗茂様はお強いです。当時からもそうでした」

「もっと強くなりますよ。……ここを見て、皆を見ていると、そう思います」

　宗茂は、静かに言った。

「勝った戦いくさは、安あん堵どもですが、歴史を動かしたという充実があります」

「動かされるのもまた悪くはないものです」

　そうですね、と、負けた経けい験けんのある者同士、笑えみが篝火に見える。

　不ふ意いに彼の顔が近づき、

「────」

　はしたない、と思いつつ、戦勝という言いい訳わけで三秒程自分に許可した。

　そして、一ひと息いきを入れ、

「……宗茂様、武蔵むさしの皆が、アレな感じですが」

「ええ、先さき程ほど見ましたが、あれは何かを伝えるための文章ですね」

　言われて、誾は思った。宗茂は二に重じゆう襲しゆう名めい。立花・宗茂の他は、西班牙スペインの郵ゆう政せい事業を民間として始め、牛ぎゆう耳じったガルシア家の長ちようだ。

　手紙や書面を扱う立場上、文字関係には知ち識しきがある。つまり、

「──宗むね茂しげ様！　サイトに書けます！」

「私も思わぬところで技能が生かせるものです」

　宗茂が、表示枠サインフレームに言葉を作った。

・立花夫：『こんばんは！　立たち花ばな・宗茂です！』
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・貧従士：『……何ですかね。何で、名乗るよりも、挨あい拶さつだけで、誰だれか解わかるんでしょう』

・俺　　：『いや、イトケンといい勝負じゃね!?　イトケン、ほら！』

・いんび：『やあこんばんは！　怪あやしい者ではありません！　インキュバスの伊い藤とう・健けん児じです！』

・ベ　ル：『あ、イトケン君、ほら、わ、私の、それで、先に、やあ、って言うの』
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・俺　　：『おいムネオ、先に、おーい、とか、やあ、とかつけないと、ちょっとベルさんがいきなり過ぎてビックリするかもよ』

　成なる程ほど、と宗茂は思った。

・立花夫：『おーい解わかりました！　おーいこれから気を付けます！　おーいお任せ下さい！』
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・ホラ子：『負けましたねトーリ様』

・俺　　：『く、くっそ！　俺おれが悪いんじゃねえ！　俺は悪くねえぞお──！』

・あさま：『はいはい鈴すずさん。鈴さんのせいでもないですからねー。……ええと、面めん倒どうなのでこっちから誾ぎんさんに直すよう言っておきます』
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　直した。一ひと息いき入れて、誾は思し案あんする。

　……さて、少々改めたいところですが……。

「宗茂様、これが何かを伝えるための文章だというのは？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と宗茂が、表示枠に言う。

・立花夫：『まずこれが、一いち行ぎよう空あきの羅ら列れつだという事です。例えば物品のリストの場合、一いち覧らん性もですが、情報の効こう率りつを図るために、一つずつ空けるという事はありません。また、同種のものだったならば、〝、〟や一文字空けで横に全て並べるでしょう』

・十ＺＯ：『文章であっても、一行空きにしなくていいのでは？』

・眼　鏡：『──伝える内容が、一文ごとにあまり繫つながってないんだと思います』

・未熟者：『思〝います〟う!?』

　書しよ記きのツッコみに、誾ぎんは少し気分の悪化を感じた。同じように思ったのだろうか、英国の作家の方から、

・眼　鏡：『他国の役やく職しよく者しやへの直接忠ちゆう告こくでタメ口とか、君は何処どこまで馬ば鹿かなんだい』

・●　画：『──仕方ない、私が矯きよう正せいしてあげよ、う、と……』

・未熟者：『待て！　ネームを進めるな……！』

・眼　鏡：『進める〝な〟？』

・未熟者：『進めないで下さい御お願ねがいします！』

・●　画：『こっち見て話さない男の言う事聞くと思ってんの？』

「──鮮あざやかな陽よう動どうと見事なぶった切りですね、誾さん」

「Ｊｕｄジヤツジ．、武蔵むさしの住人は、その辺りの切れ味が鋭く、話がしやすいです」

　ともあれ、と誾は問うた。

「宗むね茂しげ様。──他、この羊よう皮ひ紙しの内容について、言える事は」

「ええ。数字の羅ら列れつを見れば解わかりますが、一文ごとに長くなっていますね」

　つまり、

『書いている内容が、段階を踏んでいる、という事ではないでしょうか。また、最後に数行空あいて一文がありますが、これなどは、〝追つい伸しん〟に近い内容ではないでしょうか』
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　ふむ、と皆が頷うなずくのをミトツダイラは見た。

　……副ふく長ちよう補ほ佐さの言う通りならば、この内容、意味がしっかりあるものですのね。

　単なる覚え書きや、品目リストなどではない。ならば、

「だとすると、この数字の解かい読どくは？」

「普通に考えたら、いろはの割り当てに何か別の式を当てたものだろうね」

　書しよ記きが、顎あごに手を当てながら言う。

「まずはいろはを数に割り当てて、何か暗あん号ごう表ひようとか、もしくは身み内うちで解る公式か、そう言ったものでノイズを与えるんだ」

「たとえば？」

「カルロス一いつ世せいの書しよ簡かんなら、〝一〟世なので１プラスとかね。そこまで単純じゃないだろうし、別のものかとも思うけど、こればかりは探っていきながら、当たりを詰めていくしかない」

「……詰める事って、出来るんですか？」

「実際、読んでる人がそこにいる」

　書記が、瑞典スウエーデン総そう長ちようを顎で示した。

　彼女はしかし、何の反応も見せずにうどんを摘つまむ。現状では〝読めた〟という事も無しという、そんな扱いなのだ。

　だが、ヒントの欠片かけらのようなものが、別から来た。

　浅あさ間まだ。彼女は眉まゆをひそめ、首を傾かしげながらだが、

「──幾いくつか、符ふ号ごうみたいなものは見えますね」

　浅間の言葉に、書しよ記きが振り向いた。

「本当!?　お、教えてくれないか浅間君！　流石さすが、祝のり詞となんかで文字に親しいね！」

「……あの、ネシンバラ君、最近ちょっとプライドが無くなってませんか」

「君も含めて皆が削けずりに来るんだよ！　ともあれちょっと頼む！　こっちも夏のイベント用に大型企き画かくを考えてるから忙いそがしいんだ！」

・●　画：『夏のイベントのついでに行われる国家事じ業ぎよう……』

・眼　鏡：『取しゆ捨しや選せん択たくがなってないよなあ』

・未熟者：『き、君達が言うか!?』

　まあまあ、と浅間が表示枠サインフレームを広げた。彼女が手を上げて示すのは、数字の羅ら列れつの末まつ尾びだ。

　瞬しゆん間かん。浅間が、視線を王の方に向けた。

「あの」

　トーリ君、と言うより先に、ホライゾンが、王の首を摑つかんで強ごう引いんに浅間側に回す。

　ホライゾンなりのサービスだろう。だがムーブが唐とう突とつであったためか、

「くけ」

　と王が変な息を漏もらしたが、まあいつもの事。スキンシップ（物理）。

　ともあれ王の復ふつ帰きに五秒程掛かった。

　そして身を起こした王が、どうしたものかと苦く笑しようする浅間の視線に気付く。

・あさま：『トーリ君、ちょっと、試したいんですけど』

　……試す？

　疑問の先、王が一いつ瞬しゆん、こちらと、他へと視線を走らせた。

　チェック。その上で彼が言う。

・俺　　：『あ、ネイト、ベルさん。あと、テンゾーも。──浅間の方、ちと頼む』
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　王の指し示じ。その内容と人選を聞いた時、あ、とミトツダイラは思った。

　何をするか解わかった。鈴すずや第一特とく務むに、確かく認にんの視線を向ける意味も無い。

・不退転：『どういう事？』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、──この人選で、〝試す〟となったら、方法は一つですのよ？』

・俺　　：『そういうこった。ちと、──浅間、進めてくれ』

　言わずとも解る。ゆえに指し名めいされた自分達はお互い、息を潜ひそめ、浅間の声を聞く。

　すると浅あさ間まが立ちあがり、皆に対して表示枠サインフレームを展開した。数字の羅ら列れつ。その一部を拡大し、

「えーと、ここ、ちょっと見て下さい」
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　クリスティーナは、浅間神じん社じや代表の声を聞いた。

　横、忠ただ興おきが、流しうどんの水遊び感覚に夢む中ちゆうになっているのが可愛かわいらしい。だが、その横で、通る声がこう告げた。

「ここと、ここ。──末まつ尾びの数字の並びが同じなんですよ。ほら、見て下さい。長文の方、後ろの二つの末尾、何とここ、〝84！　85！　86！〟何と三連！　三連で同じ数字が並んでるんですね！　これはなかなかありませんよ！」

　し・か・も、と続けられて、クリスティーナは気付いた。

　……これは、神しん道とうの深夜通つう販はん番組〝神道ネットあさま〟の売り口こう上じよう……！

　最近、浅間神社の大代表が通販番組からは引いん退たいするかも、という情報が出ていたが、後こう継けいが育っているとなれば確かにその踏ん切りも解わかる。

　ここで録ろく音おん出来る状態にしていなかったのが恨うらめしい。しかし、

「──それに、ここを注ちゆう目もくです！」

　浅間神社代表が告げた。

「84！　85！　86！　という数字が並んでいますね!?　しかも文ぶん末まつ！　だとすれば、これはたとえば〝～ました〟や〝～でした〟などの語ご尾びではな・い・で・しょう・か！」
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　鈴すずは、即そく座ざに手て指ゆびを走らせた。

・ベ　ル：『ちがう』

　一いつ瞬しゆん遅れて、今の判はん断だんに補ほ佐さとなる言葉が来た。

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．！　違いますわ』

・金マル：『え？　何が違うの？　アサマチの推すい測そく？』

　それもあるが、実際はもっと別のものだ。

　自分とミトツダイラ、そして点てん蔵ぞうが先さき程ほどトーリに選せん抜ばつされた理由。その意味は、

・十ＺＯ：『今の浅間殿どのの言げんに、瑞典スウエーデン総そう長ちようがどのような反応をしたか。自分らは、それを読んでいたので御座るよ』

　だが、

・十ＺＯ：『──浅間殿が推すい論ろんを述べた瞬しゆん間かんも、その後も、瑞典総長は平然と食事の動きを続けたで御座るな』

　うん、という頷うなずきを、鈴は心の中で作った。

　返答として、自分達は会え釈しやくも何も、表おもてには出さない。何しろ今、クリスティーナも同席している現場だ。こちらの動きが気付かれる場合もある。

　そんな状況で為なすべきは一つ。

　クリスティーナの反応を読み、浅あさ間まの推すい理りが当たっているか、重要かどうかを計る。

　音と挙きよ動どうに敏びん感かんな自分や、ミトツダイラ、そして点てん蔵ぞうにしか出来ない事だ。

　もしも浅間の推すい論ろんが合っていたならば、

・ベ　ル：『合ってるなら、変わる、筈はず』

　反応をしたい、という思いは何処どこかに必ず出る。

　クリスティーナが、どれだけ本心を隠かくせるかは解わからない。

　だが、反応が無かった。

　これが、聞こえていないならば仕方ない。が、

・ホラ子：『浅間様が、通る声で渾こん身しんの通つう販はんをされましたからね。あれで、届かない事も、注ちゆう意いを引かない事もありますまい。確実に耳に通ったかと』

・あさま：『私、いつもこんな事やってると思われたらどうしましょうか……』

・金マル：『アサマチ、考え込んだ方が負けだよん』

　でも考えないって、試合放ほう棄きじゃないかな、とも思う。

　しかし、クリスティーナは無視した。

・ベ　ル：『あさま、さんの、芸げい、無視、した、の』

・あさま：『あの、鈴すずさん、何か誤ご解かいが初しよ手てからある気が……』

・不退転：『──でも、こういう可能性は無いの？　浅間神じん社じや代表の芸が〝合っていた〟。だからこそ瑞典スウエーデン総そう長ちようが無視した、という可能性は？』

　喜き美みが浅間の肩に手を置いては払われているが、今は気にしない事にしておく。

　何故なぜなら、

・●　画：『その可能性は無いわ。──理由は鈴が知ってる』

　凄すごい信頼だ。だが、確信出来る事がある。

・ベ　ル：『──忠ただ興おき君、近く、だから』

　鈴は、クリスティーナの無視に感じる違い和わを、こう告げた。

・ベ　ル：『一人じゃ、ない、の』
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・傷有り：『？　……どういう事です？　点蔵様』

　メアリの、うどんのサイドメニューを表示枠サインフレームで眺ながめながらの言葉に、点蔵は頷うなずいた。

・十ＺＯ：『つまり、──あ、天てん麩ぷ羅らはつまり極きよく東とうのフリッターで御ご座ざるが、歯ごたえと味なら舞まい茸たけや根こん菜さい、口の味を変えたいなら紫し蘇そや大おお葉ば、ワイルドに行きたいなら、寧むしろザックリと切られて来る野菜で御ご座ざる。あとは、食事として添えたいならばこちら、キス天とか』

・傷有り：『……が、頑がん張ばりますっ』

　何がで御座るかな、と思うが、俯うつむき気ぎ味みのメアリの頭の上に表示枠サインフレームが来た。

・賢姉様：『フフ、口の味を変えたくて、ワイルドにキス強請ねだってどうする気？』

・金マル：『枕と同じ暗あん喩ゆだよねコレ』

・ホラ子：『まあ、いつか勝負の機き会かいを設けねばなりませんなあ、コレは』

　勝かつ手てに決められてるで御座るよ？　と思うが、メアリが既すでに注ちゆう文もんしてしまった。

　ただ、メアリの疑問には答えておく。今の状態がそうだが、

・十ＺＯ：『一人では無いので御座るよ、メアリ殿どの』

　つまり、

・十ＺＯ：『クリスティーナ殿は、何か反応をしても、横に忠ただ興おき殿がいるからそれでよう御座ったので御座る。寧むしろ情報秘ひ匿とくとしては、忠興殿をカモフラージュとするように、今の反応が忠興殿宛あてかどうか解わからぬようにする、というのがテで御座ろう。

　それが、一切の反応なしとなると、クリスティーナ殿の不慣れで御座ろうな』

　言った。すると、

・あさま：『あ、いや、点てん蔵ぞう君、それはちょっと違うんじゃ……』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、ちょっと第一特とく務むの見けん解かい、違いますのよ？』

・十ＺＯ：『え？　それは──』

　あの、とメアリが小さく言った。彼女は手元に表示枠を開き直し、

・傷有り：『クリスティーナ様が、長なが岡おか様をカモフラージュのように使う。……そのような事が、クリスティーナ様に出来るでしょうか』
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　これは失しつ態たい、と点蔵は内ない心しんで吐と息いきした。

・十ＺＯ：『つまりクリスティーナ殿には、長岡殿抜きで、ただ自分として反応しないか、するか、の二に択たくしか残されてなかったという訳わけに御座るか』

・銀　狼：『Ｊｕｄ．、……ですけど、瑞典スウエーデン総そう長ちようにとって、もう長岡少年は身み内うち。だから、当たりであれば、彼を巻き込むべきかどうか、却かえって判断の迷いが出る筈ですの。──だって、二人の事を、一人で決めるのはいけないと、先さき程ほどあったばかりですものね』

　だが迷いも何も、忠興への確かく認にんともとれるものも無かった。ならば、

・十ＺＯ：『では、浅間殿の推すい論ろんは本当に〝違う〟ので御座るな』

　手紙の内容。同じ数字の並ぶ語ご尾びは、ました、や、でした、という言葉で終わるものではない。つまり、

・立花夫：『丁てい寧ねいな、親しい文面ではありません。要件のみを伝えるものですね』

・金マル：『先に貰もらったメモには〝ウイリアムに頼むか〟とあったよね？　だとすれば、ここにある三文字って〝ですか〟とか〝なのか〟とかの疑問系けい？』

・あさま：『いえ、それもまた、違うと思います』

　浅あさ間まが、即そく座ざに言葉を送った。

・あさま：『三文目と四文目、文ぶん末まつが〝84・85・86〟と同じに見えて、四文目にだけ〝55〟が後ろにつくんです。疑問系で三文字の末まつ文ぶんに、もう一字足すというのは、ちょっと無いと思います』

・●　画：『四文目だけ、後ろに〝？〟なのつけるとか』

・未熟者：『これはあれだよ……！　自分の書いたものに含みを持たせるため、最後に〝……〟とか〝！〟をつけたんだよ……！』

・約全員：『お前の事だよ！』

　すると、これさあ、という声が関かん東とうから来た。

　直なお政まさだ。

　久しぶりに見る彼女の言葉は、一ひと息いきのタイミングをもって届いた。

・煙草女：『要件のみなら、指し示じ書しよだろうさ。それも、段階さ』

　皆が、ちらりと視線を向け合う。

・貧従士：『段階、ですか？』

　どういう意味なのか。

・ホラ子：『あの、直政様、その答え、ホライゾンにだけ教え、その上で、ホライゾンに教えたと言わないでおいて頂いただければ、ホライゾンがさも気付いたように皆様に言えるのですが、如何いかがでしょうか』

　流石さすがで御座るな……！　と戦せん慄りつする視線の先、直政がこう言った。

・煙草女：『いや、ホライゾン、今のアンタのでいいんさ』

　それは、

・煙草女：『極きよく東とう語ごの活用さね。──〝教え、教えろ〟、とか、そういう事さ。一文字くっつくだけで強調性を入れた段階指示になるんさ。そういう物言いじゃないんさね？』

・未熟者：『だとすればこの内容、随ずい分ぶんと事務的かつ高圧的なものとなるね』

　ネシンバラが、椅い子すに背を預け、浅く座り直しながら言った。まるで食い過ぎたように、しかし実際は暗あん澹たんを感じた雰ふん囲い気きで、

・未熟者：『──カルロス一いつ世せいは、元々が〝問う〟つもりだったんじゃないかな。それが実際は、書いている間に、何かを命令しているような内容になってしまった。

　ならば恐らく、彼が問うているのはここだ』

　表示枠サインフレームの中、赤いラインが走って矢や印じるしを書いた。その位置は、

・未熟者：『離れた位置にある追つい伸しん。これこそが彼の問いかけで、その前にある四行は、おそらくそれとは別の、急きゆう迫はくした状況を示す指し示じだろう』

・副会長：『飛ひ躍やくしろ、ネシンバラ。許可する』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラが箸はしを取った。そして彼は、その動きをカモフラージュとして、表示枠サインフレームに高速でタイプした。

・未熟者：『カルロス一いつ世せいが、公こう主しゆ隠かくしを追っていたのは確かな事だ。

　そして僕達は、公主隠しを追いながら、ちょっと面めん倒どうな事に気付き始めた』

　つまり、

・未熟者：『僕達が今まで見てきたもの。──ノヴゴロド、真さな田だの遺い跡せきにあった謎なぞの施し設せつ、そして北ほう条じようの地下遺跡も。それらが示すものは、公主ってのが、ひょっとすると黎れい明めいの時代からの何かに関係しているんじゃないか、って事だ』
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　ネシンバラは告げる。箸を割りながら言葉を作る。

・未熟者：『何処どこにもない教きよう導どう院いん。それが恐らく、つい最近まであったという事を、薄うす々うすながら僕達は気付いている。……恐らくはカルロス一世の世せ代だい。三十年程前まで、ね。

　そこにいた者達は、おそらく大半が公主隠しに遭あっている。

　だったら、何をそこでしていたのか？

　そして僕達は、ノヴゴロドで、こう聞いた。──そこでは、公主と友人になろうとしていたと、そんな話を聞いたんだ。

　──だからここで飛躍しよう』

　一ひと息いきと、竹水路の水に箸を入れ、うどんを掬すくいながらネシンバラは言葉を投じた。

・未熟者：『──元もと信のぶ公こうは、末まつ世せ解決のための手段として、大罪武装ロイズモイ・オプロを作っていた。

　三み河かわで解わかった通り、創そう世せい計画も、彼の手によるものだ。

　そして彼の〝何処にもない学校〟では、公主と友人になろうとして失敗していた。

　ならば僕の結論はこうだ。──カルロス一世達、彼らのいた〝何処にもない学校〟では、末世を解決するための方策を考えていた。逆に言えば、〝何処にもない学校〟とは、末世解決のための聖せい譜ふ越えつ境きよう隊たい。彼らの集まる場所だ』

　そして、

・未熟者：『そこで彼らは、結論したんだ。末世を救うための方法として、創世計画と、大罪武装の二つの方法を、ね』
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・眼　鏡：『で？　──カルロス一世が手紙に書いた〝質問〟は、何を示してるの？』

・未熟者：『えっ？』

・副会長：『……いや、お前、私はカルロス一いつ世せいの手紙がどういう内容かというので飛ひ躍やくしろと言ったんだが、他の話題に吹っ飛ばれると、流石さすがにな』

・未熟者：『え？　あー、ちょっと待った。それは追つい補ほする！　すぐする！』
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　皆は、ネシンバラが会話のカモフラとして竹の水路を箸はしで逆に搔かくのを見た。

・約全員：『水遊びかよ！』

・未熟者：『タイピングするための誤ご魔ま化かし動作が思いつかなかったんだよ！』

　だが、彼は言った。

・未熟者：『その手紙が作られた時期は解わからない。だけど、P.A.Odaが創そう世せい計画などと言い出すより前だろう。ならば簡単だ』

・ホラ子：『──創世計画と大罪武装ロイズモイ・オプロをやろうぜ！　とか、そんな内容かもしれませんねえ』

　ホライゾンが無む造ぞう作さに言葉を作った。

　そしてネシンバラが動きを止め、数秒が経たち、さらにややあってから、ホライゾンが思い出したかのように呟つぶやいた。

・ホラ子：『おっといけません。今の、ネシンバラ様が言うべき内容でした。ホライゾン、ちょっとうっかりで場を読んでおりませんで、すみません。──ではどうぞ』

・未熟者：『言うタイミング失してるよね!?　だよね!?』

　だが、ネシンバラは、すくい直したうどんを器うつわに浸つけながら、こう言った。

・未熟者：『あるとしたら、その辺りの検けん証しようや、指し示じなんだと思う。これは恐らく、元もと信のぶ公こう達が何をしていたかに直結し、いろいろなものを結びつける証しよう拠こだ。

　──とりあえず、夏のイベントはあるけど、僕がそれを預かって解かい読どくに励むよ』
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　珍めずらしい事もあるものだ、と正まさ純ずみはネシンバラの事を思う。

　うちの書しよ記きは、どちらかというと我が事中心で、そういう意味では会計達と似ている。だがそれが、自分から仕事を欲したとなると、

　……我が事として、興きよう味みを持ったか。

　本に夢む中ちゆうになって寝しん食しよく忘れるという経けい験けんを、正純も少なからず持っている。だから、

・副会長：『やってみろ、ネシンバラ。──本ほん能のう寺じの介かい入にゆう、それまでが締しめ切りだ。そこで恐らく、私達は明あけ智ち・光みつ秀ひでと接せつ触しよくする。それまでに、ノヴゴロドでオラニエ公こうが告げようとしていた内容を知る事には、意味がある』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラが言って、皆も応じた。

・不退転：『そうね、書記の彼女が暗あん号ごう解かい読どく得とく意いだものね』

・金マル：『Ｊｕｄジヤツジ．、シェイクスピアがいれば大だい丈じよう夫ぶだよね』

・十ＺＯ：『確かにシェイクスピア殿どのなら、充分で御ご座ざろうな、メアリ殿』

・蜻蛉切：『成なる程ほど、メガネは連れん絡らく係で御座るか。ならば安心……！』

・未熟者：『待てええええ！　僕の力がそんなに見たいのか君達は！　後こう悔かいするよ……？』

・労働者：『傷口広がるからあまり言うな』

　ふむ、と正まさ純ずみは一ひと息いきを入れる。ここから先は、それぞれの共とも食ぐいだろう。

　だが、大だい事じなのは、ここからなのだ。

「では、私達の問題はそれとして……」

　さて、と言うと、瑞典スウエーデン総そう長ちようがこちらに振り向いた。

「……憶おぼえていたのでありますか？」

「Ｊｕｄ．、気付いていない筈はずがない。何しろ、貴女あなたはここに来た時こう言った。──私達〝なども〟、とな」

　だとすれば、

「一体、誰だれが一いつ緒しよに来ている？　そして要件は何だ？　聞こうじゃあないか」

　言った瞬しゆん間かんだ。

「要件は簡単ですじゃ……！」

　太い声が、上の方から響ひびいた。
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　はっとして正純が振り仰あおいだのは、竹水路の上流側。階段テラスの上方だ。

　夜空を背はい景けいとする角度。

　だが、そちらには人ひと影かげも何も見えない。ただ、代わりにこちらに届いてくるのは、鎖くさりが多重に動き鳴る音と、男の声で、

「あっ！　ちょっ、やめっ、やめるのですじゃ！　ひ、駄だ目めっ、そんなに拙せつ僧そうの脚あしは開かないですじゃ……！」

「……ミトツダイラ、銀ぎん鎖さ」

　狼おおかみが、無む言ごんで銀鎖を引く。すると、

「あっ、や、やめてしまうの……!?　もっと！　もっとひと思いに絞しめていいのよ!?」

「……ミトツダイラ、ちょっと」

　狼が更さらに無言で銀鎖を引いた。反応は一いつ瞬しゆん無かったが、三呼吸くらいの後で、それが階段テラスの上側に見えた。

　鎖に吊つるされた、一人の学生だった。

　太った中ちゆう年ねん。

　剃そり上げた下は、夏だというのに袈け裟さ仕立ての極きよく東とう制せい服ふくを着込んでいる。

　だが、照しよう明めい術じゆつ式しきに照らされたその姿すがたに、反応する者がいた。

　ネシンバラだ。

　先さき程ほどから、羊よう皮ひ紙しの文字をタイプし直していた彼は、顔を上げ、

「ま、まさかあの人は……！」

「あー、知ってるのかネシンバラ」

「知らないのかい!?　関かん西さいの同どう人じん大おお手て〝暗あん黒こくＧジー理り性しよう党とう〟の主あるじ、──安あん国こく寺じ・恵え瓊けいだよ！」

「違──う！　違うですじゃ！」

　銀ぎん鎖さに下ろされた男は、懐ふところから手て鏡かがみを取り出した。

　手て指ゆびを使い、しかし器き用ように、彼は目め尻じりのメイクなどを鋭く直し、

「現毛もう利り家け所しよ属ぞく、そしてこれよりM.H.R.R.神聖ローマ帝国羽は柴しば麾き下かへと転てん入にゆうする予定の外がい交こう僧そう、先見と実行力の私をそんな古い落ち着いた名前で呼んでもらっちゃ困るのですじゃ……！」

　彼は、一度腕うでを組み、それを左右に強く広げながら、身を回した。袈け裟さを翻ひるがえし、

「人呼んで、暗黒Ｇ──」

　そして不ふ意いに足を強く踏み、ポーズを取ると、彼は叫んだ。

「Ａ……！　Ｋ……！　──憶おぼえておくのですじゃ？」

　それを見ていた皆が、無む言ごんで、隣となりにいる者の横よこ腹ばらを肘ひじで突いた。







[image: 第十四章『暗黒からの使者』]
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　ＡＫは、照しよう明めい術じゆつ式しきの下で辺りを見回した。

　……ほほう。

　階段テラスに並んでいるのは、極きよく東とう側を主体とした武蔵むさしの面々だった。

　初しよ見けんの相手ばかりだ。自分は外がい交こう僧そうだが、基本、毛もう利り側の歴史再さい現げんを担当している。そしてこの時期、毛利と松まつ平だいらの交流は乏とぼしいのだ。

　そんなＡＫの歴史再現としては、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの水攻めが転てん機きとなる。この時、羽は柴しば側との講こう和わをまとめたのがＡＫで、彼はそこから羽柴側へと身を移すのだ。

　だが、それゆえに今のＡＫは、武蔵側の面々を資料と情報でしか知らない。

　ただ、その一方で、個人的によく知っている相手もいる。

　……あの御ご仁じん。

「そこにいる者」

　と、呼びかけた瞬しゆん間かん。眼鏡めがねの少年が立ち上がった。

「──僕に用かい？　暗あん黒こくＧジー・ＡＫ」

「誰だれ？」

　言うと、場が止まった。否いな、でも本当ですじゃ。何だか少年の周囲に表示枠シーニヤカドルがたくさん出ているが、ひょっとして私、悪い反応をしたですじゃ？

　とはいえ、自分が言葉を投げかけた相手は、こちらを無視している。うどんを食して、隣となりの相あい方かたと評しているが、何、そんなうどんなど、地ち中ちゆう海かい方面ではいつでも食せるものですじゃ。

「そこ」

　もう一度呼びかける。今度は名前もつけて、

「黒くろ髪かみ翼つばさと見受けるが、どうですじゃ？」

　笑えみで投げかけた声は、無視された。

　……ふむ。

　同どう人じん界かい隈わい。こちらを知らぬ者などいまい。基本は小説草そう紙しだが、先見性で旬しゆんを見いだす能力には秀ひいでているし、生産力があるために複数ジャンルが基本だ。それがために昨今では、自分の出す草紙を〝旬のカタログ〟代わりに買っていく者が増えている。

　外交僧。それも毛利や羽柴に繫つながるという事もあり、作家の多くはこちらの筆ふでに注ちゆう視しし、傅かしずく者だって少なくない。

　このところの旬は、やはり武蔵勢、そして羽柴勢だろう。毛利は西さい国ごくであるため、羽柴勢を敵や味み方かたとしてネタにすると人気が高い。毛利側なのに羽柴を推おすとは、という意見もかなりあるのだが、それが自分の歴史再現だ。後は筆力で支持者をつかめばいい。

　時とき折おりに、羽柴勢を推すだけではなく、敗はい北ぼくからあんな事やそんな事になる内容など絡めたりで、ネタもギャップが必要ですじゃ。

　そしてそうしてきた。

　対し、武蔵むさし側を見ると、

　……やはり、大おお手ては武蔵漫まん画が草そう紙し研究会の黒くろ髪かみ翼つばさ。

　東とう国ごくイベントでは武蔵勢や関かん東とう勢を書いた方がウケるので、たびたびそうしている。彼女とは、小しよう説せつと漫画の違いはあれど、ネタが幾いく度どかかぶったり、本人をモデルにした事もある。

　そう言った事は、この女作家にも通じている事だろう。

　自じ負ふではないが、影えい響きよう力りよくはある。襲しゆう名めい者しやなのだ。作家の大半は、こちらが興きよう味みを持った場合、その事に感かん謝しやや畏い怖ふをし、繫つながりを良い形で保とうとする。

　だが無む論ろん「貴女あなたをエロ草紙にしました」などと言ってはならない。「いつもお世せ話わになっております」も厳げん禁きん。訴えられても文もん句く言えないですじゃ。めっ。

　一応敵てき対たい勢せい力りよくだ。お互い、水面下でいろいろ考えながら、上うわっ面つらでは友好に。

　ゆえに今、こちらからは、笑えみで言葉を投げかけた。

　だが、今、目の前の相手は、こちらに振り返りもせず、

「──あ、マルゴット、そっちの山さん椒しよう取ってくれる？」

　完全無視だ。

　明らかに聞こえていただろうに、こちらを拒きよ絶ぜつしている。だから、

「黒髪翼殿どの？」

　呼びかけた先、本人はやはり、

「────」

　無視された。だが、不ふ意いに横から声が来た。

「ナルゼ。知り合いなのか？」

　武蔵の副ふく会長だ。有あり難がたい。無論、彼女と知り合いという事は無いが、

「知り合いじゃないわ」

　だって、

「カタギでいる時間帯たいに筆ひつ名めいで呼びかけてくる馬ば鹿かを、誰だれが相手するってのよ」
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　左さ様ようで、と恵え瓊けいが言う声を、ナルゼは聞いた。

「──何アンタ。国家間交こう渉しようだったら、夏休み中は禁止されているでしょ？　何でこんなところに来てるのよ」

「ところが国家間交渉なのですじゃ」

「それは──」

　と言った時だった。横にいたクリスティーナがこう言った。

「この方の歴史再さい現げんは、夏休み前から引き続き行われているのであります」

　それはつまり、歴史再現の継けい続ぞくだ。教きよう導どう院いんが夏休みに入っても、個人の歴史再現として継続され、彼はそれを果たさない限り、夏休みには入れない。

　だとしたら、どのような歴史再現があるのか。

「簡単ね」

　ナルゼは言った。恵え瓊けいが戦せん国ごくの世に躍おどり出るのは、ある事件を期にしている。

「備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの講こう和わ。──毛もう利り側の代表として、羽は柴しば勢ぜいとつける講和が、まだ出来ていないんでしょう？　だって羽柴は関かん東とうにいるんだものね」

　言ったなり、隣となりからちょっとアクションが来た。

　マルゴットだ。彼女が、山さん椒しようをこちらに渡す動きで、腿ももを軽くぶつけてくる。

　気付いてる？　と、そんなタイミングを感じさせるアクションだ。だが、腿に外から当たる相あい方かたのタイツの感かん触しよくと、内側の弾だん力りよく、そして伝わる熱が、

　……夏よね……！

　思わず反応しそうになるのを堪こらえ、ナルゼは山椒を受け取った。その際、彼女の手て指ゆびに触れ、一度軽く引いておく。

　解わかってるわ。そういう事だ。

　では、何が解ってるかというと、

「──こういう事ね？　自分を乗せて武蔵むさしは関東まで行け、と」

　つまり、

「欧おう州しゆうに、武蔵を置いておく訳わけにはいかない。排はい除じよする。そういう事よね」
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　ナイトは、はは、という笑い声を聞いた。

　恵瓊が、軽く前後に手を振り、首を左右に捻うなる。開いた口から言われるのは、

「排除する？　──そこまでは言わぬですじゃ。私としては、ただ関東の羽柴様に会う要件があるのみですじゃ」

　言うもんだー、とナイトは思った。だが、

・金マル：『──ガっちゃん、よくこの暗あん黒こくハゲの歴史再現とか知ってたね」

・●　画：『Ｊｕｄジヤツジ．、夏休み、ずっとこっちだったら野の良らイベントでも出ようと思って。ちょっといろいろ調べてたのよ、こっちの事』

　きっと既すでにネームくらい切ってる。調べてる間から動き出すのが彼女の個性だ。見当つけて飛び込んで行く辺り、思し案あん派はの自分にとっては有あり難がたい。

　だけど、とナイトは思い、問うてみた。正まさ純ずみに対し、椅い子すの陰で一度手を振ってから、

「──どういう理り屈くつで武蔵を関東に持って行くつもり？」

「簡単ですじゃ。──武蔵むさしはまだ、輝てる元もと様から六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの傭よう兵へいという立場を解除されておらぬのですじゃ。だから武蔵は関かん東とうに輝元様を迎えに行く。

　当然ですじゃろ？　それに私は便びん乗じようしていく。これも当然ですじゃろ？」

　ぬけぬけと言う。

　だがその場合、どうなるか。こちらとしては首を傾かしげて、

「傭兵契けい約やくはしてる──」

　正まさ純ずみの肩かた上うえでツキノワが両前足を上げた。

　……おっと。

　危ない。つい、してる事を認めそうになった。認めたら「じゃあ六護式仏蘭西所しよ属ぞくである私の言う事を聞くのですじゃ」とされる可能性が高い。だから、

「と、したらさ。ちょっと疑問が出るんだけど」

「何ですじゃろ？」

「傭兵契約は、傭兵である事の契約。そこで任務が与えられた場合、料金は別べつ途とになるけど、そこらへん大だい丈じよう夫ぶなのかな？　誰だれが払うの？」

「輝元さまですじゃろ」

　しれっと言われて、ナイトは思った、こりゃあ面めん倒どうだなあ、と。

・●　画：『……この暗黒ハゲ、恐らく羽は柴しば側にドップリよ』

　だよね、とナイトは内ない心しんで頷うなずいた。だって、

・金マル：『セージュン、一つ聞くんだけどさ』

　今の恵え瓊けいの物言いには、危険な内容がある。それは、

・金マル：『テル子は、──その代金を払えると思う？』
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　無む理りだな、と正純は結論した。

・副会長：『六護式仏蘭西ならばともかく、輝元を名指しするのであれば、それは不可能だと思う。──個人、もとより極東居きよ留りゆう地ち単たん体たいの予算で、武蔵を動かすだけの金をいきなり用意しろというのは無理だろう』

・ホラ子：『……？　六護式仏蘭西内で、毛もう利り家けはあまり力を持っていないのですか？』

・副会長：『輝元が太陽王ロワ・ソレイユと結婚したのがニュースになったのって、どうしてだと思う？』

　成なる程ほど、と皆が頷うなずく中、うどんをすすりまくっていたアデーレが、言葉を作った。

・貧従士：『あっ、がっ、くおおお、う、うまっ、これ、ちょ、ええとですね』

・あさま：『アデーレ、落ち着いて下さい。ここはうどん王国ですから、こういううどんは毎日食べられますよ？』

・貧従士：『あっ、す、すみません。ちょっとこんな美お味いしいのガッつけるのは久しぶりだったので！　で、でも、ええ、これからは毎日ですよね！』

・俺　　：『関かん東とう戻されるんならコレが最後じゃね？』

・貧従士：『え!?　ぜ、絶望ぶつけるのはやめて下さいよ！　またパン耳バリエーション増えるだけの人生に逆戻りですか!?』

・ホラ子：『アデーレ様、よく考えてみましょう。うどんは小こ麦むぎ粉こに塩振って練って作ります。そしてパンは小麦粉を練って作ります。──つまりパンに塩を振って食べれば胃いの中ではうどんと同じです。出せば更さらに同じ。さあ、パン耳に塩振って美味うまいと言いましょう』

・貧従士：『な、何かのセミナーみたいな説せつ得とくされてますよ自分！』

・副会長：『まあいいから、一体何が言いたかったんだアデーレ』

・貧従士：『Ｊｕｄジヤツジ．！　ええと、あれです！　──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの生徒会長が関東にいますけど、お金を払えないなら傭よう兵へい契けい約やく不ふ履り行こうとなるんじゃないですか？

　だったら、自分達、ここにいて毎日うどんフィーバーしてられるじゃないですか！』

・金マル：『だといいけどねー』

　と、ナイトが顔を上げた。彼女は恵え瓊けいに向かって、

「ちょっと聞くけどさ。──テル子が代金払えなかったら、どうするつもり？」

「それはあり得ない事ですじゃ」

　は？　と正まさ純ずみが疑問した瞬しゆん間かん。恵瓊がこう言った。

「関東解かい放ほうをされた輝元様。──〝関東を救った〟のですから、関東諸しよ家けの手前、迷めい惑わくなど掛ける事なく、支払われる事ですじゃ」
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　誾ぎんは、夕食後に海岸で涼みながら、宗むね茂しげと一いつ緒しよにうどん王国の状況を見ていた。

　表示枠サインフレームで時とき折おりに送られてくるのは、彼らの実況通神チヤツトだったが、その内容が、

「……この安あん国こく寺じ・恵瓊という方、ちょっと裏が読めませんね」

「Ｊｕｄ．、毛もう利り側の講こう和わに出ると言っているならば、毛利側についていると思ったのですが」

　しかし現状の彼の物言いは、輝元の立場を追い詰めている。

・あさま：『あ、誾さん達の方、恵瓊氏が所しよ属ぞく不明の〝誰だれおま〟表ひよう示じになってますね。ここからは本人を尊そん重ちようして〝暗あん黒こくＧジー〟にしますので』

　ＡＫの方がいいのでは、と思うのは、今まで〝誰おま〟で並んでいた名前の部分が、一いつ斉せいに〝暗黒Ｇ〟に変わるからだ。すると、

・銀　狼：『智とも、……何だか凄すごく、表示枠の中が子供くさいというか……』

・未熟者：『いいじゃないか！　なかなか無いよ！　こんな思い切った名前！』

　将来の事を考えていない気もするが、

「書しよ記きの言う事ですからね、宗茂様」

「ははは誾ぎんさん、逆に言えば今回くらいは有りという事ですね」

　流石さすがは宗むね茂しげ様、常に前向きです。

　だが、気に掛かる事がある。この安あん国こく寺じ・恵え瓊けいについてだが、

「やはり羽は柴しば勢ぜいとして考えた場合、どのような戦せん術じゆつを？　──人狼女王レーネ・デ・ガルウ」

　振り仰あおいだ背後。浜の食事処どころがある。そこで振り向いた相手は、羊ひつじの脚あしの丸焼きを手にしていて、

「あら、何ですの？　急用ですの？」

「一応、そちらの大たい将しように関わる事なのですが……」

　あらまあ、と人狼女王は姿勢を正した。そしていきなりに、

「──輝てる元もとに、そんなお金はありませんわよ？」
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　だよなあ、と正まさ純ずみは思った。

　だとすれば、今、目の前にいる相手の狙ねらいは明確だ。

「安国寺・恵瓊。──つまりこういう事か？」

「何ですじゃ？」

「羽柴に対して、土産みやげが欲しいのか？」

　問うた先。安国寺が表情を動かした。

　彼は、小さく笑ったのだ。そのタイミングは、

　……そうではない、とでも言いたげだな。

　だが、実際がどうなのか解わからない。ゆえにこちらとしては、ナイトが先さき程ほど、自分達が傭よう兵へいだと認めなかったように、

「──傭兵の話と同様、ここからは仮か定ていとして、議ぎ論ろんを続けよう」

　警けい戒かいする。前ぜん提ていをちゃんと明めい示じした上で、言葉を作る。

「武蔵むさしは現状、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの傭兵だ、とする」

　仮定だ。その上で、

「……ネルトリンゲンの戦せん闘とうについては、関かん東とう側の戦せん域いきの多くを六護式仏蘭西に任せる事と、長なが岡おか夫ふ人じんを救う事で得られる利の部分を、傭兵の報ほう酬しゆうとして得ている。

　だが、武蔵が関東へ戻る事については、現状、毛利側とは利害の一いつ致ちも何も見解が無い。

　この状態で関東に武蔵を向かわせると言うならば、そのための正式依い頼らいと、依頼料が必要となる」

「正式依頼は、私の言葉で充分ですじゃろ。──備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの講こう和わを為なすため、私は輝元様と羽柴様が共にいる現場に向かわねばならぬのですじゃ」

　依頼内容が、先程より明確になった。

・金マル：『うっわー……、御ご免めんセージュン』

・ベ　ル：『え？　な、何？』

・●　画：『マルゴットは、さっき、このハゲが〝輝てる元もとと羽は柴しばと一いつ緒しよの現場に行く〟って処ところまで、言葉を引き出せてないのよ』

　否いな、まあそれでも充分だったが、少々の厄やつ介かいがある。それは、

・不退転：『──条件後出しをするタイプかもしれないわ』

・貧従士：『条件、後出し？　……何です？　それ』

・銀　狼：『何か言われて自分が負けそうになると〝実はそうじゃないんだ〟って、条件を上乗せしたり、真しん相そうを明かす、というやり方ですわ』

　確か、北ほう条じよう・氏うじ直なおが、議ぎ論ろんで追い詰められた時にそうやって逃げようとした。

　あれは結局、ネシンバラが議論を断つようにして全て返したのだが、

　……あのような物言いを、主とする、という事か。

・未熟者：『Ｊｕｄジヤツジ．、大体は思いつきだから、言い逃のがれだし、それに付き合ってると本論がズレていく。だから、それをやられたら〝判はん断だん条件が変わるなら、初期の条件で話し合いをしようと思っていたこちらは付き合い切れない〟と、切った方がいい。

　もう話はズレた訳わけだし、向こうは勝つまでそれをやるつもりだから』

・●　画：『でも、そこで相手が勝利宣せん言げんしたらどうするのよ』

・未熟者：『放っておけばいい』

　ネシンバラが、安あん国こく寺じをちらりと見て、言葉を続けた。

・未熟者：『──相手と、その仲間が何か言ったところで、こちらが対たい処しよしようとした論はこちらの勝ちで終わってるんだ。相手は新しく思いついた次の論しか言えなくなる訳だから、後々、気が向いたらそれを潰つぶしてやればいい。

　新しく思いついたり、見つけてきた論なんて穴だらけだから、回を重ねるごとに楽になっていくものだよ。

　──それに、外から見ていれば、どっちが勝ってるかは明確だろう』

・約全員：『…………』

・未熟者：『何だい皆、僕の論ろん戦せんの話が、そんなに格かつ好こ良かったかい？　だったらもっと褒ほめてくれても構わないんだよ？　あ、いや、そうじゃないか。はは、僕の今のポージング、いや、そうではなく、僕のこの前まえ髪がみが──』

・金マル：『何で誰だれも何も言ってないのに評ひよう価か条件どんどん変えていくかな？』

・●　画：『シッ、回を追うごとにチープになっていくから、最後まで見届けてからツッコむのよ』

　なかなか厳きびしい。

　だが、ネシンバラの言う理り屈くつは、基本、意見の衝しよう突とつというレベルのものだろう。

　論ろん戦せんとしては、あらかじめ〝隠かくし条件〟を用意する場合もある。

　自分とて、いざとなった場合の逃げ道は、幾いくつか用意しているのだ。

　それらを用いるのは、なかなか厳きびしいが、

・副会長：『本来の会議ではそんな事許されないが、〝条件を言い忘れていた〟という訂てい正せいで状況をひっくり返すのは自他共に想そう定ていの範囲内だ。それによって相手が議ぎ論ろんを打ち切る事もあれば、こちらとしても〝言い忘れていたのは失しつ態たい。この議論はノーカンで〟と逃げ切れる。

　防ぼう御ぎよの方法としては、結けつ構こう使える一方で、厄やつ介かいなんだ、コレ』

　自分は負けてない、という施せ錠じよう術じゆつ式しきが出来るのと、リスクファクターを隠しておけるので、ある程度は許容の技術だ。だが、

　……意い識しきしてやって来られると面めん倒どうだな。

・副会長：『……手の内を明かせ。そう思いながら議論だな』

　ひとまず、正まさ純ずみは息を吸った。

　視線の先、安あん国こく寺じに問うてみる。

「では、いいか？　──武蔵むさしの関かん東とう行き。正式依い頼らいは、貴方あなたが為なすものとする」

　ならば、

「そこで発生する依頼料はどうするのだ」

「それは輝てる元もと様が払いますじゃろ」

「……輝元に支払い能力はあるのか？」

　問う。何しろ先さき程ほどは「支払われることですじゃ」と、義務の有う無むとして逃げられた。

　だから今回は違う。能力という実質で問うた。

　しかしどう考えても、今の彼女にはそんな支払い能力は無い。だが、

「ありますじゃ」

　即そく答とうが来た。
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　妙みような寒さむ気けを、正純は感じた。

　……マズいぞ、これ。

　だが、内ない心しんで身み構がまえるより先に、安国寺がこう告げた。

「全く、何を言っておられる。──輝元様が払えぬ筈はずがある訳わけ、無いですじゃ」

　その台詞せりふに、皆がちらりとアイコンタクトを行った。

・傷有り：『え、ええと、すみません、今の、ある、……無い、ど、どちらです？』

・●　画：『メアリにはあってアデーレには無いわね』

・貧従士：『今、ふと考えましたが、金きん髪ぱつ以外何を挙げても答えになりますよソレ！』

・金マル：『アデーレ金髪素そ体たい論ろん？』

・貧従士：『ああ、自分、課か金きんしてないからアップグレード一切無いとか……』

・傷有り：『いえ、アデーレ様は、私に無いものを沢たく山さん持ってますよ？』

・貧従士：『ほ、本当ですか!?　即そく物ぶつ的に幸せになれますかソレで!?　例えば!?』

・礼賛者：『ほら、あるじゃないですか。貧ひん窮きゆうとパンの耳とゲーム友達が』

・貧従士：『それ全部アップグレードで裕ゆう福ふくと御ご馳ち走そうと充実に変わる内容ですよ！』

　なかなか大変だなあバルフェット。

　だが、貧窮とまでいかないが、毛もう利り・輝てる元もとの現状はそうなのだ。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとして大だい規き模ぼな戦力を展開は出来ても、毛利家の代表としてはそうはいかない。

　待て、と正まさ純ずみは言った。

「安あん国こく寺じ、……貴方あなたの発言、毛利・輝元の許可の下の事なのだろうな」

「歴史再さい現げんですじゃ」

　安国寺は平然と後出しの内容を言った。

「輝元様とて、従わねば聖せい連れんへの重大違い反はん。また、私はそれがためにまだ夏休みに入れていないのでありますじゃ。──許可が出ない方がおかしいですじゃろ」
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「あらあら、随ずい分ぶんとまた、輝元を封じに来ましたのね」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、立たち花ばな夫ふ妻さいに羊ひつじのリブを振る舞いながら、一ひと息いきを入れた。横には卵と山や羊ぎ乳ちちのパンケーキを楽しんでいる夫おつとを置き、時とき折おりにその唇くちびるにつくクリームを戴いただきながら、

「──歴史再現、それも極きよく東とう側に絞しぼるとなると、確かに六護式仏蘭西は毛利に介かい入にゆうがしにくいですわね。そして、だからこそ、惠え瓊けい氏は極東勢である武蔵むさしに対して話が出来る訳わけですの」

「あの安国寺・恵瓊、そちらの麾き下かではないのですか？」

　うーん、と人狼女王は口に指を当てて首を傾かしげた。

　……難しい処ところですわねえ。

「私、六護式仏蘭西の副ふく長ちようですの」

「それは、……自分は毛利の副長ではないので、彼の事を与あずかり知らぬと言う事ですか？」

「そういう訳でもありませんの」

　なかなか説明のしづらい部分だ。だが、

「毛利は暫ざん定てい支配されている存在。私達六護式仏蘭西としては〝協きよう働どう〟と言っていますけど、実質は麾下ですわね。ただ、その中である程度独自に動いている部ぶ署しよもありますの」

「どこでしょう!?　人狼女王！」

　流石さすがは西さい国ごく無む双そう。元気がいいですわね。

　その元気に免めんじて、即そく答とうする事にする。

「──対羽は柴しばとなる、渉しよう外がい委員会ですわ」
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　正まさ純ずみは、安あん国こく寺じが腕を組み、胸を張って言うのを聞いた。

「──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとて、三十年戦せん争そうにおいて自国の危険を予想してなかった訳わけではありませんのじゃ。M.H.R.R.神聖ローマ帝国や旧派カトリツク諸しよ国こくなどと、最低限のパイプラインは持ち、いざという時に講こう和わなど行う用意が必要でしたのじゃ。

　つまりお互いの情報を、漏もらすようなスパイ活動ではなく、越えてはならない最後の一線を防ぐために、どんなに仲が悪くなっても保つコネクション。

　それが毛もう利り所しよ属ぞくの渉しよう外がい委員会の仕事ですじゃ」

「しかし、渉外委員としては、少し言げん動どうの権けん限げんが大き過ぎるのではないか？」

　正純が問うた先、安国寺が小さく笑った。

「私は、──毛利家の渉外委員ですじゃ」

　その意味は、

「六護式仏蘭西は、他欧おう州しゆう勢ぜいの手前、M.H.R.R.旧派や羽は柴しば勢と敵てき対たいせねばならんのですじゃ。

　だから我ら毛利側が、六護式仏蘭西とは別で行動し、裏から支えるのですじゃ。

　六護式仏蘭西を支えるための私の権限、そして行動が、どうして毛利の代表である輝てる元もと様に左右される事があるのですじゃ？　迂う闊かつに私を止めたら、六護式仏蘭西が危険となるのかもしれぬのですじゃ？」

　安国寺の言葉に、正純は内ない心しんで口を横に開いた。

　……先にそれを言えよ……！

　完全な後出しだ。単なる交こう渉しよう役ではないと思い、そうなると渉外委員だろうという見当はつけてはいた。

　だが、普通の渉外委員とは、立場が違う。国家の安全を確保するための汚れ役。そしてそのためには、上うわ役やくなども無視して動くとなれば、

　……厄やつ介かいだ！

・貧従士：『ええと、何となく解わかるんですけど、この相手、ヤバいんですかね』

・不退転：『Ｊｕｄジヤツジ．、この相手、もの凄すごく面めん倒どうなものを、一つ持ってるわ』

・副会長：『国家のために独自で動くがゆえの、──機き密みつ事じ項こうだ』

　正純は、皆に告げた。

・副会長：『この相手が言う事には、裏付けがない。つまり、安国寺が羽柴側とどのような関係を持っているのか、それは安国寺だけが知っていて、噓うそであるかどうかを確かめる方法もないんだ。

　そしてその言葉を確かめる事が出来ないまま、毛利の権限を振り回される』

　先さき程ほどの、長なが岡おかと手紙の関係とは逆だ。

　価か値ちがあるなら見せてみろ、と要求出来た長なが岡おかと手紙の関係とは違い、この相手は、

・副会長：『見せてくる物が、価値ある物かどうか、証しよう明めいする手段が無い』

・ホラ子：『──正まさ純ずみ様、ホライゾンがどうにかしましょうか』

　正純は、五秒程想そう像ぞうした。

　もし、ここでホライゾンに任せたならば、

　……ある意味、サッパリした結果になるよな……。

　気付けば、テーブルの下で両腕うでがシャドーボクシングを始めている。

　やる気だ。それも物理か？　そうなんだな？

・副会長：『いや、ちょっと待った方がいいかなあ……』

・ホラ子：『……左さ様ようですか。では、両腕が交こう渉しよう中ちゆうに必要になったらお申し付けを』

　そんな時が得られるとは、一年前には思ってもなかったなあ、と、テーブルの下で手を振って去って行く両腕にしみじみ思う。

　だが、現状は厄やつ介かいが進行中だ。

　……武蔵むさしの関かん東とう行きか。

　こちらとしても、考えつかないものではない。何しろ、今、このうどん王国にいる事自体が、どちらかというと外れた行為だ。夏休みだから、他国からのツッコみも少なかろうと、そのくらいの判はん断だんによるものでしかない。

「とはいえこちらとしては、おいそれと武蔵を動かす事は出来ない」

　正純は、警けい戒かいのためにこう言った。

「──先に、代金を戴いただこうか」
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　左さ様ようですじゃな、とＡＫは内ない心しんで頷うなずいた。

　想そう定てい通り。ゆえにそれは、こう答えればいい。

「代金は、──輝てる元もと様が払うものですじゃ。私は輝元様の遣つかいにしか過ぎぬものですじゃ」

「だが、輝元はここにいないぞ」

　だったら、と恵え瓊けいは言った。

「ツケで良いじゃろうて。──関東にて支払いはあるものですじゃ」

「ツケでは駄だ目めだ。前払い。それのみにて応じる」

　掛かった、とＡＫは思った。

　この相手は、完全に、こちらの餌えさに食いついた。ゆえにＡＫは言う。

「──だったら、簡単ですじゃ」

　口に笑えみを浮かべ、髪かみのない頭を搔かきながら、言葉を続ける。

「全て、払いの用意が無い輝元様の責任。私の歴史再さい現げんの遅れは、毛もう利りだけではなく、羽は柴しば様の歴史再さい現げんの遅れともなるのじゃが、──これ全て、輝てる元もと様の責任ですじゃなあ」
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「阿あ呆ほか」

　現場にいない事を、大おお久く保ぼは悔くいた。

　里さと見みの温おん泉せん街がい。そこで湯ゆ浴あみの後、吹き抜け加か工こうにした茶ちや屋やで一ひと息いきをついているのだが、

　……わざとか、それとも本ほん気きか、ともあれ副ふく会長は食いつき過ぎや。

　相手の手段が、隠かくし事による引き込みだと気付いていたろうに。

「代金の支払い方法。そのやり方を示される際、向こうに引っ張られおって」

　代金は輝元が払う。

　輝元はいない。

　だからツケで払う。

「だがツケは駄だ目めだと、そう言ったのが失敗や」

　……馬ば鹿かが。

　相手の話わ術じゆつに、そこで乗ってしまっているではないか。

　人間、想そう像ぞうしやすい手段には、理解が早い。その流れに乗せられた。

　それゆえに、

「輝元の責任問題であると、明めい言げんされたやないか」

　単なる代金交こう渉しようが、ここから先は、輝元の責任をどう取るか、という話にすり替えられてしまう。しかも、

　……金の問題やったら、こっちにも主しゆ導どう権けんや仕込みを作れるのに、輝元の話となったら、向こうに主導権あるやろが。

　くそ、と大久保は呟つぶやいた。すると、

「御お嬢じよう様さま」

　横、背中を向けるように座っている加か納のうが、自じ動どう人形として温泉の熱が溜たまったのだろう。間かん節せつ部などの排はい熱ねつ口こうを開けて宙ちゆうに翳かざしながら、こう言った。

「安あん国こく寺じ様が、仕掛けます」
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　ＡＫは、両腕うでを広げた。一いつ瞬しゆんだけ夜空を仰あおぎ、

「まあ仕方ないですじゃ。──代金が前払いでなければ武蔵むさしを出せぬというのですじゃ。

　それでは、輝元様に全責任が行くのもやむなしですじゃ。

　二人が関かん東とうに揃そろった最大の機き会かいを失い、毛もう利りと羽は柴しば様の歴史再現が、停てい滞たいしてしまうのですからのう」

　いやいや。

「では、仕方ないですじゃ。──帰って、途と中ちゆうにある聖せい連れんのK.P.A.Italia本部に、全てを申しん告こくしてくるのがよいですじゃろうなあ」

「待て」

　武蔵むさし副ふく会長が、問うて来た。

「どのように申告するつもりだ」

「簡単ですじゃ」

　ＡＫは、一度首を回してからこう言った。

「夏休み前から引き続いていた私の歴史再さい現げんは、輝てる元もと様の責任下で中断。そしてその要因は、……解わかり切った事ですじゃろ？」

　一ひと息いき。

「──武蔵が、輝元様から前金を戴いただきたいと、無む理りを言ったせいですじゃ」
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　ナイトは、うどんを食べようか止めようか、ちょっと迷った。

　……参加する程議ぎ論ろんの実力無いしなあ。

　だが、話の進行は何となく解る。

・金マル：『つまりアレだ。コレって、要するにテル子を追い詰めつつ、武蔵もヤバい状況にしようって訳わけだよね』

・あさま：『でも、何だか凄すごく複雑な状況のようなんですが……』

・十ＺＯ：『つまり、こういう事で御ご座ざろう』

　テンゾーが、表示枠サインフレームにまとめを出してくれる。





・武蔵が関かん東とうに行く　　[image: ]武蔵が本ほん能のう寺じの変へんに関われなくなるし、関東で羽は柴しばと鉢はち合あわせ。

・武蔵が関東に行かない[image: ]安あん国こく寺じが講こう和わを出来ず、輝元と、武蔵に責任が生じる。






　こうしてまとめられてみると、解る事が一つある。

・金マル：『これ、どっちになっても武蔵がヤバくないかな？』

・十ＺＯ：『そういう意味では、安国寺殿どのの戦せん術じゆつは、まず武蔵を攻める形で御座るな』

・副会長：『要はアレだ。──この相手は、仕込んでやってきた、って事だ』

　その言葉に、ナイトはある人物を見た。

　クリスティーナだ。

　彼女が仲ちゆう介かい役として恵え瓊けいを連れてきた訳わけだが、

・金マル：『クリっぺ、かなり本ほん気きで〝情報〟の担にない手専門っていうか、面めん倒どうかどうかとか、あんまり考えてない派は？』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．、正まさ純ずみ様に任せておけば何でも戦せん争そうで解決してくれますから、面めん倒どうとか考えないで済むと判はん断だんされたのでは』

・銀　狼：『正純？　安あん国こく寺じを含む毛もう利り勢ぜいと戦争する気ですの？』

・副会長：『今は夏休みだぞ……！』

　まあまあ、とナイトは皆に言った。とりあえず、ちょっと状況は読めてきた。ならば、

・金マル：『セージュン、ちょっと基本的な事、向こうに聞いていい？』
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　ＡＫは、すぐ近くから手が上がるのを見た。

　やってきた時に対応した、黒くろ髪かみ翼つばさの相あい方かた。現場スタッフだったか。公私の付き合いとはまたこれもネタになる。ごっつぁんですじゃ。

　ともあれ彼女が、こちらに問うて来た。

「別べつ便びん仕立てて関かん東とう行ったら？」

「そうよねえ」

　こちらを見ずに、黒髪翼が言う。

「関東の輝てる元もとと羽は柴しばに会いたいなら、武蔵むさしを使わず、人員輸ゆ送そうの船を仕立てて行けばいいじゃない。何でわざわざ武蔵を使うの？　向こうで安あ土づちとトラブったら面倒っしょ」

「仕方ないですじゃ。武蔵が六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの傭よう兵へいですからのう」

　だったら、と金きん髪ぱつが首を傾かしげた。

「──武蔵は六護式仏蘭西の傭兵。Ｊｕｄ．、そうだとするね？」

　でもさ、と相手がこう言った。

「──それなら、武蔵は、毛利の輝元のために動かなくていいんじゃないかな？」
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　ナイトは、己おのれの疑問の行き先を見た。

　安国寺・恵え瓊けい。姿すがたから見るに、年ねん齢れいは〝中年〟だろう、とは思う。そんな彼は、額ひたいに手を当て、小さく笑ってこう言った。

「私は六護式仏蘭西の麾き下か。毛利とて、六護式仏蘭西の麾下である事に変わりは無いですじゃ。立場や状況、気分的なものもあって、どちらの〝派〟と言われると傾くものではあるのじゃが、──しかし、基本は同どう衾きん。

　そうでなければ毛利が六護式仏蘭西の暫ざん定てい支配を抜けた事になるですじゃ。おお、こわいこわい。そういう誘ゆう導どうではないですじゃ？」

　いやいや、と言いながら、ナイトはしくじりを感じた。

　……煙けむに巻かれたなあ。

　恵え瓊けいは、自分が関かん東とうに行けない場合は、輝てる元もとと武蔵むさしの責任だと言う。その際、彼は、輝元とは毛利家としての関わりだと、そう言っている。

　だが、武蔵が六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの傭よう兵へいとして、毛利家代表である輝元の元へ行くのを拒否すると、恵瓊はこう言うのだ。

　……テル子は、六護式仏蘭西の麾下である毛利の代表だ、だから行け、と。

　おいおいどっちかなソレ。

　輝元の扱いは、毛利家のみなのか、六護式仏蘭西麾き下かの毛利家なのか。

　すごくモヤモヤする。ダブルスタンダードだとは思うが、

・金マル：『この解かい釈しやくって、有りなの？』

・副会長：『厄やつ介かいな事に、有りだ。──毛利と六護式仏蘭西が同権ならばダブルスタンダードと言えるんだが、毛利は六護式仏蘭西の麾下だからな』

　つまり、

・副会長：『六護式仏蘭西は毛利に干かん渉しよう出来る権けん限げんを持つが、毛利に六護式仏蘭西へ干渉する権限はない。この一方通行の権限を理解していれば、ダブルスタンダードは条件次第であり得るんだ』

　うへえ、と内ない心しんで閉へい口こうする。すると、ネシンバラが補ほ足そくしてきた。

・未熟者：『要するに、各かつ国こくにとっては、「麾下のものは俺おれのもの」「麾下の厄介は麾下のもの」が出来るのが、暫ざん定てい支配の利点なんだよ。

　麾下の手て柄がらは、干渉して奪うばって、しかし麾下の面めん倒どうは「下からの干渉権限はない」って出来てしまう訳わけだから』

　だから、

・副会長：『だから輝元が太陽王ロワ・ソレイユに嫁とつぐという事は、事件となったんだ。毛利側から六護式仏蘭西の最高権限へと、常に意見を通せるラインが出来るという事だから』

・銀　狼：『では、輝元が太陽王に口くち伝づてすればいいだけではありませんの？』

・ホラ子：『それは無む理りでしょう』

　ホライゾンが、静かに言った。

・ホラ子：『この聡そう明めいで徳の高ガッ』

・あさま：『ホライゾン！　慣れない言葉を打とうとして突き指を……！』

　何か凄すごい。というか早過ぎてネタがよく解わからん。

　だが、つまりは、

「要するに、毛利の責任は毛利でとれ、って事？」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうですじゃ。──大体、輝元様が、そのような金の始し末まつでエクシヴ様を頼るような人の訳がないですじゃ」

　恵え瓊けいは笑えみのまま、頷うなずいてこう言った。

「このような問題、輝てる元もと様の方から、一人で解決してやらあ、と、そう言われると、私はそう思っておりますじゃ」





●






「言ってくれるじゃねえか。うちの対羽は柴しば渉しよう外がい担当は」

　輝元は、人狼女王レーネ・デ・ガルウから回ってくるうどん王国の状況を、空の下で見ていた。

　場所は、このところずっといた甲かん板ぱん上じようではない。

　丘の上。里さと見みを対岸に望める三み浦うら半はん島とうの上だった。

　侍じ女じよ人形達の武ルール・デ・神マリオネツタ隊たいが三浦半島を拠きよ点てんとしたため、自分達、毛利艦かん隊たいの主力は里見側には降りず、こちらに陣じんを構えている。

　これは、里見側を圧迫しないように、という判はん断だんでもあるが、

　……外がい海かいにいる安あ土づちに対し、ここが防ぼう衛えい線せんだな。

　里見は盾たてにならない。もし安土が再侵しん攻こうを掛けたら、その巨きよ体たいのみで現状の里見は潰つぶされる。よくて相打ち、といったところだろう。

　その場合、三浦半島にいれば、浦うら賀が水すい道どうを挟んで武神隊からの砲ほう撃げきや、強きよう襲しゆうも可能だ。

　山やま形がた城じようの最も上がみ・義よし光あきが、あまり里見に固こ執しつせずにいるのも、同じ考えだろう。彼女は、もしも安土が動いた場合、里見勢や武蔵むさし勢を収容して三浦半島に撤てつ収しゆうするつもりでいる。

　そうなったら、後は里見を時間稼かせぎに用い、三浦半島側から応おう撃げき。安土の巨体とて、援えん護ごも何も無しで対岸から斜面を盾たてに砲撃されるのは面めん倒どうだろう。

　距きよ離りが空あいている、という事は、一時なりとも膠こう着ちやく状態を作れる。

　それは、

「──安土側も、損を感じて再侵攻には踏み込めませんね。姫ひめ様さま」

「あたし達は将しよう棋ぎの飛ひ車しやか角かくか、って感じだな。動かないのが意味を持つって事で」

　ただ、と輝元は辺りを見回した。

　ここは三浦半島の西斜面。機き竜りゆうと武神隊が争った東斜面に比べ、森があり、敵からの遮しや蔽へいになる場所だ。元々、羽柴の艦が迎げい撃げきのために着ちやく地ちする場所を開いていたため、〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟などはその中に浸つかるように巨体を落ち着けている。

　今、自分達は尾お根ねの上で里見の明かりを見つつ、夕食会だ。久しぶりに酒も解かい禁きん。肉や、太たい平へい洋よう側の魚も出るとなれば、自動人形ベル・デ・マリオネツタ達がハシャがない訳わけもない。

　明らかに作り過ぎの料理を、定てい期き便びんで里見側に運ぶように指し示じしながら、輝元は呟つぶやいた。

「──あたしらがここで牽けん制せいしている以上、安土もなかなか関かん東とうから出られねえな」

「姫様のコレが虚きよ栄えいだったら、羽柴側も自由に動いたと思うのですけれど」

　Mouri-01の苦く笑しように、輝元は頭を搔かいた。

「意い地じを張るのもなかなか楽じゃねえ。──だけどここで下がる訳わけにゃいかねえし、格かつ好こうのつかねえところを見せる訳にもいかねえな」

　Mouri-01が差し出す皿さらから、生ハムの包みを手にとって口にする。まあ、とMouri-01が持ち主不在のフォークを掲かかげるが、輝てる元もとは気にしない。二、三口で飲み込み、

「──何かと思ったら厚あつ揚あげの生ハム包みか」

「武蔵むさしでの会食をヒントに作って見ました」

「やっぱ豆とう腐ふは西だな。柔らかさが違うっつーか。あ、でも、茹ゆで豆まめでも二、三入れておくと嚙かむ時のフックになっていいんじゃねえか。今でも充分いけるけど」

「Ｔｅｓテスタメント．、姫ひめ様さまが太陽王ロワ・ソレイユにお出し出来るよう、レシピを完成させておきます」

「茹でて包むだけじゃねえか。アイツでも出来るぞ」

　それに、と輝元は言った。

「あたしが凱がい旋せん。アイツが手を取ってエスコートだよ。だからここでナメられてらんねえ。

　虚きよ栄えいじゃなく、実際でどうにかしろって事だ。──安あん国こく寺じの野や郎ろう」

「Ｔｅｓ．、では、どうなさいますか？」

　Ｔｅｓ．、と輝元は頷うなずいた。

「〝やりたきゃやってみろ〟って、向こうに言ってやれ、Mouri-01」
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・毛利一：『──では副ふく長ちよう、そのように武蔵勢ぜいにお伝え下さい』

・現役娘：『Ｔｅｓ．、解わかりましたわ！　何やら輝元が逼ひつ迫ぱくの様よう子す。私の方から、そのように武蔵勢に伝えておきますの……！』

・毛利一：『あ、でも、姫様の〝やりたきゃやってみろ〟という口く調ちようだと、何だか武蔵勢に喧けん嘩かを売っているようですので、ちょっと勘かん案あん頂いただけると有あり難がたいです』

・現役娘：『Ｔｅｓ．、──つまり、解りやすくすればいいんですのね？』
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・あさま：『ミト、ミトのお母かあさんから〝そんなにしたいのなら、何も言わずにして下さっても構いませんのよ〟って』

・金マル：『……旦だん那なとの実じつ況きよう？』

・銀　狼：『う、うちの親は何を言ってますの!?　ちょっと御母様！』

・現役娘：『まあネイト、解らないんですの？　──舐なめ舐めされないよう、意地を張るのも難しいんですのよ？　あ、でも、お肉で包まれた柔らかいのを温かくして、御お豆まめを嚙かむようにすると非常に喜ばれますの。憶おぼえておくんですのよ？』

・銀　狼：『ま、間違いなくそれ、主語とか何かが全部抜けてますわよね!?』
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　何だかよく解わからないが、毛もう利り側は平和なようだ。

　正まさ純ずみは、だったらいいか……、と思いかけ、

　……いやいや、駄だ目めだろ。

　気を取り直す。ともあれ毛利・輝てる元もとの事だ。安あん国こく寺じが言う通り、金の問題となったら、意い地じでも他人払いはさせないだろう。だとすれば、

・副会長：『……輝元に払わせるようにしたら、負けが決定か』

・貧従士：『でもですね？　あの、毛利生せい徒と会長って、ホントにお金無いんですか？』

・●　画：『……ソレどうやって聞くつもり？　まさか〝お前、金無いんだろ？〟って聞くの？　やっぱり』

　流石さすがにそれは無む理りだろう、と正純は思う。

「でも、一応確かく認にん出来るんだからしておくか。〝お前、金無いんだろ？〟ではなく……」
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・現役娘：『Mouri-01、武蔵むさし勢ぜいから輝元への質問で〝非常に難しい問題なのだが、毛利勢の方、関かん東とうでの行動に支し障しようはないだろうか。あるならば言って欲しい〟と来ましたわよ？』

・毛利一：『Ｔｅｓテスタメント．、では、至し急きゆう、輝元様に伝えねばなりませんね』

・現役娘：『でもコレ、何だか酷ひどく回りくどくありませんの？』

・毛利一：『解りました。では、私の方から解りやすくして伝えようと思います』
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「輝元様！　武蔵勢から通つう神しんが来ています」

「おう、何だMouri-01、言ってみろ」

「Ｔｅｓ．！　──〝お前金無いんだろ？〟と」

「ナメてんのか……!?」
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・あさま：『ミト、ミトのお母かあさんから〝私の事、なめ回したいんですの？〟って』

・●　画：『作画補ほ助じよになるわね……！』

・銀　狼：『うちの母親──!!』

・副会長：『何だろう……。私、何となく意い思し疎そ通つう出来てる気がするんだが、これは現実逃とう避ひなんだろうか』

・俺　　：『オメエ、今だったら田た螺にしや泥鰌どじようとでも意い思し疎そ通つう出来るんじゃねえの？』
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　危険だな、と正まさ純ずみは改めて安あん国こく寺じをそう評した。

　……毛もう利り・輝てる元もとは、恐らく、金を払えと言ったら意い地じでも払うだろう。

　無む論ろん、関かん東とうにいる彼女個人にそのような予算は無く、毛利家としても武蔵むさしを関東に振るだけの予算を簡単に出す事は出来ない。

　だが、輝元はきっと払う。

　借しやつ金きんはしないだろう。居きよ留りゆう地ち育ちならば金の貸し借りの危険はよく解わかっている筈はずだ。

　だとしたら、と思った時だ。安国寺が、呟つぶやくようにこう言った。

「一番ありうるのは、毛利艦かん隊たいの売ばい却きやくですじゃ」

　確かに、と正純は思った。

　関東解放において、里さと見みは大きく疲ひ弊へいした。そして北ほう条じようも滅ほろびたのだ。

　もしも武蔵が関東に戻らねば、武蔵と同どう盟めいしている里見は、江え戸どや北条を代わりに預かる事になる。

　最も上がみも伊達だてもいるし、関東勢とて江戸や里見の土地を奪うばう事はしない……、と思いたい。だが、関東における里見の発言力のためにも力は必要だ。だから、

・礼賛者：『里見に武蔵が〝復ふつ興こう予算〟を渡して、それで里見が毛利艦隊を買う。そして手に入った金で毛利が武蔵を呼ぶ。すると発はつ案あんした小しよう生せいが幼よう女じよに尊そん敬けいされるというのはどうでしょうか、貧ひん多だ君』

・不退転：『キヨナリ、どうして取り締しまらないの』

・ウキー：『落ち着け成なる実み、──その幼女が姉かどうかを見み据すえてからだ』

　お前も落ち着け、と正純は思うが、御お広ひろ敷しきの言う事は、確かに利がある。

・あさま：『それ、さっき私達がやった遣やり取とりに似てますよね』

　確かにそうだ。

　武蔵が出した金を、里見から毛利を経けい由ゆして、回かい収しゆうする。

　無む論ろん、途と中ちゆうで増ぞう減げんはあるだろうが、損となる部分は少ない筈はずだ。だが、

　……なかなか難しいなあ。

　何故なぜなら、という言葉を、里見側からの言葉が継ついだ。

・立花嫁：『──会議が重めのようなので、代表委員長と合ごう流りゆうしました。

　その上で、会議参加として、一つ宜よろしいでしょうか』

　現場からの問いが来る。

・立花嫁：『──毛利艦隊を売却した場合、どうやって毛利勢は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに戻るのです？』

・ホラ子：『ミトツダイラ様の御お母かあ様さまなら、走って戻れると思いますが』

　ミトツダイラが俯うつむいたが、それはちょっと別件過ぎるだろう。それに、

「毛もう利り艦かん隊たいの売ばい却きやくは不可能だな」

　敢あえて、安あん国こく寺じに聞こえるよう、正まさ純ずみは言った。

「それをやったら、毛利が本ほん拠きよに戻った後、対M.H.R.R.神聖ローマ帝国の戦せん力りよくを失う事になる」
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　ほう、とＡＫは内ない心しんで頷うなずいた。

　……漸ようやくですじゃ。

　武蔵むさし副ふく会長は、今、こう言ったのだ。

「──毛利が、対羽は柴しばの姿勢を崩くずさぬと、そういうのですじゃな？」

　毛利の、対羽柴渉しよう外がい役としては、聞き逃のがせない台詞せりふだ。何故なぜなら、

「武蔵勢は、未いまだ対羽柴の姿勢を保ち、毛利を巻き込むと、そのつもりなのですじゃな？」







[image: 第十五章『相談時間の積み重ね役』]
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　大おお久く保ぼは、舌した打うちを宙ちゆうに響ひびかせた。

　横、加か納のうが小さく視線を向けてきたのは、行ぎよう儀ぎが悪いという咎とがめだろう。

　事実、自分の態度には、幾いくつかの視線が返ってきてもいる。

　ここは里さと見みの市し街がい。復ふつ興こう中ちゆうの中心部だ。茶ちや屋やを一いつ軒けん、壁を抜いた開かい放ほう型として、役やく場ばの機き能のうを持ち込んでいる。

　羽は柴しばの制せい圧あつ時代、役場は羽柴陣じん営えいが下ろした輸ゆ送そう艦かんへと機能を移しており、今それは向こうへと回かい収しゆうされている。

　その内容、数ヶ月分をこちらに取り戻すのは今後の課か題だいだが、元の役場の機能回復と、復興の情報処しよ理りを行うのがここの役やく目めだ。

　既すでに夜だが、遠くからは波の音が届き、街の各所からは木もく造ぞくの建築を倒す響ひびきや、時とき折おりにはかけ声も聞こえる。

　ただ、全体は静かで、表示枠サインフレームの操そう作さ音が鳴る程度だ。

　そこに響いた舌打ちは、同じように作業をしていた立たち花ばな夫ふ妻さいを振り向かせた。

「──やはり今の、引っかかりますか、代表委員長」

　立花・誾ぎんの言葉には、まあそうやな、と頷うなずくしか出来ない。

　今、自分は苛いら立だっている。しかし、

　……何しとんねん、副ふく会長は……。

　彼女はこう言ったのだ。毛もう利り艦かん隊たいの売ばい却きやくは考えない、と。何故なぜなら、

　……毛利は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとして、今後M.H.R.R.神聖ローマ帝国と向き合う必要があるからだ、と。

　それは恐らく事実で、自分達にとっても大だい事じな認にん識しきだろう。

　だが、親しん羽柴派はと見える安あん国こく寺じの前で明めい言げんするのは、危険だ。

「もしも武蔵むさしが関かん東とうに来るとしたならば、今見せた見解は、ここにいる安あ土づちを挑ちよう発はつする事になるで？」

　しかも、今の発言は、一つの問題を含んでいる。

「毛利や六護式仏蘭西としては、武蔵が自分達を対羽柴戦せん線せんに巻き込もうとしていると、そういう話になる訳わけやしな」
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　ＡＫは、武蔵副会長の意い図とを〝踏み込み過ぎ〟と捉とらえていた。

　何しろ、彼女の言げんは、交こう渉しようとしての条件でも何でも無い。単なる持じ論ろんだ。

　……毛利と六護式仏蘭西に、対羽柴、M.H.R.R.のままでいて欲しいと。

　つまり、武蔵にとって、毛利は味み方かたであって欲しい。

　そういう思いが滲にじみ出ての一ひと言ことだ。

　そしてその内容は、武蔵むさしの立場を危険とする。

「武蔵副ふく会長」

　ＡＫは、目の前の相手に言葉を投げかけた。

「それは望み過ぎですじゃろう。毛もう利り艦かん隊たいは輝てる元もと様のもの。その在り方を、輝元様以外が決めるのは、少々行き過ぎですじゃ」

「そうなのか」

　では、と相手が言った。

「毛利は、親しん羽は柴しばに回ると、そういう事か」

　逆ぎやく説せつの誘ゆう導どう尋じん問もんだ。

　毛利は親羽柴になるのだろう？　という意味を含んだ誘いで、こちらの回答を肯こう定ていに導こうとしている。

　ならばこちらはこう言うだけだ。

「毛利が羽柴側につく事こそが、歴史再さい現げんですじゃ」

〝親〟羽柴になる、とは言わない。だが、立場としての未来は見えている。聖せい譜ふ記き述じゆつの内容は確かなのだ。

　すると、相手は一つ頷うなずき、右の手を上げた。

「じゃあ、里さと見みに金を渡して、毛利艦隊を買い取らせるか」
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　ほう、と安あん国こく寺じが顔を上げるのを、正まさ純ずみは見た。

　彼は一度首を傾かしげ、問うてくる。

「それに何の意味があると、そう言うのですじゃ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──武蔵を使って貴方あなたを関かん東とうに送るためだ」

　言うと、ミトツダイラが小さく鼻で笑った。そして彼女は、

「失しつ敬けいですの」

　居い住ずまいを正す狼おおかみに、安国寺が鋭い視線を向ける。するとホライゾンが右手を挙げ、

「……失敬！」

　一いつ瞬しゆん遅れて、慌あわてた動きで、浅あさ間まが品書きを大きく振った。馬ば鹿かとホライゾンの方を強く扇あおいで、

「あー、暑い。暑いですねえ。ですよね皆……！」

・ホラ子：『おお、これはこれは浅間様、ナイス拡かく散さんです』

・銀　狼：『い、言っておきますけど、私のは失しつ笑しようですのよ!?』

・俺　　：『つーかホライゾン、オメエ、そういう時は口でもいいから音たてねえとネタ解わかんねえんじゃね？　そこらへんどうなのよ』

・ホラ子：『いえ、ちと用意が無かったもので、そのままパワーインすると、うどん（仮か名めい）が出かねない恐れがありまして』

・貧従士：『すみません！　すみません！　スタートダッシュの遅れから、今、うどん（本ほん名みよう）を食べてるんですが！』

・約全員：『失しつ敬けい！』

　失敬ルール便べん利りだな、と正まさ純ずみは思うが、ミトツダイラの失しつ笑しようくらい、有りだろう。

　狼おおかみが笑いを漏もらした理由。それは、

「理解は一つだ」

　正純は安あん国こく寺じに言う。

「関かん東とう解放終了以い後ご。安国寺・恵え瓊けい、貴方あなたが輝てる元もとと合ごう流りゆうする事で、毛もう利りが親しん羽は柴しばとなるならば、こちらはそれに荷か担たんする事を選択しない」

　だから、

「羽柴に与くみする戦力を削けずる為ため、毛利艦かん隊たいを里さと見み経けい由ゆで安く買わせて貰もらおうか」
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「ですわねえ」

　と、浜辺から皆のいる街へと歩きながら、人狼女王レーネ・デ・ガルウは呟つぶやいた。

　右手には紙かみ袋ぶくろに詰めた味付け肉を炙あぶったもの。左手は夫おつとと手を繫つなぎ、彼女は町の明かりに向かって道を行く。

「──関せきヶ原はらにて、毛利と松まつ平だいらは敵となるのが聖せい譜ふ記き述じゆつの示す未来。それをどうするか、というのは今後の解かい釈しやくや在り方次第でしょうけど、基本、敵であるという事を忘れてはいけませんのよ？」

「だとすれば、武蔵むさし側はどうするのかな」

　Ｔｅｓテスタメント．、と人狼女王は、夫の言葉に呟いた。

「渉しよう外がい担当の描く未来が、毛利と武蔵を敵てき対たいさせるものであるならば、その通りに進めるのも一つの手ですわ。

　つまり、そうなってしまうのだったら、毛利の弱体化を狙ねらうという、そんな手ですの」

　そして、

「両者を追い詰める。……否いな、武蔵を追い詰めるような算段を立てていた渉外役にとっては、思わぬ返し技も出てくるんですのよ？」
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　正純は息を吸った。

　……この相手は、厄やつ介かいだ。

　隠かくし事を用いてこちらを絡め取り、どう進んでも武蔵むさしを追い詰めるつもりでいる。

　ならばここは、こっちも覚かく悟ごが必要だ。

「毛もう利り艦かん隊たいを買い取ろう。そして輝てる元もとに資金を与える」

　ただ、

「毛利は、夏休みにおいて艦隊の再編へん制せいを掛けねばならないな」

「つまり、武蔵は毛利に対して、敵てき対たい的処しよ置ちを行う、と？」

「──それが歴史再さい現げんなのだろう？　毛利渉しよう外がい担当」

　これは、向こうが言い出した事だ。自分で言った以上、安あん国こく寺じは、歴史再現かどうかという事を全ての基き準じゆんとしなければならない。ならば、

・副会長：『相手の底を見るぞ』

・銀　狼：『向こうがこっちを追い詰めに掛かっているけど、大だい丈じよう夫ぶですの？』

　ああ、と正まさ純ずみは頷うなずいた。

・副会長：『幾いくつか面めん倒どうな手配はあるが、大おお久く保ぼが何とかするだろう』
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「御お嬢じよう様さま！　御嬢様！　怒っていいところです！　諦あきらめの溜ため息いきはいけません！」

「……何や、もう、こっちがしてやったらこっちの勝ちでええやろ、とか、最近は思うてなあ」

「御嬢様！　勝敗の条件を自分の中だけで持った時点で負け確定ですよ!?」
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　さてまあ、とＡＫは呟つぶやいた。

「つまり武蔵は、羽は柴しば様と毛利を相手に敵対すると、そういう事ですじゃな？」

　歴史再現だ。ならばここで、こちらは一つ、追い込みを掛ける事が出来る。

「武蔵は私を連れて、関かん東とうに行く。そこには安あ土づちも輝元様もいらっしゃる。

　ならば──」

　ならば、

「私が行くのは、一週間後と、そうしても良いですじゃな」
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・金マル：『どういう事？　遅らせて、意味があるの？』

・煙草女：『ああ、その事についてなら、関東から教えてやるよ』

　それはどういう事か。直なお政まさが通神帯ネツトにこう告げた。

・煙草女：『一週間もあれば、安土はその機き能のうをほぼ取り戻す。そういう事さ。

　──どうにも妙みような補ほ修しゆうを行う襲しゆう名めい者しやが安あ土づちに入ったようでさ。主しゆ加か速そく器きがシールドで覆おおわれたんさ。あの調子だと、一週間後くらいにはとりあえず動き出すだろうさね』

・ベ　ル：『じゃあ、ひょっとすると、安土と、武蔵むさしが、戦争、する、の？』

・●　画：『駄だ目めよ正まさ純ずみ、挑ちよう発はつに乗ったら！　戦争に誘われてるからって！』

・副会長：『言われると思ったら本当に言われたよ！』
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「一つ問いたい」

　正純は安あん国こく寺じに言った。

「──関かん東とうで戦争をしようにも、夏休みだというのを忘れたか？」

「誰だれも戦争をするとは言っておらぬですじゃろう」

　安国寺が肩をすくめて言う。

「但ただし、──どの勢力にも、最後の手段というものがありますじゃろ？　それは毛もう利りにも有り、羽は柴しば様にも有り、……武蔵にも有る。そうですじゃろ？」

「この遣やり取とり、記録にとっていると言っても、同じ台詞せりふを言えるか？」

「何度でも言いますじゃ」

　安国寺が両腕うでを広げた。こちらを見み据すえ、こう告げる。

「歴史再さい現げんのため、武蔵は関東へ行くのですじゃ。そこでは羽柴様と輝てる元もと様がおり、安土も機き能のうを回かい復ふくしているのですじゃ。ならばそこでは、何が起きてもおかしくありますまい」

「だとしたならば」

　正純は口を開いた。

・副会長：『安国寺の、底を見るぞ』

　周囲、皆が身を緊かたくする雰ふん囲い気きを好ましく思いながら、正純は告げた。

「備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの講こう和わの後、──毛利・輝元はどうするのだ？」

　問うた。
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　そやな、と、大おお久く保ぼは副ふく会長の問いかけに頷うなずきを作った。

　周囲、皆がこちらに注ちゆう視しする先、副会長の言葉が表示枠サインフレームから動かない。

　……備中高松城の講和の後、か。

「御お嬢じよう様さま、毛利・輝元の講和の後、とは？」

「よう考えや、加か納のう君」

　大久保は、なるべく、外の音を気にしながら、言葉を作る。

「安土が機能を回復する。武蔵がそこにやってくる。一いつ触しよく即そく発はつや。そうなった場合、毛利・輝てる元もとはどないすんねん？　何しろ、艦かん隊たいを売ばい却きやくしとんのや」

　ならば、

「──歴史再さい現げんに準じ、羽は柴しば側として、安あ土づちに保ほ護ごを求めざるを得んな。フッー」
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　大おお久く保ぼの判はん断だんを、成なる実みは表示枠サインフレームで確かく認にんした。

　……確かに、そうね。

　個人的な希望としては、毛もう利りを武蔵むさしで保護したいところだ。だが、歴史再現として見た場合、適てき役やくは羽柴側なのだ。

・不退転：『これは、武蔵にとって不利な状況ね』

・立花嫁：『Ｊｕｄジヤツジ．、──何故なぜなら、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、ヴェストファーレンにおける戦せん勝しよう国こくの雄ゆう。武蔵としては、なるべく六護式仏蘭西や毛利とは敵てき対たいしない方が良いのです』

　その通りだ。

　毛利艦隊を失わせ、毛利生徒会長から力を奪うばった時点で、彼女は何処どこかに保護を求めねばならなくなる。

　だがそれは、彼女が被ひ保護陣じん営えいの人ひと質じちになるという事だ。

　この状況。更さらに悪い事が、一つある。

・不退転：『──羽柴側は、毛利生徒会長という盾たてを手に入れた時点で、こっちに対しては安全なまま、しかし何でも出来るのよ』

・義　　：『……だとしたら、里さと見みが毛利の保護を行えばいいのではないか？』

・俺　　：『え!?　ペタ子保護者!?　やるじゃねえか！』

・長安定：『いや、それだと毛利が本ほん拠きよ戻る際、里見が関かん東とう空あけるんか？　大体、里見は六護式仏蘭西の傭よう兵へいではないねんし。欧おう州しゆう行いきは無む理りやろ』

・俺　　：『イエー！　ペタ子残念でしたあ──！』

・義　　：『貴き様さまあ──！』

　なかなか手て詰づまりだ。

　何となく小お田だ原わら征せい伐ばつを思い出すのは、これが各勢せい力りよくや移動力のロンダリングになっているからだろう。解決の一手はあるように見えて、

・不退転：『厄やつ介かいね。でも、相手の底は見えたわ』

　それは、

・不退転：『武蔵の関東封じ込めと、毛利の羽柴側への恭きよう順じゆん。──歴史再現をベースに考えた場合、この相手は聖せい譜ふ記き述じゆつに則のつとった毛利の繁はん栄えいを望んでいるのね』
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　……毛もう利りの繁はん栄えい？

　アデーレは、うどんを食いながら思し案あんした。

　毛利というと、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの麾き下かとなっている極きよく東とう勢力だ。

　自分は両親が六護式仏蘭西出身でもあるため、その辺りは少々調べていた事がある。そして大体忘れた。仕方ない。だって人生、他にする事ありますんで。

　だけど、憶おぼえている事がある。

・貧従士：『毛利は、後に天てん下か分け目となる関せきヶ原はらの決戦で西せい軍ぐんの長ちようとなるんですよね』

　対する東とう軍ぐんの長は松まつ平だいらで、しかし西軍は裏うら切ぎりなどもあって瓦が解かい。毛利はその敗戦から、一気に衰すい退たいしていく。

　……だから、太陽王ロワ・ソレイユが、毛利生徒会長と結婚したんですよね。

　毛利の敗はい北ぼくと衰退は、欧おう州しゆう覇は王おうの六護式仏蘭西の足を引っ張るものだ。

　太陽王と毛利生徒会長の結婚は、六護式仏蘭西が毛利のバックにつくという事で、他国の毛利への介かい入にゆうを退しりぞける意味もあったとされる。だけど、

・貧従士：『毛利の繁栄って、何です？　毛利は衰退一いつ直ちよく線せんなんですよね？』

・未熟者：『ところが、一いち概がいにそうとは言えないんだ』

・ホラ子：『ネシンバラ様──!!』

　いきなりのホライゾンの声が、通神帯ネツトに響ひびいた。

　皆は、即そく座ざに書しよ記きを見たが、書記は何故なぜか第五特とく務むを見ている。

　おい……、という空気の中、ややあってから書記が気付いた。彼は、表示枠サインフレームを見て、ホライゾンが自分を呼んでいる文字を三度程見直して、

・未熟者：『……えっ？　え、ええ？』

・眼　鏡：『何を動どう転てんしてるんだよ君は』

・未熟者：『い、いや、貴き重ちような一いつ瞬しゆんだったからしょうがないだろう!?　──ちょ、ちょっとすまないアリアダスト君、もう一回！』

・俺　　：『ネシンバラしゃまあ？』

・十ＺＯ：『似てないし、疑問形けいは何なに故ゆえに御ご座ざる？』

　すぐに左腕うでが馬ば鹿かの襟えり首くびを摑つかんで、右手がその顔を左右に張り始めるが、見慣れた光こう景けいだ。だが、あひんあひん言ってる馬鹿の向こうで、書記が言った。

・未熟者：『あのね？　備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いは、あるイベントと重なっているんだよ』

　彼の言葉に応じるように、関かん東とうから注ちゆう釈しやくが来た。

・立花嫁：『……本ほん能のう寺じの変へんで、織お田だ・信のぶ長ながが暗あん殺さつされた事。──そうですね？』

・未熟者：『Ｊｕｄジヤツジ．！　そう、だからそこで』

・立花夫：『急ぎ現場に駆かけつけたい羽は柴しばは、しかし暗あん殺さつの事実を明かせない一方で、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いを早期に終わらせたかった。──そうですね!?』

・未熟者：『ああ、そうだよ。だから──』

・立花嫁：『そこで、羽柴側の意い図とを読んだ毛もう利りの交こう渉しよう役やく、安あん国こく寺じ達は、講こう和わを進め、早期に戦せん闘とうを終結。そして羽柴は急ぎ織お田だ領りように戻り、明あけ智ち・光みつ秀ひでを他の者達に先さき駆がけて討うつ事が可能となったのです』

・立花夫：『羽柴が天てん下か人びととなる契けい機き、本ほん能のう寺じの変へんからの、織田家を乗っ取るような動きも何もかも、ここで早期に動いて主しゆ君くんの仇あだ討うちが出来たからですね。

　以後、羽柴は即そく断だんをした毛利を重ちよう用ようし、厚こう遇ぐうするのです』

・貧従士：『──だとすると、本能寺の変から関せきヶ原はらまで、毛利は羽柴の下で繁はん栄えいすると、……そういう事なんですね、書しよ記き！』

・未熟者：『うん……。そうだよ……。そうなんだよ……』

・眼　鏡：『つまり、簡単にまとめると、こういう事だ。──トゥーサン、君、口数多いくせに自信が無いから会話のイニシアティブを取るのが下手へたなんだよ』

・未熟者：『まとめるのはそこか!?　そこなのか!?』

　だが、大体解わかった。要するに、

・貧従士：『毛利勢としては、安国寺さんの講和から関ヶ原まで、毛利を繁栄に導ける時期と機き会かいが来ていると、そう言う事なんですね』
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　そうだ、と正まさ純ずみは内ない心しんで頷うなずいた。

　……漸ようやく、と言ったところか。

　安国寺・恵え瓊けいの本心というか、狙ねらいが見えてきた。

「毛利、という事だな」

「何ですじゃ？」

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの麾き下かではない。極きよく東とうの勢力としての純じゆん粋すいな〝毛利〟だという事だ」

　解わかる。

「誤ご解かいしていた、安国寺・恵瓊」

「何をですじゃ？」

「貴方あなたは、──親しん羽柴ではない」

　正純は、息を一度吸い、確かに言った。

「貴方は、極東勢だ。それも、毛利を第一と考える生きつ粋すいの、だ」
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　正まさ純ずみは、自分の口から出る言葉に、妙みような新しん鮮せんを感じていた。

　……何とまあ。

〝極きよく東とう勢ぜい〟という言葉が、これ程新鮮に感じるとは。

　そうだ。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに暫ざん定てい支配されている毛もう利り家け。だが、毛利の歴史は、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの勢力争いだ。

　名めい将しようたる毛利・元もと就なりとて、毛利を中ちゆう国ごく地方に覇はを唱となえる大勢力にしたが、天てん下かを安あん泰たいと出来た訳わけではない。周辺国と同どう盟めいを組み、その外はやはり敵という状況だ。

　そしてこれは、六護式仏蘭西も変わらず、──衰すい退たいの歴史がある毛利は、六護式仏蘭西の足を引っ張ると、他国からは期待されてもいたのだ」

　しかし、

「六護式仏蘭西は、前総そう長ちようアンヌの手引きや、当人達の事情もあってか、毛利との血けつ縁えんを結ぶ事になり、バックアップを約束された。

　毛利は、この戦せん国ごく時代において、歴史再さい現げんの不備は有りながら、衰退とは〝解かい釈しやく〟でしかないという、そんな現実を手に入れたのだ」

　そこまでを言うと、安あん国こく寺じが首を傾かしげた。彼は目を細め、

「ソレが、……何ですじゃ？」

　隠かくし事、有り有りという顔だ。だが、今度はこっちから言ってやる。

「──本心を明かさぬのなら、勝かつ手てに決めつけられても文もん句く言えんぞ」

・賢姉様：『フフ、エスコートとしては最低の保険のかけ方ねえ』

・副会長：『構わない。ここでこの相手を定義しておく事は、後の大きな布ふ石せきとなる』

・ベ　ル：『ど、どういう、事？』

・未熟者：『安国寺・恵え瓊けいは、羽は柴しば側に渡った後、各所での渉しよう外がい役やくになるんだよ。僕達と、また渡り合う可能性が高い。だからその時、こちらとスタンスのコンセンサスがとれてるというのは大きい。何しろこの会議は記録に残る訳だし、そういう意味では、今、お互いが、自己紹しよう介かいと自分達のスタンスの証しよう明めいをし合っているようなものさ』

　……だよなあ。

　解わかってきた事がある。だから言う。

「六護式仏蘭西の麾下となった毛利は、安あん堵どと繁はん栄えいを約束された。だが、そこには一つの問題が残っている。

　──〝毛利〟として、羽柴に与した際に得る筈の繁栄は、何処どこに行ったのだ、と」

　一ひと息いき。

「輝てる元もとが太陽王ロワ・ソレイユに嫁とつぐ前、毛利の重じゆう臣しん達は、羽柴に与くみした際の事を計画していた筈だ。

　短期間であれ、〝毛もう利り〟として得られる絶対の繁はん栄えい。

　そこには権けん益えきやら何やらが纏まとわり付くが、しかし一つの目的があっただろう」

「それは──」

　安あん国こく寺じが、口の端はしを挙げて何かを言おうとした。

　違う、という否定かどうか。確かめるより先に、正まさ純ずみは告げた。

「勝かつ手てに決めると、言っただろう」

　それは、

「──羽は柴しばに与くみした僅わずかな期間。毛利家最大の繁栄を自分達の手で毛利にもたらす。

　大たい国こくの意い思しや干かん渉しように対しては、歴史再さい現げんという唯ゆい一いつの盾たてをもって抵てい抗こうし、そして何もかも、衰すい退たいする毛利の後の支えとするのだ。

　そのためには、輝てる元もとを立場的に追い詰め、羽柴に保ほ護ごさせる事も厭いとわない」

　言った先、安国寺が肩をすくめた。

「──それはまた、綺き麗れい事ごとですじゃなあ」

「だから隠かくすのだろう？　貴方あなた達は汚れ役なのだから、綺麗なものは隠さねばならない」

　正純は跳ね返すように言った。

「毛利は衰退する。だけどそれは、繁栄をもたらした生きつ粋すいの毛利勢のみが歴史から去って行けば良いだけの事だ。輝元や、次じ代だいの者達は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと共に行けば良い」

　だから、

「安国寺・恵え瓊けい。──貴方の為なす歴史再現は、今までの毛利勢を最後に一ひと花はな咲さかし、そこで得たものを餞せん別べつに、新しい毛利勢を送るものだ」
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「酔よい過ぎやろ」

　額ひたいに手を当て、大おお久く保ぼは呟つぶやいた。

　皆がこちらに視線をちらほら向ける意味は、よく解わかる。何しろ今の副ふく会長の言げん、

　……確かにそうかも、と、そう思うわなあ。

　だが、皮ひ肉にくを言う大久保にも、理解出来た事はあるのだ。

　……これだけの話なのに、輝元本人が動かん理由。……それやな。

　今まで、人狼女王レーネ・デ・ガルウを介かいした遣やり取とりはあったが、自分を含む歴史再現の問題なのだ。輝元本人がもっと安国寺に許可なり指し示じなりを出すべきでは無いのか。

　違う。そうではない。

　これは、六護式仏蘭西と共に行く事を決めた輝元や、若い世せ代だいの話ではない。

　純じゆん粋すいに、極きよく東とう側の毛利勢として動くと決めた古い世代の者達の話だ。

　だから、今になって意味の通じた事がある。

「何で歴史再さい現げんに、あんなこだわったか、やな」

　極きよく東とう勢ぜいだからだ。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと組んだ毛もう利りならば、大たい国こくの庇ひ護ご下かで歴史再現を振り回す事も可能だろう。欧おう州しゆう覇は王おうの一いつ派ぱとして、〝解かい釈しやく〟を、自ら使える立場にいるのだ。

　だが、極東勢としての毛利は、そうではない。

　大国の支配の下。彼らが強大な力に抵てい抗こう出来るとしたら、校こう則そく法ほうか、

　……歴史再現や。

　安あん国こく寺じ達は、極東勢単たん独どくの動きで、毛利の繁はん栄えいを叶かなえようとした。そのためにずっと昔から計画をしていたのだろう。

　親しん羽は柴しば派と思われる程に、羽柴側につくのも、その立場ならば毛利を守れるからだ。

　敵のように振る舞い、しかし主しゆ君くんを守る。

　毛利らしい。

　かつての名めい将しよう、毛利・元もと就なりも、毛利の安定のため、隣りん国ごくに己おのれの子供を送って間接支配のような手を取った。

　滅めつ私しという言葉は、強力な目的があってこそ発はつ揮きされるのだ。

　毛利という勢力を保つため。

　それらの努力や計画は、きっと、輝てる元もと達も解わかっていた事だろう。恐らくは、前総そう長ちようアンヌにも理解されていたに違いない。

　だから、そういった〝滅私〟から皆を解放する意味もあって、輝元が太陽王ロワ・ソレイユに嫁とつぎ──、

「ああ、くそ」

　……私も、随ずい分ぶん、甘くなったもんやな。

　国家の駆かけ引き。殴なぐり合いや騙だまし合いに対し、一番余よ計けいな要素は〝他者への理解〟だというのに。だが、

「御お嬢じよう様さま」

　加か納のうが、不ふ意いに言った。

「情なさけや容よう赦しやや理解を無用とするのは、敵を討うつのに必要な事です。

　──しかし、情けや容赦や理解を用いるのは、仲間を得るのに必要な事です」

「何処どこで憶おぼえたねん、そないな言葉」

「単なる逆ぎやく説せつを並べただけです。ですが、──それだけで、対比は明確です」

　そやな、と大久保は吐と息いきした。

「……支配国に準じず、暫ざん定てい支配を利用もしない。そんな純じゆん粋すいな極東勢が、まだおったとはな。それも、毛利などというメジャーな家の中で、や。

　武蔵むさしにとっては、立場として、初めての隣りん人じんと言っていいやろ」

　しかし、

「──その歴史再さい現げんは、武蔵むさしの敵や。どないすんねん、副ふく会長。情なさけや理解では、武蔵が危険になるんやぞ」
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　浅あさ間まは、横から覗のぞき込んで来るトーリとホライゾンに議ぎ事じ録ろくの表示枠サインフレームを見せながら、状況が好転していない事を悟さとっていた。

　……相手の真意が解わかっても、〝毛もう利り〟勢ぜいなんですよね……。

　大たい国こくの麾き下かに甘んじないとは言っても、毛利と松まつ平だいらは敵なのだ。

　相手が歴史再現を基き準じゆんに考えている以上、それは仕方の無い事だ。

　その辺り、彼はどう考えているのかと視線を向けると、

「ん──」

　何か思し案あん中ちゆうのようだ。ろくな事を考えていないような気もするが、横のホライゾンが殴おう打だしない辺り、そうではない。多分。

　だが、代わりというように、ホライゾンが問うて来た。

「浅間様、──少々、質問があります」

「何です？　ホライゾン」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──どうして、あの方は、他人に与えられた幸いに満足出来ないのですか」

　いきなり難しい。

　欲深い、という言葉で簡単に片付けてしまえるが、それでは真意にならないだろう。

「あのですね」

　言葉を選びながら、浅間は言う。

「ホライゾン、トーリ君が救たすけに行った時、こういうのありましたよね？　俺おれの方からもそっち行くから、お前もこっち来いよ、って。──それと同じです」

「それは──」

「与えられた幸いに満足していないとか、欲が深いとか、狂ったとか、そういうのじゃないんです。幸いを与えられるからと言って、自らがそうなろうとする事を止めないという事です」

　浅間は、両の手を立て、合わせて見せる。

「柏かしわ手で打うつ時だって、まあちょっとズラすとか、そんなコツはあるんですけど、両の手を当てに行く方が、片方を止めて打つよりいい音するんですけど、そんな感じですね」

　確かに、とホライゾンが言った。

「打つ時は襟えり首くびを摑つかむだけでなく、ヒットする方に振りながら両りよう頰ほお張った方が、片頰で止めて打つよりいい音しますね。……流石さすがは浅間様……！」

　何か物理の世界に行っているようだが、大だい丈じよう夫ぶだろうか。まあ、補ほ足そくしておくと、

「されるだけじゃなくて、自分の方からもしていく、というのは大だい事じですよね」

・●　画：『──解わかったわ、原げん稿こうに反映させるから安心して」

・金マル：『わあお、アサマチいい話～』

　ちょっと。

　だが、向こうで言葉は止まっていなかった。安あん国こく寺じが、腕を組んだ姿勢でじっと正まさ純ずみに細い視線を向けている。

「さて」

　彼は言う。

「真意を知った上で、ではどうされるのですじゃ？　私を関かん東とうに運ぶ事で、輝てる元もと様を羽は柴しばと繫つなげて敵にするか、それとも、武蔵むさしをここに留とめ置く事で輝元様共とも々ども、私の歴史再さい現げんを放ほう置ちにした責任を負うか。──どちらですじゃ？」
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　結局はその二択たく。

　……面めん倒どうな相手やなあ。

　大おお久く保ぼは思った。恐らく、この交こう渉しよう相手は自分の逆タイプの一つだ、と。

　準備をし、仕込んでおくのは同じだ。

　だが、自分が、一つの答えのためにその仕込みを積み重ねていくのとは逆に、この相手は先に答えを出し、相手が飲むように、そこまで詰んだ仕込みを掘り下げていく。

　掘り下げる間に、先に出している答えを相手が飲めば良し。

　そうでなければ、掘り下げを行い、逃げながら勝ちを狙ねらうのだ。

　懐ふところを明かさないが、

「後ろ向きやなあ」

　自分が、まさかそんな言葉を使うとは。その事に小さな驚きを得てもしまうが、ふと、ある事に気付いた。

　……表示枠サインフレームが──。

　うどん王国の状況を映していた表示枠が、動きを止めている。

　手元のものは動き、こちらの操そう作さにも反応する。だが、うどん王国からの情報がフリーズし、来ない。

　……これは──。

　同時。二つの動きが生じた。

　立たち花ばな・誾ぎんと宗むね茂しげが立ち上がり、

「全員、茶ちや屋やの壁側に移動して下さい」

　そして加か納のうが静かに、こちらに聞こえる声でこう言った。

「御お嬢じよう様さま」

　皆が、何事かという風ふ情ぜいで立たち花ばな夫ふ妻さいに従う中、加か納のうが告げる。

「域いき内ない通つう神しんは使えますが、広域が封じられています。──担当神じん社じやは三み島しま神社。浅あさ間ま神社代表が、この地における毛もう利り通つう神しん担当として主しゆ社しや組み替えをした神社です」

　だとすれば、

「──真意は解わかりませんが、里さと見みの域いき外がいインフラが毛利に制せい圧あつされた状態です」
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　誾ぎんは、宗むね茂しげと共に吹き抜けになった茶ちや屋やの屋おく外がいに出た。

　茶屋は、厨ちゆう房ぼう側に壁が一枚ある。ゆえに対たい角かく線せん上に警備せずとも、対面の角かど端はしに二人で立てば充分だろう。だが、

　……これはまた、凄すさまじい……。

　妙みような涼しさが、足あし下もとから来ている。夏の夜、海側の土地とはいえ、このしみ通るような冷たさはあり得ない。

　風ではなく、霧きりでも無い。

　何かは解る。

「〝森〟ですね」

　昨夜、見ているのだ。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウ。彼女の力だ。そして今、その〝森林〟が、ここに発現しようとしている。

　抑えている。待っている。まるで獲え物ものを前にしたように、我が慢まんしている。そんな雰ふん囲い気きだけが、足下から来る冷気に感じられ、

　……これはつまり……。

・立花夫：『状況次し第だいで、里見勢や私達を、一いつ斉せいに人ひと質じちにすると、そういう事でしょうか』

・ＣＡＮ：『解りません。通神関係のトラブルの可能性もあります。関かん東とう解放が終了したため、当地ち域いきの神社がストレスから解放された訳わけですし』

　神の機き嫌げんは解らない、そういう事だ。だが、

・立花嫁：『その便びん乗じようはありうると、そういう事ですね』

　成なる程ほど、と誾は己おのれの言葉に呟つぶやいた。

「……本当の〝毛利勢〟。それが関東解放に参加し、毛利生徒会長達も知らない動きをとっている。そんな可能性もある訳ですか」

　ならば、

「この時間。──うどん王国側の判はん断だん次第と、そうなる訳ですね」
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　浅間は、息を吸って気を落ち着かせた。

　既すでに関かん東とうの状況は、正まさ純ずみ達には知らせている。

・あさま：『三み島しま神じん社じやが、関東解放も有り、神しん格かくの権けん限げんで浅あさ間ま神社の指し揮き下かから外れました』

・十ＺＯ：『ええと、要するに、アレで御ご座ざるか？　三島神社の主しゆ祭さいは、確か、浅間神社のサクヤの親父おやじ殿どので御座ったな？』

　ええ、と浅間は頷うなずきを通つう神しんに送った。

・あさま：『神道のインフラは、神様の契けい約やくによって成り立っていますが、神様だって生きてますので、向こうの都つ合ごうがあります。三島側からすると、関東解放の際は土地に結けつ構こうダメージを受けたりしているので、主祭のオオヤマツミとしては、早く今の状況を止めて土地の回復に入りたいと、そういうのがあったんだと思います？』

・ホラ子：『つまりアレですね。娘むすめの仕事だと思って我が慢まんしていた親父が、娘には後で言えばいっか、的に勝かつ手てな解放をしてしまったというか』

・あさま：『人じん為い的な事でなければ、そういう判はん断だんになるとも思いますねー』

　でも、とミトツダイラが声を飛ばしてきた。

・銀　狼：『通神関係とかまで、設定が三島優先で一回上うわ書がきされてますわよね。普段でしたら浅間は娘神でメジャー神として、三島の産土うぶすな域内では通神フリーの筈はずですけど』

・あさま：『そこらへん、ちょっとオオヤマツミ系けいが頑がん張ばり過ぎたというか、ちょっと仕事優先の娘に対してプンプンという態度を見せたかったんじゃないかと……』

・銀　狼：『ああ、お父とうさん流石さすがにそろそろ我慢出来ないよ、って感じですのね。

　──でも、サクヤは今、どうしてますの？』

　浅間は、浅間神社の方に伺うかがいを立ててみた。正式な手続きを踏んだ上で、通神帯ネツト柏かしわ手でクリッカーを連打した上で、

・あさま：『どんな感じです？』


《今、火つけにダッシュで行って来るからちょっと待ってて。五分：ＢＹ神》



　やる気だ。
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「姫様、何やら三島神社の方から、神様？　が通神寄よ越こしてます！」


《だめかもしんない：Ｂｙ神》



「何か知らねえけど頼りねえなあうちの神様!!」
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　浅間は幾いくつかの手配を行う。

　サクヤが親父をとっちめに行ったので、IZUMOから代だい理りの神格が奏塡インストールされる。

　だがまあ、諸しよ処しよ権限は神様の上位権限で行われるので、逆にこっちはハンズフリーだ。

　見ているだけで済むが、臨りん時じの代だい理りは、

　……おお、イワナガが来ましたよ？　今の内に長ちよう寿じゆ安あん泰たい系けいの加か護ごを提てい携けいしておきましょう。

　マニアック系の術じゆつ式しきも多いんですよね、と思いながら、浅あさ間まは正まさ純ずみに言った。

「五分です」

　五分後には、サクヤが親父おやじを殴なぐって向こうとこちらの状況が元に戻る。だから、

「五分、待ちますか、正純」

「否いな、これが仕込みか何かなら、関かん東とう側が危ない」

・不退転：『毛もう利り勢ぜいに、人狼女王レーネ・デ・ガルウ。もしその辺りの仕込みなら、面めん倒どうね』

　ハッキリと言う成なる実みの存在は、こういう時に有あり難がたい。そして、

「──では、話をつけよう、安あん国こく寺じ・恵え瓊けい」

　正純は、明めい言げんした。

「私としては、武蔵むさしの大方針として、──この武蔵を関東に戻す夏休みは考えていない」
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　ほう、という安国寺の声を、ナイトは聞いた。

　……うわあ、敵だよねコレ。

　正純の選択は、安国寺を関東に運ばないという事だ。それによって、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦せん闘とうは講こう和わとならず、武蔵と輝てる元もとは責任を負う事になる。

　正純の選択としては、彼らが〝毛利勢〟であればこそ、輝元を巻き込む事は止めろと、そういう示し唆さだろうか。

　言い換えるなら、

　……死なば諸もろ共とも、だなあ。

　大だい丈じよう夫ぶかな、とも思うが、こちらには一応の仕込みがある。

　自分が仕込みの始まりを行ったものだ。

　それを使えば、この話し合いはひっくり返せる。それだけ強力なものだが、

「さて」

　安国寺が言った。

「一つ確かく認にんして良いですじゃな？」

　それは何か。

「──ここまでの手を明かした以上、私としては、これを〝もしも〟とするつもりはありませんのじゃ。その辺り、覚かく悟ごは良いですじゃな？」

　やられた。
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・金マル：『うっわー……。何か今日きよう、ナイちゃんダメダメだねえ』

・傷有り：『え？　何がですか？』

・ウキー：『話を始める前に、ナイトが〝自分が傭よう兵へいだと認めない〟事で、正まさ純ずみも議ぎ論ろん全体を仮か定ていとする事が出来ていたのだ。──つまり、こちらとしては、追い詰められた時、〝実は仮定だったのだ！〟とひっくり返す事が可能だったのだな』

・銀　狼：『まあ、それやったら相当睨にらまれますけど、保険としては有りですわね。お互い、安全なところまで手の内を見せる事も可能ですし』

・貧従士：『でも、それを解除されたとなると、ちょっとヤバくないですか？』

・ホラ子：『さあ、盛り上がって参まいりましたうどん王国討とう論ろん会場。現場、如何いかがでしょうか』

・副会長：『お前ら実は余よ裕ゆうだろう……!?』
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　もはや仮定では無い、とＡＫは思った。

　手の内は多く見せた。そして相手はこちらを理解した。

　その上で、どう判はん断だんするのか。

「どちらに転んでも、武蔵むさしが責任を負い、羽は柴しば様との敵てき対たいが始まりますじゃ。──だとしたら、輝てる元もと様を巻き込む事を、武蔵は選択するのですじゃな？」

　しかし、

「それは、毛もう利りをも敵に回すと、そういう事ですじゃぞ？」

　それでいいのか。

　否いな、毛利勢としては、それでいいのだ。

　何故なぜなら、〝毛利〟をも敵に回すのだから、歴史再さい現げんとして当然だ。

　その選択の中に、必ずや毛利の繁はん栄えいがある。

　……そうですじゃ。

　示す。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの庇ひ護ご下かでなくても、極きよく東とう勢ぜいとしての毛利は〝出来る〟と示すのだ。

　その証しよう明めいが出来るのは、輝元の世せ代だいに全てが引き継つがれていく今しかない。

　何しろ、自分達より後ろは、六護式仏蘭西と共に行く世代なのだ。

　毛利単たん体たいの世代は、自分達で終わる。

　だから、だ。

　だから今、毛利がどれだけ出来るかを、示さねばならない。

　六護式仏蘭西側にも、事情はあるだろう。それに、前総そう長ちようであるアンヌは、利害もだが、明らかにこちらの苦を知っていた。

　太陽王ロワ・ソレイユと輝てる元もとの結婚は、そういったものをも彼女が鑑かんがみた結果だ。

　恩おんがある。

　自分達の選択は、その恩に逆らうものかもしれない。だが、

「毛もう利りは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに守られているだけではないのですじゃ。──そんな毛利と六護式仏蘭西を、武蔵むさしは敵に回す覚かく悟ごがあるのですじゃな？」

「それが困った事にあまり無い」

　武蔵副ふく会長が、肩から力を抜いて、こう言った。

　彼女は右の手を肘ひじから上げ、口を開く。

「──いいだろうか」
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　正まさ純ずみは、安あん国こく寺じに宣せん告こくした。

「貴方あなたのありとあらゆるものを、これから解除する」







[image: 第十六章『了解足場の判断者』]
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　正まさ純ずみは、安あん国こく寺じに言う。

「貴方あなたが持つ何もかも、悉ことごとくをこれから解除するのだ。安国寺・惠え瓊けい」

「それは──」

「まず一つ言おう」

　息を吸い。敢あえて告げる。

「──私はもとより、この話し合いについて、仮か定ていとは思っていない」





●






・ホラ子：『言った者勝ち！　言った者勝ちですね正純様！』

・金マル：『うひゃあ流石さすがにナイちゃんもビックリだよ』

・●　画：『いざとなったらケツまくるような素そ振ぶりも見せてたのにねえ』

・副会長：『う、うるさいな！　交こう渉しようでは使えるものは何でも使うんだよ！』

・労働者：『何かネシンバラみたいな反応だな』

・未熟者：『待て！　僕はあんなに見苦しくないよ！　もっと諦あきらめ早いからね！』

・約全員：『割り切りも早いな……！』
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　雑音が多いが、とりあえず元気なのは良い事だ。少し抑えろ。

　だが、安国寺の要件については、解除しておく事がある。

「毛もう利り勢ぜいには、一つ、勘かん違ちがいがある」

　それは、

「私達に、羽は柴しばとの敵てき対たいを明確にさせる事が交渉カードになるという、そんな勘違いだ」

　言っておく。

「──元より敵だ」
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　いいか、と正純は言葉を重ねた。

「私達は三み河かわでの宣せん言げんによって、自分達の身み柄がらの判はん断だんをヴェストファーレンに持ち越した。ゆえに、末まつ世せを救うためにだが、大罪武装ロイズモイ・オプロを集める私達を各かつ国こくがどう捉とらえるのか、極きよく東とうを渡りながら、自分達を証しよう明めいする諸しよ国こく行あん脚ぎやに出ていると言える」

　そして、

「その途と中ちゆう、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ前総そう長ちようや現生徒会長達と会議の末、私達は欧おう州しゆう各国や聖せい連れん諸国の支持を得るために、ある条件を持ちかけられた。──それがM.H.R.R.神聖ローマ帝国及び羽は柴しばの抑よく制せいと封じ込めであり、ひいてはP.A.Odaの抑制としての、織お田だ・信のぶ長ながの歴史再さい現げんの終了だ」

　正まさ純ずみは、言いながら安あん国こく寺じを見み据すえた。

　切れ長の目が、まっすぐにこちらを捉とらえているのを確かく認にんした上で、口を開く。

「私達は羽柴と敵てき対たいしている。それは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを始めとした欧おう州しゆうや聖せい連れんの求めであり、私達としてもその途と中ちゆうで因いん縁ねんを得た結果だ。

　──そこに今度は、毛もう利り勢ぜいが敵対を促うながし、また、敵に回るのだとすれば、応じよう」

「どのように応じると言うのですじゃ？」

　問いが来た。

「輝てる元もと様は六護式仏蘭西と密みつ接せつ。羽柴様に付いた毛利勢を敵に回すならば、輝元様も敵に回す事になるのですじゃ。──しかし、輝元様は武蔵むさしに対羽柴を依頼した六護式仏蘭西の代表でもあるのですじゃ」

　さて、と安国寺が言った。

「この二に律りつ背はい反はん、どのように解決する気ですじゃな？」

「それは簡単だ」

　既すでに答えは出ている。

「──歴史再現に則のつとるだけだ」
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　ＡＫは、息を詰めかかっている自分に気付いた。

　……これは、遺い憾かんですじゃ。

　歴史再現に則れば、輝元は関せきヶ原はらで敗はい北ぼくし、多くのものを失う。

　それは自分達にとっても覚かく悟ごの事だ。無む論ろん、だからこそ六護式仏蘭西に輝元が嫁とつぎ、衰すい退たいの不安が無くなっているという自覚と安心感もある。

　だが、衰退を決定づける当人達から言われると、予想外に重い。

　そのような未来を受け入れつつ、しかし大たい国こくに守られるだろうと、甘さがあったのか。

　それとも、どんなに心の用意をしていても、実際に向き合うと乱れるものなのか。

　解わからない。

　しかし、ＡＫは息を吸った。

　……これこそ自分達の役やく目め！

　相手が毛利を衰退に導くというならば、それまでに己おのれ達で繁はん栄えいを稼かせぐ。

　やらねばならない時が、来ただけだ。だから、

「成なる程ほど」

　ＡＫは言った。

「──武蔵むさし勢ぜいは、歴史再さい現げんに則のつとり、輝てる元もと様の敵となる。そういう事ですじゃな？」

　すると、即そく答とうが来た。

「輝元や六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが望むならば、そうなろう」

　武蔵副ふく会長の答え。

　その言葉を聞いたＡＫは、頷うなずこうとした。しかし、

　……ん？

　今の武蔵副会長の言葉に、違い和わを得た。

　即そく座ざには言い得ぬが、危険とは違う、妙みような齟そ齬ごを、彼女の物言いに感じたのだ。
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　……何ですじゃ？

　ＡＫは、武蔵副会長の言葉に感じた不ふ穏おんの正体を思った。

　自分の中で、何が一体引っかかったのか。

　勘かんだ。

　渉しよう外がい役としての勘が、今の彼女の言げんに対し、危険とは言えぬ違和を警けい告こくしている。

　何ですじゃ。

「武蔵副会長」

　呼びかける。その間に思し考こうを走らせるのは、渉外役ならば基本のスキルだ。

　僅わずかな時間を余よ裕ゆうとして、ＡＫは、先さき程ほど告げられた言葉を思う。

　……輝元様が、武蔵の敵に回るかどうかは、輝元様と、六護式仏蘭西の望み次し第だい……。

　それは、事じ態たいの動きを輝元達に委ゆだねるという事だ。

　武蔵側としては、敵てき対たいの意い思しはないと、言げん外がいでそう言ってもいる。

　だが、違和の正体はそんな事ではない。

　今、告げられた台詞せりふの中に、何か見落としがちな事実が含まれているのだ。

　一体、何ですじゃ。

　すぐに解わからないのが、もどかしい。関係する単たん語ごを唱となえるならば、

　……輝元、六護式仏蘭西、望むならば──。

　否いな、とＡＫは思った。交こう渉しよう時じの言葉とは、片方だけのもので成立している訳わけではない。相手となるこちらの言葉との組み合わせによって、意味が変わるのだ。

　ならば、自分は、先に何と言ったのだろうか。

「……武蔵勢は、歴史再現に則り、輝元様の敵となる」

　確かく認にんするように、そう呟つぶやき、ＡＫは心の中に言葉を作った。

　それは、先程の会話を確かめる流れ。武蔵副会長の言を、彼は内ない心しんで続けたのだ。

　……輝元や、六護式仏蘭西が望むならば──。

　と、そこまでを胸の中で呟つぶやき、ＡＫはある事を悟さとった。

「────」

　目が覚めた。

　理解した。

　それらが一気に来た瞬しゆん間かんに、怖おぞ気けとも、震えとも言えるものが全身を縦たてに這はった。かろうじて口から漏もれたのは、

「武蔵むさし副ふく会長……！」

　言う。言わねば負ける気がする。

　否いな。これから言う台詞せりふに対し、今まで自分達はずっと、抗あらがってきたのだ。

　先さき程ほど感じた違い和わの正体。それを今、ここで口に出すならば、

「──輝てる元もと様と、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが望むかどうかと、そう言ったのですじゃな!?」

　確かに聞いた。その意味は、

「輝元様と武蔵勢が敵てき対たいするのは歴史再さい現げんの必然！　それを、輝元様と六護式仏蘭西の判はん断だん次第と貴女あなたは言った!!」

　つまり、

「歴史再現を、輝元様と六護式仏蘭西で、いいように判断して良いという事……!!」

　これはどういう事か。簡単に言えば、

「聖せい譜ふを、自分達よりも下に見て、歴史再現を好きに振り回せという事ですじゃ……！」

　視線を向けた先。武蔵副会長は物もの怖おじも何もしていなかった。

　彼女はただ、こちらを指さし、こう言ったのだ。

「──貴方あなた達が、そうさせるのだ、安あん国こく寺じ・恵え瓊けい」
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「解わかった事がある。否、解ってきた事があると、そう言うべきか」

　正まさ純ずみは言った。

「何故なぜ、アンヌ達は、私達に遺のこし、去って行ったのか」

　自分とて、何も思わぬ筈はずもない。

　その答えが、最近段々と解ってきた。そんな気がする。

　これは、納なつ得とくや、自分への言いい訳わけでもあろうが、今ここで思う答えとしては、

「──彼女達が、私達を、託し、任せられる存在として、認めてくれたからだ」

　言う。すると安国寺が身み構がまえた。彼は眉まゆを立て、

「──アンヌ様の代わりになると、そういうつもりであるのか!?」

「アンヌの代わりには、誰だれもなれない。彼女が去った分は、マイナスだ」

「ならば──」

「だから惜おしむのだ」

　正まさ純ずみは、認めた。

　惜しい。

　……そうさ。

　惜しいさ。

　今いま更さらというか、以前から、たびたびにそう思ってきた事だ。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ前総そう長ちよう。

　病床の場、マクデブルクの地下から、六護式仏蘭西はおろか、欧おう州しゆうをも動かし、守ってきた傑けつ女じよがいたのだ。

　マクデブルクでは、気を遣つかったり、貴き重ちような機き会かいというのが本当の意味で実感出来ていなくて、言葉を交わす機会がほとんどなかった。

　だが、それらとは別で、もっと話をしてみたかったとも、そう思うのだ。

　世界と向き合って来た人が、どんな人なのか。

　他愛たわいない話題や、本の話、風景や、故こ郷きよう、昔話。貴女あなたは何処どこから来て、どうしていたのか。そういう事を聞き、また、話す事で、学ぶ事も多くあったろうし、

　……楽しい時間を得られる相手が、一人、増えただろうにな。

　うん。うちのクラスのアレな時間とは別の、落ち着いた時間がな……。

　だが、その機会はもう無い。さらばまともな時間。だから、

「惜しいさ」

　しかし、

「しかし、──私達には、輝てる元もとと太陽王ロワ・ソレイユがいるのだ」

　正純は、静かに言った。先さき程ほどの、マイナスやプラスという、馬ば鹿かの台詞せりふを思い出しながら、

「私達は、輝元や太陽王や、そして他の皆と、やっていくんだ」

「それは──」

「簡単だ。託されたならば、アンヌ達を超え、次じ代だいに踏み込むだけだ」

　言う。

「聖せい譜ふ記き述じゆつや歴史再さい現げんは、もはや〝解かい釈しやく〟が前ぜん提ていのものとなる。何故なぜなら、この戦せん国ごく時代と三十年戦せん争そうが、各かつ国こくを敵てき対たいさせながら、しかし戦せん闘とうの回かい避ひや技術の発展のためにお互いの関係を親しん密みつとさせたからな」

　世界は変わる。変わりつつある。

「死のうとしても誰だれかが止めるし、そうさせようとしても誰かが止める。

　小しよう国こくであっても、関係国家が支える事で、大たい国こくにものが言える。大国の横おう暴ぼうには関係する国々が異いを唱となえ、共に抵てい抗こうするようになる。──そういう次代がこれから来るんだ」

　言った先、安あん国こく寺じが眉まゆをひそめた。

「……大たい国こくを小しよう国こくが抑える？　国家の関係が、それを為なす？」

　だとしたら、と彼は言った。

「お互いががんじがらめになって、身動きがとれぬですじゃ。──世界を足止めする方向に行くだけではあらぬのですじゃ？」

「そうなったら、また、世は荒れるだろうさ。今のような戦乱か、政治戦か、商業戦か、解わかりはしないが、停てい滞たいを利用して一歩先んじようとする勢力が、旧きゆう態たいと争いを起こす」

　そして、

「そこから、今、想そう像ぞう出来ないような、世界の新しいあり方が生まれ、広まっていくんだ」

　今になって、ようやくある人の言っていた事が解る。

　……松まつ永なが公こう。

　破は壊かいと創そう造ぞう。そういう事だ。

　この時代、織お田だを始めとするP.A.Odaが、下げ克こく上じようというブレイクスルーで先んじた。それに対し、自分達はどう抵てい抗こうし、創造するのかという問いは常にあるが、

　……関係だな。

「アンヌ達が示してくれた羽は柴しば達への抵抗。その道は、武蔵むさしの強化だけではなく、他国との密みつ接せつな関係こそが、本質だ」

　つまり、

「ヴェストファーレンで、武蔵は最大の理解と、最大の関係を得る。それが私達の創造する次じ代だいだ。……これはやがて古くなるだろうし、それがいつかは解らないが、私達や、私達のような者達が、きっと次代へと託していくのだろう。──貴方あなた達のように、だ」

「ならば──」

　と、安あん国こく寺じが、両の腕を外に振った。

　彼は息を吸い、問うて来た。

「──武蔵をこれからどうするのですじゃ？　私の歴史再さい現げんは絶ぜつ賛さん停てい滞たい中。しかし関かん東とうに行けば、武蔵は輝てる元もと様や羽柴様達とは敵てき対たいが明確となり、本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうが不可能となる一方、ここに残れば私の歴史再現を停滞させた責任を負うのですじゃ……！」

「さっき言ったろう。貴方のありとあらゆるを解除する、と」

　正まさ純ずみは、安国寺を手で差した。

「安国寺・恵え瓊けい。──貴方は歴史再現に準じる。そうだな？」

「そうですじゃ……！」

　だったら決まりだ。

「では、こうしよう」

　正純は、安国寺を示した手を首元に寄せ、ツキノワと一いつ緒しよに横に引いた。

「安国寺・恵瓊。──貴方の最後となる歴史再現。関せきヶ原はらの敗はい将しようとしての斬ざん首しゆをここで執とり行い、貴方あなたの何もかもを却きやつ下かする」
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　ＡＫは、息を詰めたまま、武蔵むさし副ふく会長の声を聞いた。

「──安あん国こく寺じ・恵え瓊けい。いいか？　無む論ろん、実際に死ぬ必要は無い。解かい釈しやくで済む範囲だ。しかし死にたいなら気を付けてくれ、そこの馬ば鹿かとホライゾンを説せつ得とくする必要があるからな。ついでに私も、他の皆も、だ。それが出来たら死んでくれ。多分無む理りだが。

　それがもし無理だとしても、安心してくれ。──既すでに死を確定され、後のない襲しゆう名めい者しやに対し、権けん益えきなどは発生しないのだから」

　確かにそうだ。

　死を前倒しされたという事は、歴史再さい現げんの終点が見えたと言う事だ。他の歴史再現を終えた瞬しゆん間かん、猶ゆう予よも無しで〝死んだ事〟になるならば、そんな相手に権益や交こう渉しようを行う意味も無いだろう。

　だとすれば、

　……我ら、毛もう利り勢ぜいの為なすべき事が……！

「相手が悪かったな、安国寺・恵瓊」

　武蔵・副会長が手元に表示枠サインフレームを広げて言う。

「西せい軍ぐんの主力の一角を担になった貴方の斬ざん首しゆを行うのは、東とう軍ぐん側の松まつ平だいら勢ぜいだ。つまり私達。

　そして貴方の罪ざい状じようは、──輝てる元もとを、西軍の長ちようとしてそそのかし、担かつぎ上げた事だ」

　つまり、

「今、私達と輝元を敵てき対たいさせようとしている貴方は、この条件に合がつ致ちする。

　ここで前倒しをしても構わないが、……貴方はどうする？」

　問われ、ＡＫは息をついた。

　参まいったと、そう思う。

　……踏み込み過ぎたのですじゃな。

　歴史再現に拘こだわらねば、やりようがあったろう。いまさっきあった最後の問いかけ、「歴史再現に準じる」という言葉に応じなければ、まだどうにか出来たかもしれない。

　だが、自分達はそうせざるを得ない立場だ。

　それはつまり、

「不ふ思し議ぎな事ですじゃなあ」

　肩から力が抜けるのを感じながら、自分は言った。

「……常に〝終わり〟を自覚していた私が、〝これから先〟を望もうとしているのですじゃ」

　死をここで受け入れる訳わけにはいかない。

　まだ、自分には、なすべきがあるのだ。

　ならば、と、ＡＫは、両の腕を軽く開いた自然体から、膝ひざをついた。

　首を垂たれ、それを礼れいとして、

「この会議、無しとして欲しいですじゃ」

　そして、そのために、

「──この身み柄がら、お任せするのですじゃ」
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・●　画：『任せるって……。もう同どう人じん誌しにはしちゃってるんだけど』

・副会長：『さっきからあまり言葉挟まないと思ったらソレかー』

・不退転：『それより副ふく会長。どうするの、この相手の処しよ遇ぐうを』

　そうだなあ、と正まさ純ずみはツキノワと共に腰に手を当てた。

「うん」

　決めた。こうしよう、と思い、正純は右の手を肘ひじから軽く上げた。

「じゃ、関かん東とう行くか。武蔵むさしで」
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　ＡＫは、息を詰めるというより、細く吸い続けるような状態でそれを見た。

　周囲、誰だれも彼もが言葉を失っている。だが、その中を、流れてくるものがある。

　……うどんですじゃ？

　違う。

　両腕うでだった。

　階段テラスの上側から、竹の水路を黒と白の両腕が流れてくる。

　二本の腕は、結けつ構こう勢いある水流に乗っていた。手首や肘を振ってシンクロナイズしながら、両腕は皆の間を通過して行きつつ、ある動きを取った。

　手首を一度下げ、さん、はい、と挙げて、皆が応じるように、

「──この話し合いの意味あんのかよ!?」
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　声がデカいよお前らー、と正純はちょっと引いた。

「いや待て、落ち着け、お前ら」

「い、いや、落ち着いてられないですよ！」

　バルフェットが立ち上がって振り向いた。彼女は、うどんの猪口ちよこと箸はしを両手に構えた姿勢で、更さらには眉まゆを立てながら、

「あり得ない話ですよ！　自分がどんな風ふうに憤いきどおってるか解わかりますか副会長！」

「毎日安く美味うまいうどんが食える筈はずだったのに」

　言った先、バルフェットがナルゼ達の方に振り向くと、笑顔の白魔女ヴアイスヘクセンが「アイタア──」とバルフェットの額ひたいを軽く叩たたく。

　そしてバルフェットが、がくがく震えながらこちらに振り向き直し、

「ど、どうして心を読めたんですか!?　超能力ですか!?」

「どっちかって言うとお前の方の伝達能力が高過ぎるんだと思うぞ」

　バルフェットが膝ひざをつく間に、川にまで流れていきそうになっていた両腕うでを確保し、ミトツダイラが戻ってきた。

　彼女はホライゾンに両腕をリリースしながら、

「正まさ純ずみ？　今から武蔵むさしで関かん東とうに戻るって、……大だい丈じよう夫ぶなんですの？」

「ああ、うん」

　正純は軽く頷うなずいた。

「大おお久く保ぼが何とかするだろ」
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「御お嬢じよう様さま！　御嬢様！　ここは抵てい抗こうするところです！　ぐったりする時間帯たいではありません！　早く！　早く今こそ謀む反ほんを！」

「もーう、何ー、あの女の性格矯きよう正せいした方が早いやろー。何もかもー」
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「なかなか変わった結論となりましたね、誾ぎんさん」

　茶ちや屋やの吹き抜けを前に、誾は宗むね茂しげの言葉に頷いた。

　……武蔵が、関東に戻るのですか？

　正直、どういう事になるか解わからない。羽は柴しばとの衝しよう突とつや、毛もう利りとの関係など、問題は山積みだ。大体、関東に戻ってきた場合、本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうはどうなるのか。

「まあ、そこら、──無茶言うてくるんやろうけど、何とかしたるわ」

　大久保が、吐と息いきと共に身を起こす先、一つの人ひと影かげがある。

「──人狼女王レーネ・デ・ガルウ」

「あらあら、外への警備もいいですけど、頂いただきませんの？」

　卓たく上じように広げられた紙包みから匂におうのは、醬しよう油ゆと味み噌そベースの味付けをされた羊ひつじの焼き串ぐしだ。彼女は夫おつとを横に置き、こちらに串を掲かかげ、

「とりあえず、……敵にならなくて良かったですわね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そういう事にしておきましょう」

　言って、誾は身み構がまえを解く。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが現れたのは、つい先さき程ほどだ。

　いつの間にか、という訳わけではない。〝森〟の冷気の中、ふらりと姿すがたを見せ、止める間もなく茶ちや屋やに腰を落ち着けてしまったのだ。

　中へ通したのは、自然体と、そう言える雰ふん囲い気きと動きだったせいもあるし、敵てき意いが無いように見えたせいもある。それに、

「この、狼おおかみですが……」

　自分や宗むね茂しげの横。霧きりで出来た狼が座っている。ちゃんと息をして、こちらを興きよう味み深げに見上げているそれは、昨夜に展開した〝森〟の中にいたものと同じだろう。

　敵では無い。どちらかというと、番犬だ。ならばこれは、

「──先程の通つう神しん不備を逆に突いて、毛もう利り側で、〝毛利勢〟を洗い出したのですか」

「身み内うちの恥はじ、という訳わけではありませんのよ？　彼らの信念は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの益えきになりますもの。ただ、事情を複雑にするので、今は留め置くだけで」

　人狼女王が笑えみで言う。

　彼女の周囲には、幾いくつもの表示枠シーニヤカドルが現れては消える。それは〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟や、こちらに入っている自動人形ベル・デ・マリオネツタ達からのもので、

「熱心な人達としては、やはりここで、〝毛利は羽は柴しば側〟という姿勢を見せておかねばいけませんのよね。それをする事で、関かん東とうにおいては羽柴から〝お前、こっち側につく筈はずが、どうも実際そうじゃないじゃん〟と言われずに済みますし」

「彼らは──」

「別に何もしてませんわ。ここで争えば、また関東が争いの現場になるかもしれない。

　ゆえに、見せるのは態度であって実際ではない。そのくらいの分ふん別べつはある人達ですの。

　ただ──」

　人狼女王の声に応じるように、声が聞こえた。

　遠とお吠ぼえだ。

　狼の、細く響ひびかせるような咆ほう吼こうが、夜の空を渡って届いてくる。

「全員捕ほ捉そく。──六護式仏蘭西への報告としては、関東解放後に地元インフラがストレスを感じていたので緊きん急きゆう解放した、という感じですわね」

　すると、誾の手元に表示枠サインフレームが現れた。

《通神環かん境きようが回復しました：確かく認にん》

《グーパンで済ませました：Ｂｙ神》

　毛利側ではどんな報告になっているか気になるが、加か害がい者しや側になりそうなので問いはしない。ただ、誾は一ひと息いきを吐き、

「──いい機き会かいでした」

　軽く会え釈しやくして、人狼女王に告げる。

「敵となる機き会かいがあるとすれば、また先になった訳わけですね」

「んー……。関せきヶ原はらがいつになるか、輝てる元もとの気分がどうなってるか、ですわね」

「そうであったとしても」

　誾ぎんは、己おのれの傍かたわらに座って首を傾かしげる狼おおかみを見み据すえ、

「──見ました。お気を付けを」

「Ｔｅｓテスタメント．、御ご忠ちゆう告こく、感かん謝しやしますわ」

　随ずい分ぶんと余よ裕ゆうがある。

　だが、確かに〝見た〟。彼女の狼達の動きも、彼女の〝自然体〟も、だ。他の皆が昨夜に彼女の実戦で〝動〟を見ているとすれば、自分が見た〝静〟は、人狼女王レーネ・デ・ガルウの戦せん闘とうを把は握あくするのに有用だろう。

　……このような思し考こう、相変わらずの無ぶ粋すいだとは思いますが。

　立たち花ばなの名を持つのだ。こういう自分がいてもいい。そして、

・立花嫁：『──里さと見み生徒会長。そちら、大だい丈じよう夫ぶですか？』
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　義よし康やすは、狼に纏まとわり付かれていた。

〝義ぎ〟の状態を見ようと、〝信しん〟の補ほ修しゆうを開始した時とき茂しげと広場で検けん分ぶんしていたのだ。するとそこに、人狼女王由ゆ来らいらしい狼が数頭やってきて、消えたり合わさったり、分かれたりしながら、しかし、

「何、貴き様さまは懐なつかれてるの？」

「知るか！　うちは属ぞく性せいとしては犬系けいの筈はずなんだがなあ……」

「属性？」

　問われて、あー、と義康は腕を組んだ。

　……時茂は、こういう言葉を知らんからな……。

「武蔵むさし言葉だ」

「どんな？」

「……キャラ性？」

　言うと、時茂が眉まゆをひそめたまま首を傾かしげた。ややあって彼女は、

「下らない」

　腰のハードポイントパーツからレンチを外し、背を向ける。

「とりあえず纏わり付かれても無視しなさいよ。寝れなくなるわ。あと、武蔵が来るっていうなら、私には事あるごとに報告する事。貴様、不ふ言げん実じつ行こう過ぎるから」

「おい！　こいつらどうするんだ！　無視しようにも触れてくるんだぞ！」

「属性なんでしょ？」

　意味がちゃんと通じてない。そんな気がする。

　しかし、見れば広場の向こうでは、義よし光あきが狼おおかみ相手に木の枝を投げて〝とってこい〟をやっていたりするのだが、

　……これ、私の知らんところで、何か守られたりしてるんだろうか。

　義光がいる事もあってか、その辺り、何の連れん絡らくも無い。だが、

「義光、──何か事じ態たいが進行してるのか？」

「ん？　ああ、既すでに終わって、始まっておるようだぞえ？　──武蔵むさしの関かん東とう戻りが」

　ふうん、と頷うなずいた後、七秒程してから、義よし康やすは表示枠サインフレームを開いて叫んだ。

『どういう事だ武蔵副ふく会長！』
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　うわー、面めん倒どくさいー、と正まさ純ずみは口を横に開く。

「いいか、お前ら。とりあえず関東に戻る利点を言う」

　それは、

「関東解放の後、武蔵として、関東諸しよ家けとの繫つながりをとっておきたいという事。

　そして、何だかんだ言って、うどん王国に武蔵がいるのは、ちょっと気まずい。やがて羽は柴しばが戻ってきた時、確実に抗こう議ぎを食らうだろうな」

「じゃあ、どうしますの？」

　簡単だ、と正純は言った。視線を向けると、浅あさ間まが頷き、音声結けつ界かいを張った。

　他た言ごん無む用ようという環かん境きよう。その中で、正純は皆に言う。

「一度関東に戻って、おとなしい振りをして、──正式にこっちに戻ってくる」
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　方法はある、と正純は思った。さっき思いついたのだ。その仕込みは大変だが、

「戻るのはソッコだ。目もく標ひようは三日後、羽は柴しば達への嫌いやがらせとして、関東への帰き参さんを狙ねらう。早く戻れば、〝何だ貴き様さまら、まだ修しゆう理りしてんのか。とっとと出てけ〟って言えるしな」

「正純様！　今、武蔵は確実に悪ですね……！」

「まあそこら、あんま気にするな。似に合あい過ぎる行動だしな」

　ただ、と正純は言葉を続けた。

「こっちに戻るのは八月中ちゆう盤ばん。もしくは二十日前後まで、だ。

　随ずい分ぶんと大がかりな仕込みになるから覚かく悟ごして欲しい。それも、今夜からだ」

　言って、正純は皆を見た。

　ひょっとすると、反論がくるかもしれない。それは無む理りだ、とか。方法は熟じゆつ考こうしたのか、とか。それとも讃岐さぬきでうどんを食いたいのに、とか、だ。

　しかし皆は、顔を見合わせ頷うなずいた。

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

　了りよう承しようの意。それに対し、正まさ純ずみは内ない心しんで当然と自じ負ふしながらも、僅わずかに驚く。

　……おお。

　こいつらも、随ずい分ぶんと忙いそがしい国際状況に対応出来るようになったなあ。

　うんうん、と満足を思う視線の先、皆が竹の水路を挟みながら、身を低くした小声で、

「Ｊｕｄ．、……確かに、正式に戻れるとしたら、大がかりな嫌いやがらせですわね」

「Ｊｕｄ．、羽は柴しばに対しては、見事な嫌がらせになるで御ご座ざるな、正純」

「Ｊｕｄ．、国家推おしの正式な嫌がらせ。何となくやる気が違うで御座るよ……！」

「お前ら語ご彙いを増やせよ」

　言って、正純は視線を落とした。

　全く、と嘆たん息そくして前を見れば、そこに、膝ひざをついたままの安あん国こく寺じがいる。

　対する正純は、彼に対して会え釈しやくを送り、

「そういう事だ。──だから安国寺・恵え瓊けい。一ついいか」

「何ですじゃ？」

　Ｊｕｄ．、と正純は応じた。

「──貴方あなたにも、一つ、嚙かんで貰もらうぞ」







[image: 第十七章『停滞現場の悟り者』]
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「で？　……武むー蔵さしが、関かん東とうにー戻る事を表明したーんですか？」

　浅あさ野のは、安あ土づちの艦かん内ない通路の上を、己おのれの左腕うでを吊つった状態で問いかけていた。

　疑問の行き先、前を行くのは先せん輩ぱい格かく。羽は柴しば十じつ本ぽん槍やりの片かた桐ぎりだ。彼と自分は表示枠レルネンフイグーアを広げ、夜なお続けられている安土の補ほ修しゆう現場を回っている。

　浅野としてみれば、要するに、自分の運うん搬ぱん術じゆつ式しきが役に立つ時が来たと言う事だ。

　個人的には、地元気分で鍋なべ島しまの機き竜りゆうの修理に関わりたかったが、そうもいかない。

　……持ーち場あるーもんねー。

　いろいろ思し案あんしながらの、頭だが、冴さえている。負ふ傷しようの治ち療りように合わせ、いつもの夕方睡すい眠みんをする事が出来たからだ。今も、前を行く片桐の、

「──どうやら、三日後くらいにはこちらに来るらしいんだ。理由としては、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いにおける、講こう和わの使し者しやを連れてくるという事で」

　台詞せりふの意味は、よく解わかる。推すい測そく込みで言うが、

「そーの使者、超御おー手て柄がらじーゃないーですか」

「Ｔｅｓテスタメント．、確かにね。だけどまあ……」

　と片桐が視線を回す。

　周囲。響ひびく工事の音と、時たまの微び振しん動どう。流りゆう体たい光こうが散って辺りを照らしもする。館かん内ない通路を行っている今も、それらは上や下から届いてくる。

「こっちの補修は十日くらい必要だ」

「関東ーで一いつ戦せん出ー来るんでーすか」

　言うと、片桐が眉まゆを上げた。

　いかん。いつもの癖くせで、会話の先を読み過ぎた。たまにやる。池いけ田だなんかは「お前ね、それね、よくないよあんまり」と言うが、解ってんならいーじゃないーかねー。

　ただ先輩格は、一つ頷うなずいて、

「──万まんが一いちと、最後の手段っていうのは、考えておかないと駄だ目めだ」

「あるーと思いまーすか」

「公的には〝考えるのが義務〟。個人的には〝無い〟と思う」

　凄すごく解りやすい。

　頭いいんだろうなーこの人。結けつ構こう、自分と似たタイプの頭の良さだと思う。だが、

「武蔵はどーするーんですーかね」

　そうだなあ、と彼は言った。

「──これは仮か定ていだけど、もしも武蔵が、僕達と衝しよう突とつを望まず、この空くう域いきを空あけてくれた場合。彼らはどうするかといえば──」

　聞いた。その内容は、

「平和裏に進む場合、武蔵むさしは元北ほう条じよう領りよう内ないで軌き道どうを変え、使し者しやをこちらに輸ゆ送そう艦かんで送った後は、水み戸とに行くんじゃないかと言われている。そこに有あり明あけがあるからね」
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　浅あさ野のは、片かた桐ぎりの告げる単たん語ごを、頭の中で想そう像ぞうした。有明、確かそれは、

「あー、あの大きいーの、ですか」

　池いけ田だが修しゆう復ふく中の白しら鷺さぎ城じようは、武蔵と有明の連れん携けいで破は壊かいされたのだ。

　白鷺城は、M.H.R.R.神聖ローマ帝国に住む者なら誰だれでも知っている航こう空くう戦せん艦かんだ。聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、一度も戦せん火かを被こうむった事がないとの事で、高速性とステルスゆえ、強行偵てい察さつや輸送に用いられるだろうと、そんな話をよく聞いた。

　そういう話題のたびに、クラスの男子は、どの航空艦が最強かという談だん義ぎを始め、白鷺城は大体いつも三位くらいに落ち着いていたのだが、

　……池田も、まさーか自分ーがそれ修復すーる事になーるとは思ってなかったよーね。

　今は安あ土づちの補ほ修しゆうを手伝い、終了次第、また白鷺城の修復と、三み河かわの検けん分ぶんに出るらしい。

「三ー河、なーにがありーます？」

「え？」

　あ、いーかん、話飛び過ぎた。だけど、片桐が艦かん内ない注意書きの表示枠レルネンフイグーアを掲かかげ、天てん井じように拡大貼はり付けしながら言う。

「いろいろなものがあると思うよ。回かい収しゆう出来るなら、しておきたいものも多い」

「消しよう滅めつしーたんじゃ、ないーですか？」

　横、開いた窓から流りゆう体たい光こうの火ひ花ばなが入って来る。装そう甲こう板ばんの切り外しを行っているのだ。その音と光を避けながら、浅野は片桐の言葉を聞いた。

「地ち脈みやく炉ろの爆ばく発はつは、竜りゆう脈みやく炉ろのそれとほぼ同じシステムで、そこから解わかるのは、爆発と消滅の動きだよね。生物はかなり無む理りがあると思うけど、サルベージ出来るものがある」

「──霊れいー体たいですーか」

「惜しい」

　言われ、浅野は考えた。だが、

「まあ、上手うまくいくかどうかは解らないから、池田君に一任してる。仕掛けも何も彼任せにしてるから、彼に聞いて見るといいよ」

「Ｔｅｓテスタメント．──」

　……池田かー。

　慶けい長ちようの役えき。こっちが負けたのは遠くから見ている筈はずだ。自分がコテンパンで、鍋なべ島しまもあの状況だったのも、伝わっているだろう。だけど、

・カニ玉：『おはよう御ご座ざいます！　今日きようも一日頑がん張ばっていきましょう!!』

・あさの：『可か児にさんー。敗戦ー直ー後だったーのにテンーション高い』

・カニ玉：『Ｔｅｓテスタメント．！　だって今日から合がつ宿しゆくですから！　さっきまで寝てました自分！』

・□□凸：『あ、そういえばそろそろ出しゆつ立たつの時間か』

　合宿。つまりは外に出て行くという事だが、それを面めん倒どくさいと感じる自分と、ここまでハシャげる可児との差は何なんだろうか。基本、同じ商店街住まいなので、同じものを食べて飲んで生活してる筈はずなんだけど。ただ、

・カニ玉：『寝る前に池いけ田だ君とすれ違いましたけど、アサちゃん、挨あい拶さつしました!?』

・あさの：『すれちーがうだけだーった人に言ーわれたくないー』

・カニ玉：『すみません！　寝るのに速度上げてたもので！』

　天てん才さいすぎてどういう状況か全く解わからん。ただ、池田としては、こっちが暗く沈んでるだけではないというのは理解出来ただろう。何しろ可児の速度は以前より高いのだから。

　ともあれあの男、しばらくしたら三み河かわに向かうのだろう。こっちは巨きよ加か藤とう先せん輩ぱいについて真さな田だ行きだから、あの解り切った説せつ教きようもしばらくは無い事になる。だが、

「何、──池田君と付き合ってるの？」

「はあ？」

　いきなりの言葉に、流石さすがに面食らった。何をいきなり、とか、ウザっ、とか、そういうのも結けつ構こう来るが、この人はこっちと同じような頭の良さなのだ。

　先輩格かく、という事もあり、とりあえず嫌けん悪おの半はん目めを向けてみるが、

「恋か……」

　向こうは腕を組み、語り始めた。

「大変だよね。でも、やはり人間的な成長もあって、いい事だよ、うん」

「あー、そいうーもんーですかー」

「ああ……。大だい事じな体験だよ……。たとえ失恋でもね」

　カモンカモンとされてる気がしたので、浅野は無視しようと思ったが、近くを配給のケバブ売りが通りかかったので、その串くしだけ貰もらって尻しりに突き刺してやる辺りまでは想そう像ぞうした。

　……つーか何、こーの人、そんーなウザキャラだっけー？

　話に聞くところでは、風ふ呂ろの中で福ふく島しまにバックアタックを食らったのを目もく撃げきされて男になったとか、そんな話だったが、そんな人間に恋れん愛あい説教されるとは。ともあれ、

・あさの：『可児さーん、何か楽しい事無ーい？』

・カニ玉：『はい！　合宿！　楽しいですよ！』

　いかん。既すでに合宿モードに入ーられておーられるよ。だが、

・あさの：『なーに、もう出るーの？』

・カニ玉：『Ｔｅｓ．！　もう発はつ着ちやくの港に来ました！　でもまだ福島先輩がいません！　何処どこにいるんでしょうね福ふく島しま先せん輩ぱい！　──巨きよ加か藤とう先輩も、見送りに来られるかと思ったんですけど！』
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　清きよ正まさは、はっとして目を覚ました。

　寝ていた。

　何よりもまず、自分が眠ってしまっていたという事実に、驚きを感じ、

「……！」

　起き上がったのは、ベッドだった。

　眠るには当然の場所、という言葉が頭の中に浮かぶが、同時に妙みような違い和わ感かんを得た。

　……あら……。

　寝て起きるのは、毎日の事だ。ただ今日きようは関かん東とうに来てから、ずっと安あ土づちの補ほ修しゆうをしていて、よく寝てなかった。ただ途と中ちゆうで休きゆう息そくに入り、それから自分は──。

「ええと」

　何か、大だい事じな事から視線を背けている気がする。だが、不ふ意いに音がした。

　ベルだ。

　早はや打ちの鐘かねの音は、実際のものではない。ベッド脇わきの壁。そこに埋め込まれた伝讃筐体ＰＣが旧派カトリツク表示枠レルネンフイグーアを出して目覚ましの音を響ひびかせている。

　そして清正はこう思った。何でここに伝讃筐体があるんでしょう、と。

　自分の部屋の伝讃筐体は、キッチンに備え付けられており、ベッド脇の壁は寝ね間ま着きや着替えを置いたスペースがある。

　どうして、部屋の構こう造ぞうが違うのか。

「……あら？」

　首を傾かしげた時だ。表示枠の中にある文字が見えた。

・カニ玉：『福島先輩！　そろそろ出しゆつ立たつの時間ですよ！』

「……っ!?」

　思い出した。自分は意を決して福島の部屋に乗り込んで、しかし不在だったのでベッドで待ち、そのまま疲ひ労ろうから──、

「ぶ、分ぶん析せきしている場合じゃありません……！」

　慌あわてて確かく認にんしたのは、表示枠が映えい像ぞうや音声を向こうに送っていないという事実だった。

　してない。セーフ。可か児ににはすまないけど、放ほう置ちとさせて貰もらおう。

　……え、ええと。

　自分がここにいるのは良い事なのか悪い事なのか。

　己おのれの意い思しとしては悪くないと思う。だが、福島は結局、戻ってこなかったのだ。ひょっとして、何処どこからか直接、発はつ着ちやくの現場に向かっているのかもしれない。

　福ふく島しまが戻ってくれば、いい。だが、それ以外の誰だれかが来れば、不法侵しん入にゆうだ。しかも、

「Ｔｅｓテスタメント．枕……！」

　これはいけない。本当にいけない。他人に見られると非常に気まずい。

　隠かくすため、慌あわててジャージ上うわ着ぎに詰め込んでみると、

　……あら？　意い外がいと胸に納めて違い和わ感かんがないような……。

　元々の体積が大きいため、枕が入っても差さ分ぶんという事だろうか。ともあれ手て桶おけも持って、清きよ正まさは部屋から出る事にした。

「仕方ありませんよね」

　福島は戻ってこずに、すぐに出しゆつ立たつの時間なのだ。

　今から彼女が戻ってきても、話も何もする暇ひまはあるまい。

「……言いい訳わけでしょうに」

　だが、今はその判はん断だんがベストだと思っているのだ。ともあれ表示枠レルネンフイグーアの中、可か児には今からこちらに来かねない勢いだ。こっちとしては、その前に出て、

「出立の港は──」

　安あ土づち中央前ぜん艦かん左さ舷げん。そこに輸ゆ送そう艦かんが射しや出しゆつを待っている。

　行けば、福島と会えるだろう。当分の別れの挨あい拶さつくらいは落ち着いて出来る筈はずだ。
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　福島は、はっとして目を覚ました。

　寝ていた。

　何よりもまず、自分が眠ってしまっていたという事実に、迂う闊かつを感じ、

「……！」

　起き上がったのは、ベッドだった。

　寝床、という単たん語ごが頭の中に浮かぶが、同時に妙みような違和感を得た。

　……おや……。

　寝て起きるのは、いつもの事だ。ただ今日きようは関かん東とうに来てから、安土の補ほ修しゆうと出立の準備をしていて、よく寝てなかった。確か自分は──。

「おや」

　何か、大だい事じな事から視線を背けている気がする。だが、ふと気付いた。

　目覚ましだ。

　確か、出立前に寝てもいいように仕掛けていた筈。それが鳴っていないと言う事は、自分が先に目を覚ましたと言う事か。成なる程ほど、拙せつ者しや、気持ちの上でも準備万ばん端たんで御ご座ざります。

　ならば、と福島は壁の伝讃筐体ＰＣに手を伸ばし、

「む」

　そこに、硬い伝讃筐体ＰＣは無かった。

　あるのは空間と、柔らかい布の堆たい積せき。

　おかしい、と思ったが手を引いてみると、手に絡まってきたものがある。それは、

「オッパ……！」

　ある筈はずが無い。否いな、よく見ればこれは胸の下着。つまりブラ。

　だが、どう考えても自分のものではない。このような大きさ、あるとしたら、

「キヨ殿どの……」

　呟つぶやき、福ふく島しまは真しん相そうに気付いた。

「……キヨ殿の部屋!?」

　慌あわててベッドから起き上がり、意味も無く辺りを見回した。

　暗がりとなっている部屋には、誰だれかが来たという痕こん跡せきも何もない。だが、

　……明らかに不法侵しん入にゆうで御ご座ざりますよ？

　あと、気になったのは時じ刻こくだ。

「ええと」

　壁に時計があった。示されるのは午前二時五分前。出しゆつ立たつの時刻間ま際ぎわだ。

　……いかん……！

　遅ち刻こくはいかんが、それならばまだ不ふ始し末まつで済む。だが清きよ正まさの部屋に不法侵入して出立を忘れていたとなると、これは明らかな不ふ祥しよう事じだ。変へん質しつ者しや扱いで、明日あしたから小しよう等とう部ぶが集団下校になりかねないが、既すでに夏休みで御座りましたな。拙せつ者しや、慌あわて過ぎに御座ります。

「そうではないで御座りますよ……!?」

　荷物は自室なのだ。福島は急ぎ部屋のドアに手を掛け、

「……と」

　通路。誰も来ていないのを確かめてから出るのが、何とも情なさけない。

　ともあれ急ぎ通路に出て、福島は自室に向かった。
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　小こ六ろくは夜風に懐なつかしさを感じていた。

　安あ土づちの中央前ぜん艦かん。艦かん首しゆ側の左さ舷げんでは、M.H.R.R.神聖ローマ帝国北部行きの臨時輸ゆ送そう艦かんが既に駆く動どう系けいの音を立てて待っている。接せつ舷げんフックが外れたらすぐに前に出られるという、そんな状態だ。

　……修しゆう復ふくしておいて良かったな。

　各かく艦かんの接舷所を修復するのは、全体の補ほ修しゆう活動の中で優先度の高い事だ。無む論ろん、生きている接舷所も幾いくつかあるが、北ほう条じよう勢ぜいは全艦の内側へと飛び込んで来ていた。特に最後の機き竜りゆうが艦側面を突っ走った事もあり、各艦を最短で繫つなぐ内うち舷げん側の接舷所が破は壊かいされた。

　直したのは建築系けいに強い自分の麾き下かだが、部品の運うん搬ぱんなど、急ぎの時は玄げん武ぶも使用した。とはいえ玄武も艦かん上じようを大きく動くのは危険なので、重力打だ撃げきによって補ほ修しゆう部品を各かく艦かんへと打ち込んだのだ。

　……面白かったな。

　ほんの三十分程の作業だったが、武ぶ神しんで精度を要される作業はなかなか貴き重ちようだ。高い軌き道どうで落とすよりも、低い軌道で甲かん板ぱんをスキップさせた方が甲板の破は損そんが無いと解わかったのもなかなか面白い。だが、そんなこんなで修しゆう復ふくした接せつ舷げん所だが、

「……福ふく島しまは、来ないで、何してる」

「あ！　福島先せん輩ぱいなら、今来るそうです！」

　可か児にが、既すでに輸ゆ送そう艦かん内に荷物を運び終え、タラップをさっきから行き来している。

　落ち着きが無いが、何となく解わかりもする。

　長期休みを利用して、メジャー襲しゆう名めい者しやとの訓くん練れん合がつ宿しゆくだ。インドア派はでなければ充分に興きよう味みのわく処ところだろう。すると、

「蜂はち須す賀か先輩、御見送り大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「大丈夫？」

「もう、夜、遅いですよ！」

「部屋に戻れない」

「あ、除じよ霊れいでしたっけ!?」

　そう、と頷うなずくだけだ。

　今、神しん道とうの除霊屋どもが、地下階の反省房ぼうで正せい座ざしている。

　彼ら、何やら一ひと仕し事ごと始める前に

「いい!?　私達が禊祓みそぎしている間、絶対覗のぞいてはいけませんよ!?」

　とか、何処どこの鶴つるか雪女だ貴き様さまら。何となく食事を運んだ侍じ女じよ人形が、現場を見てしまい、

「通報すべきと判はん断だんしました。──Shaja」

　との事で。禊祓は完全ではなかった筈はずだから、これは自分、あの部屋に戻れないのではないだろうか。だったら、

「福島の部屋を使わせて貰もらおうか……」

　ベッド脇わきに伝讃筐体ＰＣを仕込んでいるのが、床ゲーム派としては残念な仕し様ようだ。だが、ゲームするたびに怪かい奇き現げん象しようよりいいだろう。セーブデータは艦かん内ないサーバに入れていた筈だし、自分の登録判アカウントを使わせて貰えば福島の環かん境きようを荒らさずには済む。

　……だったらそうしようか。

　許可を貰った上で、竹たけ中なかに相談か、と思った時だ。

「あら、もう、福島様は出てしまいましたか？」

　艦かん上じように上がってくる入口から、ジャージ姿すがたの清きよ正まさが現れた。
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　清きよ正まさは、まず初めに福ふく島しまを探した。だが、

　……いないですね……。

　既すでに艦かん内ないなのか。だとしたら、と窓へと視線を向けた時、桟さん橋ばしから可か児にの声がした。

「巨きよ加か藤とう先せん輩ぱい！　福島先輩を知りませんか!?」

　え？　と声をあげたのは、理由がある。可児の存在に気付いてなかったせいもあるが、

「……私より先に、こちらに来ているのではなかったのですか？」

「清正より先？」

　という再びの不ふ意いの声は、蜂はち須す賀かだ。

　彼女の疑問に、清正はつい、

「ええ、部屋に──」

　言いかけ、慌あわてて言葉を飲んだ。いえまあ、と言葉を挟んで、

「え、ええ、部屋には行きませんでしたけど、あ、福島様の部屋の事です。ええ、行ってませんけど、こちらに来てる気がしていたもので」

「……福島の部屋に行く必要は別にない」

　言われ、清正はこう思った。

　……食いつくのそっちですか!?

　だが、自分の方も要いらん事を意い識しきし過ぎていたのだとは思う。無む闇やみな否定は尚なお更さらの疑ぎ惑わくを呼ぶ。ゆえに清正は、可児に視線を向けて、

「福島様、何処どこに行かれてるのです？」

「清正先輩は、知らないんですか!?」

　……何で知ってる事になってるんでしょう……。

　何故なぜ？　Ｗｈｙ？　と疑問は浮かぶが、それだけ他から見たら親しん密みつという事だろう。一いつ瞬しゆんだけ嬉うれしくなったが、今はちょっと、そこが空から回まわりしている事が懸け念ねん。それに実際、彼女の足取りはつかめていないのだ。

　……結局、私も、距きよ離りが近いだけで福島様の事、解わかってないのですよね。

　落ち込むのは、やはり自分の思いの裏返しか。

　嫌いやですね、と清正は心の中に言葉を作った。こういう暗い思いや、自分の中でぐるぐるしてしまう悩みは、早く解決しないと皆に迷めい惑わくを掛ける。だから、

「福島様を、捜しに──」

　行きます、と言おうとした時だ。後ろから、いきなりの風が来た。

　甲かん板ぱんに上がってくる通路から、荷物を背負った福島が、

「すまぬで御ご座ざります！　寝ていて遅れたで御座ります！」
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　福ふく島しまは、甲かん板ぱんに飛び出し、輸ゆ送そう艦かんの桟さん橋ばしへと急いだ。

　だがその時、ある人ひと影かげを見た。

　清きよ正まさだ。

　……キヨ殿どの……！

　いた。

　存在する。それだけの事実が、今、自分にとっては石壁のように確固であり、どうしようもしがたい。

　走り、急ぐ脚あしが、彼女に気付いた事によって止まりそうになる。

　実際、そうしてしまいたい。何しろ、先さき程ほどまで清正の部屋にいたのだ。自分の本心のようなものは決まっている。

　だから福島は、一ひと言ことを掛けようと思った。

　キヨ殿、と言って、行って来るで御ご座ざります、と、挨あい拶さつをすればいい。それでいつも通りの関係の始まりなのだ。

　しかし、

「う……」

　はっとして振り向かれた彼女の青い目が、ストレートにこちらの視線と合い、石がぶつかったような音がした。そんな気がした。

　自分の内ない心しんを見み透すかされ、咎とがめられたような気がして、福島は慌あわてて視線を逸そらす。

　下へ。すると、

　……ぬ……！

　清正の胸が大きい。否いな、ビッグであるのは仕し様ようだ。いつも通り。その筈はず。だが、

　……何故なぜか、いつもよりも増しているような……!?

　否。人間の胸が短時間で急速に大きくなる訳わけがない。そんな事があるならば各かつ国こくで神や政権に向かって諸しよ衆しゆうが無意味な嘆たん願がんをする筈が無いではないか。

　だとすればこれは自分の邪じや念ねん。キヨ殿＝胸と考えるなど、自分の汚けがらわしい部分がつい裸ら眼がんズームをしてしまったので御座りましょう。汚らわズームと名付けて戒いましめるべきで御座りましょうか。

　ともあれ、走っているのは幸いした。自分の邪念を気付かれる事なく、輸送艦に乗り込める。

　挨拶無しで乗り込む事をすまぬと思い、

「────」

　福島はこう思った。ああ、自分は、惜しいので御座ります、と。
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　福ふく島しまは認めた。

　正面から視線を合わせられぬ程だというのは、今、改めて解わかった。

　そんな相手に対し、今、自分の本心を知られたくはない。何しろ、

　……今は、そういう場ではないで御ご座ざります。

　部屋に入って、会えたならば良かった。そこならば、何があっても二人だけの事として収める事が出来たのだ。

　だが今は違う。

　外だ。蜂はち須す賀かもいれば、可か児にもいる。他、多くの視線がある。

　そこで、皆の和を乱すような事は出来ない。

　しかしその一方で、己おのれの心を整える事も、また、出来ないのだ。

　だから惜しい。

　清きよ正まさに、ちゃんと振り向き、別れの挨あい拶さつも言えない事が惜しい。

　それが言えず、出来ぬからこそ、改めて自分はこう思った。

　……拙せつ者しや、キヨ殿どのの事を好いて御座りますな。

　だけど駄だ目めだ。

　今はとにかく、駄目だ。

　今は敗はい戦せんの時間。これからは強きよう化か訓くん練れんの合がつ宿しゆくだ。

　敗はい北ぼくした羽は柴しば勢ぜいの中、強くなるために外へ行く自分達は、仲間達にとって、どれだけの希望になるものだろうか。

　コイツがいれば大だい丈じよう夫ぶ。もう負けない。そういう者になって帰らねばならない。

　それがここで、失恋イベントなど。

「う」

　走り、桟さん橋ばしから艦かんに入るタラップを渡りながら、福島は思った。

　……拙者、フラれる事しか考えて御座りませぬなあ……。

　それはそうだ。

　何しろ器き量りよう良い清正の事。既すでに相手の一人か二人いてもおかしくはないと思うが、二人いたらそれはそれで問題な気もするので一人で御お願ねがい……、しないで御座りますよ？

　ただ、現在、同どう性せいの結婚も出産も有りで、母体の問題があるなら他者を介かいしたり、人工系けいとか、そういうのも可能となりつつあるのだ。

　自分にも、機き会かいはあってもいいのではないかと、そう思う一方で、

　……キヨ殿どのが、そう言う事を考えていなければ、一切無む駄だに御座ります。

　人の思うところ。重なる部分こそが少ないというのは解っている事だ。

　だとすれば、自分がこんなニッチな事を望んでいて、清きよ正まさが同じ事を思っている筈はずもない。

　フラれるのは必ひつ定じようだ。

　仕方ない。

　そうなったら、片かた桐ぎりと酒でも飲もう。彼もまた、華はな々ばなしくフラれたというか、運命的にそうならざるをえないというか、必然的にフラれたのだから、こちらの感覚が解わかるだろう。無む論ろん、風ふ呂ろはいけない。学食も侘わびしい。ならば何処どこかで適当がよう御ご座ざろう。

「福ふく島しま先せん輩ぱい！　もう出ますよ！」

　ふと気付くと、タラップの終わり際で足を止めていた。

　足あし場ばの行き先は輸ゆ送そう艦かんの二階部分。既すでに可か児にが、最上階となる甲かん板ぱんからこちらを見下ろしている。見晴らしが良いのだろうし、見送りに応こたえられるのも、そこなのだろう。

　だから自分も、そこへ行こうと思った。

　甲板から見下ろせば、清正は視し界かいに入る。その距きよ離りと、どうしようも出来ない位置関係なら、彼女に笑えみを送る事も出来るだろう。

　そうしよう。だから艦かん内ないに入って、

「福島様！」

　いきなり背後から来た声に、福島は、艦内に入ると同時に身をすくませた。
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　清きよ正まさは、自分が何をしているのか、今いま更さらのように気付いた。

　これから出港しようという輸ゆ送そう艦かんの入口。乗客用タラップの上だ。

　福ふく島しまは輸送艦の中に踏み込んでおり、自分は入口の前に立っている。

　既すでに見送りの人々は、桟さん橋ばしに集まっている。

　遅ち刻こくの福島を乗せたら、艦は出るのだ。それも始まりは敵地の空に、だ。行き先などを悟さとられないよう、船は急ぎで西へと航こう路ろを偽ぎ装そうしながら行くのだろう。

　今、艦に近づいていい時間ではない。

　どう考えても、自分は出港の邪じや魔まだ。だが、

　……福島様。

　先さき程ほど、艦内から上がってきた福島と視線が合った。

　はっとした驚きの顔。だが、そこに清正は、あるものを見た。

　……怯おびえ、です。

　どういう事なのか。

　自分は、彼女にとって忌き避ひされるような存在なのか。

　何が何だか解わからない。大体、それから彼女は視線を落とし、しかしすぐに[image: ]しかられたような顔をして、その目をこちらから逸そらしたのだ。

　正直。ちょっと危なかった。

　何しろ胸にはＴｅｓテスタメント．枕を隠かくしている。これを見られたら、またそれはそれで一発アウトというか、この出しゆつ立たつ前に〝変な人〟確定とされてお別れは勘かん弁べんして欲しい。

　ただ、清正はこう思うのだ。

「福島様」

　目の前の福島は、振り返らない。

　動かぬ背に、こちらを見て欲しくて、清正は口を開いた。

　……私が──。

　先程の彼女の表情に対し、言いたい事がある。だが、

「────」

　声が出なかった。ただ、言葉を作ろうとして、唇くちびるが動いただけ。

　……駄だ目めです。

　何故なぜ、あんな顔をされなければいけないのか。

　おかしい。

　昨夜、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いの最さ中なか、そしてその前にあった訓くん練れんなど、自分達はずっと共にいて、同じ時間を過ごしていたではないか。

　笑って、認め合って、楽しかったとそう思う。だから、

「福ふく島しま様」

　言った。

「私が、貴女あなたに何か、してしまいましたか」

　一ひと息いきに、言う。

「何なに故ゆえ、私を見て、怯おびえたような顔をするのですか」
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　福島は、反射的に清きよ正まさへと振り向いていた。

　……違うで御ご座ざります！

　怯えという言葉に反応したのは、自分が戦せん闘とう系けいだからだろうか。

　違う。

　そうではない。

　清正に対して、怯えているのではない。寧むしろ逆で、自分としては清正と共にいたいと、そう思っているのだ。

　だが、その思いが自分の中で整わず、迂う闊かつに触れれば嫌きらわれるのではないかと、そう思っているのだ。

　怯えは、自分に対してだ。決して、清正に対してではない。だから、

　……キヨ殿どの。

　違うと、そう言おうとした。しかし、

「────」

　目が合った。

　清正の青の瞳ひとみが、まっすぐにこちらを見み据すえていた。

　目を通して、己おのれの本心を見み透すかされている気がして、また、そんな自分を清正が心配している事が解わかり、それもまたすまなく思い、

「……っ」

　福島は、相手を正せい視し出来なかった。

　目を横に背ける。なるべくバレないように、右へと振る。下へ振ると胸を見てしまってこれはいけない。

　ただ、そうやって視線を逸そらすと、口は動いた。

　妙みように熱のある息を吐きながら、福島は唇くちびるを動かした。

　情なさけない程に小さい声で、

「拙せつ者しや……、別に、怯えては御座りませぬ」
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　また、と清きよ正まさは思った。

　目の前の福ふく島しまが、明らかにおかしい。

　あれ程の強さを誇る彼女が、何故なぜ、自分に対して怯おびえるのか。そしてまた、

　……何故、そうではないと、噓うそをつくのです？

　訓くん練れんで、攻こう撃げきと防ぼう御ぎよの遣やり取とりをした時であっても、このような怯えではなかった。あの時だって、逃げはしたが、隠かくれはせず、同じ舞ぶ台たいに居続けたのだ。

　今は違う。

　逃げて、小さく、隠れようとしている。

　逃げて、しかし本ほん能のうとして抗あらがう道を見つけようとしているのではない。

　逃げて、ただただ、逃げ切ろうというだけだ。

　だから噓をつく。

　それが一番、堪こたえた。

　……どうして。

　どうして、噓をつくのか。

　こちらに原因があるなら、言ってくれればいい。

　別に、何かこちらに対して悪い事をしたとしても、言ってくれれば、どうにか正せるかもしれないし、福島にだったら、何でも許す覚かく悟ごはあるのだ。

　それなのに。

「どうしてです」

　顔を合わせないとか、怯えられるとか、会えないとか、すれ違うとか、距きよ離りを取られるとか、そんな事よりも何よりも、

　……噓をつかれるのが、一番辛つらいです。

　信用されていないと、そう思うからだ。

　馬ば鹿か。

　勝かつ手てに、信頼されていると、自分がそう勘かん違ちがいしていたんでしょうに。

　だけど、今までの何もかもが、自分に返ってきてしまって、

「──噓は、やめて下さい」

　なるべく冷静を装よそおって、言ったつもりだった。

　すると福島が、息をのんだ。そして彼女が、

「噓は、ついて御ご座ざりませぬ」

　言った言葉が、輸ゆ送そう艦かんの警けい笛てきに重なった。

　船は出るのだ。

　だが、音に消され掛けていても、福ふく島しまの声は耳に届いた。だから清きよ正まさは言った。

「噓うそです」

「否いな、噓では──」

「じゃあ」

　と清正は問うた。

「──代わりに、一つ、答えてくれませんか？　福島様」

　ちょっとした疑問だ。

　これに答えてくれるなら、福島に対しての疑念も何もかも、忘れよう。そう思える程度の、難度の低い問いかけだ。

　自分にも、彼女を信じさせて欲しい。そう思って、己おのれは問うた。

「──出しゆつ立たつまで、何処どこに行っていたのですか」
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　ぞ、という血の気の引く音を、福島は己の耳奥で聞いた。

　……まさか、知られて御ご座ざりますか!?

　否、そんな筈はずはない。もしも清正が気付いたら、起こすなり、傍そばにいるなり、必ずアプローチがあっただろう。そのくらいはあると、信じている存在だ。

　だが、福島は思った。

　己が部屋に戻った時、そこはやはり無人だったのだ。

　ならば、と息を整え、福島は清正に応じた。

「寝ていたで御座ります」

　それは、

「──自分の部屋で御座りますよ」

　言った。その台詞せりふが終わらぬ内から、清正の声が来た。

「噓です」

　え？　と福島にして思う位の返答だった。しかし、

「噓です……！」

　言われ、福島は思った。まさか、やはり現場を見られていたのでは御座りませぬか、と。

　ともあれここは、何か取り繕つくろわねばと、福島が思し考こうを動かした時だ。

　福島は見た。

「噓です……」

　清正が、言いつのりながら、涙をこぼし始めたのだ。
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　駄だ目めです。

　泣いたら駄目。泣いたら、福ふく島しま様を心配させる。だけど、

　……嫌いや。

　この人が、私に噓うそをつくのが嫌。

　この人が、私を信用してくれていないというのが嫌。

　この人が、私の言葉をちゃんと聞いてくれないのが嫌。

　嫌。

　今、この現実が、全部、噓だと、夢だと、壊こわれて無くなってしまえばいいのに。

　もう嫌。

「嫌」

　目め尻じりを拭ぬぐうが、涙は止まらない。ただ福島が、

「キヨ殿どの……」

「いいです」

　いいです。もういいです。だって、噓ついたっていい相手なんです、私。

　……そんな相手に、気き遣づかい見せないで下さい……！

[image: ]

　優しくされると、惨みじめになるなんて、思った事もなかった。

　だけどもう出しゆつ立たつです。私、邪じや魔まです。ええ、信用してない私がここにいて、邪魔してしまっているのです。でも、

「福ふく島しま様」

　すみません。

　もう、泣いてしまいましたし、隠かくしようがありません。だから、

「一つ、押しつけていいですか」

　そのくらいは、いいですよね。

「──な、何をで御ご座ざりますか？」

　ええ、と自分は頷うなずくだけだ。

「私、好きな人がいるんです」

　驚く程、素直に言葉が出た。

「だけど」

　言う。

「その人にとって、私、何故なぜか、迷めい惑わくになっているようなんです」

　だから、

「これから、その人の名前、福島様にだけに言って、忘れようと思います」





●






　警けい笛てきが、二度鳴るのを、福島は聞いた気がした。

　出立だ。

　上、甲かん板ぱんの方から可か児にの声がしているようだが、こちらの耳には届かない。

　福島は、ただ、動けなかった。

　……キヨ殿どのの、好きな人、で、御座りますか？

　言うべき事があるとしたら、

「それは──」

「福島様です」

　即そく答とうが来た瞬しゆん間かん。輸ゆ送そう艦かんの扉とびらが閉じた。

　出立の限界時間が来たのだ。
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　船が出て、ぎりぎりまで粘ねばっていたタラップが引き戻されていくのを可児は見ていた。

　その上を、背を向け、清正が走り去っていく。

　他、鍋なべ島しまや、浅あさ野のもいるのに対し、可児は手を振り返すが、

　……巨きよ加か藤とう先せん輩ぱい!?

　何を言っているのか、自分には聞こえなかったが、何か激しい言い合いをしていた風ふうでもなかった。それで巨加藤が泣いていたというのは、

　……友情ですか!?

　ただ、肝かん心じんの福ふく島しまがいない。しばらくすると甲かん板ぱんの人々も見えなくなるだろう。

「福島先輩……！」

　可か児には、甲板から下に降りる階段へと足を向けた。

　表示枠レルネンフイグーアを開くが、福島からの反応や書き込みは一切無い。ただ、

・ナベ３：『やっぱり清正先輩、福島先輩の事好きなんだわなあ……』

・あさの：『あー、そこーらへん、すーごいウザーい語りを今日きよう聞ーいたあー』

　何だか解わからないが、皆ともしばらくお別れだ。まあ、こっちはこっちで、高こう等とう部ぶに入ってからはそれぞれの動きが多かったから慣れっこだが、

「福島先輩！　巨加藤先輩、走って行っちゃいましたよ！」

　と、駆かけ下りていった二階の通路。そこに福島が倒れていた。

　仰あお向むけ。

　通路に伸びたように、頭だけを壁に寄りかからせた姿勢だ。

「福島先輩!?」

　動かない彼女に駆け寄ってみると、意い識しきはあるようだ。

　だが、視線が完全に閉じた扉とびらに固定され、感情も動いていない。

　手首を持ち上げるが、離すと落ちる。

「福島先輩！　ちょっと！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　言ったなり、不ふ意いの動きが来た。

　福島が跳ね上げるように上じよう半はん身しんを振り、そのまま前に勢いつけて身を倒し、

「ぅああああああああああああああああ!!」

　叫ぶ顔は、泣き顔とも、怒りとも見えた。

　直後。福島が、額ひたいを外に出しかねない勢いで目の前の扉に激げき突とつさせた。

　激げき音おんが響ひびき、明らかに廊下が震しん動どうした。そして彼女は、

「──くああ」

　何か、乾いたような、憤いきどおりの息を吸い、そのまま廊下に倒れ伏す。

　動かない。

　可児に解るのは、福島が、恐らく何かを失敗したと言う事だ。

　……な、何なんです……!?

　何が何だか解らない。ただ可児は、

「えーと、どうやって運びますか……！」

　とりあえず、困った時はM.H.R.R.神聖ローマ帝国戦せん士し団だんマニュアル。その手引きに従いながら、笹ささ群むらを射しや出しゆつ。上に福ふく島しまを乗せてとりあえずは医い務む室しつへと搬はん送そうするに決めた。

「福島先せん輩ぱい達も、現場、大変だったそうですから……！　休きゆう憩けいですね……！」
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「さて、休憩は終了だ！　今夜が時間短たん縮しゆくの勝負だぞ！」

　瀬せ戸と内ない海かいを見渡せる空が、ゆっくりと回っていた。

　見晴らす方向は三百六十度。全天を上に置き、下には巨きよ大だいな空中都市がある。

　武蔵むさしだ。

　八艦からなる巨きよ艦かんが、今、深夜の大だい旋せん回かいを開始していた。

　艦かん首しゆを南西から、東へと。

「関かん東とう行きの前準備だ。この旋回を利用して各かく艦かんの備び蓄ちくを均きん等とうに行き渡らせ、下からの着ちやつ港こう便びんも同様に均等に回せ。──下、うどん王国からの補ほ給きゆうは滞とどこおりないか!?」

　武蔵むさし野の艦首。そこに設けられた臨時生徒会本ほん陣じんにて、正まさ純ずみは指し揮きを飛ばしていた。

　見上げる空。多数の輸ゆ送そう艦かんが行き来している。だが、うどん王国から来る輸送艦は、全てが武蔵の用意した大型輸送艦に接せつ舷げんし、貨か物もつをその内部や上へと運び込んでいく。

・○べ屋：『うわあ──！　港湾管理すごく楽しいよ私！』

・副会長：『おいおい大だい丈じよう夫ぶなのか？　朝には出港出来るのか？』

・○べ屋：『大丈夫大丈夫！　ちょっと裏技だけど、武蔵にちゃんと〝補給〟＋〝支し援えん物資〟を積んだ上で関東に行かせてあげるから』

　ハイディの言葉に、正純は腰に手を当て、一ひと息いきを吐いた。

「随ずい分ぶんと乱らん暴ぼうなやり方だが、速度勝負の部分があるから仕方ないか」

・金マル：『──普通、どんな急いでも三日は掛かる補給や物資の搭とう載さいを、一晩で済ませようってんだもんねえ』

　ああ、と正純は頷うなずいた。

「急ぎ、関東へ行く。里さと見みや毛もう利りへの補給物資も揃そろえて、だ」

　そのためにすべきは、

「基本の準備は今晩だけで済ませる。そして武蔵は、明朝、関東へと行く。

　但ただし関東へは、三日を掛ける。それが今回のプランだ」
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　関東への補給物資の確保と、武蔵の備蓄完了。

　これを、実質、今晩だけで済ませて出港を行う。

　現実的ではないプランだというのは、正純にも解わかっている事だ。だから、疑問としては、

・礼賛者：『可能なんですか？　まあ、武蔵むさし自体が、元々備び蓄ちくを有しているというのがあると思いますが』

　御お広ひろ敷しきの問いかけには、別の答える声があった。

　オーゲザヴァラーだ。

　彼女は、テンションも高くこちらに言葉を送ってくる。

・○べ屋：『大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　三日掛けるっていうのが、ミソなのよ』

　あのさ、と前置きして、彼女は言った。

・○べ屋：『──武蔵が航こう空くう〝都市〟艦かんであるというのは、当たり前のようでいて、結けつ構こう見落とされてるのよね。無む論ろん、商しよう工こう団だんではそこに気付いた上で輸ゆ送そう団だんを組む訳わけだけど、ここまで大だい規き模ぼなのは初めてじゃないかな』

　要は簡単だ。一ひと言ことで告げるなら、

・○べ屋：『追つい撃げき補給方式』

　つまり、

・○べ屋：『武蔵は巨きよ大だい艦だけど、備蓄が一いつ瞬しゆんで無くなる訳じゃないからね。だから消しよう費ひ分も含めて補給を仕入れて、移動する武蔵に追いつかれたり、逆に追う形で、輸送艦を出していけばいい訳。

　それでまあ、構こう築ちくしたのが〝三日掛けて、補給しながら移動しよう〟って事。

　関東まで三日ってのは結けつ構こうスローペースだけど、補給とか順次していく、と考えると、大体それでいける筈はずじゃないかな』

・十ＺＯ：『でもそれ、追走する輸送艦の燃ねん料りよう費ひとか、馬ば鹿か高くなるのでは』

・○べ屋：『だから武蔵の中で、我こそは、って商人を集つどうのよ。──うどん王国は貿ぼう易えきの大手だから、武蔵一艦分の備蓄と関かん東とうへの補給物資を短期集中で買い付けるとなると、お互いにとって大きな商売になるわ。採さい算さんラインに目め処どがつくなら、うどん王国とのコネクションが作れるってのは凄すごい大きいわよね』

・貧従士：『なによりうどん王国の別名は、讃岐さぬきですからね……！』

・○べ屋：『どっちが本ほん名みようだよ、って感じだよね！』

・十ＺＯ：『何だかハイディ殿どの、テンション高いで御ご座ざるな』

・●　画：『やはり、久しぶりの仕事だものね。金の亡もう者じやとしては堪たまらないでしょう』

・金マル：『うどんから解放されたってのもあるよね』

・不退転：『まだ借しやつ金きん払いがあるから、解放じゃなくて目をそらしてるだけじゃないかしら』

・○べ屋：『だから言うなあああああ！　あと、誰だれ!?　通神帯ネツトに〝うどんのオスメス・土ど下げ座ざ盛り〟とか情報端スレツド立てたの！　うちと提てい携けいして宣せん伝でんの場にしようよ！』

　流石さすが過ぎる。

　ともあれうどんのメスは、恐らく上空で輸送艦群の指し揮きを執とりながら言う。

・○べ屋：『商人によっては、うどん王国で仕入れず、途と中ちゆうの貿ぼう易えき港で貨か物もつ用意してテイクアウト狙ねらうみたいだし。やっぱ手広いコネは大だい事じだよね。

　また、準備が出来た艦かんから、武蔵むさし上に貨物を載のせられるものは載せる。武蔵の上が混んでいて不可能になったら、彼らを先行させて、移動していく武蔵が後ろから彼らを拾って、貨物を受け取ってバイバイとか、そういうのもあるの。どっちかって言うと小回りのきく中手以下は、先行を選んで、輸ゆ送そう費ひの軽けい減げんに努めるみたいね』

・副会長：『道どう理りで行ったり来たりだけじゃなく、東方向に行く艦も多い訳わけだ。

　……うどん王国の許容量にも感かん謝しやだな。よく対応してくれてる』

・○べ屋：『あー、そう思わせたらうどん王国の勝ち』

　そうなのか？　と疑問した時だ。

・銀　狼：『K.P.A.ItaliaがM.H.R.R.神聖ローマ帝国に飲み込まれたせいもあって、うどん王国の流通は以前の流れを持っておりませんの。

　つまり、K.P.A.Italiaや、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ相手に穀こく物もつを売るラインを、M.H.R.R.向けに作り直す部分もあったりで、──その間、出せない在庫が死材化してますのよ』

　そういう事、とオーゲザヴァラーが言う。

・○べ屋：『それでいて今、欧おう州しゆうは三十年戦せん争そうで、安い食料を求めてるのよね。これは三十年戦争の後、尚なお更さらにその傾向がアップするわ。──平和になれば、人口は爆ばく発はつするから。

　だとすると、欧州対たい岸がんの穀こく倉そう地ち帯たいとなるここは、これからの伸び率りつが大きい訳。

　だから大手はうどん王国とのコネを守ろうとして、死材買い取りで恩おんも売れるとなれば、中手くらいは大手のコネに滑り込もうか、または乗っ取ろうとしてくる訳ね。今回、関かん東とうへの輸送費で赤字になっても、次回からはこんな追つい撃げき輸送しない訳だから、ここでコネが奪うばえるならやる意味もあるってものよ。

　会計としては燃ねん料りようの一割持ちというのを、出しゆつ立たつと到とう着ちやくの差さ分ぶん時間で変動調ちよう整せいするようにしておけば、皆も遅れずついてくるって感じ』

　上を見れば、大型輸送艦に、直接うどん王国からの輸送艦を連結しているものもある。

　……ああやって、輸送艦自体を、里さと見みや毛もう利りへの配給物資としようという訳か。

　うどん王国の正面は、K.P.A.Italiaと六護式仏蘭西だ。航こう空くう艦かんの運うん航こう方法に、大きな差がある訳ではないだろう。既すでに東方向へと仮か想そう海かいの棚たな引びきを始めた艦かん群ぐんが列を形成し始めている。

　ならば、

・○べ屋：『商談の期限は未み明めいまで。決まり次第、関東方面へと向かうようにしてるわ。

　正まさ純ずみのやる事は、武蔵をちゃんと定刻に出して管理して欲しいって事。

　ここらは〝武蔵〟達の仕事だけど、指し揮きは正純だからね」

　じゃあ、と正純は言った。

「──明日あしたの朝、武蔵を関東へ向けて出すぞ。会計達には武蔵預かりとなる輸送艦の計けい上じようも頼む。向こうで有用となるだろうからな」

・俺　　：『つーか、何だか本ほん舗ぽじゃねえ方の手伝いとか無料でさせられてんすけど俺おれ。関かん東とうに早く行く意味とか、どんな感じよ？』

・副会長：『ああ、向こうに行く理由は簡単だ』

・立花嫁：『一応聞いておきますが、こちらにいる羽は柴しば勢ぜいと衝しよう突とつしないという、そんな理り屈くつはあるのですか』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは即そく答とうした。

・副会長：『つまり全ては、──嫌いやがらせだ』

　皆が、十秒くらい通神帯ネツトに何も書き込まなかったのは何故なぜだろうか。







[image: 第十九章『見晴らし台の宣告者』]
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「──で、武蔵むさしは今日きよう辺り、こっちの南を通過する訳わけ？」

　真さな田だ教きよう導どう院いんの屋おく上じよう。木のプランターに水を柄ひ杓しやくで撒まきながら、海野うんのは言った。

　まだ負ふ傷しようは治っていない。

　今は身体からだを動かす事が養よう生じようとの事で、望もち月づきの手伝いを得ながら、

『海野様、桶おけを運ぶ際に可能な限り腕を広げた方が、肩周りのリハビリになるかと思います。あと、柄杓を振る時は手首で行わない方が。──あ、武蔵ですが、讃岐さぬきを出て三日目となれば、今日の昼頃ごろには南西の山やま間あいから見えると判はん断だん出来ます』

「望月にリハビリの監かん督とく任せたのは失敗だったねえ……。でも、どうして武蔵はいきなり、こっちに来る事になったんだろ。向こうにいた方が有利じゃないか」

『私達が知るべき意味はないかと思いますが──』

　望月は、プランターの中から雑草を摘つまんでいく。それを見た海野が、

「……何で屋上に置いてあるのに雑草生はえるんだろうね」

『こういう草の種たねは非常に小さいものですから、風に飛んだり鳥にも運ばれてきます。また、それゆえに初めから土に含まれていた可能性もあります』

　成なる程ほどねえ、と海野は言って、柄杓で自分の頭を叩たたく。

「戦せん闘とうと神しん事じから離れてみると、知らない事ばかりだよ」

『すみません。私、知ってましたもので』

　と、教導院前の森から、地ち竜りゆうが数体起き上がった。身長八十メートル程の彼らは、こちらを見てからひそひそと、

『ほら、海野さん、体育会系けいだから……』

『料理とか、からっきしよね……』

『どうする？　今度の合コン、誘う……？』

『人にん気きですね海野様』

「というかデカい図ずう体たいで聞こえるように言ってんじゃないよ……！」

　わあ、と地竜達がまた森に沈んでいく。それを見て、海野は一ひと息いきを入れ、

「皆、しっかりやってんのかね。──こっちにはこっちで、強きよう化か訓くん練れんとか、そんなのであいつらが来るんだろう？」

『羽は柴しば十じつ本ぽん槍やり、──加か藤とう・清きよ正まさですね』

　と、望月が視線を南東に向けた。

　遠くの空。山を越えて下り、平野と青い空気の層の向こう。

「見える？」

『こちらは以前から、見えております。──里さと見み沖おきの安あ土づちが、確かに』

　望もち月づきが、身を低く構えるのは、獲え物ものを見み据すえる際の癖くせだ。

「敵はどっちだろうね」

『味み方かたはどっちだ、と言えないのが、真さな田だらしいですね、海野うんの様』

　という望月の言葉に、海野は自分の台詞せりふの意味を考え、

「は」

　苦く笑しようした。

「まだまだだね。──そうではない真田を、切り開いたってのに」

　Ｔｅｓテスタメント．、と望月が頷うなずいた瞬しゆん間かんだ。屋おく上じように来るためのドアが、勢いよく蹴けり開けられた。

　見ていると、中から巨きよ漢かんが飛び出してきて、床を幾いく度ども踏みつけた。

「くっそ！　くそおおおお！　何だ一体！　夏休みに入って、これから俺おれも夏デビューだと思って機き馬ば免めん許きよとか合がつ宿しゆくで取りに行って、そこで可愛かわいい女の子と知り合って、おつきあいとかどうですか。ええ、最近は人に連打叩たたき込んだり踵かかと落おとし入れるのがいたりでボクちょっと女性恐きよう怖ふ症しようなんですよ、ふふ、ボクですか？　あ、これでも真田教きよう導どう院いんの総そう長ちようやってます真田・信のぶ之ゆきって言います。草食系けいなんですよう、山の中ですから。ははは。とか白い歯でやってやろうと思ってたのに、何だ一体いきなり安あ土づちがやってきて真田で合宿だ!?　それだったらもう全力で腰低くしてやってやろうってのに、何で今度は武蔵むさしが戻ってくるんだよ！　パパもいねえと俺一人で両方のコビー・ヘッツライーンとか出来ねえよ！　パパ御お願ねがいだから戻ってきてくれ俺の人生を楽にするためにい──!!」

　心の叫びを表おもてに出すなよ、と海野が思うと、望月がこちらに無む言ごんの視線を向けてきた。同じ事を考えていたらしい。

　すると、草食系が、こちらに気付いた。

「な、何だお前ら！　まさか今のを盗ぬすみ聞きしてやがったのか!?」

「いや、盗み聞きはしてないから。どっちかって言うと右から左に抜かさないといけない系」

「それが総長に向かって言う事かあ──!?」

　正面の森から地ち竜りゆうが数体立ち上がり、半はん目め状態の顔の前で前足を左右に振った。

　地竜が森に沈む。

「あ、くそ！　お前ら、もっと俺に敬けい意いを払え!!　いいか!?　敬意ってのは、誰だれもが俺にですます調で話をして、俺に傅かしずき、命令を聞いて、俺はこう、椅い子すに座って食事を振る舞われたりしながらだな……！」

　敬意の対たい象しようは、身しん体たい能力を用いて空気椅子を揺らした。そのまま空中に架か空くうの紫し煙えんを吐き、

「エクセレント……」

「それよか羽は柴しば側の合宿の用意とか、出来てないんじゃないかね」

『何してるんですかこんなところで』

「お、お前ら、俺を何だと思ってる!?」

「よく解わからんレベルで長生きする人」

『ホームだと無敵の人、も付ふ属ぞくしましょう、海野うんの様』

「く、くそ、痛いところを突きやがって！」

　と、望もち月づきが、表示枠サインフレームを開いた。指で挟んで投げると、信のぶ之ゆきがそれを受け取る。

「な、何だこれは、恋こい文ぶみか!?　そうなのか!?」

「うっわ、望月がそんな顔するの、あたし初めて見たよ……」

『すみません海野様、流石さすがに……』

「お前ら！　お前ら！　ちょっとネタの回転早過ぎるだろ！　というかコレ何だよ!?」

　はい、と望月が言った。彼女はプランターの雑草を摘つまみながら、

『──真さな田だの総そう長ちようが今日きよう辺りにした方がいい事を箇か条じよう書がきにまとめて見ました。可能であれば最終行に〝寝て二度と起きない〟と付け加えて頂いただけると自じ動どう人形的に幸いです』

「おお、つまりは二度寝はするなという事か！」

　長生きするわー、と半はん目めになるこちらの眼前。信之が両手で表示枠を掲かかげて振り向いた。

「おい！」

「何だい一体」

　言うと、信之が笑えみを見せて告げた。

「有あり難がとうな！　俺おれ、パパ達にこういうの任せてたから、動くのは得意なんだけど考えんの苦にが手てなんだ！　当分はコレ参考にしていくけど、また寄よ越こせよ！」

「それが人にもの頼む態度かい」

「俺は総長だからこれでいいんだよ！」

　言って、しかし、すぐに信之は下に降りる通路へと駆かけ出した。

「──待ってろよ教きよう習しゆう所じよの可愛かわい子こちゃあん……！」

　忍にん者じや系けいとは思えぬ足音に、海野は一ひと息いきを吐いた。そして、

「どーする」

『また愚ぐ痴ちを聞いたら、投げ与えるので良いのではないでしょうか』

　そーだね、と頷うなずき、海野は肩から力を抜いた。

「……夏休みだってのに、暑苦しい……」

『それで正常なのは自然現げん象しようとして確かですが、人間関係的にそれは避けたいです』

　と、そこまで言った望月が、あ、と気付きの言葉を繫つなげた。

『海野様、腕がよく振れています』

　言われる通り、腕が動く。スムーズというよりも、軽い。どことなく、まだ肩から先を吊つっているような感覚はあるが、

「余分な力が抜けたのはいい事か」

　空からの柄ひ杓しやくを振って、宙ちゆうで止める。その向く先は南西となれば、

「武蔵むさしは、──相変わらず、暑苦しくて全力なのかねえ」
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「よーし、じゃあ、暑くなってきたし、そろそろ関かん東とう入るし、向こうに行くとまた忙いそがしくなりそうだから、ここらで再テストの最後、実技をやっておこうか」

　夏服姿すがたの正まさ純ずみは、風の当たる場所で担たん任にんの声を聞いていた。

　場所は、武蔵むさし野のの艦かん首しゆ甲かん板ぱんだ。そこには皆が集まり、実のところ、

「あの、先生、正直言ってまだこの午前中は多忙な時じ刻こくではあるので、テストとは言っても早めに切り上げられるものが嬉うれしいんですが」

「あれ？　午前中は空あいてるんじゃなかったの？」

　あー、と手を上げたのはオーゲザヴァラーだ。彼女はやや乱れた髪かみを喜き美みに櫛くしで梳とかせるに任せながら、

「追つい撃げき輸ゆ送そうとは別で、既すでに毛もう利り側から受け取り用で空の貨か物もつとかやってきてるのよー。まあその方が遣やり取とり早くなっていいか、ってんで受け入れたけど」

「おかげで配送業まで二十四時間どころか、そろそろ讃岐さぬき分も含めて五十八時間はフル稼か働どうになってるわよ」

　確かに、と頷うなずいたのは浅あさ間まだ。彼女は今も表示枠サインフレームを幾いくつか開きながら、

「各かつ国こく入り乱れで武蔵の結けつ界かいを渡ってくるので、移動しながら着ちやつ港こう処しよ理りを延えん々えんとやってる状況になりまして……」

「アサマチ御ご免めんー。お金の事もあるし、あとで御お礼れいするから」

　はいはい、と言う浅間が、この二日程、生徒会居きよ室しつと鈴すずの湯ゆの往復しかしていないのを正純は知っている。否いな、彼女だけではなく、皆が大体そうだ。

　……流石さすがに負ふ担たん掛けてるなー……。

「すまん、とは言わない。目的があっての行動だからな」

　正純は、皆に告げる。

「早期に関東へ入る事は、意味がある。うどん王国にあのままいても良かったが、もっと安全かつ、大たい義ぎ名めい分ぶんをつけて関かん西さい方面へと戻る手段があるんだ」

「瑞典スウエーデン総そう長ちようを頼るんですの？」

「んー……。ちょっと調ちよう印いんが必要だから、そこまでは明確に出来ないかな」

　ただ、

「いろいろな最終手段があるが、私達にとって、それ以外の手段もあるって事さ」

　そして、

「それには、──羽は柴しばにも手伝って貰もらわねばいけない」





●






　羽は柴しばに？　という疑問をミトツダイラは得た。

　正まさ純ずみの考えている事の片へん鱗りんは、何となく覗のぞけている。関かん東とうからまた西へと戻ると言う事は、関東にあるものを利用すると、そういう事なのだ。

　立場や物資、そういったものを使用する。だとすれば、

　……大体、見当はつきますわね。

　ただ、それをどうやって繫つなげ、関かん西さいへと持ち込む手て筈はずにしていくのかが、解わからない。その辺りは、まだ正式に準備が出来ていないのだろう。ともあれ、

「では、こちらはこちらの問題として、進めたいところですわね。──先生、一体、テストは何を致しますの？」

　それに、とミトツダイラは言葉を繫げた。

「今、里さと見みには直なお政まさや、立たち花ばな夫ふ妻さいもいますわ。三人のテストは？」

「んー、まあそこらはどうにかするという事で」

　テキトーだ。だが、その辺りは確かにどうにかしてしまう教員でもある。

「──先生、昨夜はちょっと食べ過ぎで、少し運動しておきたい感なのよね」

「運動？」

　皆の首を傾かしげる動きに、担たん任にんが笑えみで言った。

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうね。簡単に、短時間勝負で行きましょう」

　つまり、

「ここから先生が教きよう導どう院いんまで突っ走るから、それまでに先生に一発当てたら勝ち。

　終えたら向こうで一ひと息いき入れましょ」





●






　オリオトライは、全員の反応を見た。

　全員が身み構がまえるだけではなく、

「あ」

　と浅あさ間まが欠伸あくびの口を左手で隠かくし、右手を掲かかげた瞬しゆん間かん。

　空から幾いくつもの鉄てつ塊かいが降ってきた。硬こう化か竹だけのランチャーを、更さらに突とつ入にゆう仕し様ようへと改良した輸ゆ送そうパレットだ。

　銀ぎん鎖さ、蜻蛉とんぼスペア、梅うめ椿つばき、その上で、

「点てん蔵ぞう様」

「眠いから十分ね、マルゴット」

「不ふ転てん百足むかでが破は壊かいされてるのが難だけど、顎あご剣けんや四し肢しは転てん送そう出来るわね」

　等々、パレットの開放音と共にそれぞれは武ぶ器きを取り、手にホールドするなり、

「────」

　一気に来た。

　迷いも何も無い。戦せん闘とう開始の合あい図ずも無い。ただ勝敗条件を明確にしたら、前に出る。皆の後ろ、ネシンバラが既すでに表示枠サインフレームを開き、指し示じを飛ばしている姿すがたもある。

　……ここに上がってきた時から、こうなると思って戦せん術じゆつ考えてたなら、いい判はん断だんね……！

　同時。こちらはバックダッシュからの跳ちよう躍やくを掛けようとするが、

「お」

　頭ず上じように影が来たと思った瞬しゆん間かん。

　奔ほん獣じゆうが、直ま上うえから勢いをつけて落らつ下かした。





●






　激げき突とつ音は、金きん属ぞくの衝しよう突とつ音と、硬こう化か木もく材ざいの破は砕さい音の連なりだった。

　アデーレは、機き関かん部ぶによる奔獣射しや出しゆつが上手うまく行った事に右腕うでを振りながら、

「やりました！　関かん東とうでの万まんが一いちに備えて、いつでも出せるようにしておいて正解でした！」

　走って行く先。機関部の仕事はいちいち見事だ。何故なぜなら奔獣が、ちゃんと足から着ちやく地ちをしている。

　脚きやく部ぶは着地用でベタ付き状態。あの金属でスタンプされたら、いくらうちの担たん任にんがゴリラ並みであってもただでは済むまい。

　よく考えると相当な事をしていると思うが、

「先生！　大だい丈じよう夫ぶですか！」

　一応の確かく認にんとして、アデーレは奔獣に駆かけ寄った。背後、援えん護ごの足音が駆け寄ってくるが、それに先行してアデーレは近づき、

　……え？

　奔獣の脚あしの間から、担任が手を振っているのが見えた。

　無ぶ事じだ。というか、

「しま……」

　った、と続く言葉は急ぎ構えた槍やりに受けた衝しよう撃げきで消えた。

　正面。奔獣の脚の間から飛び出してきた担任が、抜き打ちで長ちよう剣けんの下段打ちを放ったのだ。その一いち撃げきに引っかけられるようにして浮かされ、

「────」

　アデーレは吹っ飛ばされた。





●






　空中で、アデーレは我が慢まんした。

　攻こう撃げきを食らって吹っ飛ぶ。ここまではいい。いやよくない。というか普通、剣先引っかけただけで人を飛ばすというのはどうかしてる。

　……ですけど、昔にはケツパンとか食らってたから、防ぼう御ぎよ出来ただけ偉えらいですよ！

　そうだ。自分は防御出来ている。空中に浮かされただけの事。後は着ちやく地ちして、そのまま担たん任にんをまた追い掛け出せばいいだけではないか。

　こっちには足の速い連れん中ちゆうもいる。その人達と行けば、今のような失しつ態たいは犯さないだろう。

　……第一特とく務むや第五特務です……！

「──ではメアリ殿どの、一いつ緒しよに行くで御ご座ざるよ！」

「──我が王、ホライゾン、銀ぎん鎖さで運びますわ！」

　何か一気に自分が孤こ独どくになったような感覚をアデーレは得た。というか、間違いなく二人とも、自分より遅くなった気がする。だとすれば今、シングルの自分がクラスの中でトップのスプリンターだろうか。否いな、副ふく長ちようもいるけど、

　……副長、気分で動きますからねー……。

　ともあれモチベーションが急きゆう激げきに下がるのはやめたい。自分は今、いい仕事をしているのだ。担任を機き動どう殻かくで潰つぶそうとしたし、ちゃんと反はん撃げきも防御した。

　あとは着地して、

「……よし！」

　今、担任が奔ほん獣じゆうの脇わきを抜けてダッシュを掛けようとしたところだ。自分は彼女の後を追い、急ぐ。そうすれば追いつき、背後から一いち撃げきを入れられるだろう。

　倒すのは至し難なんだ。無む理りであっても、少しでも後続のために、時間を稼かせぎたい。だから、

「行きます！」

「アデーレ！」

　後ろから浅あさ間まの声が来た。

　何事です？　と振り向いた瞬しゆん間かん。アデーレはそれを見た。

「危ないですネ──」

　後方、上空から、巨きよ大だいな皿さらを掲かかげたハッサンが飛び込んで来ていたのだ。

　恐らく、元々はオリオトライ狙ねらい。それは、こちらが走り込んだ軌き道どうそのままで、

「あ」

　直ちよく撃げきした。
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　走る皆は、ハッサンが撃げき墜つい数を計上したのを見た。

　運が良かったのは、皿さらが割れなかった事だろう。二ふた代よの肩に担かつがれている正まさ純ずみが、顎あごに手を当てて、

「皿が割れないと掛けて、未み遂すい事件と解く。つまりは──」

「どちらも〝ゆかい〟にはなりませんでしたね」

　あっさり答えたホライゾンが、ややあってから自分の頭を一つ叩たたいた。

「申もうし訳わけ御ご座ざいません正純様、皿さら割われの不ふ愉ゆ快かいと誘ゆう拐かいを掛ける正純様の聡そう明めい。そう、武蔵むさしの下しも々じもの皆様と距きよ離りを縮めるために正純様が三日三晩考えて抜いていた強ごう引いんなスーパー小こ話ばなしの先を明かしてしまいました。ちなみに今の、何所どこが面白いかといいますと、つまり──」

「解説しなくていいぞー」

　だが、皆が駆かけ寄った先、アデーレが顔に大型カレー皿を載のせて倒れていた。

「小しよう生せい見るに、カレー怪かい人じんの死体みたいですねコレ」

「だとすると三秒後くらいに爆ばく発はつするぞ」

「でも、何キロあるんですの？　このカレー」

「器うつわ込こみで七キロ程ですネー」

「ほう、七キロが頭部にゴキャアですか。アデーレ様もカレーによってリタイアとは、ある意味本ほん望もうな結果でしょう」

「ほーら、じっとしてないで早く来る──！」

　担たん任にんの声に、皆は止めかけていた脚あしを動かした。アデーレには浅あさ間まが治ち療りよう用の表示枠サインフレームを仕込んだ上で、ネシンバラが指し示じ関係を置いておく。あとは、武蔵むさし野の艦かん首しゆから、下の倉そう庫こ街がいへと、

「行くか……！」

　既すでに担任は、艦首からの階段を下り終えている。

　それを追って、一いつ行こうは突っ走った。





●






・未熟者：『というか、ここまで鬼おにの勝しよう率りつを誇ってきたハッサン君がカレーを失い、リタイアとなったのは結けつ構こう痛い』

・十ＺＯ：『確かに、ハッサン殿どののカレーなら、先生にも勝てるやもしれぬと思っていたので御ご座ざったのだが』

・不退転：『……武蔵でのカレーは聖せい剣けんか何かの扱いなの？』

・ウキー：『成なる実み、……聖剣は食えるか？　食えないだろう？　甘あま口くちや辛から口くちがあるか？　無いだろう？　家族全員で満たされもしないであろう？　つまりカレーは聖剣より上だし、カレーは聖せい剣けんの扱いにはならん』

・不退転：『徳とくのある話で有あり難がたいわ』

・金マル：『さてまあ、とりあえず先に行くよー』
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　ナイトは、ナルゼと共に階段の最上段から空中へと身を飛ばした。

　既すでに翼つばさには大たい気きを溜ためてある。後はそれを叩たたきつけ、

「と」

　一気に上に行く。

　自分もナルゼも、手に箒ほうきがある。

「白ヴアイス嬢フローレンと黒シユヴアルツ嬢フローレン呼ぶ!?」

「追いついて撃うつなら今のままでも大だい丈じよう夫ぶだと思うわ」

　それに、とナルゼが行った。

「わざわざ先生に接せつ近きん戦せん仕掛ける程馬ば鹿かじゃないもの。先回りして、向こうの攻こう撃げきが届かない位置からの狙そ撃げき。当たらなくても足止め出来るなら、それでいいわ」

「だったら──」

「教きよう導どう院いんに先回りよね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、ナイトは箒に跨またがった。術じゆつ式しき展開。加か速そく術式を箒に配置して、

「じゃ、行こう」

　と教導院を指さした。その時だ。

　……お？

　不ふ意いに、こちらの顔横を高速で通過していくものがあった。何かは解わかる。光で出来た大きめの弾だん丸がんは、

「──模も擬ぎ戦せん用の遅ち滞たい弾だん」

「そうともよ」

　男の声が、低い笑い声をつけて上から来た。

「違い反はん者しやを止める時にぶち込む、減げん衰すいの術式でもあるわな。──ちょっと仕事だ。勝負しようや〝双嬢ツヴアイフローレン〟」

　見れば、見知った姿すがたが来る。それも一つではなく、

「──〝提督アルミランテ〟に、〝山椿ヴイルトカメリー〟！」

「ああ、そっちが装境換Verwandlungしないなら、こっちもそうしないでおいてやるよ……！」

　飛び込んでくる影は、攻撃用の魔術陣マギノフイグーアを展開の上でこう言った。

「ちと、そっちの先生に頼まれてな。……あたしのせいで補ほ習しゆうになったら悪いな!!」
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　空中で戦せん闘とうが開始されたのを、ミトツダイラは見ていた。

　自分は今、武蔵むさし野のの街を突き抜けていく最さ中なかだ。王とホライゾンを銀ぎん鎖さの椅い子すに乗せ、担たん任にんを追っている。だが、

「先生、手助けを呼びましたの!?」

「そうよー」

　向こうから、声が来る。

「これを期末テストにするなら、そのくらいはハードル上げないとねえ……！」

　既すでに担任の声は遠い。艦かん首しゆ側には暫ざん定てい庁ちよう舎しやがあり、その脇わきを艦かん尾び側へと抜ければ企き業ぎよう帯たいや役やく所しよ関係の建物が並ぶ、自分の騎き士し連れん盟めいが使用する屋や敷しきもそこにあるが、

　……先生の足取りを止める仕掛けは、ありませんわね……！

　それを見越しての、ナイトとナルゼの先行だが、敵の増ぞう援えんに足止めを受けた。

・未熟者：『いつもの逆回りルートは、ちょっと厄やつ介かいだね。いつもだと、奥おく多た摩まの自然区く画かくで離されるけど、すぐに居きよ住じゆう区くで追いつける。屋や根ねを行く事になるからね。だけど武蔵野は、居住区じゃなく官公舎が多くて人通りも少ないから、町まち中なかを走り抜けられてしまうんだよ』

　それはマズい。何故なぜなら、

・粘着王：『……いつもは浅あさ草くさか品しな川がわがトリだが、今回は一、二艦分短いのだな！』

・いんび：『その場合、先行ダッシュがものを言うね。参まいったなあ！』

・副会長：『ええと、そういうものなのか？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラは前に出た。王とホライゾンを肩に担かつぐように寄せ、

「屋根上を行く居住区や商業区は、武蔵野の中央から艦尾側と、奥多摩の艦首側。

　だからそこでは先生の速度が落ちますの。ただ、艦かん間かんの太ふと縄なわ通つう路ろでは速度が上がりますし、最後の奥多摩自然区画では、ラストスパートをぶち込まれますわ」

「短距きよ離り勝負となると、先生の体力も全く問題ないでしょうし、スパート区間が幾いくつもあるのは厄介ですね。だとすれば──」

「──先行するで御ご座ざる！」

　前に出たのは、二ふた代よだった。
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　成なる実みは、先せん頭とう集団として前に出た。

　左に副ふく長ちよう、中央に水み戸と領りよう主しゆ、そしで右が自分とウルキアガだ。

　ここは居住区画に至る直線。向こうが速度を出すならば、

「翔しよう翼よく……！」

「瞬しゆん発ぱつ加か速そく……！」

「キヨナリ！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、という声と共に、彼が加速した。頑がん丈じようさも充分だが、速度ならば魔女テクノヘクセンのフル装そう備び時にも匹ひつ敵てきするのが航こう空くう系けい半はん竜りゆうだ。

　自分は、身を低くして彼の腕に乗る。

　半竜の飛ひ行こう姿勢は両腕うでを前に突き出したものだ。お互いの姿勢は、自然と抱き上げられたようなものとなるが、

　……これは、初めから慣れてたわね。

　任せる。すると彼が僅わずかに肘ひじを引いて、こちらの座りを確保してくれた。

　そして前に出る。初しよ速そくは強い。一いつ瞬しゆんで副ふく長ちようと水み戸と領りよう主しゆを追い越し、低空で、

「……行くわ」

　行った。







[image: 第二十章『入り口の出迎え相手』]
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　ミトツダイラは、ウルキアガと成なる実みのコンビネーションを見た。

　左からウルキアガ、右からは成実だ。

　後ろからの攻こう撃げきとなるが、ここで一つの要因が出る。

「どちらから仕掛けますの!?」

　片方は半はん竜りゆう。片方は伊だ達て家け副ふく長ちようだ。勢いだけで言えばウルキアガだろうが、実力という意味では成実だろう。無む論ろん、成実は不ふ転てん百足むかでを使用していないが、

「……構いませんね」

　ホライゾンが言った瞬しゆん間かんだ。二人が、着ちやく地ちからの一歩を踏んで、そのまま攻撃に移った。

　オリオトライが振り向くのを待たず、先手を仕掛けたのだ。





●






　成実は、担たん任にんに併へい走そうするようにショートダッシュを掛けながら、それを見ていた。

　自分達の担任が、背負った長ちよう剣けんの柄つかに手を掛けたのを、だ。

　柄は左背から上に突き出している。右手で抜いて振るとすれば、

　……右にいるこちらに攻撃ね。

　構わない。顎あご剣けんを左手の先に射しや出しゆつ。射出。射出。三本抜いて、肘ひじ先さきを三本射出。空中でそれぞれに繫つないで振り回し、

「三連れん斬ざん」

　最後に元の腕に繫ぎ直し、そこにも顎剣を抜き、

　……本ほん命めい。

　三連斬で作った斬ざん撃げきの隙すきへと、後追いの一発を叩たたき込もうとする。

　瞬間。成実は一つの音を聞いた。前を走っていた担任が、硬音を作ったのだ。

　彼女の長剣がたてた響ひびき。それはしかし、まだ何も打っていない筈はずだ。ならば、

「────」

　成実は、反射的に右方向へと身を回した。

　地面を蹴けっての空中スピンだ。

　直後に、ある動きが一つ生じた。

　担任だ。

　彼女の速度がいきなり落ちたのだ。それも、足で踏みとどまるようなブレーキングではなく、瞬間的に跳ねるスキッドだ。

　先さき程ほどの硬音。その正体は見なくても解わかる。

　……鞘さやの先せん端たんね。

　担たん任にんは、長ちよう剣けんを抜こうとしたのではない。逆に下へと押し込み、先せん端たんで地面を穿うがつ事でストッパーとしたのだ。

　三連れん斬ざんの内、先に放った二発が当たらなかった。

　回かい避ひされるまでもない。担任が速度を落とす事で、距きよ離りを一気に詰めてきたのだ。更さらには鞘さやの先端でスキッドした身体からだは軽く宙ちゆうに浮いている。だから、

「……！」

　成なる実みは、身を回しながらウルキアガに期待した。アイコンタクトも声も必要ではない。任せられるのだ。だから、身を回し、

　……タイミングを合わせる。

　スキッドされると予感した瞬しゆん間かん。こちらも速度を落とさねばならないと悟さとった。故ゆえに自分は身を回している。この空中スピンで二歩分程の遅れを作れる。後は、旋せん回かいの最さ中なかに顎あご剣けんを打ち直せば、動きは自動的にバックハンドからのトルネード切りとなる。

　ぶった切れる。拍ひよう子しが合う事は確定だ。更には、

　……三本目！

　三連斬の三本目は、クリーンヒットではないが相手に届くのだ。

　それをフェイントとして、ウルキアガは動く筈はず。そう確信して成実は全身で次の動きを叩たたき込んだ。

　バックハンドからの振り抜きによる水平切りを、だ。
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　追うミトツダイラは、速度を上げつつある二ふた代よと共に、それを見た。

　ウルキアガが、右の主しゆ翼よくである右腕うでを打ち、オリオトライに叩き込んだのを、だ。

　半はん竜りゆうの腕は、大型であると共に、長い。いつもは上じよう半はん身しんの重量バランスをとるため、肘ひじを曲げているが、全てを伸ばせば二メートル近い長さになるだろう。

　その一発を、振るのではなく、打ち込んだ。更にはここまでの加か速そくを利用した一いち撃げきだ。

　しかも、先に成実が放った三発目が届く。それは低い位置で、足を後ろから刈かるものだった。

　足への攻こう撃げきを避けるか、弾はじくか。処しよ理りしている間に、ウルキアガの一発が届く。

　直後。硬音が響ひびいた。

　担任の背に下がる長鞘。その下側に成実の三発目が当たったのだ。

　相手は、鞘による防ぼう御ぎよを選んだ。

　ならばヒットの瞬間身は固まり、即そく座ざの動作が出来なくなる。後はそこへと、

「……！」

　ウルキアガが右の一発を打ち込んだ。
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　成なる実みは、万ばん全ぜんの準備をもって自分の攻こう撃げきに臨のぞんだ。

　担たん任にんが防ぼう御ぎよをしたならば、話は楽だ。

　ウルキアガの一いち撃げきが当たれば良し。そうでなくても自分がいる。

　ゆえに高速スピンからの再抜ばつ刀とうをしつつ、成実は相手へと右肩から刃やいばを振り抜いた。

　そして成実の視し界かいは、敵の位置を確かく認にんする。既すでに見ずとも、〝勘かん〟というもので先行的に動いてはいるが、万まんが一いちの場合があるのだ。

　すると、担任がいなかった。

　……は？

　振り返る視界が捉とらえるのは、ウルキアガだ。

　彼と自分の間に、担任はいない。そして視界の左右にも、だ。

　……何所どこよ。

　疑問詞しと同時に、硬音が鋭く二つ響ひびいた。

　そして成実は見た。

　ウルキアガの拳こぶしが完全に宙ちゆうを突き抜けているのを、だ。だとすれば、彼の攻撃は当たってもいない事になる。ならば、

「──っ」

　上を成実は見た。

　その通りだった。

　担任が、高い空中で伸しん身しんの後方宙ちゆう返がえりを極めている。

　前に走りながら出来る技ではないだろう。出来てもそんな高くは上がらない。

　どうやって、とは思わない。

　……三発目！

　低空で足を刈かりに行った最後の一撃だ。担任はあれを背から下げた鞘さやで受けた。だが、その行動が防御ではなく、別の目的で行われたのならば、どうだろうか。

　後ろからの攻撃を凌しのぐため、後方宙返りを行う。

　無む理りな動作だが、初しよ速そくがあれば違う。

　スキッドで跳ねた身体からだを、上へと蹴けり上げながら、更には鞘で刃やいばを受ける。義ぎ腕わんでぶった切る勢いがついていた顎あご剣けんだ。防御ではなく、初速として受けたならば、

「…………」

　やるわね、と成実は思った。

　構わなかった。自分には相手の動きが見えている。

　担任の着ちやく地ちは、こちらの水平切りの真まん中なかに落ちてくるのだ。ならば、

　……貰もらうわ。
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　成なる実みは思った。相手は派は手でな回かい避ひを行っているが、これはつまり、こちらが追い込んでいると言う事だ、と。

　担たん任にんが行っているのは、その場しのぎの連続にしか過ぎない。だから、

　……着ちやく地ちで切る。

　防ぼう御ぎよされても構わない。今度は足ではなく、完全な胴どう体たい狙ねらいだ。念を入れて、手首のスナップをやや下向きに捻ひねった。これで相手は、吹っ飛んで逃げる事は出来ず、地面へと押し込まれる事になる。ならば後は、

「────」

　瞬しゆん間かん。成実は即そく座ざの判はん断だんを下した。
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　二ふた代よは、成実が顎あご剣けんを手放したのを見た。

　戦せん闘とう放ほう棄きともいえる、いきなりの武ぶ器きの投とう擲てきだ。

　手首を強ごう引いんに捻った顎剣のキャストは、半はん竜りゆうの頭ず上じよう側へと刃やいばを回転して飛ばす。

　だが、それを確かく認にんした二代は、こう思った。

　……見事！

　直後。三つの動きが重なった。

　一つは、成実が地面を蹴けって、オリオトライから一歩を離れた事。

　もう一つは、担任が着地して、

「おお」

　驚きの声と共に、前にダッシュを掛けた事。そして最後の一つは、

「……く」

　先さき程ほどまで成実のいた位置と、半竜の頭上に、あるものが飛び込んで来たのだ。

　二本の顎剣だった。

　先に成実が放った三発の内、二発が、それだった。

　……先生は、空中で一回転する際、先に行った二発を跳ね上げて御ご座ざった！

　回転の途と中ちゆう、硬い音が響ひびいたのを二代は聞いた。あれは鞘さやの先せん端たんを二つの刃へ強引に引っかけたからだろう。そのアプローチで二枚の刃を誘ゆう導どうし、成実と半竜の頭上に放った。

　対し、成実が投じた一本は、深く踏み込んでいた半竜の頭上へと行き、

「……っ」

　硬い音が響き、二枚の刃が宙ちゆうに散った。

　そして成なる実みが右に、半はん竜りゆうが左へとシフト。今の挙きよ動どうで既すでに速度は落ちている。代わりに担たん任にんは前に出ており、

「成実、ウルキアガ」

　担任の声が聞こえた。

「貴方あなた達、手て数かずは多いし、攻こう撃げきを編むタイプだけど、そこに強ごう引いんな介かい入にゆうされると崩くずれやすいから気を付けなさい」

　響ひびく言葉は、自分にも通じるものだ。

　何となく、二ふた代よは、昔に父達とやっていた訓くん練れんを思い出した。父や鹿か角づのも、こちらを倒した後で一ひと言ことを寄よ越こしてくれていたが、大体は父が言った事を鹿角が「違います。実際、忠ただ勝かつ様が自分でしているのも違いますから、今のは単なる良いシチュエーションくらいで御理解下さい、二代様」と訂てい正せいし、父も父で「ち、違えよ！　大だい事じなのはフィーリング！　実感なんだよ実感！」と言い張るので、結局は袂たもとをまくった鹿角に父が追い掛けられる事になっていた。

　……懐なつかしいで御ご座ざるなあ。

　人に教えられるのは、強いて言えばノヴゴロド出しゆつ立たつ以前。しかしあれはまあ、訓練とはまた別のものであった気がする。だから、

「訓練、お相手頼むで御座る……！」

　二代は、前に出た。

　街が変わる。企き業ぎよう帯たいや役やく所しよの多い町並みから、学生長なが屋やなどの多い居きよ住じゆう区く画かくへと。一気に街の背が低くなり、人通りが生まれ、担任が跳ちよう躍やくした。

　屋や根ね上うえだ。
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　ミトツダイラは、加か速そくしながらある事を懸け念ねんしていた。

　自分の後ろには中ちゆう盤ばん集団となる部ぶ隊たいが構こう成せいされており、ついてくる。その後は、完全な終しゆう盤ばんとなる面々で、こちらはもはや非ひ戦せん闘とう状態が基き礎そだ。体育の授業として考えた場合、完走したから充分と、そういう派はだ。

　そこにはネシンバラや、御お広ひろ敷しきなど、優先度が低……、いえ、仲間ですものね。ええ。ともあれそちらにはいつもでいう〝本ほん陣じん〟があるのだ。だが、

・銀　狼：『──智とも』

　ミトツダイラは、走りながら、中盤にいる浅あさ間まに問うた。

　悪い予感がする。

・銀　狼：『智、梅うめ椿つばきも出して砲ほう撃げき準備出来てますのに……』

　問うてみた。

・銀　狼：『……どうして、中盤集団にいますの？』
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・あさま：『えっ』

　ミトツダイラは、浅あさ間まの言葉を聞いた。

・あさま：『いえいえ、私、射いる場合は基本として中ちゆう盤ばん集団ですよ？　ペルソナ君の肩を借りて射る事が多いですし。ええ』

・銀　狼：『まあ、そうでしたわね。じゃあ、別件として、問うていいですの？』

・あさま：『何です？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラは、努めて笑顔でこう問うた。

・銀　狼：『先生の加か勢せいって、流りゆう体たい検けん知ちとかしている智ともには、その接近などが見えていますのよね？』

・あさま：『いやいやいや、武蔵むさし上で流体検知やっても、いろいろなものが引っかかって確定は難しいですよ』

・銀　狼：『でも大体解わかってるんですのよね？』

　ミトツダイラは、ある確信を得た。

　……これは、危険ですわね。

　だから、とりあえずという形で、ミトツダイラは疑問を重ねた。

・銀　狼：『智？』

　それは、

・銀　狼：『出入国手続きは、ちゃんととってますのね？　その分だと』

・未熟者：『……ちょっと待った！　何だその不ふ吉きつな前振り！』

　終しゆう盤ばん集団のネシンバラが言うなり、皆は、居きよ住じゆう区く画かくへの門を通り、人のいる街へと入った。ここからは屋や根ね上うえを行く。そのための足あし場ばをミトツダイラが探した瞬しゆん間かん。

「────」

　ミトツダイラは、あるものを見た。

　背後から来たのは光の一線。王賜剣一型ＥＸ．コールブランドだ。中盤集団にいるメアリの手て許もとから、こちらに飛んで来たもの。その柄つかを空中で狼おおかみは拾い、

「先生の加勢が、来ましたのね!?」

　王賜剣エクスカリバーが反応した危険。

　それは、二つの破は壊かいだった。

　前では、空気が幾いくつも破は裂れつし、二ふた代よのいる辺りの町並みが、屋根を抉えぐられて消えた。

　そして後ろでは、

　……地面！

　地ち殻かくブロックを下から跳ね上げ、ある姿すがたが飛び出してきた。黄色いジャージのその正体は、

「御お母かあ様さま……!?」
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　鈴すずは、中ちゆう盤ばん集団にいるペルソナ君の肩かた上うえで、相手の戦力を確かく認にんしていた。

　……噓うそ……。

　否いな、現実として生じているので、認めないと駄だ目めだ。だけどこれはちょっと無む茶ちやがある。驚いたり、憤いきどおると言うよりも、呆あきれるに近い。何故なぜなら、後ろの地面を跳ね上げて飛び出してきたのは、

「あら？　中盤集団を下から吹っ飛ばしたつもりですのに、意い外がいに速いんですのね」

　……ミ、ミトツダイラさんの、お母さん……！

　地ち殻かくブロック半はん町ちよう分を右手で掲かかげた六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの副ふく長ちようが、ジャージ姿すがたで何故いる。そして前の方では、

「ココ……、やはり最近は元気な子が多くていいのう……！」

　狐きつねだ。

　九きゆう尾びの狐が、ジャージ姿で屋や根ね上うえにいる。

「最も上がみ・義よし光あきさん……！」
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　マズい、とネシンバラは思った。これはマズい。何がマズいかと言えば、とにかくマズい。だって、この状況は、

「先生！　僕達に赤点をくれさせるつもりですか!?」

「んー、先生ね。皆に頑がん張ばって欲しいのよねー」

「アバウトな意見が来た……！」

　だが、現状はかなり危険だ。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの身しん体たい能力を知らない自分達ではない。それが敵となって後ろから追ってくるとなれば、インドア派はの多い終しゆう盤ばん集団では壁にもならない。だが、

「仕方ない。やるか」

　終盤集団のガード役として併へい走そうしていたノリキが、自分の両りよう拳こぶしを一度ぶつけ、走りながら後ろへ振り向いた。

「行けるのかい、ノリキ君！」

「やらねばならんだろう」

　と、皆の視線の先で、彼が身み構がまえを作った。

　その瞬しゆん間かん。ノリキの顔横に表示枠サインフレームが一枚出た。

　何事？　と思う此方こちらと人狼女王レーネ・デ・ガルウの視線の先、ノリキが表示枠サインフレームに一つ頷うなずいた。そのまま彼は、こちらに笑えみを向けて、

「ははは、女性を殴なぐるなって、氏うじ直なおに怒られたよ。ちょっと駄だ目めだな」

「それだと先生に対してどうすんだ──！」

「その時はまた氏直に聞けばいいだろう」

　笑顔で言われたネシンバラは、無む言ごんで戦力リストからノリキを外した。すると、鈴すずが、はっとした顔を後ろに向け、

「き、来てる、よ！　お母かあさん、お母さん、き、来てる！」

・ホラ子：『鈴様、その表現が正しいのですが、少し落ち着いてはどうでしょうか』

・銀　狼：『うちの母って一体……』

　だが、確かに人狼女王が、こちらに向けて走り出している。

　屋や根ね上うえ、気き楽らくなステップに見えて、結けつ構こうな速度だ。まずい、と思ったネシンバラは、

「御お広ひろ敷しき君！　盾たてになるんだ！　さあ！　ちょっとでも時間を僕達のために！」

「言うと思ったら本当に言いましたよこの人！」

　ともあれ担たん任にんの狙ねらいは解わかる。いつもは終しゆう盤ばん集団が指し揮きを執とったり、いろいろな補ほ助じよを行っているのだが、そんな自分達もちゃんと実戦しなさいよと、そういう事だ。だが、

「幾いくら何でもハードル高過ぎるだろう……！」

　一応、問うてみた。

・未熟者：『ミトツダイラ君！　君のお母さん、何やってんだよ！』

・銀　狼：『わ、私に振られても解わかりませんのよ!?』

・ホラ子：『ネシンバラ様──！』

　えっ、とネシンバラは迷った。

　……い、いきなり振られると困るなあ！

　思った瞬しゆん間かん。後ろから首根っこを摑つかまれた。

「え？」

　持ち上げられ、吊つるされた状態で顔を上げると、人狼女王の顔がそこにあった。

「捕つかまえましたわ」

「あ、ど、どーも」

　ええ、と走りながら左手で吊るされるこちらに、人狼女王は右手で摑んでいるものを掲かかげて見せた。

　それは、流りゆう体たいで出来た狼おおかみだった。テンション高い息と尻尾しつぽを振りまくっている狼を、人狼女王は一度掲げ直し、

「これ、うちの森の狼で、とっ捕まるとせいきを吸われてしまいますの」

「生せい気きを……!?」

・眼　鏡：『ああ、うん、普通の反応する程度だよね、君』

　うるさいな、と思った瞬しゆん間かん。

「じゃ、遊んであげて下さいね」

　両腕うでを押しつけるようにされ、つまりは大型の狼おおかみに全身で懐なつかれてネシンバラはそのまま地面に放り出された。
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「ぐああああああああああ──」

　何か最初だけ気き合あいが入っていて、後から抜けていく悲ひ鳴めいを、ミトツダイラは聞いた。

　ネシンバラは、既すでに母の背後で狼にモフられている。

・金マル：『戦せん闘とう中にちょっと余よ所そ見みだけど、どう見てもじゃれつかれてないかな？』

・●　画：『Ｊｕｄジヤツジ．、戦闘中にちょっと余所見だけど、どう見てもじゃれつかれてるわね』

・眼　鏡：『ちょっとすまない。画が像ぞうを貰もらえるかな。動どう画がだと直なお良い』

　何人かが表示枠サインフレームを開く辺り、流れは結けつ構こう解わかっている。だが、そんな中で、ホライゾンが小さく呟つぶやいた。

「このホライゾン、ネシンバラ様に危険と伝えるために〝ネシンバラ様──！〟とやったのですが、それがまさかネタ振りと勘かん違ちがいされるとは」

「んー、まあ遅かれ早かれやられたんじゃね？　ネシンバラ、有名人マニアだし」

　だが、マニアが、最後の声を送ってきた。

・未熟者：『み、皆……、ぼ、僕に構うな……！』

・約全員：『うん』

・礼賛者：『元からそのつもりですよね』

・十ＺＯ：『この状況で構おうとしても、危険で御ご座ざるしなあ』

・●　画：『時間稼かせぎにもならなかったわね』

・未熟者：『待て……！　僕が何もせずにやられたと思うか……！』

　皆が、走りながら視線を合わせた。そして誰だれもが、最終的に第一特とく務むへと目を向ける。すると忍にん者じやは、何で自分が、というジェスチャーを一回するものの、メアリが首を傾かしげて、

「点てん蔵ぞう様？」

「Ｊｕｄ．、ネシンバラ殿どののいいところ、見つけてみようで御座るよ！」

　上空、ナルゼの声で「ないないないない」というのが遠くから聞こえてきている気がするが、気のせいだろう。ともあれ第一特務は、

・十ＺＯ：『だ、大だい丈じよう夫ぶで御座るよネシンバラ殿。ネ、ネシンバラ殿が何か仕込んでたの、自分、解わかってるで御座る？』

　解ってないから思い切り疑問形になっているが、書しよ記きには届いたらしい。モフる狼の陰から、親おや指ゆびを上げた右手が掲かかげられ、

・未熟者：『よかった……。僕のした事は、無む駄だじゃなかったんだね……』

・銀　狼：『いえ、何をしたんですの？』

・未熟者：『えっ』

　一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくが有り、通つう神しんが来た。

・眼　鏡：『……言ってみただけ、ってパターン？　まさか、時間稼かせぎをしたとか、さっき否定された事を言い張るつもり？』

・未熟者：『いや、まあ、その』

「あの、御お母かあ様さま！　書しよ記きが仕し留とまってませんわよ!?」

　仕方ありませんわねえ、と母が走りながら地面から狼おおかみを三匹びき作った。結果として書記が沈黙したが、

・ホラ子：『流石さすがミトツダイラ様！　ネシンバラ様の犠ぎ牲せいを無駄にせず、狼の出現プロセスを露あらわにさせるとは！』

　まあそのくらいは、と思った時だ。軽くスキップで走る母が、投げキス風ふうにこちらを指さしてこう言った。

「さあ、これで、貴方あなた達の指し揮き系けい統とうは潰つぶしましたのよ……!?」

　母の言葉。言われた意味について、誰だれもが思し案あんした。そして五秒程してから、それこそ先さき程ほどのネシンバラのように、皆はこう呟つぶやいた。

「……えっ」
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・ウキー：『指揮系統!?　そうだったのか!?』

・労働者：『言われて戦せん慄りつした』

・武蔵野：『本日は当とう艦かんを御利用戴いただき有あり難がとう御ご座ざいます。ともあれ人狼女王レーネ・デ・ガルウ様の仰おつしやられるような事になると非常に困りますので御ご勘かん弁べん戴ければと存じます。──以上』

・副会長：『あー、フォローのために言っておくけど、世界的な常じよう識しきとしては、書記が作さく戦せん構こう築ちくとかしたりする国の方が多いんだよ』

・銀　狼：『それ、うちの母へのフォローで、書記へのフォローになってませんのよ？』

・ホラ子：『ともあれ現状、危険ではありますが、さて次の手を行きましょう』
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　人狼女王は、銀ぎん鎖さに運ばれていく武蔵むさしの姫ひめが、こちらに振り向いたのを見た。

　……あら。

　うちの子の王様の嫁よめ。つまりはうちの子の嫁大おお家やだ。嫁店たな子この母親かつ人狼ルウガルウ種しゆ族ぞくとしては、群のリーダーが女性というのは親近感がある。ひょっとすると自分も、アンヌが健康であったら、〝群〟にしていたのかもと、そんな事を思ったりもするのだ。

　だが、彼女はこちらに片手を挙げて挨あい拶さつとした後、こう叫んだ。

「シロジロ様──！」

　それは武蔵むさし会計の事。金を使用して戦うスタイルは、記録においても、先日の小お田だ原わら征せい伐ばつの際にも見ている。今、うどんの極きよつ刑けいに処しよされていた筈はずだが、それが赦しや免めんされたのだろうか。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウとしては、恐れる相手ではないが、警けい戒かいは必要だ。金きん銭せんの狙そ撃げきは小田原でも使われていた。あれがあるとするならば、

「あら」

　不ふ意いに頭ず上じように陰りが来て、上を見た。

　輸ゆ送そう艦かんの艦かん首しゆが見えた。

　真ま上うえ。直ちよく上じようからの輸送艦落らつ下かだ。
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「いよっしゃあ──！　途と中ちゆうルート外れてこれ呼んだ甲か斐いあったね！」

　既すでに垂すい直ちよくになった輸送艦の艦かん尾び。その後部装そう甲こうに、ハイディはシロジロと共に立っていた。

　自分達が使用しているのは、うどん王国からの補ほ給きゆう艦。そのうち、片道廃はい棄きとなるもので、本来ならば江え戸どか何処どこかで移動倉そう庫こ代わりにしようとしていたものだ。だが、

「武蔵圏けん内ないでの航こう行こう可能な艦だから、装甲や対流りゆう体たい術じゆつ式しきとかはしっかりしてるよ！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とシロジロが頷うなずいた。彼は腕を組み、

「本ほん多だ・正まさ純ずみ！　放ほう免めん手続きに対し、とりあえずは復帰のサービスだ……！」

　言うなり、艦が震しん動どうした。縦たて揺ゆれに跳ねた動きが何かは解わかる。

　直ちよく撃げきしたのだ。

「やった……！」
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　ハイディは、輸送艦の命めい中ちゆうに指を鳴らした。

「やったねシロ君！　絶対命中！　これなら報ほう奨しよう金きんせびれるよ！」

　声を上げ、しかしハイディはある事実に気付いた。

　……あれ？

　おかしい。何故なぜなら、

　……高度が下がるのが、止まった？

　輸送艦が直撃したならば、少なくとも表ひよう層そう部ぶは突き抜ける筈はずだ。だが、今の一いち撃げきは、どうも当たった位置から下に落ちていない。では、それはどういう事かと言えば、

「え!?　ちょっと……！」

　一いつ瞬しゆん、艦かんが後ろに揺れた。そんな気がした。

　違った。

　前だ。輸ゆ送そう艦かんが、垂すい直ちよく状態で前方へと走り出したのだ。それもスキップのテンポで、だ。

　どうなっているのか、ハイディには何となく解わかる。

「御ご免めん皆──！」

　あはは、と輸送艦の艦かん尾び装そう甲こうに立ったまま、ハイディは笑った。

「人狼女王レーネ・デ・ガルウが掲かかげて走ってんだねコレ!!」
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　成なる実みは、皆から数呼吸遅れた位置でそれを見ていた。

　位置としては右。二に町ちよう程離れた距離で、やや後ろから、だ。

　それだけの間を空あけていても、何が起きているかは明確だ。何しろ、

「輸送艦って、手で掲げて走れるのね……」

　事実は受け入れる派はの成実であっても、語ご尾びを沈ちん黙もくしてしまう行為だ。

　武蔵むさしの町まち中なか。居きよ住じゆう区くの通りを、人狼女王が走っている。頭ず上じように掲げているのは三百メートル級の輸送艦。ともなれば、

　……どうして床が踏み抜けないの。

　体たい術じゆつだ。そうとしか言いようがない。

　力の具ぐ現げん。そんな存在だからこそ可能なのか、それとも単に筋きん力りよくと骨こつ格かくの種しゆ族ぞく的優ゆう遇ぐうが果たす事なのか。解らない。だが、

「嫌いやになるわね」

　同じ〝副ふく長ちよう〟で、コレだ。無む論ろん、相手が出来ず、自分が出来る事だって多た々たあると解っているが、差をこれだけ大きく見せられると、

「キヨナリ」

「不ふ転てん百足むかでが必要だ」

　人狼女王を挟むように逆側。彼の方から言葉が来た。

「このクラスの相手に、想そう像ぞうでも手を抜くな」

「そうね」

　胸の内側、下の方から来る、妙みような衝しよう動どうを〝彼が言うなら〟で抑え込む。これだから有あり難がたい。伊達だてにいた時は、何気なく戦いに向かっていただろうに。それが今は、言いい訳わけの出来ない戦せん闘とうを〝大だい事じに出来る〟のだ。随ずい分ぶんと変わったと思うが、

「いつやるか、ではなく、ここでしてはいけないわね」

　戦う機き会かいはもう無いかもしれない。だが、一度戦った記き憶おくに不備をつけるようでは、単に悪い思い出を作るだけに過ぎない。だから、

「見ておくべきね。人狼女王レーネ・デ・ガルウ。──現状の無む茶ちや振ぶりと、それに対して皆がどうするのか」

「皆は、もう対応しているぞ。先を読んだ者が、既すでに動いている」

　それは、

「カウンターを放つなら、あいつしかおらぬだろう」
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　鈴すずは、巨きよ大だいな追つい撃げきを知覚していた。

　三百メートルの輸ゆ送そう艦かんは、武蔵むさしではお馴な染じみのものだ。輸送用として戦せん闘とう中ですら艦かん間かんを行き来するし、いざとなれば人員輸送や防ぼう御ぎよ、攻こう撃げきにも使える。いろいろな戦闘艦や、城としての航こう空くう艦もあるが、鈴としては働き者のMVPは輸送艦というジャンル自体にあげたいと、そう思ってもいる。だが、

「き、来てる……！」

　輸送艦が縦たてになってスキップして来る。否いな、下を人狼女王が支えていて、走ってくるからそう見えるのだが、正直こんな大きいという実感は初めてだ。今まで敵の人達、これぶっつけたり近寄らせたりで御ご免めんなさい。これからはもうちょっとプレッシャー無いようにするね。

　だが、スキップが速度を上げた。更さらには、

「さて、そろそろ行きますのよ──」

　気軽な声に、歓かん喜きっぽい感情しか感じられず、鈴はこう思った。ああ、ミトツダイラさんのお母かあさんって、悪い人じゃないんだ、と。

　……あ、あれ？　余よ計けい、タチ悪、い？

　だが、輸送艦の動きが加か速そくを強くした瞬しゆん間かん。鈴は叫んだ。

「浅あさ間ま、さん……！」
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　成なる実みの視し界かいの中、浅間神じん社じや代表の動きは、さして速さを感じなかった。

　だが彼女の動作は、淀よどみ無く、停てい滞たい無く、呼吸するかのような流れで放たれた。

　そして、彼女が中ちゆう盤ばん集団にいた意味を、成実は今理解した。

　浅間神社は、外からの来らい訪ほう者しやを管理している。よって人狼女王達が武蔵を訪れているのは、解わかっていた筈はずだ。

　ゆえに、万まんが一いちを考え、彼女は今回中盤集団を選んだ。そこにいれば、相手が前から来ても、後ろから来ても、狙そ撃げきが出来るからだ。

　……水み戸と領りよう主しゆがさっき問うていたのは、コレね。

　神しん格かく武装〝梅うめ椿つばき〟の一いち撃げき。ペルソナ君の肩かた上うえに乗りながら放たれたそれは、方位固定などを行わない速そく射しやだが、

「下を地面。上を輸ゆ送そう艦かんで押さえ込まれたら、避けようが無いわね」

　狙ねらいは人狼女王レーネ・デ・ガルウ。そんな一いち撃げきがまっすぐに、

「会いました！」

　飛んだ。
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　ハイディは、浅あさ間まの射しや撃げきが作った結果を、身体からだで感じる事になった。それはまず、

「おお？」

　浮いた。明らかに膝ひざ一つ分くらい、身体が下から突き上げられて浮く。そう思った直後。

　……沈む!?

　落ちた。その落らつ下かは、明らかに、先さき程ほど己おのれが想そう像ぞうしていたものに似ている。

　輸送艦の艦かん首しゆが、表ひよう層そう部ぶの床を抜いた。だとすれば、

　……人狼女王、仕し留とめた!?

「報ほう奨しよう金きん！　アサマチ！」

　前のめりに床に手をつき、叫んだ声に返答は無い。何故なぜなら、見た眼がん下かでは、

「────」

　ペルソナ君の肩に乗った浅間共とも々ども、皆が走っている。それも全力で、だ。

　明らかにこちらから逃げていこうとする動き。だけど、この輸送艦の食い込み具合からすると、人狼女王は潰つぶれたんじゃないだろうか。しかし、

「は？」

　いきなり、背後で光が生じた。

　振り向いた先は、艦かん尾びの装そう甲こうの陰で下が見えない。ただ、逆ぎやつ光こう気ぎ味みに下から強く放たれた光が何なのかハイディには解わかる。

　流りゆう体たい光こう。しかもかなり強力な術じゆつ式しきだ。位置は自分達のまっすぐ背後となれば、

・○べ屋：『まさか今の下の光、……アサマチの矢!?』

・あさま：『あ。ちゃんと自じ爆ばくしましたか!?』

　当たらなかったのだ。否いな、威い力りよく重視で追つい尾び無しにしていい状況だった。だが、当たらなかったとすれば、何が起きたのか。

　……最初に、ちょっと浮いたよね。

　あの時だ。きっと人狼女王は、この輸送艦を上にトスした。

　とはいえ、輸送艦を浮かべただけでは、浅間の矢をかわせない。更さらにこの艦は、床に食い込んでもいるのだ。ならば考えられるのは、

　……輸送艦を放ほう置ちして、左右どっちかに逃げた？

　否いな。その推すい測そくでは、説明出来ない事がある。

　仲間達が、何故なぜ、真っ正面にまっすぐ逃げていくのか。それも、この輸ゆ送そう艦かんから離れるように、だ。

　まさか、と思うより先に、動きが来た。

　軋きしみと異い音おんだ。そして続くのは、

「うわ……！」

　輸送艦が走り出した。それも前へ。表ひよう層そう部ぶの床を砕くだきながら、だ。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。彼女が、下で摑つかんで引っ張っている。

　……この輸送艦を上にトスした時、床を踏み抜いたんだ……！

　上を行くと、両手が使えずに回かい避ひも出来ないからちょっと危険。ゆえに彼女は創そう意い工く夫ふうしたのだ。だったら下を行けばいい、と。そして、自分は地下を走り、表層部を貫かん通つうさせた輸送艦を掲かかげて皆を追いかける。

　何しろ、行く道は直線。だったら人狼女王にとって、前など見えなくても関係ないのだ。

　まるで巨きよ大だいなサメの背びれのように、輸送艦が表層部を裂さいて突っ走る。

「これ、武蔵むさし野のの破は壊かいはうち持ちにならないよねえ……!?」







[image: 第二十一章『分離場の多重存在』]
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　走りながら、ミトツダイラは危き機きを感じた。

　今、戦せん闘とうというか、状況が前後二カ所で発生している。

　前には狐きつね。後ろは狼おおかみ。

「前ぜん門もんの虎とら、後こう門もんの狼、というより、前門の狐、後門の狼ですわね」

・副会長：『ああ、確かにミトツダイラだと黄こう門もんは狼か』

・●　画：『そっちの漢かん字じかあ……』

　訂正したいが、それよりも現状が危険だ。何しろこのままだと、

「先生に逃げ切られますわよ!?」

・ウキー：『いかん。もはやこうなったら、全員完走で点数確保というのはどうだ？』

・十ＺＯ：『それだとネシンバラ殿どのなど、リタイア組が赤点で御ご座ざるよ！』

　だとしたら、とミトツダイラが思った時だ。後ろ、己おのれの王がこう言った。

「ネイト、前に出ろ」

　聞く。

「ヨシヒカリは女おんな侍ざむらいが担当してるっぽいな。後ろはまあどうにかすんだろ。だとすると今、先生を狙ねらえるのはオメエだけだネイト」

「で、ですけど、我が王とホライゾンは──」

「今ですと、中ちゆう盤ばん集団に浅あさ間ま様もいるので、安全は確保出来ます」

　王の襟えり首くびを摑つかんだホライゾンが、こちらに頷うなずきを見せた。

「こちらは気にせず、ミトツダイラ様、どうぞ」

「……何だか凄すごく気になりますわ……」

　ともあれ、一応は確かく認にんがいる。

・銀　狼：『後ろ、大だい丈じよう夫ぶですの？　うちの母に対応出来るの、ハッサンがカレーを使えない今、私しかおりませんのよ？』

・粘着王：『如何いかにカレーが武蔵むさし防ぼう衛えいに重要か解わかるエピソードだな……！』

・労働者：『まあ、俺おれ以外の人員で何とかするしかないだろう。言わずもがな、だ』

　行ってこいと、そういう事だ。ならば、

「我が王、ホライゾン、仲良くするんですのよ？」

　ホライゾンが、襟首を摑んだまま頷いた。

「大丈夫ですとも、ミトツダイラ様」

　ものすごく不安になるが、これを普通とするのもまたどうかと思う。だが、

「では我が王」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──やれるだけ、やって来いよ」

　オーダーが出た。だから頷うなずき、

「行って来ますわ」

　狼おおかみは、右の手に王賜剣エクスカリバーを持ち、前へと瞬しゆん発ぱつした。
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　浅あさ間まは、ミトツダイラが前に出るのを見送った。

　……先生に攻こう撃げきを当てるのは至し難なんだと思いますけど……。

　だけど自分達は戦せん場じようを共にしている。一人一人の成果は小さくても、全体に繫つながる筈はずだ。

　それは他の皆も同様。今、前にいるのは銀ぎん狼ろうだけではない。

「二ふた代よ……！」
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　二代は、目もく標ひようを見失っていなかった。

　オリオトライは、今、前方にいる。それも、既すでに武蔵むさし野のの後部側、風防となっている大だい楼ろう閣かくにたどり着きつつあるのだ。

　あの楼閣を越えられれば、艦かん尾び到とう達たつ。そのまま太ふと縄なわ通つう路ろで奥おく多た摩まに走られてしまう。

　屋や根ね上うえを行くこちらは、距きよ離りを空あけられる事になり、

　……危険に御ご座ざるな！

　だが、前に行こうにも相手がいる。それもまさか、

「最も上がみ・義よし光あき殿どのとは、これは光栄……！」

「世せ辞じを言っている間に気を付けるがいいぞえ」

　言われる最さ中なかから、攻撃が来る。右手に持った大だい鉄てつ扇せんを振られると、

　……来た！

　虚こ空くうだ。

　直ちよつ径けい数メートルの何も無い空間が、扇おうぎの軌き道どう先に現れる。

　それも一発ではなく、複数発。初めはよく解わからなくて、風の砲ほう弾だんか何かかと思えば、

「おいおい、屋根とか食われてるぞ」

　肩かた上うえの正まさ純ずみの言う通りだ。長なが屋やの屋根や軒のきが抉えぐられ内側を見せている。

・蜻蛉切：『いかんで御座るな。学生長屋が主体なのでまだいいが、一いつ般ぱんの市し街がいとなると正純達に文もん句くが行くで御座ろう』

・あさま：『いえ、学生長屋でもヤバいんじゃあ……』

・金マル：『ほら、学生相手には恐きよう怖ふ政治？　そんな感じ？』

・副会長：『どんな感じだ……！』

「ははは、まあ、正純はいつも通りでいいという事で御座ろう」

　そうかなー……、と肩かた上うえで項うな垂だれられるが、人生は前向きが一番で御ご座ざる。ともあれ、

「ほうれ、気が散っておるぞえ」

　虚こ空くうが来た。更さらには、

「ほれ」

　前に来られる。否いな、こちらが前に出ているので、速度を落とされているだけなのだが、

　……押しが強い……！

　押し返さねば危険だ。何故なぜなら背後には皆がいる。

　義よし光あきが、後続を狙ねらっているのだとすれば危険だ。そちらには近接系けいをこなせる要員が少ない。何しろ三発男は女を殴なぐれなくなったし、忍にん者じやは最近ブーメランとかで飛び道具に開かい眼がんしつつある。

　ならば自分が関かん門もんとならねばならない。だからここは、

「気が散っておるのう」

　吐と息いきをつけるような力の抜き方で、狐きつねが一気に来た。

　右脇わき。そちらへ彼女が移動する。それも、軽いステップに見え、

「────」

　瞬しゆん間かん的な移動だった。高速の動きは、容易たやすく隣となりの横よこ町ちようへと身を移し、

「行くかえ」

　義光が、後続へと向かう。

　抜かれた。その事実が確定した瞬間。彼女の姿すがたとすれ違う構こう図ずになりながら、二ふた代よは叫んだ。

「隙すき有あり……！」

　背後を見せた相手に、後ろから、

「結べ、──蜻蛉とんぼスペア！」
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　屋根が破は砕さいして、狐は跳ねた。

　……やりおる……！

　正直、相手はこちらを後続に任せて、自分は前に行くのかと思っていた。そのくらい、自然にこちらに抜かせたのだ。

　そして背後を見せたら飛び道具。

　卑ひ怯きよう、とは思わない。今はルール無用の勝負の時間なのだ。期末テスト？　まあそんな設定もあったのう。

　とはいえ向こうの威い力りよくに噓うそは無い。横一いつ直ちよく線せん。自分は艦かん尾び側へと跳ちよう躍やくし、足あし下もとに威力をやり過ごす。すると、

「来たかえ」

　後ろ。正確に死し角かく狙ねらいで風が来た。

　神しん道とうの加か速そく術じゆつ式しきは継けい続ぞく式しき。それで百八十度の方向転換を下すとは、なかなか無い。そして敵が狙うのはこちらの着ちやく地ちタイミングだろう。ならば、

「これはどうだえ？」

　宙ちゆうで尾を振り、義よし光あきは軽く舞った。身を揺らすその動作で、

「────」

　狐きつねの実じつ像ぞう分ぶん身しん。一気に九体だ。





●






　義光は、空中で身み構がまえた。

　背後から来る武蔵むさし副ふく長ちように対し、扇おうぎを振り、虚こ空くうを叩たたきつける。

　実像分身の数は九。

　敵の刃やいばは対して一つ。こちらの分身が一人分欠けたとしても、攻こう撃げきは八個。まともに避けられる数では無い。蜻蛉とんぼスペアとやらも、即そく座ざの連発は難しかろう。ならば、

「どう凌しのぐかえ？」

　問うた時には、もう答えが出ていた。敵は前のめりに加速しながら穂ほ先さきを突き出し、

「伸しん縮しゆく機き構こう……！」





●






　二ふた代よの肩かた上うえにいた正まさ純ずみは、敵の攻撃に飛び込む構こう図ずを視し界かいに入れた。

　……うわ……！

　宙を降り、着地を望む義光の姿すがたは、壁のように九人いる。

　だがそれらに対し、軽く身を捻ひねった二代が槍やりを突き出し、

「伸縮機構……！」

　伸び走る蜻蛉スペアの石いし突づき近くを、二代が摑つかんでいた。伸張は最長展開となり、

「……っ！」

　穂先が相手を貫かん通つうした。それも一人ではない。串くし刺ざしという言葉が合うように、三人分だ。

　そして虚空が放たれる。

　だが、義光の弾だん幕まくに、三人分の欠員が生じた。二代はそこへと、

「おお……！」

　斜め貫つらぬきにした三人分。その正面側へと二代が足先を突っ込んだ。

　膝ひざ頭がしらに幾いく枚まいもの表示枠サインフレームが出る。そして膝が回り、

　……おお……？

　遅い、と正純は思った。加速術式をそれだけ展開しているのに、動き自体はスローモーションになったようだ、と。

　違った。

　身を回す流れの左右を、風のようなものが吹っ飛んでいった。

　虚こ空くうだ。

　まるで自分達だけ、時間の進みが遅くなったような錯さつ覚かく。これが、

「見切りか……！」

「まだまだで御ご座ざる」

　言うなり、二ふた代よの身体からだが正面を向いた。敵は六人。既すでに着ちやく地ちしているが、

「構わぬで御座る！」

　二代が前に出た。
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　義よし光あきは、内ない心しんで喉のどを鳴らしていた。

　……伸しん縮しゆく機き構こうで団だん子ごにされるとはのう……！

　三人が重なる位置を、一いつ瞬しゆんで計られた。隙すきは見せていなかったつもりだが、それは個々の分ぶん身しんの話だ。お互いの位置となると、攻こう撃げきする時間帯たいであったせいもあり、前後や左右に隙間を空あけていた。

　整い過ぎていたと、そういう事だろう。ならば、

「これはどう凌しのぐかえ……!?」

　着地からのバックステップを入れながら、義光は六重の虚空を叩たたき込んだ。

　直後。義光は見た。武蔵むさし副ふく長ちようが、両腕うでを万ばん歳ざいするような動きで、

「正まさ純ずみ！」

　いきなり武蔵副ふく会長を、こちらにぶん投げたのだ。
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　……これは新しい……！

　義光は、何だか、妙みような感動を覚えた。

　武ぶ器きにはいろいろある。刀や槍やり、弓ゆみや銃じゆうもそうだ。だが、

　……人体かえ……！

　死体を盾たてにして逃のがれる、というのは戦せん場じようで見かける行為だ。だが、生きている要よう人じんを相手にぶつけるというのは、長生き続行中の義光にして初だった。

「大だい丈じよう夫ぶなのかえ!?」
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　……大だい丈じよう夫ぶ、か……。

　義よし光あきの言葉に、哲てつ学がく的な疑問だな、と正まさ純ずみは思った。

　ある意味で、駄だ目めだと思うし、ある意味でそういうもんじゃないかな、とも思う。何がそういうものなのかは解わからないが、まあ自分も戦せん闘とうに参加したという事で、完走点以上のものを貰もらえるんじゃないだろうか。

　ともあれ二ふた代よには策があるのだろう。ある筈はずだ。あるよな。あってくれ。駄目か。そうか、生存も自じ給きゆう自じ足そくという事かなコレ。駄目かな──……。

「お？」

　と声を上げたのは、理由がある。二代が、こちらを追うように走ってきたのだ。

　それも、右手を振り、

「そこ……！」

　こちらに、蜻蛉とんぼスペアをぶん投げて、だ。
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　……馬ば鹿か者もの……！

　義光は、蜻蛉スペアの軌き道どうを一いつ瞬しゆん見切り損ねた。

　投げられた槍やりが、武蔵むさし副ふく会長に当たるかどうか、計ってしまったのだ。

　当たらない。だがその確かく認にんの最さ中なかで、敵は動いていた。それは、

「槍と要よう人じんを捨て、身軽になったかえ……！」

　全力で疾しつ走そうしながら、武蔵副ふく長ちようはこちらの分ぶん身しんに対し、ある行動を取った。

　発はつ射しやされた虚こ空くうが拡大するより速く、乗り越えては回り込み、

「おお……！」

　体当たりだ。

　肩。それも肩けん甲こう骨こつから背を使った深い当て身だ。動きとしては、虚空を放って腕を振ったこちらの分身の脇わきに入り、強ごう引いんに跳ね上げるもの。

　衝しよう撃げき音おんというより、単純な打音がただただ大きく鳴り、分身が一体、吹っ飛んで消えた。

　……何とも強引な……！

　戦い方が、自由過ぎる。だが、その一方で、

「元気でいいのう……！」

　評ひよう価かしながら、義光は小お田だ原わら征せい伐ばつの時の事を思った。

　可か児に・才さい蔵ぞう。

　良い子だった。真ま面じ目めで、まっすぐで、自分の持ちうる最高を最大量でぶつけてきた。そして負けを認める事も出来た。

　関かん東とう解放では、あの子は、この子と激げき突とつもした。

　結果として、可か児には敗はい北ぼくした。

　ならば、と義よし光あきは思う。可児の真ま面じ目めやまっすぐさは、武蔵むさし副ふく長ちように届かないのか、と。

　……違うのう。

　武蔵副長とて、昔はそうだった筈はずだ。

　訓くん練れんというものがある。

　武蔵副長に戦い方を教えたのは、あの本ほん多だ・忠ただ勝かつと、自じ動どう人形の鹿か角づのだろう。東とう国ごく無む双そうに、単体で武ぶ神しんと戦せん闘とうが出来る自動人形だ。

　だが、彼らとて、教えるには〝方法〟がある。

　方法は簡単だ。自分達に出来る事を、まず、理論も含めて教え、動きとしてコピー出来なくても、自分なりに出来るようにさせるのだ。

　だが、そうは言っても、自分の記き憶おくや経けい験けん、判はん断だん力りよくを転てん写しやは出来ない。だから、身体からだの動きや、ケースバイケースの行く手を基き礎そパターンとして教える必要がある。

　記録によれば、三み河かわ騒そう乱らんの際、武蔵副長は立たち花ばな・宗むね茂しげと相あい対たいした。

　立花・宗茂に対し、当時の武蔵副長は、今までの訓練における動きを重ね、最高の最大量を出し切って勝利した。一方の宗茂は、元の生まれが一いつ般ぱん市民という事や、マルチレンジを得意とする立花・誾ぎんに鍛きたえられた事もあって、どちらかというとその〝型〟を崩くずす事を基礎としている。

　その一戦までの武蔵副長は、きっと、大部分において可児のようであったろう。

　父を師しとし、そのトレスのように、〝型〟を用いて戦っていた筈だ。否いな、実際にそういった記録が残っている。

　何所どこで変わった。

　ここまで行ぎよう儀ぎ悪く。しかし、訓練で培つちかった判断力と動きを基礎に、自らを崩して、先へ先へと繫つないでいく。

　英国。アルマダ。マクデブルクに、ノヴゴロド。その辺りで一度、壁を抜けたか。

　真さな田だで、人の技など通用しない天てん竜りゆうと戦闘した事で、更さらに前に出たか。

　だとすれば、

「いいのう」

　何故なぜなら、

「貴き様さまは、元気ある子達の、最前線の一つなのだえ」

　この子に敗れたあの子は、──否、あの子達、というべきか。

　皆、きっと、こうなり、追いついてくる。ならば、

「──付き合うぞえ」
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　鈴すずは、義よし光あきが二人消されたのを知覚した。

　当て身、という技？　ジャンルだろうか。ともあれ二ふた代よが正まさ純ずみを投げて囮おとりとした瞬しゆん間かん。進行方向にいた義光を吹き飛ばしたのだ。

　対する義光は、分ぶん身しんの数を四つに減らしていた。

　それらは、点てん蔵ぞうの言げんによれば、

「実じつ像ぞう分身ゆえ、どれも本物に御ご座ざる……！　危険で御座るよ！」

　だが、二代としては、中ちゆう盤ばん集団のこちらに一番近いものを主敵とみなしたようだ。正純を投げた先、更さらには蜻蛉とんぼスペアを投げ、

　……当たる……!?

　義光が凌しのいだ。

　弾はじく。それも上に跳ね上げるのではなく、右へ、外そと舷げん側に飛ばしたのだ。

　直後。義光が四人同時に動いた。自分達の中央にいる形となった二代へと、既すでに扇おうぎは構えられている。あとはそれを振って、

「危ない！」

　多重の虚こ空くうが叩たたき込まれた。

　直前。鈴は、自分の警けい告こくよりも大きい声を聞いた。それは二代の、

「正純！」
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　正純の判はん断だんは、単純なものだった。

　宙ちゆうを飛ぶこちらに向け、二代が前に出ながら膝ひざを上げたのだ。それを見て思ったのは、

　……あ、そういう事か。

　何となく解わかったので、正純は右の足を掲かかげた。足の裏、靴を、二代へと蹴けり込むように突っ込む。すると、

「承しよう知ち……！」

　二代が、同じように足裏をこちらへと叩きつけてきた。

　当たった。

　自分の予測も、二代の足裏も、見事に当たった。

　右足同士。お互いは、反発し、自分はツキノワを一度抱えながら、

「……お」

　二代のバランス感がいいのだろう。足裏を蹴ってきた力は、真まっ直すぐに背まで通った。そんな気がした。

　そして正まさ純ずみは知っている。二ふた代よの跳ちよう躍やくは、もはや義よし経つねの八はつ艘そう跳とびと同様の力を持っているのだと。だから、

「────」

　お互いは、距きよ離りを弾はじくように、前後へと吹っ飛んだ。
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　義よし光あきは、腹の底で笑った。

　……面白い！

　人を叩たたきつけてきた上で、更さらにはそれを空中足あし場ば兼けん再発はつ射しやする。先せん頭とうでバックステップを踏んでいた自分の分ぶん身しんは、武蔵むさし副ふく会長を受け止めるような形になって、虚こ空くうを叩たたきつける事が出来なくなっている。対し、一番後ろを追ってきていた自分も、背から飛んできた武蔵副ふく長ちようの反発激げき突とつを食らい、

「……！」

　消えていく。

　だがその時、既すでに武蔵副長は動いていた。は、と息を吐き、

「そこ……！」

　消えかけた最さい後こう尾びの自分。その手が持っていた鉄てつ扇せんを手首ごとつかみ、もう一人の自分へと振り向かせたのだ。

　虚空が放たれ、直ちよく撃げきを受けた左の自分が消えた。

　同時に、最後尾の自分も力を失って消えた。ならば後は、

「────」

　左腕うでを振り向かせた勢いを利用して、武蔵副長が副会長を押しつけた先頭の分身を見た。

　残るは副会長を抱き留めた先頭と、右の一人。

　今、右の己おのれは彼女達と併へい走そうをしており、先頭にいる自分は武蔵副会長を抱えながらのバックステップだ。

　対する武蔵副長は、身体からだの各所に多量の表示枠サインフレームを零こぼし、それで姿勢制せい御ぎよとした。そして彼女は、先頭のこちらへと、改めて視線を向けてきた。

　飛んできた武蔵副会長を受け止めた分身を、彼女は見て、表情を変えた。

　はっとした、驚きの顔。その上で、

「──人ひと質じちとは卑ひ怯きようなり……!!」

「貴き様さまじゃあ──!!」

　叫んだ瞬しゆん間かんだった。視し界かいに光が見えた。

　……おや。

　胸元。抱きかかえるような姿勢となった武蔵副会長の肩かた上うえに、表示枠がある。

　見ればアリクイの走狗マウスが、こっちに一度頭を下げた上で、


《爆ばく砕さい術じゆつ式しき：転送：展開：確かく認にん》



　義よし光あきが、口の端はしをつり上げた瞬しゆん間かん。表示枠サインフレームが爆ばく発はつした。
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　先せん頭とうの義光が吹っ飛び、残りは右にいた一人になった。

　二ふた代よは、状況を確認する。

　先頭にいた義光は、もはやいない。爆ばく風ふうに消える煙の下にあるのは、正まさ純ずみの姿すがただ。

　そして正純が動いた。彼女の姿は、屋や根ね上うえで転ぶような姿勢になりながら、背後で起きた爆砕術式の煙を手で払っていた。

　正純が、煙で零こぼれた涙を拭ぬぐっていた。だが無ぶ事じだ。ならば、

「──!!」

　己おのれは行った。

　正面というよりも、やや右側。そこに最後の義光がいる。

　勝しよう機きは一つだ。

　……分ぶん身しんが終わった時、視し界かいなどにはアジャストが掛かる筈はず！

　多重となっていた己が、一つにまとまり直すのだ。視覚や聴ちよう覚かく、身しん体たい感覚などは、多重化状態からシングルへと戻る事になる。

　齟そ齬ごによる隙すきは、必ずあるだろう。ゆえに、

「貰もらうで御座る……！」

　武ぶ器きはない。既すでに正純の重さもない。あるのはただ、肩からの激げき突とつによる、

　……当て身！
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　皆を追う成なる実みの視し界かいの中で、義光の判はん断だんと、他の動きと結果が連続した。

　義光が、まず、右の手を振った。それも、突とつ撃げきしてくる副ふく長ちようではなく、己の後ろへ、だ。

　誰だれもいない場所へと虚こ空くうを放つ。

　無意味に見える行為だ。だが、この抉えぐりの力は、恐らく大たい気きを食うのだろう。何も無いように見えて、風が食われ、

「────」

　空あいた大気へと、義光が吸われた。真しん空くうの弾はじける音に重ね、ジャージを千ち切ぎれさせながら、しかし義光が明らかにバックステップした。

　副長との距きよ離りが空いた。

　僅わずかな間だが、義光にとっては重要な間だと、成実は判断した。何故なぜなら、

　……分ぶん身しんを収めた際の、感覚齟そ齬ごを受容する時間が出来たわ……！

　つまりここから先は、いつも通りの狐きつねだ。

　もはや隙すきはない。

　そして、飛び込みをかわされて無防備となった武蔵むさし副ふく長ちようへと、義よし光あきが向き直った。

　そして彼女は、続く一歩を踏もうとした武蔵副長へと、カウンターとなる大おお扇せん子すを叩たたき込む。

　左腕うでの一発。それを叩き込む瞬しゆん間かん。

「……！」

　不ふ意いに義光が吹っ飛んだ。

　彼女が背を向けた背後。中ちゆう盤ばん集団の中にいた浅あさ間ま神じん社じや代表が、狙そ撃げきをぶち込んだのだ。
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　……やっ、た……！

　鈴すずは命めい中ちゆうを知覚した。

　先さき程ほどから、二ふた代よと正まさ純ずみの連れん携けいが義光の分身をかき乱していたのは解わかっていた。何故なぜなら、

「こっちを見せないようにしてた、よ、ね」

　正純を投げたのも、注意を彼女に向けるためだ。

　そして最後に、義光が己おのれをアジャストした際、二代はある事をした。

　飛び込みをかわされた後、二代は次の挙きよ動どうを身み構がまえはしたものの、無む理りに動こうとしなかったのだ。

　彼女が動かなければ、狙ねらう義光は己の位置を確定する。

　それも、二代を注ちゆう視ししていれば、狐はこちらに背を向ける。

　二代が武ぶ器きを失っても戦っていられたのは、そういった戦せん術じゆつがあるからだ。当て身などの技能を前に出し、印いん象しよう付づけていたのは、

　……こっちにも戦力、あるから、囮おとりだよ、ね。

　後は、浅間が機き会かいを逃のがさなければいいだけだ。そして、

「会いました」

　機は会ったのだ。

　だからそうした。しかし、よく考えると、

「ちょ、ちょっと、やり過ぎじゃ、ない、かな？」

　直ちよく撃げきの現場には、義光の姿すがたはなく、ただただ流りゆう体たい光こうの煙が上がっているだけだ。
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・礼賛者：『というか今の、対人……？』

・傷有り：『点てん蔵ぞう様？　実じつ像ぞう分身は対人扱いになるのですか？』

・十ＺＯ：『ええと、一応、実じつ像ぞう分ぶん身しんは最後の一人が本体扱いで御ご座ざるよ？』

・俺　　：『じゃあテンゾーで試してみようぜ！　浅あさ間ま！　弓ゆみ貸してくんね!?』

・あさま：『だ、駄だ目めですよコレ許可いるんですから！』

・●　画：『いらなかったら渡すって事よねコレ……』





●






　二ふた代よは、屋や根ねの上で息をついた。

　翔しよう翼よくの術じゆつ式しきを緩め、切りながら、

　……今から先生に追いつくのは、無む理りで御座ろうな。

　だが、役やく目めは果たした。今、自分は、皆と共に、

「最も上がみ・義よし光あき……！」

　討うち取ったり、という言葉は出なかった。

　正面。屋根上を歩いてきた正まさ純ずみが、両の手を掲かかげたのだ。そして彼女は、こちらの肩に手を乗せる。直後、

　……ぬ。

　妙みような感覚を二代は得た。それは、寒さむ気けにも似た異い質しつであり、

「二代！」

　正純の声がした。しかし彼女の声は、正面にいる彼女からではない。

　眼がん下か。虚こ空くうが開けた穴の中から、

「こっちだ！」

　壊こわれた屋おく内ない。そこに、確かに正純の姿すがたがあった。

　……これは──。

「残念だのう」

　正面。肩に手を乗せて来た正純が、笑えみで言った。それも義光の声で、だ。

　まさか、と思うまでもない。光の霧きりを散らし、目の前の正純が消えた。

　そこにいるのは、ジャージ姿の義光だ。

「危なかったぞえ」

　彼女は、こちらの脇わきに手を入れ直して、こう告げた。

「副ふく会長の肩かた上うえ。アリクイが爆ばく砕さい術式を使ったであろ？　別に、衝しよう撃げき波はでも、反発力でも、いろいろあるだろうに。何なに故ゆえに爆砕を使う？　──それは、背後を爆ばく風ふうで見せぬためよのう」

　つまり、

「私の背後、そちらに仕掛けがあると、そういう事だえ」
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　やられた、と正まさ純ずみは、埃ほこりっぽい納なん戸ど部屋の中で額ひたいに手を当てた。

　敗因は、術じゆつ式しきの選択をミスした自分だ。念を入れるつもりで、自然さを失った。

　だからだろう。爆ばく風ふうの発生に合わせ、虚こ空くうの穴から下に落とされた。

　義よし光あきは、自分がいなくなった空間を使って爆風を緩和。だが、ダメージは受けているだろうし、自分がいなくてももはや大たい勢せいは変わらないと、そう思っていたのだが、

「まさか、私に化ばけるとはな……！」

　二ふた代よが詰めた右側の義光は、最後の一人ではない。あれは囮おとりだ。

　今、上にいる義光が、口に扇せん子すを当てて言う。

「……狐きつねはな？　巣すに猟りよう師しを近づけぬため、手負いの振りをしてつかず離れず、遠くへと誘ゆう導どうする獣けものなのだえ？　──それと同じ技に、見事ひっかかるとはのう」

　嫌いや味みの一つでも言ってやりたいが、向こうの戦せん術じゆつとしては確かなものだ。隠かくれ蓑みのの魔ま術じゆつのように、入れ替わり、安全を確保したのだから。

　それを成し遂とげた向こうは、ココ、と喉のどを鳴らした。そして、

「……貴き様さまら、正当派の相手、それも物理系けいなどとはよく戦っておるようだが、こういう幻げん術じゆつなどは苦にが手てのようだえ？」

　確かにそうだ。

　自分達が相あい対たいしたのは、三み河かわでも、アルマダでも、それ以後においても、基本的には大戦力を率ひきいる国家と、技や力で壁となる者達ばかりだ。強いて言えば、

　……英国戦での相対戦が、このような戦せん闘とうに近かったか。

　解わかるであろ、と義光が言った。

「──私は、〝こっち〟が得え手てだぞえ？　狐の化かし、即そく座ざに食らうとは、武蔵むさしもまだまだと、そう言えるのう」

　そして彼女は、二代を持ち上げた。そのまま抱き締しめ、

「つーかまえたあ──！　大物、ようやくだぞえ!!」
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・●　画：『いいわあ……、高こう三さんにもなって羞しゆう恥ちプレイ、いいわあ……』

・あさま：『ま、まあ、総そう長ちよう対副ふく長ちようという感じですし……！』

・ウキー：『というか、総そう勢ぜいで掛かってコレか……』

・ベ　ル：『あ、あの、それより、も、もう一回、総勢、いけ、る？』

・ホラ子：『どうしたのですか鈴すず様。そんな激げき戦せんを望むとは』

・現役娘：『あらいやですわ。忘れてるんでしたらぶっつけますわよ？　この艦かん』

・約全員：『うわああ──!!』
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　ミトツダイラがオリオトライを捕ほ捉そくしたのは、太ふと縄なわ通つう路ろの直前だった。

　こちらは武蔵むさし野の後部の大だい楼ろう閣かくを上部通過の道取りで駆かけていく最さい中ちゆう。追うべき向こうは、これから艦かん間かんを渡るから、

　……このペースだと、奥おく多た摩まの自然区く画かくで追いつけますわね!?

　速度はこちらが上だ。流石さすがに息も乱れてきたが、

「我が王の命めい、果たせそうですわ……！」

　よし、と思い、垂すい直ちよくの壁を駆け下りようと思った。その時だった。

「え？」

　艦かん首しゆ側から影が来た。

　今は午前中。関かん東とうに向かって東とう行こうなので、艦首は東。影は艦首から艦かん尾びに伸びてくる事になる。だが、

　……ここ、大楼閣の上ですのよ!?

　一体何が、影の元となっているのか、振り向かずとも解わかる。

「御お母かあ様さま──！」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、珍めずらしく娘むすめからコンタクトがあった事に笑えみを得た。

・現役娘：『まあネイト！　授業中にお母さんが恋しくなるなんて、何か解らない問題でもありましたの!?　子し孫そん繁はん栄えいとか家庭の医学とかおしべとめしべの関係まで何でもお母さんがあっさり直接答えてあげますのよ!?　だったら躊躇ためらわず手を上げなさい！　ハイッ！　ハイッ！』

・銀　狼：『というか御母様！　今、何してますの？』

　人狼女王は、走りながら考えた。んー、と右の人ひと差さし指ゆびを口に当てて首を傾かしげ、

　……あ、正面左の店から、良い匂においがしますわね。

　走りながら表示枠シーニヤカドルで代金を払って、地下屋や台たいから焼き鳥の束たばを薙なぎ払うように受け取っておく。それを五ご指しに挟んで戴いただきながら、

・現役娘：『ネイト、お母さんは今、飲み物の摂せつ取しゆで忙いそがしいんですの』

・銀　狼：『焼き鳥！　焼き鳥ですわね!?　武蔵野地下一階だったら伊い賀が忍にん者じやが店を出してる〝ハツ・鶏トリ・燻クン〟が有名でしたけど、破は壊かいしてませんわよね!?』

・現役娘：『あらあらネイト？　多分今ので店じまいだと思いますの』

・銀　狼：『御母様！　武蔵むさしを破壊して焼き鳥屋を本日休業にさせるとか、そんな非道が赦ゆるされると思ってますの!?』

　んー、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは考えた。そして、

・現役娘：『ネイト？　でもお母かあさん、武蔵むさし住人じゃありませんもの』

・銀　狼：『何かいろいろ投げましたわね!?　というか、──あ』

・現役娘：『あ？』

　こちらが首を傾かしげた瞬しゆん間かんだ。

　頭ず上じように掲かかげた左腕うで。その先で摑つかむ輸ゆ送そう艦かんが鐘かねを打ったような震しん動どうをした。

　上で、輸送艦が何かに激げき突とつしたのだ。
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　真さな田だ教きよう導どう院いん。屋おく上じようからそれを見ていた海野うんのは、水分補ほ給きゆう用に飲んでいた水を吹いた。

　屋上縁べり、肘ひじをついて同じ方を見ていた地ち竜りゆう、筧かけい・虎とら秀ひでが半はん目めになり、

『きたねえなあ、オイ』

「いや、ちょっと、何アレ!?」

　指さした方向。武蔵の中央前ぜん艦かん〝武蔵むさし野の〟の橋きよう状じよう艦かん橋きように、輸送艦が縦たてで当たった。

　激突したのだ。







[image: 第二十二章『上下の姦し娘』]
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　うわあ──、という声が武蔵むさしの各所から上がったのを、浅あさ間まは聞いた。

　法的に言えば物ぶつ損そんだ。

　輸ゆ送そう艦かんが縦たてに武蔵の上を走り、そのまま橋きよう状じよう艦かん橋きようにぶつかった。

　当たる。突き刺さる。否いな、

　……切れる!?

　輸送艦に、ブレードのように艦橋が食い込んだ。

　わ、という皆の視線の直ちよく上じよう。空に破は片へんが光って散った。

　速度は恐らく時速六十キロ程。大きさは充分にある。

　当たった、と思った後、半秒してから激げき突とつ音が来た。

　金きん属ぞくのありとあらゆるものを激突させ、怒ど濤とうに変えたような音だった。

　武蔵が軋きしみ、震しん動どうする。

　艦かん上じように地じ震しんというものがあれば、これだろう。

　そんな中で浅あさ間まは、頭ず上じように幾いくつもの防ぼう護ご障しよう壁へきが展開したのを確かく認にん。〝武蔵むさし野の〟達が破片を拾っているに違いない。

　あとは、

・ホラ子：『浅間様──！』

・あさま：『ちょっとミト──!!』

・銀　狼：『御お母かあ様さま──！』

・現役娘：『あらあら、ちょっと余よ所そ見みしてましたわね』

・約全員：『軽っ……!!』

・現役娘：『でも上、コレ、何が引っかかってますの？　えいっ、えいっ』

　まるで布ふ団とんを叩たたくように、輸送艦が艦橋を叩く。その激音と震動の中で、

・武蔵野：『あの、大変申もうし訳わけないのですが、今、本ほん艦かん建造以来の危き機きが。──以上』

・あさま：『というかミトのお母さん！　押してばかりじゃ駄だ目めです！　少しは引きましょう。引きも大だい事じですよ!?』

・●　画：『アンタ、引きしかしてなかったのにねえ……』

・あさま：『け、結果オーライですよ！　とにかくミトのお母さん、引きも大事です！』

　解わかりましたわ、と人狼女王レーネ・デ・ガルウが頷うなずいた。

「ちょっと引きますわね」
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　表ひよう層そう部ぶ。防風壁に向かって走る浅間は、皆と一いつ緒しよにそれを見た。

　三百メートルの輸ゆ送そう艦かんが、引いたのだ。

　それはまるでレバーを倒すように、後ろへと傾き、

「やった！　離してくれましたよ！　ミトのお母かあさんも、話せば解わかりますよね！」

　浅あさ間まが両の拳こぶしを握った時だった。

・現役娘：『つまり反動をつけるんですのね』

　振りかぶりつきで高速スイングになった一発が、武蔵むさしの橋きよう状じよう艦かん橋きように激げき突とつした。防ぼう護ご障しよう壁へきも展開するが、既すでに間に合わない部分が多く、輸送艦は物理的に衝しよう突とつした。

「うわあ──!!」

　激げき震しんと激音が重なる中で、浅間は右手を挙げた。

・あさま：『ほ、保ほ身しんのために言いますけど、今のは想そう定てい外がいですよ誰だれが考えても！』

・武　蔵：『一体誰ですか、夏休みに本艦の耐久テストを提てい案あんしたのは。──以上』

・武蔵野：『保身のために言いますが、何から何まで想定外です。──以上』

・武　蔵：『いえ、乗客の責任は艦かん長ちようの責任。解わかってますね〝武蔵むさし野の〟。ちなみに私は総そう艦長ですので乗客の責任は負いません。あ、酒さか井い様、お茶のおかわり如何いかがですか。──以上』

・奥多摩：『〝武蔵〟様、現実逃とう避ひしてませんか!?　あと〝武蔵野〟！　こっちに被ひ害がい持ち込まないよう、そっちで処しよ理りを御お願ねがいします！　──以上』

・武蔵野：『すみません皆様、お早めに奥おく多た摩まに退出して戴いただけませんか？　──以上』

・現役娘：『えいっえいっ』

「うわああ──!!」

　空に防護障壁が何枚も展開する中で、魔女テクノヘクセンから言葉がやってきた。

・金マル：『──武蔵最大の危機が、アルマダとか三み方かたヶ原はらの戦いとかじゃなくて〝期末テスト〟ってのが凄すごいよね』
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「望もち月づき、何か武蔵の上がヤバいんだけど、何アレ？」

『Ｔｅｓテスタメント．、海野うんの様、先さき程ほど各かつ国こく向けにレセプションされた内容では、期末テストだそうです』

「何だソレ……!?　虎とら秀ひでのオッサン、解る!?」

『俺おれに聞くんじゃねえよ……！』
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、上にある障しよう害がい物ぶつがなかなかしぶとい事に首を傾かしげた。

「……んー。これはちょっと、勝負ですわね」

　振りかぶる、それも身体からだを横に倒し、垂すい直ちよく式しきのトルネードとして、

「そう……、れ!!」
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　表ひよう層そう部ぶでは、明らかに今までと違う一発が見えていた。

　開いた穴を最大限まで利用しての振りかぶりと、全力の叩たたき込み。それは輸ゆ送そう艦かんの全体を伸ばす程の威い力りよくを持っていて、

「先せん端たん……！」

　鈴すずの指し示す先、輸送艦の艦かん尾びが水すい蒸じよう気きの爆ばく発はつを抜けた。

　破は裂れつ音おんが響ひびき、そこから先は大たい気きを打ち割さく音だけになる。後は輸送艦が艦かん橋きよう目め掛がけて叩たたき込まれるだけで、

「──！」

　皆は走りながら見た。

　直ちよく撃げき寸前の輸送艦が、不ふ意いの破は裂れつをしたのを、だ。

「あれは──」

　空。高い位置に、別の船がある。

　関かん東とう側からやってきた、人員の輸送艦だ。そして皆は知っている。今、自分達の頭ず上じようで、艦を破裂させたあの攻こう撃げきは、

「誾ぎんさん……！」
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　誾は、空中で身を翻ひるがえしていた。

　超高空からのダイブは、三征西班牙トレス・エスパニアでも修めている技だ。アルマダ用に艦かん間かん移動や、落らつ下かした際の処しよ理りもだが、

　……新大陸でも、同様の技術は必要でしたからね……！

　宗むね茂しげも同じく、だ。今、自分達は武蔵むさし直上から落らつ下かし、

・立花嫁：『浅あさ間ま神じん社じや代表！　帰き艦かん処しよ理りを御お願ねがいいたします！』

・あさま：『大だい丈じよう夫ぶです！　既すでに顔パスにしてますから！』

《イイヨイイヨー：Ｂｙ神》

　浅間神社のサクヤは先日親父おやじを殴なぐりに関東へ来ていた筈はずだが、関東行きの武蔵には既すでに戻っているという事だろう。ならば加か護ご類も、

　……万ばん全ぜんですね。

「宗茂様」

　言うなり、視し界かいが暗くなった。

　内部をぶち抜いた輸送艦の中に、艦尾から飛び込んだのだ。

　誾は身を捻ひねり、降こう下か姿勢をダイブ状態から足を下にしたものへと変えた。

　落らつ下か速度はある。武蔵むさしの加か護ごゆえ、降こう下か術じゆつ式しきを掛ける事は可能だ。だが、

「勝負は一いつ瞬しゆんです。──長引けば、武蔵が危険ですから」

「Ｊｕｄジヤツジ．、では行きましょう、誾ぎんさん」

　Ｊｕｄ．、と応じて、誾は横に蹴けりを放った。輸ゆ送そう艦かんのフレームが堅けん音おんをたてる。そして落下軌き道どうを調ちよう整せい。自分を中央の空くう洞どうに送って、

「──戻りなさい、〝四つ角十字クアトロ・クルス〟」

　正面となる眼がん下か、何も無い空間の下から、それが戻ってきた。

　金きん属ぞくの変形音をつけて上じよう昇しようしてくるのは、朱しゆ色いろの十じゆう字じだ。これからすべきは、それを回かい収しゆうし、艦かん首しゆ側まで一気に降下。そのまま艦首をぶち抜いて、攻こう城じようモードで砲ほう撃げきをするのだ。

　……地下二、三階まで破は砕さいする事になるとは思いますが──。

　攻城モードの範囲破は壊かいならば、人狼女王レーネ・デ・ガルウを倒せる。それが誾の結論だった。





●






　関かん東とう解放で、理解した事だ。何しろ、十じつ本ぽん槍やりの一人であっても、それに補ほ佐さがついたとしても、人狼女王に触れる事すら出来なかったのだ。

　無む論ろん、あれは人狼女王が精せい霊れいとしての展開を行っていたせいもあろう。

　だが、基き礎そ能力でも、相手は異常なレベルに達している。

　そして今のように、短時間決けつ戦せんとなれば、失敗は許されない。

　確実に仕し留とめる必要がある。

　ならば範囲攻こう撃げきだ。

　関東解放の際、人狼女王であっても、航こう空くう戦せん艦かんの砲撃には耐えられなかった。だとすれば、

　……近接攻撃を挑いどむくらいなら、不ふ意い打うちの範囲攻撃の方が効こう率りつとして上です……！

　彼女は今、地下にいる。

　武蔵の地下は、横よこ町ちようや縦たて町まちに区切られた閉へい鎖さ区く画かくで、簡単に移動は出来ない。表ひよう層そう部ぶに開けた穴から外に出られる可能性もあるが、そこは〝読み〟の範囲となる賭かけだろう。

　もし、相手が余り遠ざかっていないなら、四つ角十字の対たい艦かん攻撃でどうにかなる。

　衝しよう撃げき波はを利用した破壊は、地下のような閉鎖空間で最も効果を発はつ揮きするのだ。

　だから、誾は構えた。四つ角十字を右の手に連動させ、

「〝四つ角十字〟……！」

　発はつ射しやする。間ま際ぎわに、誾は耳元で声を聞いた。

「まあ、輸送艦が倒れてしまいますわよ？　根ね元もとを壊こわしたら」
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　宗むね茂しげは迷わなかった。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウがいるのは、誾ぎんを挟んだ向こう。四つ角十字クアトロ・クルスの更さらに陰だ。

　何故なぜ、彼女がここにいるのか、宗むね茂しげは疑問に思わなかった。

　そんな事を思えば死ぬ。そのような訓くん練れんを、己おのれは誰だれとしてきたのか。

　誾だ。

　だから宗茂は何も考えず、反射に任せた。手に持っている準神しん格かく武ぶ装そう〝瓶かめ貫ぬき〟を人狼女王に向け、叩たたき込んだのだ。

　穂ほ先さきの行く軌き道どうの途と中ちゆうには、誾がいる。

　構わなかった。誾の横顔、首元の位置が、覗のぞき込んできていた人狼女王の首元に重なっている。誾は横、人狼女王は正面。正せい対たい状態なら回かい避ひはしにくい。

　対する誾が、動いた。

　身をすくめ、頭を前に下げるのが普通だろう。だが誾は違った。回避を最小限とし、自分が人狼女王の視し界かいを塞ふさぐため、軽く顎あごを引いたのだ。

　それだけだった。

　誾の首前を突き抜け、刃やいばが人狼女王の首元へと飛んだ。

　そこから先、どうなるか、宗茂は解わかっている。

　放った穂先が、先に手て応ごたえを寄よ越こしてきた。硬いものを穿うがつ架か空くうの実感。それは、

　……銀ぎん十じゆう字じ！

　人狼女王が胸の間から跳ね上げたのは、銀の小箱だ。

　この流れは、関かん東とう解放の際に生じていた。ならば、

　……そこから先を……！

　落らつ下かの中で金きん属ぞく音が響ひびいた。

　瓶貫の加か速そくは入れてある。銀十字を、刃の先せん端たんが強く押した。人狼女王の引いた身に当たった銀の箱は、彼女の身体からだを軽く突き、

「あら」

　四つ角十字から離した。

　直後。宗茂は誾が二つの動きを作るに任せた。

　一つは、彼女が四つ角十字に右の手を掛けた事。

　そしてもう一つは、

「────」

　誾が、瓶貫の刃に頤おとがいを当てた。そのまま彼女は、会え釈しやくするように首を沈め、フリーとなった瓶貫の刃を、四つ角十字に押しつける。

　刃の加速は、四つ角十字に立った。

　瞬しゆん間かん。首元の刃を構う事なく、誾が言った。

「四つ角十字」

　方向は、上だ。

「穿うがちなさい」
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　誾ぎんは、宗むね茂しげと共に下へと瞬しゆん発ぱつした。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウとの距きよ離りを取る。

　そのために天へと放った砲ほう撃げき音の残ざん響きようは、すぐに上へと捨て置かれた。

　四つ角十字クアトロ・クルスの砲撃を直ちよく上じように放ち、反動で落らつ下か速度を上げたのだ。

　宗茂は、共にいる。四つ角十字に瓶かめ貫ぬきの加か速そくを当てる事で、離れないのだ。

　お互いの位置はそのまま。首に刃やいばが触れ、時に肌はだに食い込んでくるが、構わない。宗茂とはこの程度の遣やり取とりを普通に行っていた。だからもし首が飛んだら、その時は己おのれが甘くなったという事だし、それはもはや立たち花ばな・誾として死んだも同然だ。

　だからこのままが楽でいい。

　生きていると実感出来る生活は、素す敵てきだ。ただ、今は、やり直しの期末テストの最さい中ちゆうで、

「〝十字砲火アルカブス・クルス〟」

　誾は、二門の十字砲火を射しや出しゆつ。それを上に向けた。

　追ってくる相手がいるのだ。

　人狼女王が、破は砕さいされたフレームを蹴けって来る。

　……四つ角十字の飛ひ翔しよう速度に追いつくとは……。

　地上戦だとしたら、どれだけの速度として感じるだろうか。この相手とまともに相あい対たいした第五特とく務むの実力と苦労について、一度話を聞いてみたいと誾は今いま更さらながらに思った。

　だが、今は自分がその番だ。だから、

「穿ちなさい」

　誾は、落下速度を落とす事なく、十字砲火を連れん射しやした。
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　鈴すずは、ペルソナ君の肩かた上うえにて防風壁にたどり着きながら、音を聞いた。

　砲撃音だ。

　武蔵むさし野のの橋きよう状じよう艦かん橋きように身を預けるようにして立った輸ゆ送そう艦かん。その艦かん尾びは大きく裂さけており、鈴からしてみれば巨きよ大だいなメガホンだ。内部にある音は逐ちく一いち反はん響きようし、巨大な響ひびきとなって外へと拡かく散さんする。

　内部の鳴り音を拾う限り、誾が人狼女王レーネ・デ・ガルウへと砲撃を敢かん行こうしている。

　落下距きよ離りは三百メートル。

　降こう下か術じゆつ式しきは、恐らく切った状態だろう。だから誾は、浅あさ間まに入国管理などの確かく認にんを取ったのだ。自ら加か護ごを切るには、氏うじ子こ手続きがなってないと出来ないからだ。

　それだけの覚かく悟ごで、二人は戦せん闘とうに臨のぞんでいる。だが、

　……どうなる、の。

　解わからない。何しろ、先さき程ほどから別の音が生まれているのだ。

　金きん属ぞくの響ひびき。あれは恐らく、

「ミトツダイラさんのお母かあさん、……十じゆう字じで、砲ほう弾だんを防ぼう御ぎよして、る」
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　降こう下か時じは足から降りる。それが普通だと誾ぎんは理解している。

　足が邪じや魔まになって攻こう撃げきがしづらくなるが、射しや撃げき武ぶ器きを身体からだに寄せた状態で構えやすくなるし、何より敵の攻撃に対し、靴くつ裏うらの装そう甲こうや、足そのもので盾たてに出来る強みがある。

　だが、空気抵てい抗こうをモロに受けるため、速度は落ちる。それを利用して、敵てき艦かんに乗り込む時などは、足から行き、速度を落として着ちやく地ちするのだ。

　しかし、現状では、敵もこちらも、そのセオリーを使っていなかった。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは横抱きにした銀ぎん十じゆう字じを傘かさのように構え、だが頭を下に落ちてくる。

　それも輸ゆ送そう艦かんの内部フレームを蹴けり飛ばし、常に加か速そくをして、だ。

　もはや落ちると言うよりも、下に駆かけ昇っている状態に近い。

　対するこちらも、足を下にしていては追いつかれる。頭を下に、艦かん尾び方向の人狼女王へと射撃をしながら、フレームを蹴り飛ばして突っ走った。

　……全く。

　無む茶ちやな事をしている、という自覚はある。

　だが、行っている事はいつもの延長で、敵の動きもその範囲内にある。

　対応出来る。後は自分達の行動の精度が、高ければ良い。

　ノヴゴロドではそうだった。初しよ見けんの相手、御お市いちの方かたを二人で相手した時がそうだ。あの時も、何をしようと負ふ傷しようを即そく座ざ修しゆう復ふくする相手に対し、冷静に対たい処しよした。

　冷たくあれ。

　熱を持てば綻ほころぶ。そんな醜しゆう態たいは、彼に見せるだけでいいだろう。だから、

　……残り二百。

　中ちゆう盤ばんに入る。ここからは一いつ瞬しゆんの連続。その事を理解の上で、誾は左手を添えていた〝四つ角十字クアトロ・クルス〟へと指し示じを下した。

「穿うがちなさい、四つ角十字！」
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　轟ごう音おんは聞こえなかった。ただ、大たい気きが裂さけるのを、暗がりの中で人狼女王は見ていた。

　三征西班牙トレス・エスパニア出身の立たち花ばな・誾ぎん。彼女が持つでっかい十じゆう字じ架か。自分の銀ぎん十字よりも一回り大きいというか、幅がある武ぶ装そうだ。

　遠えん距きよ離り砲ほう撃げきも、近距離砲撃も可能となれば、銀十字よりも攻撃範囲は広い。更さらには、

「突とつ撃げき状態でぶち込んできましたわね……!?」

　解わかる。

　……ここから先は、通路がちょっと細くなりますのよね。

　この輸ゆ送そう艦かんの空くう洞どうは、あの大きな十字架が作ったものだ。戦せん闘とう用のフレームではないし、輸送艦は中央に貨か物もつ区く画かくがあるため、通路は簡単にぶち開けられただろう。

　先さき程ほど、十字架は、艦かん首しゆ側で衝しよう撃げき波は重視の砲撃を行い、艦かん尾びから突とつ入にゆうする誾の元へと戻った。

　自分はそれに追いついて、一度上に運んで貰もらったのだが、その途と中ちゆうで空洞の構こう造ぞうを確かく認にんしている。

　記き憶おくに拠よれば、艦首側は衝撃波によって空洞が大きく広がっていた。

　だが、その直前。突撃力を失っていった十字架は、当然、フレームを破は砕さいする力も弱くなっていたのだろう。結果として通路は細くなり、

　……そこで迎げい撃げきすれば、私は、余よ計けいな動きを出来なくて仕し留とめやすいという訳わけですわね。

　通路が狭くなれば、左右に身を振って避ける事は出来なくなる。

　つまり、誾の砲撃によって固められる。

　そしてそうなった。

　そこに来るのが、

「あの十字架……！」

　朱あけの十字が、巨きよ大だいな打だ撃げき武ぶ器きとして飛んできた。

　回かい避ひ場所は少ない。当たって当然、そういう流れだ。だが、

「────」

　直ちよく撃げきの直前。人狼女王は姿勢を変えた。

　今まで、頭を下にしていたものを、回す。破は損そんして千ち切ぎれた艦の内部フレームを蹴けり飛ばす事で、足をフレームの破損が作る茨いばらの円えん筒とうに引っかけ、水平に立つと、

「行きますわよ……！」

　瞬しゆん発ぱつした。

　行く。

　通路が狭くなったと言う事は、周囲にある足あし場ばの密みつ度どが高くなったという事だ。

　ならばその上を走れる。だから、

「────」

　人狼女王は疾しつ走そうした。全身を振って、銀十字を盾たてにして真ま下したへと。

　重力など関係ない。

　ただ己おのれの速度が行き先を示すものとして、正面から来る朱あけの十じゆう字じ架かに対し、真まっ正しよう面めんから加か速そくした。

　足あし場ばがあれば、飛ひ来らい物ぶつとしての十字架は単なる障しよう害がい物ぶつだ。

　狭いが故ゆえ、巨きよ大だい飛行物の軌き道どうも限定される。そして自分の行く軌道も固定される。

　結果としてあるのは、正面衝しよう突とつだろう。ならばこちらは、

「──凌しのぐだけですのよ？」

　十字架の向こうから、立たち花ばな・誾ぎんの砲ほう撃げきが来る。こちらの移動場所を限定し、十字架の必ひつ中ちゆうを狙ねらっているのだろう。

　ぎりぎりまで勝負をし続ける姿勢は尊とうとい。

　対する人狼女王レーネ・デ・ガルウは、身を低くして、銀の砲撃に対し、朱の十字架そのものを盾たてとした。

　砲ほう弾だんの火ひ花ばなが朱の十字架の向こうを飾る。

　そして朱の十字架すらも、僅わずかに加速したように見えて、

「……見ますわよ！」

　飛来した瞬しゆん間かんだった。人狼女王は前に左手を突き出し、朱の十字の先せん端たんに触れた。

　摑つかんだとは言えないような相対速度の中だ。だが確実に、手先の触れた位置からは、金きん属ぞく音を凌ぐ高音が跳ねた。

　人狼女王の爪つめが突き立ったのだ。

　直後。

　朱の十字架が歪ゆがんだように浮き、その下を狼おおかみが突っ走った。
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　……良い感じに現げん役えきですわ！

　砲弾よろしく飛んできた飛来物を、曲きよく芸げいじみた足場で触れて跳ね上げ、受け流しの回かい避ひを敢かん行こうする。このくらいが出来なくて、何の人狼ルウガルウであり、女じよ王おうであるか。

「ふふ」

　思い出すのは、昔に、こちらを狩かろうとしていた者達を、逆に潰つぶしていた時代の事だ。あの頃ころも、このような豪ごう快かいな攻撃こそが人狼を完全に消し切れるものとして、多くの騎き士し達や、名前を挙げたいだけの連れん中ちゆうが振るってきたのだ。

　それらを全て潰したからこその、今の己おのれがある。恐きよう怖ふ心しんを、それごと隷れい属ぞくさせて食うのは、今にしてみれば品ひんがないが、狼としては誉ほまれであったのだ。

　……随ずい分ぶんと、変わりましたわねえ。

　だが、身体からだは動く。

　力だけではなく、瞬しゆん発ぱつが、ついてくるのではなく、押してくる。

　IZUMOからこちら、実戦の場や、現場を渡り、娘むすめ達とのじゃれ合いをこなしたからだろう。IZUMOでデビューした時に比べ、遙かに身体からだが躍やく動どうしている。

　動く。

　左の肩かた上うえ、通過する朱あけの金きん属ぞくがジャージを掠かすって剝むいた。

　構わない。そのくらいで、と考えて見切ったのだ。

　だから散った布を横口で嚙かみ、十じゆう字じ架かの通り過ぎと共に千ち切ぎり捨てる。布の破れる音と、両者の通過し合う風鳴りが重なり、

「────」

　抜けた。

　直後。人狼女王レーネ・デ・ガルウはこう思った。ここからですわね、と。

　だから動きを追加した。

　素す手でになった左の腕に銀ぎん十字を展開し、背後へと砲ほう門もんを向けたのだ。

　振り向かなくてもいい。

　……解わかってますわ。

　通過した朱の十字架が、対たい艦かん打だ撃げき状態になっている。

　先さき程ほど、触れた瞬しゆん間かんに解わかったのだ。そして、解るために触れたのだ。

　あの十字架が、変形を開始しているか否いなかを、だ。

　指先と爪つめ。狼おおかみの爪には神しん経けいが通っている。それはセンサーとして対たい象しよう物ぶつの内部を探り、震しん動どうとして動作を伝えてくる。

　あの十字架は、こちらとすれ違う以前から変形を開始していた。

　対艦用の、衝しよう撃げき砲ほうを展開するのだ。

　なぜ、そのような事を焦あせってするのか。

　……決まっていますわ。

　すれ違いざまに、こちらに範囲攻撃を叩たたき込むためだ。

　ならばこちらは、対たい抗こう手段を打つ。左手の銀十字を展開し、

「己おのれの姿すがたを見せなさいな、──銀十字」

　短距きよ離り砲撃を、朱の十字架の衝撃砲にぶつけたのだ。
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　二ふた代よは、最も上がみ・義よし光あきにモフられるという、人生初の体験を得ていた。初めはこれが義光の〝勝敗〟の付け方なのかと思っていたが、

「ココ、元気で何よりじゃのう。足りない部分は解っておるかえ……？」

　という問いかけに、しかし答えなくてもいい辺り、これはアレで御ご座ざろうな。

　……この御ご仁じんなりの、気に入り方なので御座ろうな。

　ともあれ、このように抱きしめられるのも久しぶりというか、何か凄すごく新しん鮮せんに御座る。何しろ父上などはそんな事する人ではなかったし、鹿か角づのも同様。強いて言うなら、最近抱きしめられたのは、

　……天てん竜りゆう戦の際の、誾ぎん殿どので御ご座ざろうか……。

　流石さすがは誾殿、男おとこ前まえ。だが、その誾だが、

「ん？」

　聞き慣れた音がした。そんな気がした。

　さっきから、どことなく、そうで御座るかな？　と思っていた響ひびきだったが、今回のは確定だ。

　間違いなく、誾の四つ角十字クアトロ・クルスが砲ほう撃げきした。

　砲ほう口こう向けられて何発もぶち込まれたり、回かい避ひのために砲ほう塔とうの間に顔突っ込んだので、音はよく憶おぼえている。だがその響きが、

「──誾殿？」

　さっきから、ガンガンと武蔵むさし野の艦かん橋きようを殴なぐっていた輸ゆ送そう艦かん。あの中から響き、

「お？」

　輸送艦の中央。やや艦かん首しゆ寄りの部分が、派は手でな破は裂れつを起こした。

　流りゆう体たい光こうの拡散と裂れつ波ぱは、内部の音を伝えてくる。それは、さっきから聞こえていた籠こもった響きではなく、明確な砲撃音だ。

　おお、と、義よし光あきの胸に埋まって、顎あごで頭を撫なでられながら、二ふた代よは呟つぶやいた。

「誾殿も元気で御座るなあ」
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　爆ばく発はつは流体光。破裂の音を背で受け、人狼女王レーネ・デ・ガルウは下へと加か速そくした。

　衝しよう突とつの力は、明らかにこちらの背を押してくれている。

　朱あけの十じゆう字じが、対たい称しよう的てきに上へと吹っ飛んだのが見えた。

　ならば後は、下にいる獲え物ものを追うだけだ。

　垂すい直ちよくダッシュ。

　ありとあらゆるフレームの裏を蹴けり飛ばし、跳ね、狼おおかみは鉄の破は砕さいした森を踊る。

　狼達よ。木々よ。夜の鳥や虫達よ。

「我は女じよ王おう」

　加速した。

「咎とがめ無き我が森の行方ゆくえ」

　行く。

　獲物は見えている。落らつ下かし、バックステップ気ぎ味みにフレームを蹴っていく立たち花ばなの女だ。恐きよう怖ふに勝てるタイプだというのは見て解わかる。ならば、

「力だと、──どうですの？」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは追加の加か速そくをした。

　砲ほう撃げきが来る。砲ほう弾だんはしかし、夜の森にそぐわないものだ。だから解わかる。身体からだの中に異い物ぶつが入った時、何所どこにそれがあるか解るように、敵てき弾だんの位置は自ら明確に存在を誇こ示じする。

　かわす。

　……しかし、良い狙ねらいですのね。

　きっと、誾ぎんはここから先の展開を幾いくつか考えているだろう。一つは、

「先に通路から下の広い空くう洞どうに飛び出し、私がそこに入るのを狙い撃うつ事ですわね」

　広い空洞に飛び込んだ瞬しゆん間かん。自分は足あし場ばを失う。

　撃たれ放ほう題だいだ。だが、それは相手も同じ事になる。だとすれば、

「──つまり、私はこうすればいいんですのね。獲え物ものが空洞に飛び出した時、それを上回る速度で跳び込めばいい、と」

　そうすれば空中で追いつける。砲撃などあろうとも、銀ぎん十じゆう字じで捌さばける。ならば、

「解りましたわ」

　人狼女王は、銀十字を振り抜いた。それも、真後ろに、だ。

「──妻つまの無ぶ事じと成果を祈らぬ夫おつとはおりませんものね」

　銀十字を振った先で金きん属ぞく音が響ひびいた。そしてこちらに並ぶ影が、火ひ花ばなを跳ねて追いついてきた。足音高く併へい走そうするのは、

「立たち花ばな・宗むね茂しげ……！」
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　宗茂は、加速術じゆつ式しき〝駆かけ爪づめ〟を全開にしていた。

「ようやく追いつきました……！」

　先さき程ほどの四つ角十字クアトロ・クルス。あの飛ひ翔しよう打だ撃げきに、瓶かめ貫ぬきで己おのれは追つい随ずいしたのだ。

　気付かれる可能性はあった。ゆえに誾が、人狼女王に対応する意味もあって、早期から変形を開始させた。

　人狼女王は、四つ角十字の変形には気付いたようだが、

　……私が追随している事は、見み逃のがしました！

　ついているのは、高速の行き来故ゆえだ。この勢いならば、流石さすがに人狼ルウガルウの嗅きゆう覚かくもこちらを確定出来なかったろう。あとは自分が、二つの十じゆう字じ架かの放った爆ばく圧あつを乗り越え、追いつけるかどうかだったが、

「────」

　行った。

　爆圧を突き抜けるのではなく、沿うように突っ走ったのが正解だった。

　途と中ちゆうから背を押される形になり、駆かけ爪づめの加か速そくが上がった。

　あとは脚あしの一発一発を途と切ぎれさせず、繫つなぐだけだ。そして追いついた今はただただ瞬しゆん発ぱつするが、対する相手は、

　……加速術じゆつ式しき無しで、この速度ですか……！

　思い出せば、第三特とく務むもそうなのだ。彼女も、瞬発加速を使用するが、あの状態は身しん体たい強化の加か護ごくらいしか掛かっていないだろう。

　その親ともなれば、

「────」

　構わず、恐れず、躊躇ためらう事なく、宗むね茂しげは攻こう撃げきを叩たたき込んだ。

　当たれ、と純じゆん粋すいに思う事を己おのれに赦ゆるした。何故なぜなら、

　……誾ぎんさんが、下にいます！

　このまま、この相手を自由にしたら、下にある空くう洞どうの中で誾は捕つかまる。誾が先に着ちやく地ちし、上へと砲ほう撃げき姿勢を取るまで。時間にして僅わずか一秒半程をここで稼かせがねばならない。

　しかし、瓶かめ貫ぬきの加速刺し突とつを連続しても、

「あらあらあら」

　振り回される銀ぎん十じゆう字じが、火ひ花ばなを重ねて刃やいばを弾はじく。

　それも、軽い衝しよう突とつではない。一発一発がこちらに押し込み、ともすれば膝ひざを崩くずすような下向きの押さえ込みだ。

　狼おおかみが相手を押さえつけ、上から嚙かみつくのに似ている。気付けば、上からの重さを堪こらえるような形になっていて、

「……っ！」

　位置をずらし、隙すきを突く。だが、脇わきの間や肘ひじの上など、普通はあり得ぬ位置から銀十字が叩き込まれてこちらを弾く。

　獣けものだ。

　誾のような〝型〟を持たず、反射と本能であらゆる状況に即そく応おうする。

　ゆえに宗茂は、この相手に危険を感じた。特に、誾に対しての危なさを悟さとる。何故なら、

　……このアドリブと即応性……！

　そうだ。

　……私に似ているのです……！





●






　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、己の速度が上がっていくのを理解していた。

　良い相手だ。どれだけ獣を出していっても、応じる相手が目の前にいる。それも、人のセンスとして、応じてくる。

　かつて、娘むすめと戦った時も、こうだった。あの子は、人の技と獣けものの技を組み合わせ、〝型〟でありながらも即そく応おう出来るようにしたのだ。

　この相手は、似ている。この子は、人の技を獣のように展開し、即応してくる。

　楽しい。だから、

「──えいっ」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、少しだけサービスした。

　この相手に対し、０・２秒を与えたのだ。

　それだけでは、無む論ろん、立たち花ばな・誾ぎんを捉とらえる際の齟そ齬ごにはならない。だが、サービスとして何が出来るかと言えば、

「ふふ」

　距きよ離りを詰め、銀ぎん十じゆう字じを下へと軽く突き、両手をフリーに。

　あとは０・２秒を用い、両の手の爪つめを構え、

「──は」

　笑えみと共に、力を連れん射しやで叩たたきつけた。







[image: 第二十三章『垂直足場の狩者』]











●






　宗むね茂しげが感じたのは、力だった。

　打つとか、叩たたくとか、押すとか、そういうものではない。

　触れた瞬しゆん間かんに、己おのれ以外は無かった事にする。そういう力だ。

　何も残らないし、残す気も無い。ただ爪つめの軌き道どうが、剣圧のように威い力りよくを振るい、

「──ふふ」

　獣けものがじゃれついてくるのにも似た、身み構がまえていても不ふ意いを打たれるタイミングと動き。どうしても受け止めてしまうような、そんな〝間〟をもって、力が飛び込んで来た。

　大きな動物。

　それが、子犬のように、しかしその大きさと速度でじゃれついてきたら、避けられるのだろうか。そしてまた、じゃれつかれた瞬間、無いものとされるならば、

「……っ」

　宗茂は回かい避ひに入った。

　足あし場ばとなるフレームを蹴けり、下へ、誾ぎんへの道を塞ふさぐつもりで行く。

　だが、獣が跳ねた。

　逃げる飼い主を追うように、無む邪じや気きとも見えるタイミングで身を捻ひねり、軽く跳んだ。

　追われるのではない。しがみつき、捕つかまえようとしてくる。更さらには、

「……！」

　連れん撃げきだ。

　爪の軌道が宙ちゆうを裂さき、甲かん高だかい擦さつ過か音を立てる。

　風は貫つらぬかれ、時とき折おりに爪の先から火ひ花ばなのような発光現げん象しようが生じる。

　それら光と音は、狼おおかみの爪の軌道を縦じゆう横おうに空くう洞どうへと搔かき毟むしった。

　長い弧こが、一発一発来るのではない。

　長い弧が、幾いくつも幾つも莫ばく大だい量りようで、しかもこちらの先や上下を回り込むように、ほぼ同時の速度で多発するのだ。

　群だ。

　身を捻ればその先に、下がろうとすれば連続して[image: ]ついばんでくる。

　そのような動きの連続を一いつ瞬しゆんの中でぶち込まれ、宗茂は思った。

　……成なる程ほど……！

　宗茂は理解した。世にある亡ぼう霊れいや、獣の攻こう撃げきに対する恐きよう怖ふとは、つまり彼らのしがみつき捕つかまえるような行動が、子供や小動物の無む邪じや気きにつながるのだ、と。

　つまり、雑ざつ念ねんがない。

　迷いも何も無く。ただ、そうするのが楽しいという動き。

　今、己おのれはそれに追われた。ならば、

「付き合いましょう……！」

　宗むね茂しげは、駆かけ爪づめを使った。今までとは違う。足や腕など、踏み、弾はじける場所にそれを展開し、

「────」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの攻こう撃げきを、突っ走った。





●






　誾ぎんは、降こう下かしながらそれを見ていた。

　宗茂が、こちらの降下時間を稼かせいでいるのは解わかる。だが、たった０・２秒程の中で、

　……速度が上がります……！

　もはやお互いは、フレームを疾しつ走そうするのを当然として、別のものを加か速そくに用いた。

　それぞれの攻撃を、反発加速の材料に用いたのだ。

　人狼女王は、爪つめに受けた瓶かめ貫ぬきの一いち撃げきを引き腕の初速に。

　宗茂は、人狼女王の爪の軌き道どうを読み、瓶貫の加速に用いた。

　お互いは、隙すきがあれば足技も繰り出し、

「──っ」

　細かい打だ撃げき音と、火ひ花ばなの中で、二人の身体からだが幾いく度ども回る。

　攻撃が当たっているからではない。それを利用し、己を動かしているのだ。

　……宗茂様！

　刃やいばの上に立つという曲きよく芸げいは、彼の得え手てだ。大だい道どう芸げい、と笑う節ふしもあるが、ならば今、人狼女王の爪に駆爪を踏めるのは何だろうか。そして、

「前へ……！」

　十字砲火アルカブス・クルスを構える視線の先、宗茂の足あし場ばが、もはやフレームよりも人狼女王の攻撃そのものとなった。爪や、腕、そして攻撃の軌道を跳ね、宗茂が距きよ離りを詰める。

　音が響ひびき、高鳴り、やがて時間が来た。戦せん闘とうの一巡とも言える、お互いの呼吸が合い、

「は」

　同時に身から一いつ瞬しゆん。力を抜く。

　０・２秒の終了。だが、その直後、息を吸う事は身体に力を戻す事と直結し、

「……！」

　お互いが締しめとなる瞬しゆん発ぱつを相手に叩たたき込んだ。





●






　宗茂は、人狼女王の右貫ぬき手てを見た。

　その手が振りかぶられた瞬間。宗茂は爪に瓶貫を加速した。

　しかし目的は、攻こう撃げきを当てる訳わけではない。

　今から爪つめを狙ねらったところで、相手を止める事は出来ない。ゆえに、

　……首！

　初速は得た。ここからならば、人狼女王レーネ・デ・ガルウの首にぎりぎり穂ほ先さきが届く。だが、

「ふふ」

　気付かれている。

　そして女じよ王おうが動いた。振りかぶった右腕うでの肘ひじ。その先せん端たんで、長い莫ばく大だい量りようの髪かみを背後へ深く押し込んだのだ。

　髪が引かれれば、首も動く。上じよう半はん身しんが後ろへと傾き、

「……さあ、どうしますの？」

　穂先が、届く距きよ離りではなくなっていた。

　逆に、人狼女王の振りかぶり動作は全身で作ったものとなり、

「行きますわよ」

　トルネード気ぎ味みの一発が、外からこちらの左へと飛んできた。それも、身を横にそらし、瓶かめ貫ぬきに首を狙わせない姿勢で、だ。

　来る。

　対する宗むね茂しげは、慌あわてなかった。防ぼう御ぎよの姿勢も取らなかった。ただ口を開き、

「誾ぎんさん！」

　言った時にはそれが来ていた。

　左の足裏。そこを下からハードヒットするものがあった。

　砲ほう弾だんだ。

　十字砲火アルカブス・クルス。下で降こう下かする誾が、援えん護ごとしてタイミングを読み、撃うってきた一発。

　先さき程ほどの猛もう攻こうを凌しのぎ、しかし離れなかったからこそ得られた勝しよう機きだ。

　それを蹴けり弾はじき、宗茂は空中での姿勢制せい御ぎよと加速を両立させた。

　女王が放つ右の貫ぬき手て。その軌き道どうの内側へと宗茂は入った。

　かわせる。

　姿勢は、右肩から当たっていくような捻ひねった動き。位置としては、半はん身みに近い姿勢となった人狼女王の前に跳んだ、そんな形に近い。後は、

　……瓶貫を、人狼女王の首元へ……！

　向けた。狙うのは、彼女の首についている宝ほう飾しよくだ。

　金色の輝き。そこへと穂先を加速させる。

　その瞬しゆん間かん。宗茂は狼おおかみの攻撃を見た。人狼女王が、それまで貫手にしていた右の五ご指しを、

「はい」

　開いた。

　まるで槍やりの穂ほ先さきが、花のように咲き、内側から五本の指をただ伸ばす。

　元々は、こちらの横をぬけていく軌き道どうにあった右手だった。

　だが五本の指は、大たい気きを裂さいた。薬くすり指ゆびと小指が空気を搔かき、

　……軌道が……！

　空気抵てい抗こうを上げた五ご指しが、いきなり軌道を変へん更こうし、こちらに吹っ飛んできた。

　宗むね茂しげは右に捻ひねった身体からだを、そのまま生かした。瓶かめ貫ぬきに巻き付き、乗り越えるようにして右へと回った。

　直後。宗茂は知覚する。視し界かい外の動きだが、これだけの遣やり取とりをした相手への〝勘かん〟として、次の攻こう撃げきを察したのだ。

　……左手……！

　右の五指は、本ほん命めいであり、しかし囮おとりだ。

　これに気を取られれば、次の本命が来る。

　左の貫ぬき手てが、それだ。

　ゆえに宗茂は、更さらなる回かい避ひを狙ねらった。

　砲ほう弾だんだ。

　先さき程ほど自分が踏んだ一発。それが今、空中を跳ねている。

　記き憶おくの中では、右に行くために、左足で左下へと踏んだ。

　ならば砲弾の位置は、何所どこだ。

　宗茂は思った。左下です、と。

　視界には入っていない。だが、そこにある筈はずだ。

　誾ぎんから受け取ったものの行き先を、把は握あく出来ていない訳わけがない。

　ゆえに宗茂は、瓶貫を全身で捻り、そちらへと向けた。

　左下。位置は、叩たたき込まれる五指の下だ。動きとしては右へ捻った身体を左へと飛ばす事になる。

　負ふ担たんはあろう。だが、宗茂は構わなかった。

　両の脚あしが動かない程の負担に比べれば、安いものだ。そう思うと、

「────」

　覚かく悟ごは決まった。

　行く。

　五指の下をくぐるのも要努力だが、これは体たい術じゆつ次第だ。

　そして視界には、遂ついに人狼女王レーネ・デ・ガルウの左手が見えていた。

　袖そでから先を失った夏服。そこから伸びる細い腕が、しかし光の軌き跡せきを描いて飛んでくる。

　軌道はスマッシュアッパー気ぎ味みに、下からだ。

　右の五指と、角度的にも挟きよう撃げきする動きだった。これだと、

　……五ご指しを蹴けっても、左の爪つめを蹴っても、逆の腕が挟み潰つぶしに来ます！

　嚙かみ付き、という言葉を宗むね茂しげは思った。ならばそれを逃のがれるために、後は、

「行きます……！」





●






　宗茂は、弾はじけるような勢いで宙ちゆうを跳ねた。

　左から吹っ飛んでくる五指の下を、身を横倒しにする事で避け、

「瓶かめ貫ぬき……！」

　加か速そくした。その先に、

　……ありました！

　誾ぎんの砲ほう弾だんが、ひしゃげた形で吹っ飛んでいる。それに向け、宗茂は瓶貫を発はつ射しやした。

　加速する。その瞬しゆん間かんだった。

　不ふ意いに砲弾が消えた。

　は？　と思う間もない。既すでにロックしていた瓶貫が、砲弾の行方ゆくえを追う。

　その行き先は、

「銀ぎん十じゆう字じ!?」

「御ご免めんなさいね？　はしたない振りを」

　言葉を放つ相手は、右の足を軽く掲かかげていた。

　蹴りを放ち、人狼女王レーネ・デ・ガルウが砲弾を蹴り飛ばしたのだ。それも、先行するように押し出していた銀十字へと、だ。





●






　宗茂の軌き道どうが乱れ、槍やりの穂ほ先さきが銀十字を穿うがつのを人狼女王は見た。

　砲弾が銀十字に当たり、跳ね飛ぶ。そして槍の先せん端たんが銀十字のフレームの隙すき間まに突き立った瞬しゆん間かん。人狼女王は口を開いた。

「──さっきの、意い趣しゆ返がえしをさせて戴いただきましたわ」

　つまり、

「私の銀十字も、変形しますの」

　投げた言葉に、宗茂が、はっとした顔を作る。

　直後。銀十字が変形した。巨きよ大だいな十じゆう字じ架かから、一気に折りたたまれ、小箱へと変わっていく。だが、その途と中ちゆうで、

「嚙かみますわよ？」

　言葉通りの事が起きた。

　コンパクトに折りたたまれていく銀十字が、宗茂の槍を嚙み、

「────」

　跳ね飛ばすように弾はじいたのだ。

　後には、宙ちゆうに飛んだ槍やりと、畳たたまれた銀の小箱。

　そして、既すでにダッシュ体たい勢せいに入っている自分と、跳ね飛ばされて浮いた彼がいて、

「御ご免めんあそばせ」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、空中で小箱を拾い、疾しつ走そうした。

　既に下の広い空くう洞どうへと入った獲え物ものを追い、加か速そくしたのだ。





●






　人狼女王は、垂すい直ちよくのフレーム上を走った。

　立たち花ばな・誾ぎんの速度を上回った状態で飛び込み、失速までに追いつければいい。それでこちらの勝ちとなるのだ。

　ゆえに追い、身体からだを跳ねさせ、人狼女王は踏ふみ切きりのラインを踏もうとした。

　その時だった。

「誾さん……！」

　横を、こちらを上回る勢いで抜けていったものがいる。

　誰だれかは解わかる。否いな、さっき、宙に浮かせたばかりだというのに。きっと、妻つまが心配になって、

　……これが、脇わき目めも振らぬ速度ですわね。

　自分の全力に比べてどうだろうかと、そう思いながら、人狼女王は小さく笑った。

　己おのれの夫おつとも、昔、こちらが心配だったが故ゆえに、背負って家まで運んでくれたのだ。彼は力で、こちらは速度という差はあるが、

　……解りますわ。

　余よ程ほど自分は、不安を煽あおる存在だったらしい。ならば、

「狼おおかみと人の関係としては、良しとしましょう」

　思わず笑った分だけ、速度が落ちた。だから人狼女王は止まった。

　垂直の現場において、爪つま先さきをフレームに突き立て、眼がん下かを見た。

　真ま下した。二十メートル程の空白が出来ている。先さき程ほど、朱あけの十じゆう字じ架かが飛び込んで来て衝しよう撃げき波はを炸さく裂れつさせた場所だ。

　その中央下。立花の夫が、妻を抱き上げている。

　彼はこちらを見上げ、

「──逃げ切ったので私達の勝ちです！」





●






　誾は一いつ瞬しゆん、驚きに吹いた。

　しかし直後に咳せき払ばらいを入れ、宗むね茂しげの肩を叩たたき、

「宗茂様、逃げ切って自じ慢まんになる事ではありません。あと、ルールが変へん更こうになっているように思いますが」

　では、と宗茂が真ま面じ目めな顔で頷うなずいた。そして彼は、頭ず上じようの女じよ王おうを見上げると、

「では、──引き分けで如何いかがでしょうか！」

「ですわねえ」

　見上げれば、人狼女王レーネ・デ・ガルウがこちらを笑えみで見つめている。彼女は一つ頷き、

「ひどく、良いものを見させて戴いただきましたの。──そちらの担たん任にんに査さ定ていを加えるよう、進言させて戴きますわ」





●






「えーと、引き分けだから、じゃあ誾ぎんと宗茂は査定も入れて六十点ねー」

「先生！　厳きびしい！　厳しいですわよ!?」

「だって今からだと完走出来ないっしょ、二人とも」

　奥おく多た摩ま上、艦かん首しゆ側の居きよ住じゆう区く画かくからそろそろ自然区画に入る辺りで、前を行くオリオトライの言葉をミトツダイラは聞いていた。

　速度としては、こちらが上だ。疲ひ労ろうはあるが、ただ急ぎ、走るだけ。瞬しゆん発ぱつ加か速そくで一度に行く距きよ離りを考えると、昔に比べて随ずい分ぶんと移動が楽になった。

　一応、銀ぎん鎖さの射しや程ていには入っているが、まだ遠い。今のままだと〝見えている〟から、足止めにもならないだろう。出来る事ならば、

・銀　狼：『ナイト！　ナルゼ！　そちらは空あきませんの!?』

・金マル：『あー、ちょっとコレ、面めん倒どうかなあ……』

　……どういう事ですの？

　疑問を問うより先に、答えが右う舷げんの空に見えた。

　大たい群ぐんだ。

「え？」

　と思わず疑問してしまう程の魔女テクノヘクセンや飛ひ翔しよう器きが、ナイトとナルゼを追い掛けている。二人は時とき折おりに攻こう撃げきを撃うち込み、炸さく裂れつさせているが、

・●　画：『くっそ、こいつら、卑ひ怯きようよ……！』

　だって、

・●　画：『撃ち込んだって、すぐに復活してくるんだから！』





●






　そうきたかー、と、ナイトは提督アルミランテ達の開き直りに対し、正直、感心した。

　追われる自分達は、迎げい撃げきの手段も攻こう撃げきの手段も持ってはいるが、

「確かに、殲せん滅めつ手段は持ってないなあ」

「つーか、私達、そういう用よう途とで出場しないしね」

　だけど、という言葉の先を、後続の先せん頭とうにいる提督アルミランテが告げた。

「──だけど簡単な話だろ？　俺おれ達たちは、個々の戦せん闘とう力りよくじゃあお前達より下だ。だけどこうして大たい群ぐんになってみると、お前達は俺達に勝てねえのさ」

「撃うっても復活するとか、卑ひ怯きようじゃないの？」

「俺達よりも大群ってのが、国によっては普通にあるだろうよ。──M.H.R.R.神聖ローマ帝国の前まえ田だ・利とし家いえの幽ゆう霊れい船せんとか、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに付いたベルンハルトとかな」

　だとすれば、

「関せきヶ原はらじゃ、その六護式仏蘭西とも、M.H.R.R.ともぶつかる可能性があるんだぜ？」

「────」

　どうすればいい。単純な答えとしては、

「輸ゆ送そう艦かんぶつけるとか、かな」

「火か船せんにして叩たたき込む、とかあるわね」

　そうだな、と提督が言った。すると彼の横、飛ひ翔しよう器きを使って追いついてきた四枚翼よくの女が手を上げる。〝海兵マリネ〟だ。彼女は背後となる艦かん尾び側を指さし、

「だとすれば、最初の判はん断だんが間違っていました。──会計のぶつける輸送艦。それを私達にこそ向けて、貴女あなた達が人狼女王レーネ・デ・ガルウへの対応に向かうべきだったのです」

「あのカーチャン相手に魔女テクノヘクセンが地上戦をするって？」

　言った先。〝海兵〟が苦く笑しようした。彼女は自分の胸を叩き、

「二人で距きよ離りを取り、機殻箒シヤーレベーゼンを低空加か速そく器きとして使えばいいでしょう。──武蔵むさし上を低空でトバした経けい験けんはあるんですからね。……ですよね〝山椿ヴイルトカメリー〟」

「コイツら、面めん倒どくさがりだから」

　ナイトは、横のナルゼが半はん目めでこちらに振り向いたのを見た。

「──マルゴット、私達に負けた連れん中ちゆうが調子に乗って説せつ教きようしてきてる気がするんだけど」

「気のせいじゃなくて現実だと思うよガっちゃん」

「まあいいじゃねえか、ちょっと付き合え。──完走はさせてやっからよ」

　提督がそう言って、右の手を振った。すると、

　……陣じん形けい？

「幾いくつか、大群の空中戦ってのを教えてやる。夏休みの宿題だと思って、ちょっと実技で質しつ疑ぎ応おう答とう。そのつもりでやるぞ」

　うわあ面倒、とナイトは思って、しかしそんな自分に苦笑した。箒ほうきに脚あしを掛け直し、身み構がまえながら、

「後で皆、改めて一人ずつ倒して行こうか」

「レースも勝負も何でもありね。一回ランキング洗い直して見るのも有りだわ」

　だけど、と言って、ナルゼが前に出た。

「──面めん倒どうは嫌きらいだけど、学ぶのは好きなのよ」





●






　上空、射しや撃げき音や流りゆう体たい光こうの行き来が再開されたのをミトツダイラは見た。

　上の方、配送業の重じゆう鎮ちん達がナイトとナルゼに向かって「違う！　そういう時はそっちじゃない！」とか「一回下に入るんだ！　何故なぜかって？　それがセオリーだ！」とかやっているが、つまりはこれこそが二人にとっては期末テストのようにも感じる。

　ただ、このままでは、

　……空からの援えん護ごは、難しそうですわねー……。

　期待はしておく。そのつもりで加か速そくしたミトツダイラは、正面に緑みどりの色を見た。

　自然区く画かくだ。自分達がいるのは右う舷げん側となれば、この先は後こう悔かい通りに繫つながる。

　もはや自分の王も、ここを通る事に忌き避ひを得ていない。春の時期、三み河かわに着ちやつ港こうした頃ころに比べて、自分達もいろいろと変わった。そんな事を思っていると、

「あら？」

　前方に、人ひと影かげがあった。援護というには、やややる気なさげな風ふうに立っているのは、

「──直なお政まさ！」





●






・俺　　：『え!?　直政戻ってきてんの!?　里さと見みとかどうだったよ!?』

・煙草女：『…………』

・俺　　：『やっぱメシとか美味うまかった!?　それとも何か田舎いなかっぽく、古いゲームとか御ご神しん体たい売ってる駄だ菓が子し屋やとかあった!?』

・煙草女：『…………』

・俺　　：『なおまさあああああ？　何で無視してるんでしゅかあああああ』

・銀　狼：『我が王、戦せん闘とう前の集中を邪じや魔ましてますわよ──！』

・ホラ子：『おや、それはアレですね!?　教きよう皇こうが政治的に困った時にすぐ雲くも隠がくれする〝教皇はメディテーションに入られました〟というアレ！』

・金マル：『それ、教皇領りようで青せい銅どう具ぐ足そくや黄おう金ごん具足が戦い合う果たし合い動どう画が〝聖武士せえや〟のネタじゃなかったかな？』

・●　画：『劇げき場じよう版ばんだと一時間に圧あつ縮しゆくだから、あいつら七分に一回くらい死んで生き返ってんのよねえ』

・煙草女：『静かにしないさね……！』





●






　……久しぶり、というのも何だが、全然変わらないさねえ。

　直なお政まさは思った。関かん東とう解放とネルトリンゲンがあったというのに、この安定した落ち着きのなさというのは何さね、と。ただ、

「ま、完走狙ねらいで降りてみたけど、途と中ちゆう出場だしさ。ちと、出来る範囲でやっとくさ」

　正面。担たん任にんが突っ走ってくる。ぶっちゃけ危険なスピードだ。明らかに武蔵むさし上で人が出していい速度を超えている。

　だが、ここは自然区く画かく。背後にある後こう悔かい通りは、教きよう導どう院いんに繫つながる事もあって、人通りも少ない場所だ。ならばこちらは、

「じゃあ気き兼がねなく行くさね」

　直政は、左手の作業グラブを一度握り直して、前に一歩を踏んだ。

　お互いの距きよ離りは十五メートル。

　……朱雀すざくがあればなあ。

　今、地じ摺ずり朱雀は里さと見みで改かい修しゆう中だ。時とき茂しげとの話し合いで、里見の武ぶ神しん用飛ひ翔しよう器きのデータを貰もらい、朱雀用に翼つばさを設けるつもりでいる。おそらく大ひろがテンション上げるだろうが、早い段階で調ちよう整せいに入れるならそれでいい。しかし、

「──先生相手に素す手で打ちってのもさ」

「当ててから言ってみなさーい」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と直政は頷うなずいた。

「あたしゃ投げ技とかの方が主体だから、先生の背を地面につけたら、でいいさね？」

「じゃあそのつもりで先生も行くわよー」

　距離が縮んだ。

　十五あったのが、十を切り、七を割り込み、そして、

　……合わせてきたさね。

　踏み込む足と、そのタイミングを、オリオトライが合わせてきた。それも走る足の着ちやく地ち合わせで、だ。

　厄やつ介かいさね、と直政は思った。〝崩くずす〟のが難しい、と。

　投げ技を打つ際、手などを取ったら、普通は〝崩し〟を入れる。つまり手首などを捻ひねって、相手の身体からだのバランスを軽く歪ゆがめるのだ。

　だが、足を踏むタイミングをこちらと合わせられていると、これはやりにくい。着地の力が同時に入ってしまうと、お互いに下への重量が共有され、崩しが通りにくくなるからだ。

　走りながら合わせるなど、なかなか出来るものではない。

　だが、うちの担たん任にんだ。平然とやってくる。

　もう少し踏み込み、相手の足を払うか、踏む動きにすれば良かった。

　ただ、この相手に対し、不用意な接近は危険だ。それを思うと、これが正しい。だからこちらは、左の手を伸ばし、

「────」

　踏み込む。

　あとは流れだ。タイミングを合わせられていても、バランスが崩くずせない訳わけではない。前後左右、どちらかに傾けたら、それでいいのだ。この場合のセオリーとしては、オリオトライが右足を踏んできたので、

　……こちらから見て、左手前。

　踏み足の外側。下方向に引ければ尚なおよしだ。

　それでいく。

　オリオトライも、こちらに対して両の手を構えた。右を前に、左を後ろに。

　そして踏んだ。

　その直前、直なお政まさは、オリオトライの挙きよ動どうに危険を思った。

　彼女が、僅わずかに身を前に倒したのだ。

　……これは──。

　直政は、反射的に踏み足を遅らせた。その行為が、正解だった。

　オリオトライの踏んだ足。右足の下から、地ち殻かくブロックへと激げき震しんが走ったのだ。

　震しん脚きやくだった。
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　浅あさ間まは、ペルソナ君の肩かた上うえにいる鈴すずが、耳を押さえるのを見た。

　今、自分達は奥おく多た摩まへの太ふと縄なわ通つう路ろを急いでいる。背後では輸ゆ送そう艦かんの撤てつ去きよを人狼女王レーネ・デ・ガルウ本人がやっていて、とりあえず回かい収しゆう用の大型輸送艦に投げ捨てるようだが、どうにも最近、いろいろな事がダイナミック過ぎて、こういう流れに違い和わ感かんを得なくなっている気がする。

　ただ、鈴が耳を押さえたのは、それらの派は手でな音ではなく、

「何か響ひびきましたか？　鈴さん」

「あ、うん。ええと、あの、奥多摩のフレーム？　それで、ええと」

　と言っている間に、光が見えた。自分の周囲に、警告表ひよう示じの表示枠サインフレームが多発したのだ。そこに示される内容は、武蔵むさしの循じゆん環かん系けいについてで、

　……あ、これって……。

　ヤバいかも、と思うなり、水音が走った。奥多摩の艦側そく面めんや表層部から、水が飛沫しぶきを上げて噴ふん出しゆつしたのだ。警告表示を見れば、流りゆう体たい経けい路ろも幾いくつかが破は裂れつしており、

・奥多摩：『さ、最低だと判はん断だんします！　何でうちなんですか!?　──以上』

・武蔵野：『〝奥おく多た摩ま〟、水道管が破は裂れつするのと輸ゆ送そう艦かんで幾いく度ども殴なぐられるのと、どっちがいいですか。選ぶ義務を与えます。──以上』

　なかなか厳きびしい。だが、こういう時の自動閉へい鎖さが、武蔵むさし内の各神じん社じやでは既すでに行われている。役やく所しよ側も水道管を閉めている。歪ゆがみのストレス分を抜いたら閉め直しになるが、

「マサ、大だい丈じよう夫ぶでしょうか……」
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　直なお政まさは、己おのれの勘かんに安あん堵どしていた。

　一歩を踏むのを遅くしたため、震しん脚きやくの直ちよく撃げきは免まぬがれた。一発で表ひよう層そう部ぶを鳴めい動どうさせるとは、うちの担たん任にんらしいが、以前も奥おく多た摩まの床を踏み抜いたり、縦たて町まちのエレベーターを落としたりしていたのだから、こっちも相あい対たい時じには無む意い識しきの心構えが出来ていたと言う事か。

　ともあれ、後ろ足となる左足も、浮かせている。これで震脚の影えい響きようはないが、

　……まずいさね。

　着ちやく地ちのタイミングを、相手に制せい御ぎよされてしまっている。そしてお互いの手が、構えている状態にあるならば、

「と」

　着地を自ら乱すため、直政は右の爪つま先さきから降りた。バランスを足先の一点におく事で、前後左右に崩くずされたとしても、均きん等とうに対たい処しよ出来るようにする。

　するとオリオトライの手が来た。

　こちらが前に出していた左手を、右手で取りに来て、

「は」

　摑つかむなり、呼吸一つで、崩しに来た。

　押してくる。

　それもこちらの左、下方向へと、だ。

　対する直政は、逆らわなかった。逆にオリオトライの手に、己おのれの左手を押し込み、

　……ここさ。

　摑んできた親指と人ひと差さし指ゆびの間。そこに対して、直政は手首の根元辺りを押しつけた。

　親指と人差し指の叉またには、親指と人差し指を結ぶための腱けんが張っている。この腱の内側にある筋きん肉にくに力が入って物を摑むのだが、ここには一つの隙すきがある。指の叉、腱を押し込んでしまえば、摑むための筋肉が横から押されて歪み、握あく力りよくが一気に落ちるのだ。

　ものを握る時、親指の腹と、他の指の根元で挟み込むようにせず、手全体で包もうとすると握力が弱くなる。それと同じ事を、直政は、

「────」

　一いつ瞬しゆんだが、オリオトライの手に打ち込んだ。

　瞬しゆん間かん。オリオトライの握あく力りよくが落ちる。そして、

　……ナルゼ！

　いきなりの光が、自分と相手の間を突き抜けた。

　空。配送業の大たい群ぐんと渡り合っていたナルゼが、それでも一発を放ってきたのだ。
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「やった!?」

　マルゴットの声に、ナルゼは首を横に振った。

「追つい尾びだったのが逆に失敗！」

「おい、双嬢ツヴアイフローレン、お前ら余よ所そ見みしてんじゃねえよ」

　うっさいわね、と睨にらみで返して、ナルゼは眼がん下かをちらりと見る。

　直なお政まさとオリオトライの、戦せん闘とうとも言えぬ一瞬の読み合いが、そこにある。こちらはすぐに上を通過してしまうが、

　……援えん護ごには、なったかしらね？

　武蔵むさしの航こう空くう戦せん。その得え手てが、一度も援護が出来ないなど恥はじでしかない。だから隙すきを作るために、マルゴットがメインで応対している間、こちらも仕込んだ。だが、

　……震しん脚きやくで流りゆう体たい経けい路ろまで破は裂れつするとは思わなかったわよ。

　追尾は流体検けん知ちを基き礎そとした対人用。だが、それゆえに散った流体に乱れ、外れた。オリオトライがその辺りまで読んでいたかは解わからない。大体、

「……普通に撃うっても当たらなかった気がする相手よね」

「おお、ガっちゃん、ある意味前向き発はつ想そうだよ！」

　頷うなずくしかない。だが、通り過ぎた下に対しては、外したとはいえ、意味が生じた。

　担任の視し界かいを、一瞬なりとも奪うばったのだ。
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　直政は攻めた。

　担任の手がこちらに寄よ越こすホールドを、指の叉またを打つ事で緩和。だが、そこで押し込むと捕つかまる。故ゆえに、

　……引くさ！

　爪つめ一枚分。そのくらいをイメージして手首を引いた。

　すると、オリオトライの指に力が戻った。こちらを握るようにして、確保を狙ねらってくる。

　ゆえに直政は、己おのれの手に動きを与えた。指先から力を剝はがし、

「────」

　オリオトライが摑つかむ左の作業用グラブから、己おのれの手を抜いたのだ。





●






　直なお政まさは、何も考えなかった。

　雑ざつ念ねんこそが、不要な力を生み、乱れを作る。ゆえに、今のナルゼの射しや撃げきは、有あり難がたかった。

　あの弾だん丸がんは、オリオトライの視し界かいを一いつ瞬しゆん塞ふさいでくれた。手首をグラブから抜くのは肘ひじから先の動きだが、肩からの力は必要になる。担たん任にんクラスの得え手てになれば、肩の力の入りを見つけ、肘ひじ下したの動作を警けい戒かいした筈はずだ。

　だが、それをナルゼの弾丸が止めた。

　地面でナルゼの十円玉が跳ちよう弾だんする。その音に重ねるようにして、直政は手をスナップした。空のグラブを握ったオリオトライの右手首を、上から押さえたのだ。

　抱える。

　崩くずしは下方向。意い外がいにやりにくい向きだが、

　……ここが機き会かいさね……！

　これを逃のがせば、恐らく手打ちだ。ゆえに直政は、オリオトライの手首を、彼女のグラブごと指で引っかけるようにして、下に軽く引いた。それも内向きの捻ひねりを僅わずかにつけて、だ。

　崩す。するとオリオトライの身体からだが、

[image: ]

「お」

　とこちらに寄りかかるような動きを取る。

　あとは捻ひねりを強くすれば、その方向に回って転がる。一歩を引けば、足あし下もとも崩くずれるから一気にいけるだろう。

　手首から肘ひじ、肘が回ったら肩へと捻りを送る。

　送った。

　一いつ瞬しゆんで、オリオトライの手首から肩までを支配した。

　この辺りは、手前から順番に作業を連結していくのに似ている。部品を繫つなぎ、伸ばしていくようなイメージだ。

　肩は流石さすがに力が入りやすく、抵てい抗こうをされる。ゆえに一度引き、腱けんを伸ばす事で抵抗する力を入れるタイミングを失わせる。

　そうした。

　あとは簡単だ。彼女の右脇わき腹ばらを、腕という棒ぼうでかき混ぜるように、〝奥の方〟で捻り込む。多分、肩けん甲こう骨こつ云うん々ぬんなんだろうけど、正直、勘かんでやっているので解わからない。

　だが、その作業をしっかりやると、脇腹を打たれたように相手の身体からだが折れ、

「と」

　担たん任にんが右へと全身を倒し込んだ。

　しゃがむような動きを先に取られる。まさか、自ら転んで〝倒されてない〟とでも施せ錠じよう術じゆつ式しきするつもりなのだろうか。否いな、

　……これは──。

　と思った瞬しゆん間かんだった。直政は、一つの失しつ念ねんに気付いた。

「──っ！」
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　ミトツダイラが見たのは、オリオトライが、前まえ屈かがみに膝ひざをつく動きと、

「直なお政まさ──」

　不ふ意いに直政が、オリオトライから離れようとした、その判はん断だんだ。

　だが、オリオトライが彼女の手を下から追った。

　ホールドは外れているが、剝はがされない。

　一体どうして、とミトツダイラは思った。今、優勢なのは直政の方で、オリオトライも、摑つかまれていたのを外す事が優先だろうに、と。だが、

・ベ　ル：『直政、さん！　逃げ、て！』

・あさま：『マサ！　──震しん脚きやくの揺り戻しが来ます！』
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　歪ゆがみが跳ねた。

　奥おく多た摩まに入る直前。太ふと縄なわ通つう路ろの端はしに辿たどり着こうとしていた浅あさ間まは、通路の通行止め標ひよう識しきが大型表示枠サインフレームで展開するのを見た。

　表示枠の中、武蔵むさし内の道どう祖そ神じんが頭を下げている。


《いつも御ご迷めい惑わくをおかけしております。待ってろ。話つけてくる：Ｂｙ道祖神》



「やはり元々はまつろわぬ神が多いから、道祖神は頼りになりますね……」

「でも通行止めにしてるの、サクヤですよね？」

　御お広ひろ敷しきの疑問と共に、道祖神が戻って来た。


《御ご免めん、ちょ、ちょっと、前歯……、マジかよ……！：Ｂｙ道祖神》



　早っ、と思わず口に出してしまったが、皆の無む言ごんと半はん目めが少々痛い。

「いやまあ、うちの主しゆ祭さい、ちょっと父親シメてきたりで、テンション上がってますからね」

「全くフォローになってないで御ご座ざるよ？」

　だが、目の前で、武蔵が動いた。

　太縄通路の接続部からこちらに、重力制せい御ぎよ強化の表示枠が連続する。そして奥多摩の艦かん首しゆが、一気にせり上がる。

　オリオトライが震しん脚きやくをぶち込んだのが艦の中央、やや後ろ側。それで一度、大きい波が来て、今のが揺り返しだ。艦かん尾びと艦首は、最も振しん幅ぷくが大きくなり、

「うわ……」

　重力制御が効いているため、通路上からは武蔵が一気にバウンドしているようにも見える。その上下幅は五メートル程になっているが、だとすれば、

・あさま：『マサ、大だい丈じよう夫ぶですか!?』
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　足あし下もとが、十センチ程一気に跳ね上がったのを、直なお政まさは受け止めた。

　金きん属ぞくの歪ゆがみがベースとなった跳ね上がりだ。感覚としては、表ひよう層そう部ぶの全面が一いつ瞬しゆん反発したのに近い。そして実際の現げん象しようとして、土の浅い場所で木々や草くさ木きが宙ちゆうに舞った。

　居きよ住じゆう区くは加か護ご対応が出来ているが、自然区画はやや甘い。水飛沫しぶきの派は手でな音は、近くにある小川からだろう。そしてこちらは、

　……やってくれるさね……！

　オリオトライが手首を返していた。

　こちらの手を、彼女は取ろうとしてくる。

　成なる程ほど、と直政は思った。道どう理りで、こちらの崩くずしに容易たやすくかかった訳わけさね、と。

　この相手は、震しん脚きやくでの揺り戻しを、相あい対たいの計算に組み込んでいた。

　今まで幾いく度どかそれをやっているのだ。今回の揺り戻しがある事など、経けい験けん的に解わかっている事だったろう。

　自分の方も、機き関かん部ぶ所しよ属ぞくだ。艦かんの歪ゆがみなどには理解があるつもりだったが、

　……人の出来る事、として思し案あんが浅かったさ……！

　こちらの不理解の方が、己おのれの甘さだ。というかこんな人間どうしているんさ。正直、引く。

　だが、物理的にも引かねばならないのは確かだ。何故なぜなら、

「く」

　担たん任にんが、こちらの左手を摑つかんだ。

　手首。逃のがれようと己は手を捻ひねるが、

　……布!?

　先さき程ほど脱いだ作業用グラブだ。それを一いつ瞬しゆん、彼女の手の平と、こちらの手の甲こうの間に差し込まれた。

　布ぬの地じに、逃れる動きが絡んだ。グラブはすぐに外へと落ちるが、それが抜けた時には、

「────」

　手首を完全にホールドされていた。

　しまった、と直なお政まさは思う。こちらの崩くずしに掛かって身を低くしたのも、接近と、手を取る身み構がまえを作るためだ。震脚の揺り戻しが下からの突き上げならば、身を低くし、揺れに合わせて身を起こし、攻こう撃げきに転じた方が有利なのだから。

　そして艦の震しん動どうが、今度は下がる。跳ね上がった分だけ、バネのように急速に戻る動きだ。その前ぜん兆ちようとも言える空白が、今、来た。

　沈ちん黙もくと浮ふ動どうとも言える、ひどくクリアな夏の熱気の中、直政はオリオトライが動くのを見た。

　……意い外がいと下手へたさね。

　崩くずし、投げる際に、身体からだに力が入っているのが見て解わかる。

　上手うまくはない。だが、的てき確かくだ。こちらの軸じくもだが、足あし場ばとなる世界の軸を押さえているような、そんな確かつ固こを感じる。だから、

「……！」

　震動の返りが弾はじけた瞬しゆん間かん。オリオトライが来た。

　投げに転じられたのだ。





●






　震動の上を走っていたミトツダイラは、抜ばつ刀とうした。

　距きよ離りは縮んでいる。それに、

「直政……！」

　攻こう撃げきを受ける彼女のフォローに入らねばならない。

　そう思った瞬しゆん間かん。直なお政まさの身が空中へと弾はじけた。だが、

　……あれは──。

　オリオトライが手首を返すように放った投げの向こう、宙ちゆうに舞った物がある。

　直政の身体からだ。その一部だ。

　義ぎ腕わんだった。

　右の大きな作業用義腕が、直政の肩からパージされ、夏の陽よう光こうに飛んだ。そして直政は、

「く、っそ！」

　左手が、オリオトライの右手と共に弾けて離れた。

　そこに溜たまっていた力を、お互いが吸収出来なかったのだ。

　直政は無ぶ事じだ。代わりに義腕が勢いよく地面に転がり、石いし畳だたみを滑る。

　何が起きたかは解わかる。直政が、自分を投げようとするオリオトライの〝崩くずし〟と力を、振った義腕へと押し込んだのだ。そして義腕をパージする事で、身体の中で炸さく裂れつし掛かった力を抜いた。結果として、義腕が直政の代わりに吹っ飛んだのだ。

　ゆえに両者の投げは、成立しなかった。そして直政は、

「────」

　離した手を、勢いに任せて上げ、担たん任にんに向けない。

　終わったのだ。

　対するオリオトライが、一つ頷うなずいた。

「は」

　小さく笑って、彼女は低くした身を前に出した。

　既すでに担任の身体は、震しん脚きやくの揺り戻しで跳ね、初速を得ている。

「投げられなかったんだから、次も頑がん張ばりなさいよ!?」

　その声に、直政は舌した打うちを一つ。こちらに振り向く姿すがたは、夏服の肌はだや、タイツの上に、透とう過かした汗あせを浮かせている。今の勝負の緊きん張ちよう感かんが、形になった物だろう。

　直政は、は、と息をつき、

「少しは時間稼かせいださね」

「今度、体たい術じゆつに付き合いますわよ？」

「アンタにそう言われるとは思ってもなかったさ」

　本人的にも、結けつ構こういけるという思いがあったのだろう。義腕を拾いに行く時、床を踵かかとで蹴ける辺りに悔くやしさが出ている。だが、

　……次は、私ですわね。

　抜ばつ刀とうはしている。距きよ離りも縮んでいる。後は、

「──相手をして貰もらうだけですのよ!?　先生！」







[image: 第二十四章『通り道の解放者』]
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、輸ゆ送そう艦かんを抱え上げた姿勢で、ふと顔を上げた。

　音が聞こえる。懐なつかしい、と一いつ瞬しゆん思ったが、郷きよう愁しゆうのようなものではない。己おのれに繫つながるという意味での、自分の中にある根こん源げん的な懐かしさを感じたのだ。

「いい音してますわね」

　遠く、西の方角から、鉄の音がする。

　自分に繫がるテンポを持った、攻こう撃げきの連音。背は低くて、華きや奢しやで、お父とうさん似で胸もないけど、ちゃんと自分には解わかる音の立て方をする。

「ですけど」

　人狼女王は、んー、と口元に人ひと差さし指ゆびを当てて、首を傾かしげた。

「まだ幾いくつか、伸び代しろどころか、足りてないものがありますわね」





●






　ミトツダイラは、攻撃に専せん念ねんした。

　追いついてはいる。後は銀ぎん鎖さを二本出し、主しゆ武ぶ器きは王賜剣一型ＥＸ．コールブランドとして、

「……！」

　瞬しゆん発ぱつ加か速そくで、狼おおかみは担たん任にんと激げき突とつした。使用するのは、剣だけではない。銀鎖による打だ撃げきも、爪つめによる攻撃も、場合によっては蹴けりも何も使用する。

　狼なのだ。身体からだのありとあらゆる部分を、速度と共に武器と出来る。

　そして攻撃においても、

「は……！」

　爪や、王賜剣エクスカリバーを振るう手を、全身含みで加速する。

　高速の連れん斬ざんは、こういう時にこそ気き兼がねなく使用出来るからいい。ノヴゴロドで、柴しば田たを相手にした時もそうだった。

　また、足回りの加速については、ネルトリンゲンで島しま・左さ近こんと戦った時がベストだったと思う。剣を足あし場ばにして空中からも攻撃を放てるようにするなど、随ずい分ぶんと自分も機き転てんが利くようになったと、そんな風ふうに思うのだ。

　今、それらをここに叩たたきつけて良い。

　何しろ王の指し示じだ。

　狼は跳ね、連続して多方からの攻撃を叩き込む。対するオリオトライが、

「おお……、う」

　半なかば驚き含みで、こちらの攻撃を捌さばいていく。

　鞘さやを抜かぬ長ちよう剣けんは、しかし火ひ花ばなを散らすが、

　……当たりませんわね……！
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　戦せん場じようは、後こう悔かい通どおりを抜けようとしていた。

　ミトツダイラは、連続した攻めを止める事なく、オリオトライに叩たたきつけた。

　当てれば勝ち。皆の勝ち。自分の勝ち。そして王の勝ちだ。

　だが、防ぼう御ぎよ専せん念ねんとなったオリオトライはなかなか堅い。そしてまた、

　……移動速度は落ちましたけど、それでも充分に速いですわ。

　中ちゆう盤ばん集団と同じくらいの速度、とミトツダイラは見ていた。だとすれば、

「先生の戦せん術じゆつが、荒っぽいながらもハマったと、そういう訳わけですのね」

「あらあら、どういう事？」

　自分は、指し揮き関係の勉強もしている。だから解わかるのだが、

「移動と速度によってバラけた相手を各個撃げき破は。これは、逃とう走そう時じのセオリーとなる戦術ですけど、私達のように総合力を重視する集団にとっては、それぞれの戦せん闘とう介かい入にゆうがしにくくなるため、集団で参さん戦せんしていても勝しよう率りつが下がりますわ」

　無む論ろん、これは今までの模も擬ぎ戦せんでも同様だ。ただ、今回はオリオトライの狙ねらいが明確だったと思う。何故なぜなら、

「速度持ちを徹てつ底ていして削けずる。──スタート直後に、アデーレ、ハッサンという速攻系けい。ナイトやナルゼを封じて、伊だ達て家け副ふく長ちようや第二特とく務むなどの飛ひ翔しよう系を確実に倒す。

　そして疲ひ労ろうの薄い内に、援えん護ごを呼び、先生に追いつける二ふた代よや誾ぎん達を削りますの」

　その上で、一気に距きよ離りを空あければ、

「智ともの射しや撃げきなどあっても、それはもう、射しや線せんが通らず、先生には届かない状態。

　いつもと違って、中盤集団がさほど技を使わせて貰もらってませんわ」

「じゃあ、そこから、何が見えるって言うの？」

　オリオトライの問いかけに、ミトツダイラは応じた。

「王が生きていて、皆の大部分を戦闘系が守り、敵の主力を打ち倒したとしても、──結果として負ける事がある。だって、戦場に〝完走〟はありませんものね」

「はは」

　オリオトライが笑った。

「今までは、単に追いかけっこと各個撃破だったけどね。今回で援護入ったり、先生の方にも〝攻め方〟が入ったりで、──ようやく、形になって来たわね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラは頷うなずいた。

　そして、剣けん戟げきを結ぶ火ひ花ばなの向こうで、オリオトライが問うて来た。

「ねえミトツダイラ。それでは質問。──何故、貴女あなたがここにいるか、解るかしら？」

　解わかる。それは、

「皆が優ゆう秀しゆうで、先生の計算が、ちょっと足りなかったんですわ。だって、うちの母に対応出来るのは、本当ならば私ですものね」

　だが、そこには立たち花ばな夫ふ妻さいが当たった。

「私と立花夫妻ならば、母を倒すか、押さえ込めたと思いますわ。でも、先生と同じで、勝敗数よりも実質の勝負を望んだ人がいますの」

　それは、

「我が王ですわ」

　今、ここで受け答えをしていて、意味が解る。自分はまだ、実力などにおいて足らない部分があり、己おのれでも気付いていない不備もあるのだろうが、今、この場においては、

「王が最後に仕込んでおいた勝利の刃やいば。その自覚で行きますわ」





●






　直なお政まさは、右の義ぎ腕わんを接続し直し、早足に歩き始めた。

　後ろ、表示枠サインフレームのガヤを見るからに、中ちゆう盤ばん集団が来ているらしい。だが、歩いて行っても終しゆう盤ばん集団と一いつ緒しよに完走出来るだろう。

　己おのれの仕事は果たしたのだ。あとは、急いだところで誤ご差さだと思う。しかし、

「おいおい……」

　直政は、教きよう導どう院いんの方。自然区く画かくの森に目を向けた。

　すると、地形が変わっていた。

　森の木々が、数本単たん位いで宙ちゆうを飛び、艦かん尾び側へと叩たたきつけられていくのだ。まるで竜りゆうが歩いているような地じ響ひびきがあり、何だか表示枠の中で浅あさ間まと〝奥おく多た摩ま〟が騒さわがしい気がするが、これは気のせいにしておいた方がいいだろう。

　だが、木々のぶち込みと、時とき折おりそこから見える銀光は王賜剣エクスカリバーだろう。狼おおかみは今日きようも派は手でに力を振るっているという事だ。

　だが、それを見た直政は、吐と息いきと苦く笑しようをつけ、前に出た。

　小走りに、頭を搔かきながら、全く、と前置きまで入れて、

「王様がフツーに通れるようになったからって、騎き士しに領りよう地ち下げしとらんだろうにさ？」





●






　ミトツダイラは力を振るった。

　勝たねばならない。その手は、既すでに尽くしてある。だから後は、己が何処どこまで出来るかの勝負として、

「行きますわ……！」

　後こう悔かい通どおり。王が長年の間忌き避ひしていた木々の通りだ。やや鬱うつ蒼そうとした森は、内うち舷げん側の自然区く画かくにありがちな、手入れの悪さを示している。

　……外そと舷げん側に比べて、風通しも日当たりも悪いですものね。

　自然区画では、その辺りの左さ舷げんと右う舷げんの差を逆に「詫わび寂さび」と見る向きもあるが、たまにこの辺りを手入れすべき生活委員が〝詫び寂び言い張りの罪〟として自然区画を馬で引きずり回される事もある。だから、

「まあ、数本くらいは間かん伐ばつの範囲ですわよね？」

　と、銀ぎん鎖さが摑つかんで掲かかげた木を見る。すると、一回で四本あった。これを何度もやったけど、

「す、数本……！」

　ちょっと気まずさを感じたが、銀鎖を[image: ]しかってモチベーションを落とされてもいけないので、そのまま笑顔でオリオトライに叩たたきつける事にする。
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　快走、という勢いの二ふた代よの肩かた上うえに乗っていた正まさ純ずみは、ミトツダイラの所しよ行ぎようを艦かん間かんの太ふと縄なわ通つう路ろから見ていた。

「おいおい、あの辺り、私がいつも本読んだりで使う公園があるんだぞー……」

「ほほう。穴場で御ご座ざるな！　──穴が通りと繫つながるかもしれぬで御座るが」

　そうなると、非常に困る。何故なぜなら、

　……皆がやってくるようになったら、静かな空間がなくなるぞ、武蔵むさし上じよう。

　そういう覚かく悟ごも必要かなー、と思いながら、正純はしかし、奥おく多た摩まの方に視線を送った。ここからも見える教きよう導どう院いんへと目を向けて、

「ともあれ、勝ってくれよ。──皆」





●






　まるで、巨きよ大だいな獣けものが前足で獲え物ものを追うように、ミトツダイラは木々の連打を叩き込んだ。

　ミトツダイラは、木を整形していない。

　引っこ抜き、そのままで叩きつける。

　対するオリオトライが、流石さすがにこれを受ける事が出来ていない。だが、こちらとしても、やはり伐ばつ採さいしただけの木は重い。

　葉枝がついているのだ。空気抵てい抗こうもあって、動きも遅い。しかし、

　……何とか、振れますわ！

　打だ撃げき力りよくもだが、一番欲しいのはオリオトライへのプレッシャーだ。

　避けにくい、という感覚を与える事が出来れば、それが彼女の隙すきを作る事になる。整形した丸まる太たでは、単なる打撃武ぶ器きとしてしか見られないように思うのだ。そして、

　……今の努力は、この先で意味が出ますの……！

　思って前に出た瞬しゆん間かん。視し界かいが開けた。

　教きよう導どう院いん下の中央通りへと出たのだ。ここに出れば、後は、

「階段を上れば、教導院……！」

　オリオトライが、一気にスパートを掛ける。階段の昇りであっても、彼女にはあまり意味の無い障しよう害がいだろう。こちらは追いながら、銀ぎん鎖さを一度背後に振り、

「行きますわよ！」
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　ナイトは、視界の隅すみで、模も擬ぎ戦せんが最終局面に入ったのを確かく認にんした。

　教導院下の通りにオリオトライが出てきた時は、してやられたか、と思ったものだが、

「ミトっつぁん！」

　追い詰めている。

　ここまで距きよ離りを詰め、追いすがる事が出来たのは、自分達にとって初ではないだろうか。

　それだけで快かい挙きよとも思うが、ミトツダイラは更さらに手を尽くしていた。

　上空からは解わかりにくいが、銀鎖でまとめた木々を、彼女は一度回して加か速そくさせ、

　……おおう。

　投げた。それも、単にオリオトライを狙ねらったのではない。

　教導院前の階段。その上部を、塞ふさぐように投げ重ねたのだ。





●






　ミトツダイラは瞬しゆん発ぱつした。

　投げた木は八本。階段から落ちたのは三本。残り五本が階段の上側を塞いでいる。

　ラストスパートの最後で飛び越えなければならないという、そんな位置だった。

　先さき程ほどから、ずっとオリオトライにプレッシャーを与えてきたのは、このためだ。

　障害物として、認にん識しきさせる。後は階段に生じた木々の壁に向けて、

「……っ！」

　ミトツダイラは加速した。





●






　狼おおかみは走った。既すでに息は切れ始めている。

　だが、獲え物ものは追い込んだ。

　オリオトライ。自分達の担たん任にんだ。化ばけ物ものじみた戦せん闘とう力りよくと機き動どう力を持っていて、

「おお……！」

　この段において、担たん任にんが全力で走っていく。

　トップスピードはこちらが上だ。向こうには瞬しゆん発ぱつ加か速そくはない。だが、安定して落ちぬ、持続する速度が彼女にはある。今もそうだ。階段を上ると言うよりも跳ちよう躍やくし、

「やはり木々を超えますわね……!?」

　先行するオリオトライを追うように、ミトツダイラは銀ぎん鎖さを叩たたき込んだ。

　既すでに階段も最上段近く。ゴールの校庭は近い。

　ここが勝負の場だ。

　木々の壁を跳躍する姿すがたは、空中で無防備となる。しかし銀鎖は、宙ちゆうを飛ぶ。

　ならば、

「行きなさい銀鎖！」

　ミトツダイラは、オリオトライが跳躍したのに合わせて、銀鎖をぶち込んだ。

　それも、担任本人ではない。その下に仕掛けた木々を摑つかみ、

「おお……！」

　上へ。上空の担任へと跳ね上げたのだ。
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　オリオトライの判はん断だんは一いつ瞬しゆんだった。

　……やるわねえ……！

　昔のミトツダイラだったら、銀鎖か、摑んでいる王賜剣エクスカリバーで攻こう撃げきに来ただろう。

　だが今は違う。形は悪いかもしれないが、勝利を優先とした。否いな、勝利こそが彼女の王様の指し示じなのだ。ならばそのために尽くすと、そういう事なのだろう。

　だがオリオトライは、空中で動いた。

　下から迫る木々の怒ど濤とうは、勢いを持っている。

　こちらは、このまま飛べば、前に行く流れの中で下からの連れん撃げきを食らう。その状態で、例えば木を蹴けって飛んだとしても、枝などがあるため、「当たってない」というのはちょっと通用しないというか、

　……生徒に対して、言いい訳わけくさいのは駄だ目めよねー……。

　ゆえにオリオトライは、動作した。背の柄つかに手を掛け、

「ちょいとサービスしちゃうかな、先生」





●






　輸ゆ送そう艦かんを投げ捨てる動きの中で、人狼女王レーネ・デ・ガルウは、ふと耳を動かした。

「あら」

　耳は、獣けものの耳だった。獣変調。精せい霊れいとしての狼ではなく、人狼ルウガルウとしての狼化だ。そのようなものが、夏の昼の今、ここで生じた理由は、

「……酷ひどく澄すんだ剣圧が聞こえましたわね？」

　首を傾かしげながら振り向くのは、奥おく多た摩まの艦かん尾び側。耳に届いたのは、娘むすめと斬きり合っていた相手の一いち撃げきだろう。だが、これまでずっと相手の方は、鞘さやから抜ばつ刀とうしていなかった筈はずだ。

　一いつ瞬しゆん。それだけの時間で、すぐに剣は鞘に戻されたと思うが、

「どれだけの切れ味ですの。──木々を紙のように断つとは」
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　直なお政まさは、担たん任にんの一撃を見ていた。

　正直、自分にして、彼女の一いつ刀とうは知覚出来ない。それ程の速度だった。ただ、オリオトライの身が、跳ね上がった木々の陰になったと思った瞬しゆん間かん。

　……光、だったさね？

　一いつ閃せんが、木々の陰から回ったように見えた。それも、主張の薄い、おとなしい光だった。だから直政としては、弱い攻こう撃げきかと思ったのだが

「引くさねえ」

　束たばとなっていた五本の木々が、中央から分断されていた。その割れ目を蹴けって、オリオトライが斜め飛びに左さ舷げんの校庭へと飛んでいく。

　木々が断面同士で当たり、硬い響ひびく音を立てる。それに押されるようにして、担任はゴールへと向かっていくが、

「ミト……！」

　直政は叫んだ。

「始し末まつへの道をつけな！」
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　オリオトライは、納のう刀とうの動きから、空中で背後へと振り向いていた。

　相手がいる。それも、

「やはりこの瞬間狙ねらいね……！」

　狼おおかみだ。銀ぎん狼ろうが、割った木々を空中で足あし場ばとし、一気にこちらに追いついてきた。

　跳ちよう躍やくと、空中疾しつ走そうの差は、詰まる距きよ離りとして即そく座ざに明確になる。

　息をする間に、数メートルの位置にたどり着かれた時、オリオトライは狼の攻撃方法を今こそ見た。

　彼女の背後。数十メートルに渡って描かれている弧こが二本ある。

　銀鎖だ。鞭むちのように振り抜かれる先は、一本はフリーで、もう一本に王賜剣エクスカリバーを有していた。

　遠えん心しん力りよく最大。狼の全身の力を乗せ、フリーのタイトアーム側からまずこちらに届く。

　金きん属ぞくの拳こぶしだ。受ければ、吹き飛ぶ。そのつもりの一いち撃げきだ。

　対するオリオトライは、鞘さやごと長ちよう剣けんを構えた。

　直後。銀ぎん狼ろうが身を捻ひねった。首を横に逸そらし空中で身を一つ分、左にずらす。それは王賜剣エクスカリバー側の鎖くさりを強く引く動きに繫つながったが、

　……お。

　狼おおかみのいた位置を突き抜け、高速の一撃が突っ込んできた。

　浅あさ間まの対たい艦かん矢やだった。
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「会いました……！」

　後こう悔かい通どおりの前。自然区く画かくの横よこ町ちようを繫つなぐ縦たて町まちの通りで、浅間は対艦射しや撃げき展開をしていた梅うめ椿つばきを収めた。巫み女こ服ふくではないため、脚きやく部ぶアンカーなども使用していないが、方ほう位い系けいの禊祓みそぎなどは万ばん全ぜんだ。先さき程ほどまでの射撃よりも、威い力りよくと精せい度どは高くなっている。

　更さらにその上で、ミトツダイラが遮しや蔽へいとなった。

　オリオトライにとっては、回かい避ひなど出来ぬ一撃だった筈はず。だから、

「どうです!?」

　問うた瞬しゆん間かん。奥おく多た摩ま艦かん尾びの空に爆ばく発はつが生じた。

　流りゆう体たい光こうの大飛沫しぶき。それが散り上がったのは、

「う、上……!?」

　鈴すずの指し摘てきが、事実だった。浅間が振り仰あおいだ直ちよく上じよう。教きよう導どう院いんの上空二百メートル辺りで、光が爆ばく砕さいしている。流体光を散らす正体は、

　……私の、矢ですね……！

　オリオトライは回避をしなかった。ただ彼女は、

「飛ひ来らいした矢を、蹴けり上げたんですか!?」

　疑問の答えは、空に雄ゆう弁べんだ。だが浅間は、悲ひ嘆たんも何もしなかった。ただ言うのは、

「メアリ……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、もう行っています」

　振り向いた先、英国王おう女じよは、無む手ての両手を広げていた。そこにあった王賜剣のもう一本は、

「──飛んでいきましたよ。友人が、解決すべき問題に当たっていると、そう悟さとって」
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　ミトツダイラは、足あし場ばとなる最後の丸まる太たを蹴った。

　狙ねらうのは、空中で蹴りを放ち、勢い任せに後方一回転を極めるオリオトライだ。

　彼女はそのまま、教きよう導どう院いんの校庭へと至ろうとしている。

　そこがゴールだ。

　そこに、何も出来ぬままゴールされれば、自分達の負けとなる。

　無む論ろん、負けても、死ぬ訳わけではない。点数が落ちるだけだ。自分は完走点も入るし、この戦せん闘とう分の査さ定ていが入るだろう。だが、ちょっと王は危険。大だい分ぶ危険。だとするとホライゾンも危険なので、楽しい夏休みのためにも、

　……ここが頑がん張ばりどころですわ……！

　右からは王賜剣一型ＥＸ．コールブランド。そして左からはタイトアームの打だ撃げき。更さらには、

「王賜剣一型、──二本目！」

　肩越しに飛ひ来らいした追加の一本を、ミトツダイラは振り向く事なく右手で受け取った。

　行く。

　空中での三連れん撃げきを、担たん任にんに叩たたき込む。
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　ミトツダイラは、空中で担任へと飛び込みながら、相手の挙きよ動どうを見ていた。

　校庭へと背から落ちていくように見えるオリオトライへと、まずは左のタイトアームから激げき突とつ軌き道どうに入る。

　だが、当たる直前に、担任が長ちよう剣けんを眼前に立てた。

　……は？

　正直、こちらとしては、タイトアームを防ぼう御ぎよするのだと思っていた。

　違った。オリオトライは、そのまま長剣から手を離したのだ。そして彼女は、

　……まさか──。

　息を詰めたこちらの眼前で、担任が右の手を外へと走らせた。

　その五ご指しに、タイトアームが外から激突する。

　直後。ミトツダイラが見たのは、担任の手の直ちよく撃げきでも破は壊かいでもなく、

「銀ぎん鎖さ!?」

　鎖くさりが、空中で転んだのだ。

　何をされたのか、ミトツダイラは理解しつつも、納なつ得とく出来ない。何故なぜなら今、担任が銀鎖に対して行ったのは、

「〝崩くずし〟たんですの!?」





●






　ミトツダイラの疑問に、オリオトライは頷うなずいた。

　そして彼女は、そうね、と言いながら、左の手を外に走らせた。

　そちらには、王賜剣エクスカリバーが来ていた筈はずだ。だからその動きに合わせ、手首を振り、

「崩くずせるのよね」

　弾はじいた。

　豪ごう速そくの一いち撃げきだったが、構わない。金きん属ぞく音の連なりは、一度だけ軋きしみの音をたて、

「……！」

　吹っ飛んだ。左右二本、どちらもこちらには傷を与える事がない。その理由は、

「ミトツダイラ？」

　問うた先、呆ぼう然ぜんとではなく、力ある視線を向けてくるのは流石さすがだ。ゆえにオリオトライは、躊躇ためらう事なく、はっきりと言った。

「貴女あなたの足りてない部分。その一つはね？　銀ぎん鎖さの使い方。──今ので解わかるでしょ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と狼おおかみが告げた。こちらに飛び込む姿勢は、右肩かた上うえに王賜剣エクスカリバーを担かついだもので、

「私自身は瞬しゆん発ぱつ加か速そくを使えますけど、──銀鎖は、骨こつ格かくも筋きん肉にくもありませんから、自らが瞬発加速を使えないんですの」

　だから、

「力で振り抜けば、技で返される。そういう事ですのね？」
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　そうですわね、とミトツダイラは、理解を納なつ得とくへと変えた。

　銀鎖には、力の伝でん播ぱが出来るが、その場合、鎖は力ちから任まかせにしか使えない。

　だが、瞬発加速は骨格によるてこの原げん理りや発条ばねが必要になる。それがため、銀鎖は力で振るい、必要があれば自分自身の瞬発加速で鎖くさりを投じていたが、

　……今まで隠かくしていた戦せん術じゆつの不備ですけど、見破られましたわね……！

　そう思った上で、しかし、とミトツダイラは言葉を心に重ねた。

「だったらこれならば、どうですの!?」

　空中。右肩に担いだ王賜剣は、己おのれの手で構えているのだ。

「この一いつ刀とうは、加速出来ますのよ！」

　言う。そして対する担たん任にんが身体からだの前に浮かせていた長ちよう剣けんを手に取った。

　瞬しゆん間かん。自分達の身体が校庭に届くと同時に、

「────」

　直ちよく上じようから、オリオトライへと奔ほん獣じゆうが激げき突とつした。
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「アデーレ様、届きました！　──以上！」

　武蔵むさし野の艦かん橋きよう内、〝国こく分ぶん寺じ〟の処しよ理りが成功した事に、皆は頷うなずいていた。

〝武蔵野〟は形ながらの一ひと息いきを吐き、〝国分寺〟に視線を向ける。

「よく出来ました、〝国こく分ぶん寺じ〟。まさかしくじった直後、アデーレ様が再射しや出しゆつを望まれるとは。これは恐らく、度たび重かさなる衝しよう撃げきによって頭がおかしくなったと判はん断だん出来ますが、武蔵むさし野のから奥おく多た摩ま艦かん尾び、それも位置が変動する相手に命めい中ちゆうというのはなかなかのものです。──以上」

　という言葉に、皆が動きの小さい拍はく手しゆをする。

　だが、その中で、手を上げる者がいた。

「どうしました、〝昭あき島しま〟。──以上」

「オリオトライ様に直ちよく撃げきという感じですが、乗客にガツンしていいんでしょうか。──以上」

〝昭島〟の言葉に、ふと、〝武蔵野〟は、視線をずらした。

　目が向くのは艦かん橋きよう内の前部。そこにある壁には、外部の光こう景けいが映っている。

　その筈はずだった。

　今、艦橋前の視し覚かく素そ子しに映る画が像ぞうは、中央部分が縦たてに太い黒くろ帯おびを入れられている。

　輸ゆ送そう艦かんの激げき突とつした跡あとだ。それを見た〝武蔵野〟は、無表情な声で、

「──これに比べれば、安いんじゃないでしょうか。──以上」
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　アデーレは、奔ほん獣じゆうから飛び出していた。

　……やった！

　オリオトライも、空中で一いち撃げきを食らってはどうしようもないだろう。ならば、

「どうですか先生！　直撃ですよね!?」

　担たん任にんがどうなったか、アデーレは奔獣の下を覗のぞき込んで確かく認にんした。

　今回は上手うまくやった。そう思う。何故なぜなら、

　……さっきの失敗があったから、今回は奔獣の脚あしを後ろに振ってます！

　下に隙すき間まはない。だから下にオリオトライがいたら、

「────」

　二秒程考えて、アデーレは、

　……あれ？

・あさま：『ちょ、ちょっと、先生グチャアアになってませんか!?』

・●　画：『とうとう、うちのクラスから犯罪者が出てしまったのね……』

・ウキー：『犯罪者ならもういるぞ』

・俺　　：『何だあ──！　何だオメエらその目つきはあ──！』

・○べ屋：『いやいや最近のブームはこっち！　こっちだよ犯罪ブーム！』

・金マル：『全ぜん裸らにうどんが罪ざい人にんって、確かに末まつ世せって感じだよね』

　いつも通り過ぎますって、とアデーレが急ぎ覗き込んだ奔獣の下。

　そこには、あるものが落ちていた。

　オリオトライの長ちよう剣けんだ。長なが物ものの青あお鞘ざやは、校庭に突き刺さる形で、奔ほん獣じゆうを押しのけている。

　つまりこれは、

　……長剣で奔獣を受けて、そのまま逃のがれた？

　だとすれば、と思った時だ。頭部に、後ろから手しゆ刀とうが当てられた。

　あ、と声を上げるより早く、担たん任にんの声が来た。

「──結けつ構こういい判はん断だんね。正直、長剣を構えた瞬しゆん間かんでなければ、ヤバかったと思うわ」

　振り向けば、そこにオリオトライがいる。

　そして笑えみを見せると、担任はこう言った。

「さて、先生は無む傷きずでゴールイン。──先生への攻こう撃げきはもう継けい続ぞくしていないようだし、だとしたら模も擬ぎ戦せんは終了。そんなとこかしらね？」
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　オリオトライの無傷に、同じく校庭に着ちやく地ちしていたミトツダイラは、息をついた。

　呼吸が抜ければ膝ひざも落ちる。

　……くあ……。

　流石さすがに疲ひ労ろうが濃い。

　正直、最後の一いつ刀とうは、構えていたけど振れる余よ裕ゆうがなかった。

　ここまで全力で走り、木々などを叩たたきつけてきたせいだ。

　持じ久きゆう力りよくも今後の課か題だいですわね、と思いつつ、ミトツダイラは銀ぎん鎖さを引く。そしてこちらへと振り返るオリオトライに、問うてみた。

「我が王達、どうなりますの？」

「んー、時間内だといいんだけど。下の木々、どうなってるかしら」

「ああ、それは困りますわねえ」

　呟つぶやいた。そしてオリオトライの視線がこちらに向いているのを確かく認にんした上で、ミトツダイラは静かに告げた。

「喜き美み」

　言った瞬しゆん間かんだった。オリオトライの両りよう脇わきから、五ご指しが突き出した。

「あ」

　オリオトライが、逃げようとする。だが、五指の方が、遅いのだが、的てき確かくだった。

　担任の身体からだの行き先へと指を伸ばし、両の手て指ゆびがシャツの胸を鷲わし摑づかみにする。

　摑んだ。その上で、

「フフ、とったわよ？　先生」

　喜美だ。彼女が笑みで、階段の下へと声を作る。

「ハイ、勝負終了──！　ほうら愚ぐ弟てい!?　ホライゾン!?　賢かしこい姉に感かん謝しやしなさい!!」
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　流石さすがですねー……、と、アデーレは奔ほん獣じゆうの下から長ちよう剣けんを抜きながら思った。

　喜き美みがここにいるのは、彼女が奔獣の中に入っていたからだ。

　皆が走り出す際、作さく戦せんが決められた。それは、ネシンバラが構こう築ちくした内容で、

「必ず、最終ラインで先生に攻こう撃げきを当てる事。それを至し上じようとする」

　そしてそのような事が出来るのは、

「葵あおい君。君の持つ芸げい人にんの〝間〟は、以前も先生の警けい戒かいを無効化してる。だから今回も頼みたいところだが、流石に先生も二度ネタは通じないだろう。だから──」

「ククク、だったら私しかいないじゃない」

　との事で、喜美を最終ラインである校庭にまで送る事になった。タイミングとしては、

「以前のように皆が集合した後では駄だ目めだ」

　だから、なるべく早く。最初のラッシュが届くなら、そこで、と決まった。

　後は簡単だ。このような話し合いがあると悟さとられぬよう、ウルキアガと成なる実みが即そく座ざにオリオトライに突っかけ、その後を自分達が追う構こう図ずになった。

　途と中ちゆう、どのような障しよう害がいがあろうと、最後どうするかは決めていた。

　……だからこその、勝利ですよね……。
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　以前とは違う。似ている結果だが、明らかに違う。それは、

「皆の、勝利です……！」

　そうね、とオリオトライが頷うなずいた。彼女は苦く笑しようで、喜き美みから身を離す。そして両肩を軽く回した上で、

「喜美に仕掛けられると、厄やつ介かいねえ」

「私から見たら、隙すきだらけよ？　先生」

「そうかなあ」

　オリオトライが苦笑する。そして彼女は、

「だとしたら、先生もまだまだ勉強ね」

・ウキー：『おい、誰だれか止めろ。これ以上強くなられたら卒そつ業ぎよう出来んぞ』

・ホラ子：『では先生に勝てたら止められるという事で』

・十ＺＯ：『それ、回を追うごとにパワーアップしてくるで御ご座ざるよ！』

　そんな気もする。だが、今、終しゆう盤ばん集団も後こう悔かい通どおりを抜けてきた。

　まだ時間はある。ならば決まりだ。アデーレは一つ手を打って、こう言った。

「──赤点無し！　完走点基き礎そに、全員クリアですね！」







[image: 第二十五章『ゴールラインの謁見者』]
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　浅あさ間まが校庭に到とう着ちやくしたのは、中ちゆう盤ばん集団にやや遅れたタイミングだった。

　梅うめ椿つばきと補ほ助じよ装備を身につけているので、階段でやや遅れた。そしてまた、トーリとホライゾンも、結けつ構こうマイペースなのでそうなった。

　変わりましたねー、と思うのは、後悔通りを通る時で、昔の事は昔の事と思っていたら、二人が碑ひ石せきを見て、

「やべえ……、あの碑石、そのままだ……」

「ホライゾンの無む印じるしがあそこに埋まってるような感覚なので、どうにかしたいですねえ」

「どうする？　今、持ってく？」

「先生に叩たたきつけたら査さ定ていが入りますかねアレ」

　などと顎あごに手を当てて議ぎ論ろんしたので、とりあえず学校に誘ゆう導どうするのに気を遣つかった。まあきっと、夏休み中に二人がどうにかしようとして、

　……ミトが運うん搬ぱんで、私が碑石を外した際の土地の禊祓みそぎや、置き場所の地ち脈みやく的整備をする事になりますよね……。

　何だかんだで、碑石のようなものは土地のシンボルになる。あの碑石は、花を捧ささげられたりして、それなりに人の思いを背負ってきたのだ。だから、

「ならば青雷亭ブルーサンダーの前に記念として置いておくというのは、ありでしょうか浅間様」

「えっとお……」

　なかなか難しい。

　ともあれそんなこんなで一ひと息いきついて、終しゆう盤ばん集団と合ごう流りゆうすれば、二ふた代よや正まさ純ずみも、ネシンバラも追いついてくる。ネシンバラが、緊きん急きゆうの栄養補ほ給きゆうか、食しよく符ふを嚙かみながら最後にやってきて、

「──で、どんなもんでしょうか、先生」

「ああ、作戦指し揮き、ネシンバラだったのよね。先生ちょっと驚いたわ」

・武蔵野：『……ああ、つまり、全部はネシンバラ様だったのですね……。──以上』

・奥多摩：『出入り不許可に出来ればどれだけいい事か……。──以上』

・俺　　：『ネシンバラ、あんま人に迷めい惑わく掛けんなよ？』

・国　立：『〝武蔵むさし野の〟様！　〝武蔵野〟様！　今の総そう長ちようの発言に対し、物理攻こう撃げきによるツッコミは流石さすがに艦かん橋きよう側としてやってはならない事かと！　──以上』

　……艦橋の皆さんも大変ですね──……。

　しみじみ思っていると、正純が右の手を上げた。

「──浅間、今、武蔵むさしに乗り込んでいる他国の要よう人じんリストは出せるか？　何かもう、偉えらい事になってる気がしてさあ……」

「あー、とりあえず神しん道とうとしては、その人達が何かしでかしたり、こっちにアプローチしてこない限り、仮の氏うじ子ことして扱ってますので……」

「んー。じゃあ他国からの乗り込みをしてきた人、という大きな括くくりでは？　とりあえず名前と出身国とかで」

「あ、それならいけます」

　浅あさ間まは表示枠サインフレームを展開した。

「氏子は、祭の参加とか、そういうのの身分証しよう明めいのためにも、神じん社じや側でリストを出してますからね。閲えつ覧らん出来ますよ？」

　でも、

「すごい大おお人数です。どうします？」
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「御お嬢じよう様さま！　武蔵むさしから膨ぼう大だいな人名リストと〝この中から怪あやしいの抽ちゆう出しゆつしといて〟と横おう暴ぼうが！」

「さっきから騒さわがしくして何しとんねん。あと、加か納のう君、それ面めん倒どうだから武蔵むさしがネルトリンゲン行って以い降こうに絞しぼったってや。どうせその辺りの期間の話やろうし」

「御嬢様！　何か慣れてきましたね!?」
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「よし、じゃあ何とかなるかな」

　という正まさ純ずみの声を、ミトツダイラは校庭に座り込んで聞いた。

　……また下級生には手て間まを掛けますわねー……。

　じんわり思うが、こういう分ぶん業ぎようもこれまでで獲かく得とくした事だ。だったら有りですわね、とミトツダイラが己おのれの思し考こうに自分で決けつ着ちやくしていると、

「おーし、ネイト、よく頑がん張ばったな」

　と、頰ほおに冷たい物が当てられた。紙グラス。蓋ふたと竹ストローがついているのは、

「スポーツドリンクですの？　我が王」

「浅間が用意したものだから中なか身み的には大だい丈じよう夫ぶだと思うぜ。あと、ちょっと尻しり上げて」

　？　と思ってそうすると、王が尻の下にハンカチを敷しいてくれる。座り込んでしまうのは疲ひ労ろうゆえ仕方ないが、

「わ、悪いですわ。こんな事……」

「あるから使う。それでいいんだよ」

　そう言われてしまうとどうしようもない。後で洗せん濯たくして返さねば、と思っていると、王がそのまま顔を近づけてきた。

「──ちょ、ちょっと、我が王、汗あせ搔かいてますのよ私」

「だけど何これ、いい匂におい」

「本当ですか？」

　ホライゾンがやってきて、髪かみ辺りから匂いを嗅かがれる。すると何かと思ったらしい浅あさ間まや喜き美みや、アデーレ達までやってきて、

「クリームですか、これ？」

「いや、バニラエッセンス系けいでしょうか、恐らく」

「う、運動した後にこの匂いは拷ごう問もんです……！」

　なかなかウケがいい。商品化せねば、と思っていると、正まさ純ずみの手元に表示枠サインフレームが返ってきた。オリオトライがそれを見て、

「なーに？　これからいろいろ警けい戒かい？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、関かん東とうに入りますから、羽は柴しば側の人員だって、今回の輸ゆ送そうに便びん乗じようして乗り込んできている節ふしがあります。武蔵むさしは貿ぼう易えき艦かんですし、基本、そういうのは禁止じゃないですからね」

　ええ、と頷うなずいたのは浅間だ。

「前回の、真さな田だや天てん竜りゆうに乗り込まれてから、そこらへんはチェックというか、対応出来るようにしています。乗るのは自由ですが、悪さしようとしたら、それなりにキッツい事になるんじゃないかと……」

　何で他人ひと事ごとのように言いますの？　と思ったが、神様が悪ノリしている可能性もあるのだ。ここらへん、難しいですわね、と感じながら、ミトツダイラは問うてみた。

「ともあれ正純、これから関東に入りますの？」

「ああ、今、北ほう条じようの手前まで来てるからな」

　三み方かたヶ原はらの戦い。そして長なが篠しのの戦いは、ここからもう少し北の辺りで生じている。

　あれからいろいろ変わった、と、ミトツダイラは今、皆を見渡して思う。そして、

「じゃあ、先生が評ひよう定ていしている間。生徒会居きよ室しつか学食で一ひと息いき、というところですわね」

　Ｊｕｄ．、と正純が頷いた。彼女は腕を組み、

「ともあれ期き末まつテスト終しゆう了りよう。──だが、関東入ったらいろいろあるから覚かく悟ごしとけよ、皆。近い内に、瑞典スウエーデン総そう長ちようと、どう関係していくかの話を持ちたいところだし、彼女を含めての、本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうをどうするかも話し合いが必要だ」

　告げられた言葉に、皆が身み構がまえた。鈴すずが顔を上げ、

「む、向こう、戻れる、の……？」

「その前に、安全を確保しなければな」

　つまり、

「関かん西さいには戻れる。が、本能寺の変に介入するための道みち筋すじは、こちらでつける。

　それらのためにも──」

　正まさ純ずみが、東の方角を見た。そこにあるのは関かん東とう。北ほう条じようの土地が有り、遠くには江え戸どと里さと見みが存在している。そして、更さらに向こう、洋上の空に影として見えるのは、

「安あ土づちだ」

　正純が告げた。

「──あれに喧けん嘩かを売りに行くぞ」

　彼女の言葉に、皆が頷うなずいた。その瞬しゆん間かんだった。

　ミトツダイラの視し界かいの中で、オリオトライが不ふ意いの動きを作った。アデーレから長ちよう剣けんを受け取っていた筈はずが、

　……は？

　オリオトライが、正純の横でいきなり長剣を構えたのだ。そして、

「あら」

　金きん属ぞく音が響ひびいた。
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　正純は、何が何だか解わかっていなかった。ただ風が吹き、担たん任にんが、

　……私を庇かばった？

　動きとしては、そう感じた。だが、そうだとすれば、お互いの位置関係から言って、オリオトライがガードしたのは、

「校舎側から……!?」

　余よ計けいに事じ態たいが解らない。

・副会長：『私、学校関係者に狙ねらわれるような事、したか？』
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「御お嬢じよう様さま！　表示枠サインフレームを叩たたき割るなら仕事用ではないものを！　こちら、こちらに用意しましたので思い切りお割り下さい！」

「いや加か納のう君、こういうのは衝しよう動どうやさかい。用意してあると萎なえるんやで」

「御嬢様、こだわりですね……！」
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　何かそんな悪い事したかなあ、と正純は、守られる側として思う。

　ただ、オリオトライの手元からは、金属音の擦さつ過かが聞こえる。向こう、相手は、こちらに叩きつけてきたものへと、力を込め続けているのだ。

　見る。

　するとオリオトライの鞘さやの向こう、一本の鉄線があった。赤の色。それもやはり、

　……鞘さや？

　ならば生じているのは鍔つば迫ぜり合う形だ。そしてオリオトライの正面。そこにいるのは、

「──聞き捨てならない事を聞きました。真ま喜き子こ・オリオトライ」

　女だった。

　低めの女性の声。黒の長ちよう髪はつを風に靡なびかせているのは、見知らぬ長身の女だ。

　年ねん齢れいから言えば、オリオトライよりも恐らく上。M.H.R.R.神聖ローマ帝国系けいに由ゆ来らいする衣い装しようを、しかし男のものへと改かい造ぞうして身につけている。

　男だん装そう、という言葉は、自分にも解わかるものだ。その上で正まさ純ずみは、問うた。

「誰だれだ？　貴女あなたは」

　言った先、女は、鋭い目を細めた。

　だが、口から漏もれたのは、苦く笑しようだった。

「やはり五年、離れていると誰も憶おぼえていないものですね」

「いや、私、二年前にこっち来たので」

「じゃあ今のは無しですね」

　……そうなんだ……。

　何となく、これは関わらない方がいいかな、という感覚が、度ど数すう的に上がってきた気がするが、この状況は何となく気まずい。だからだろうか、

「と」

　オリオトライが、相手を弾はじくように鞘を押し出した。だが相手は、

「そっちでしょう」

　鞘を抗あらがい、押しつけ返してくる。

・●　画：『……何？　譲ゆずれって？』

・金マル：『何で面めん倒どくさいのばかりかな？　昨今』

・あさま：『な、何でこっち見るんですか！　私は次の段階行ってますよ!?』

　浅あさ間まも大たい概がいだな、と思うが、引いたのはオリオトライだった。彼女はこちらに肩で振り向き、

「正純。──すまないわね。狙ねらいは貴女じゃなく私。だから下がって」

　告げる視線が、いつもと違う。警けい戒かいだ。

　その意味が皆にも伝わったのだろう。自分とオリオトライが軽く引き、相手から離れるのに合わせ、ミトツダイラまでが腰を上げた。彼女は両の手て指ゆびを揃そろえ、

「先生狙いって、……何ですの？　この方」

「ええ、よく聞いてくれましたね？」

　自分とオリオトライを視線で流し、相手は鞘を右の肩に乗せた。

「元、武蔵むさしアリアダスト教員──」

　彼女は、細い笑えみで名乗った。

「現、P.A.Oda教員、──石いし川かわ・数かず正まさですよ、私が」
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・ホラ子：『誰だれですか？』

・未熟者：『僕──！』

・眼　鏡：『……ちょっと新しかったね、自己申しん告こくは』

・未熟者：『まあ、任せておいてくれ！　石川・数正は、元々が松まつ平だいら家けの重じゆう臣しんで、酒さか井い・忠ただ次つぐとともに松平側の事務系けい管理をやりつつも、戦せん闘とうに出て武ぶ功こうを立てるような、そんな人だったんだ。だけど──』

・ホラ子：『だけど？　何でしょうか。ハイスタート！』

・未熟者：『Ｊｕｄジヤツジ．、──だけど、松平と羽は柴しばが実質直接激げき突とつした唯ゆい一いつの戦闘。小こ牧まき長なが久く手ての戦いの後、石川・数正は、いきなり羽柴側に出しゆつ奔ぽんするんだ。

　この原因は不ふ明めい。いろいろ憶おく測そくはされているが、松平側は政務など任せていた重臣が敵側に寝返った訳わけで、結けつ構こうな人事変へん更こうや、機き密みつ処しよ理りを行ってる』

・不退転：『それがここでは、教員として、P.A.Odaに行っていると、……そういう訳わけね』

[image: ]
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　数かず正まさは、視し界かいに入っている皆の反応に、心が痒かゆくなるような小さい満足を得た。

「……何ともこそばゆい。状況が状況ならば、逆でしたでしょうにね」

「それは──」

　という、武蔵むさし副ふく会長の言葉に、こちらは会え釈しやくを送るしかない。

「私が担当していたのは、〝梅うめ〟列の生徒達。つまり──」

　つまり、

「邪じや魔まが入らなければ、貴女あなた達を教えていたのは、私なのですよ」
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　浅あさ間まは、急ぎ彼女を照しよう会かいしていた。

　石いし川かわ・数正。

　その素す性じようは、確かに、

・あさま：『言う通りです！　出しゆつ奔ぽん扱いで、武蔵に登とう録ろくが残ってます！』

　だから、だ。だから今、オリオトライに攻こう撃げきを仕掛けても、艦かん内ない加か護ごの反応は薄かった。

　教員としての指し導どう。それは、鞘さやをもて行うオリオトライと同様だ。ならば授業中の今、介かい入にゆうが起きないのは不ふ思し議ぎではない。だが浅間は、彼女の素性に一つ、疑問を得た。

「石川先生？　……先生、出奔は五年前となっていますけど」

　それは、ある人の武蔵到とう着ちやく年代と重なる。

　その答えを、数正が応じた。彼女は目を細め、

「Ｔｅｓテスタメント．、──五年前、新任の教員が来たのですが、アリアダストの席は埋まっていましてね。

　それでまあ、諦あきらめて貰もらうために、相あい対たいしたのですよ」

　はは、と数正が笑った。

「油ゆ断だんか実力か、当時、アリアダスト最強と言われた私が、負けてしまいましてね」

　数正は、鞘の先せん端たんである人物を示した。

「真ま喜き子こ・オリオトライ。貴女に、です」
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・●　画：『つまり、うちの担任、歴史再さい現げんにナチュラル介かい入にゆうというか、天てん然ねん強制しちゃってたって訳わけ？』

・不退転：『……どうりで生徒が強ごう引いんに介入してくる訳ね』

・ウキー：『言っておくが、貴き様さまも今はその仲間だぞ？』
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　まあ、人に迷めい惑わく掛けるのは、うちの関係者ならではですわね、とミトツダイラは思った。

　だが、今、ここで問うておきたい事がある。

「石いし川かわ先生。宜よろしければ教えて下さいません？」

　それは、

「今、……誰だれを教えてますの？」

「羽は柴しば勢ぜい、──十じつ本ぽん槍やりの面々を中心に」

　即そく答とうに、ミトツダイラは息を詰めた。すると数かず正まさは息を小さく吐き、

「教えるような事が無いというか、本人の素質を伸ばした方がいいのもいますけどね。ただ、一年下がメインとはいえ、随ずい分ぶんと手痛い敗はい北ぼくをした者もいますね」

　だから、

「この夏休みでいろいろ鍛きたえねば、と思っていたのですが──」

　数正が左手を振った。そこに出るのは一枚の表示枠レルネンフイグーアだ。IZUMOの紋もん章しようと、教員連れん盟めいの文字が記されたそれは、

「教員命令です。──武蔵むさしの関かん東とう行きを、ここで止めなさい。今、関東に入れば安あ土づちとの一いつ触しよく即そく発はつもあり得ますし、領りよう空くうが干かん渉しようすれば地上側への影えい響きようもあります」

　大体、と彼女は言った。

「──元より、武蔵が来るのは八月十日以い降こうにしろと、そういう指し示じが聖せい連れんから出てませんでしたか？　何故なぜ、こんな早期に？　……聖連への指示違い反はんだと思いますがね」
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・銀　狼：『それは……、嫌いやがらせですものね』

・金マル：『だよね。嫌がらせなんだから、遅く行く必要ないよね』

・ホラ子：『今、間違いなく、ホライゾンどもは〝悪〟ですね。〝悪〟……！』

・副会長：『悪かったな!?　もうちょっとソフトな言い方を募ぼ集しゆうとする……！』

・立花嫁：『宗むね茂しげ様！　宗茂様！　うちのサイトに募集コーナー作らなくていいですから！』
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「ちょっと待って戴いただけますか？　石川先生」

　数正は、正面からの声を聞いた。

　オリオトライ。彼女がこちらに向かって肩をすくめ、

「こちらの移動も、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの講こう和わを手伝うという歴史再さい現げんに準じてます。そして、関東に来るなというのは、P.A.Oda側の教員としての意見ですよね？

　だとしたら私は、武蔵むさし側の教員として、ノーと言わねばなりません」

　彼女の向こう。馬ば鹿かっぽい男子学生が、派は手でな女と一いつ緒しよに「のおおおおおおお」と奇き声せいを上げているが、あれ確か総そう長ちようじゃなかったでしたっけね。

　だが、オリオトライの言う事は解わかる。

　教員は、教員連れん盟めいから派は遣けんされ、各かつ国こくの学生を指導する。無む論ろん、そこで、担当国家の支し援えん役を得る事もあるのだが、

「教員とて、国家間においてはルールとなりえない。そうでしたね」

「だとしたら──」

　身み構がまえを躊躇ためらわない女だ。

　以前は、この思い切りが、何所どこまでのものかを見み計はからいかねた。そこまでは踏み込まぬだろうという領りよう域いきに、こちらが気付く前に飛び込まれたのだ。だが、

「──ここでやりましょう」

　こちらとて、躊躇わない。

「貴女あなたが可愛かわいい生徒達と楽しく修しゆ行ぎようごっこやっている間。私は、生徒を放ほう置ちして自らの修行に打ち込んだのですからね」

　言うと、周囲の生徒達がお互いを目配せした。ややあってから、派手な女が両の手を下に下げた上で、はい、と上げて、そして皆が、

「それは駄だ目めだろ……！」
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「大だい丈じよう夫ぶです。私の生徒達は優ゆう秀しゆうですから、自主的に勉強しますので」

　数かず正まさは言い放った。オリオトライの方を見て、

「どうです。──貴女の生徒とは違います。貴女の生徒は自主的に勉強しますか？」

　オリオトライが、生徒達に視線を向けた。

　生徒達が、皆、座り込んで背を向けていた。耳を押さえている者もいる。

　フ、と数正は鼻から笑いを吹いた。

「自習も出来ない程の不出来な生徒に育て上げてしまうとは。貴女は……」

「いや、うちは生徒の自由を尊そん重ちようしてるので」

「だから駄目なんです！」

　数正は、右の手を上げ、オリオトライを指さした。

「最初の履り歴れき書しよ、コメント欄らんに〝人生楽しいー〟とかナメた事書いただけはありますね!?」

「いや、今でも楽しいですしー。何回書いても同じですよ」

　ねえ、とオリオトライが生徒達に言った。

「自分で自分をつまらなくするようなやり方、教えた事は無いわよね」

　でしたら、と数かず正まさは言葉を続けた。

「楽しいか楽しくないか、ここで切り替えましょうか」

　言う。刀を鞘さやごとながらも構えながら、言ってやる。

「負けると楽しくなくなりますよ」

「残念ですね」

　オリオトライが、皆に下がれと手で示し、背の柄つかに手を掛けた。

「私は楽しかったですよ。負けても、負けても、ずっと負けても、ね」

　だから、と彼女が言った。

「今は、もっと楽しいわ」

　そう、とこちらは応じた。だから後は、身を前に傾け、躊躇ためらう事なく、

「──ハイ、そこまで」

　不ふ意いの声が、お互いの間に入った。

　酒さか井いだ。
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　浅あさ間まは、数かず正まさが慌あわてて跳びすさるのを見た。彼女は直立し、

「さ、酒さか井い学長……！　みっともない処ところをお見せしました!!」

「あ、いや、数正君、そう緊きん張ちようしなくていいから」

　いえ、という数正の声に、浅間は何となく既き知ちを感じた。それは、

　……あ、ネシンバラ君と同じですよね、これ。だって──。

「いえいえ、酒井学長のような方に、名前を覚えて戴いただけてるだけで光栄です！」

・未熟者：『な、何だ皆！　何で僕を見る!?　僕の芸げい風ふう、ああじゃないぞ！』

　まあそういうものです。ただ、酒井が両の手を軽く上げ、数正とオリオトライに距きよ離りをとるように言う。そして、

「真ま喜き子こ君。さっきね？　数正君が挨あい拶さつに来てさ、それでちょっと、羽は柴しば側の現状とかも聞かせてもらったんだよね。あ、数正君は、P.A.Oda側から安あ土づちの状況とか聞いてる感じで、今、武蔵むさしに乗ってそっちに向かってる訳わけだけど」

　だけど、

「たしかにうちらも仕事あったり、やりたい事があるけどさ、羽柴側にも事情というか、ちょっと手て加か減げんして欲しいかな、ってところがあるんだと思うんだよ」

　はあ、と頷うなずくオリオトライの脇わき、正まさ純ずみが手を上げた。

「つまり、両方の顔を立てるようにしろ、と？」

「正純君、解わかってるねえ」

　酒井がこちらを見た。

「浅間君、関かん東とう側のインフラとかも、武蔵が入ったら再調ちよう整せいでしょ？　その場合、安土がいるとちょっとマズいよね？」

　言われる通りだ。武蔵クラスの航こう空くう艦かんとなると、内部の神じん社じやの権けん限げんがかなり強固になり、周囲の地ち脈みやくに影えい響きようを与え始める。

「武蔵が里さと見みの方にまで行けば、確実に安土内の神社と干かん渉しようします」

「その場合、どうなる？」

・賢姉様：『フフ、サクヤがダッシュで酒さか瓶びんもって殴なぐりに行くのよね』

　喜き美みうるさいです。というか実際に想そう像ぞう出来るから怖こわい。

　ただ、武蔵と安土が干渉すれば、何が起きるかは解り切った事だ。

「関東の場であるならば、補ほ修しゆう中の安土よりも、武蔵の方が出力が上ですし、地脈のネットワークも強いです。──安土は艦かん域いき通つう神しんくらいに制限されるかと思います」

　成なる程ほどねえ、と酒井が言った。

「じゃあ、安土が向かってくる可能性もある訳わけだ」
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　正まさ純ずみは、酒さか井いの言葉に手を上げた。

　彼が振り向くのに合わせ、首を左右に振ってこう言う。

「酒井学長。──私達としても、安あ土づちとの戦せん闘とうは望んでいません」

・俺　　：『……おい、セージュン、無む理りすんなよ……。見てらんねえよ……』

・副会長：『うるさいな、ってか早いだろ。もうちょっと見てから言え』

・金マル：『見たら言っていいのかな？』

　それもどうかなー……。

　ただ、今、酒さか井いが促うながしたこの流れは、こちらも望んでいたものだ。

　……酒井学長、こっちを諫いさめるつもりなのか、それとも解わかっているのか。

　この辺り、判はん断だんがつきづらいから、大人おとなは得だよな、と正純は思う。そして、

「ではこうしましょうか。──この、元北ほう条じようの土地、ここで私達は、羽は柴しば勢ぜいに対して少しの猶ゆう予よを与える事にします」

「猶予？」

　数かず正まさが首を傾かしげるのに対し、こちらはこう言うだけだ。

「貴女あなたが安あ土づちに着いた時、それを好きなように表現していい」

「成なる程ほどね。──じゃあ一週間は欲しいわ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷うなずいた。そして自分の方からのオーダーとして、

「──一日だ」
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・礼賛者：『鬼き畜ちく！　鬼畜でいいですね貧ひん多だ君！　キャラ立ってますよ！』

・俺　　：『つーかオメエ、実は交こう渉しようヘタなんじゃねえか疑ぎ惑わくが……』

・副会長：『あれ？　前に英国入る前、ベルトーニがこんな感じじゃなかったっけ？　確か北条との交渉でもネシンバラがこれやったよな』

・○べ屋：『あれはその前に前振りがあったから通じるんだよ……！』

・未熟者：『い、言っておくけど、僕だって１とか言わなかったぞ！　３辺りで妥だ協きようしたんだからな！』

・眼　鏡：『国家間交渉で妥協する馬ば鹿かがどこにいるんだ。ああ、そこかトゥーサン』

・不退転：『というか、貴方あなた達、いつもこんな事を……』





●






　しまった、と正純は思った。

　……数字関係で張り合う交こう渉しようは、ちょっと苦にが手てなんだよなー。

　だが、このままだと、ちょっと悪印いん象しようを向こうに与えてしまう。

　正直、自分としては、七日までだったら何時いつでも別にいいと思っている。

　大だい事じなのは、武蔵むさしを補ほ給きゆうなど完全に出来た状態で、関かん西さいに戻すという事だ。それも、八月中ちゆう盤ばんだといいだろうと思う。

　何しろ、本ほん能のう寺じの変へんが八月の末まつ前後だとして、それまでにいろいろな工作を向こうで行うのに、〝一週間〟という単たん位いが二つあれば充分だと、そう思うからだ。

　ただ、関西入りの八月中盤までに武蔵の準備を整えるには、これもまた一週間は欲しい。

　つまり八月の十五日前後の、一週間前と考えて、七日までは余よ裕ゆう。

　そして、今は三日。ならば、

　……今から四日以内だったら、それで良しだな。

　だが、と正まさ純ずみは思う。流石さすがに一日は、言い過ぎたかな、と。

　相手、数かず正まさは眉まゆを歪ゆがめた顔でこちらを見ている。教員と言うよりも、交渉相手として今は存在している。そんな状態なのだろう。

　数正が、一度、首を傾かしげてから、こちらに指を立てた。五本。そして、

「……五日で、どう？」

　おお、と正純は思った。こういう時、どう言うべきか、と。

　……もう一声、って言うべきだろうか。すると四日になる、かな？

　それとも、

　……三日！　って言うべきだろうか。すると向こうは、中間とって四日にするかな？

　どっちだろう。どっちでもいい気がする。でもどうせなら、三日、って言って、お互いに譲じよう歩ほする感じで四日になるのが、さっきの鬼き畜ちくイメージを払ふつ拭しよくするのにはいいのではないだろうか。うん。そうしよう。

「じゃあ──」

　と言おうとした時だ。不ふ意いにホライゾンが、横から前に立った。そして彼女は、

「──一日です。先さき程ほどの正純様の声が、心に届かなかったのですか」
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　数正は、息を詰めた。

　……ちょっと待ちなさいね……!?

「こ、これは、交渉ですよね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、これは交渉です。しかしティーチャー石いし川かわ、貴女あなたは誰だれを相手にしているのか解わかっているのですか」

　武蔵の姫ひめだ。今いま頃ごろ思い出した。松まつ平だいら・元もと信のぶの娘むすめで大罪武装ロイズモイ・オプロの所有者。彼女は、武蔵の副ふく会長を両手で示してこう言った。

「正まさ純ずみ様に逆らうと、大戦争が起きると知らないのですか。迂う闊かつな事を言えば安あ土づちは戦火に飲まれるでしょう。そのくらい、正純様の交こう渉しようは戦争を呼び込む魔ま法ほうの交渉。その事を理解の上で交渉されるのがいいかと判はん断だん出来ます。──じゃあ一日で」

　ああ、うん、と頷うなずきそうになって、数かず正まさは堪こらえた。

「ちょ、ちょっと待ちなさいね……!?」

　言った。すると、周囲の生徒達が、あ、と驚きの声を作った。

　……は？

　今の自分の反応が、何か悪かっただろうか。視線を巡らすが、生徒達はこちらから目をそらす。否いな、一人だけ、こっちを見ている者がいた。

　その人、武蔵むさしの姫ひめは、しかし無む言ごんだった。こちらを見たまま動かず、三秒程経過した。

　対する自分は、何が何だか解わからず、鈍い汗あせを搔かいて、

　……え？

　これは何の沈ちん黙もくでしょう、とこちらが思っていると、武蔵の姫は頷き一つでこう言った。

「待ちました。──正純様の一勝です」
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・副会長：『私か!?　私の勝ちなのか!?』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．、今、ホライゾンは正純様の援えん護ごで出ましたからね。これは当然、正純様のポイントになります。さあ、ホライゾンがもりもり稼かせぎますよ。正純様はそこに突っ立っていて大だい丈じよう夫ぶです』

・副会長：『うあああああああああ何か凄すごくよくない方に進んでる気がする……！』
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　正直、何が起きているのか、数正には解っていなかった。ただ武蔵の姫が腕を組み、

「では一日です。何か意見はおありですか？」

　今の超理論があるが故ゆえ、待ちなさい、と言えないのが大変辛つらい。

　……言ったら「待ちました」で一勝取られますよね……!?

　だが、今は交渉の場なのだ。

　武蔵の動きを止め、安土を安全に補ほ修しゆうさせる。これは本来、生徒達の行う交渉だろうとは思うが、ここで止めねば武蔵が関かん東とうに入り込んでしまう。臨時の教員権けん限げんとしての介かい入にゆう。そういう事になるが。

　……ここで押されたら、駄だ目めですね……！

　酒さか井いも見ている。狼狽うろたえてはならない。ゆえに、

「ではこうしましょうか」

　数かず正まさは言った。

　日数勝負では駄目だ。現物を出すしかない。ならば、

「──安あ土づちを、関かん東とうに干かん渉しようの少ない南の洋上に出すので、五日分の確保を」

　ふむ、と武蔵むさしの姫ひめが頷うなずいた。彼女は、ふむふむ、と腕を組み、幾いく度ども会え釈しやくした上で、

「聞こえていなかったようですね。──一日です」

「こ、こら！　こういうのは交渉とは言わないですよ!!」

「言います」

　だから、

「──正まさ純ずみ様の二勝目ですね」
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　数正は、視線を別に振った。武蔵の書しよ記き、眼鏡めがねの少年に向かって、

「書記！　これは交渉として正しくないですね！　取り直しを要求します！」

　書記は交渉関係の記録を取ったり、文もん言ごんの管理を行う役やく職しよくだ。

　彼ならば、このような無む茶ちや苦く茶ちやな議ぎ論ろんが記録されるのを避けたい筈はずだろう。だから、

「聞こえていますか!?　武蔵書記！」
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・ホラ子：『ネシンバラ様──!!』
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　数正の視し界かいの中、武蔵の書記が、小さく笑った。

　フと言った彼は、前まえ髪がみを搔かき上げ、横に一度スライドして腕を組むと、

「正しい？　正しくない？　随ずい分ぶんと解わかったような発言だね。ルールは一つだよティーチャー石いし川かわ。うちの副ふく会長は戦争がしたい。それだけなんだ。だから──」

　彼は手を一つ打ち、一度身を回してから、副会長を見た。

「副会長の意い思しは絶対。そうだね？　副会長本ほん多だ君」

　視線の行き先、武蔵副会長がいる。

　こちらは、眉まゆが歪ゆがんでいる己おのれを自覚の上で、問うしかない。

「本ほん気きなのですか？　武蔵副会長！　このような内容が本当だと……！」

　問うた先、武蔵副会長が、組んでいた腕をほどき、右手を頰ほおに当てた。そして彼女は、

「……わーからなかったのか？　武蔵むさしはあ、世界せーふくをだな。し、しじょうとしているのだぞ……!?」





●






・あさま：『あの、正まさ純ずみ？　何で演えん説ぜつ出来るのに、演技出来ないんです、かー……』

・十ＺＯ：『正純殿どの、結けつ構こう照れがあるで御ご座ざるなあ』

・●　画：『というか、乗ってくるとは思わなかったわ』

・俺　　：『わーからなかったのか？』

・賢姉様：『わーからなかったのよね!?』

・副会長：『う、うるさいな！　仕方ないだろ!?　というか、この状態で〝ううん違うよ〟とか言えるか!?　言えるか!?』

・ホラ子：『余よ裕ゆうで言えますが、何か？』

・俺　　：『あのな？　オメエが原因だぞ？　解わかってんな？　そうだな？』
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　ともあれここが納め時だ、と正純は思った。ゆえに、

「──だがまあ、我々が戦争する相手として、まともに動けない安あ土づちというのもいかんだろう。ゆえに、一日と言いたいが、少しの慈じ悲ひを与えようか」

　私こんなキャラじゃないよなあ、と思いつつ、正純は言葉を繫つなげた。

「この、敵地に一人で乗り込んできた勇気に免めんじ、そうだな、……私とそちらの中間で、四日としようか……。そうだなホライゾン」

「イエエエエエエエエエ！　正純様、何と慈悲深い！」

・副会長：『……そのイエエエエエって何だ一体？』

・ホラ子：『戦せん闘とう員いんのＪｕｄジヤツジ．、みたいなものです正純様』

・金マル：『それだと武蔵のＪｕｄ．って、戦闘員のイエエエエエエエみたいなものかな？』

　あまり変わらない気がするのは何故なぜだろう……。

　だが、数かず正まさが、ゆっくりと首を下に振った。

「四日だとぎりぎりですね。一日から始めた補ほ修しゆうは今日きようで三日目。あと四日で七日になりますが、一週間のターンが丁ちよう度どとなります。その場合、一日に発はつ注ちゆうしていた一週間期限の部品などが、組み込めるかどうか。現場に期待しましょうか」

「だったら……」

　と正純は告げた。

「こうしてもいいぞ？　──〝四日後に、そちらが関かん東とうから出て行く〟、という決定を、ここでは行わないようにしよう」

「……は？」

　言っている意味が解わかりにくかったらしい。無む論ろん、自分も、考えながら喋しやべっているのだ。だから今のをアイデアとして、正確に言うには、

「──四日後に、羽は柴しば勢ぜいと会議をしたい。そしてそこで、関かん東とうを安あ土づちが出て行くかどうか、決めるというのはどうだろうか」

「──成なる程ほど」

「正まさ純ずみ様！　正純様！　ギャグに厳きびしい戦せん闘とう国家・武蔵むさしが、そのような甘い判はん断だんでいいのですか!?　まあたまにはいいですよね。──フ、では、恩おんに着るといいかと判断しますティーチャー石いし川かわ。あ、これ、私の勤つとめるバイト先のパンです。お帰りにはどうぞお持ちを」

　紙かみ袋ぶくろを手渡され、肩まで叩たたかれた石川が、無む言ごんで俯うつむいているのは何故なぜだろうか。

　ただ、ハイハイ、と酒さか井いが声を上げた。そして彼は、手を打ち、

「──何かいきなりだけど、両者のメンツ的にはこんなところか。石川君、まだこっちにいるのかい？」

「え!?　あ、いえ、残念ながら、ここで武蔵が止まるのならば、私は他の船で安土へと」

　何故なら、

「──私の指導を待っている者達がいますので」
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　そして石川が立ち去った後、羽柴側から会議の申し出があった。

　内容については、彼女と正純が話し合った通りのもので、

「七日に、安土の今後と、武蔵の今後を決める訳わけだ」

　聖せい連れんの元々の指し示じが八月の十日であったため、この話し合いについては武蔵側が不利ではないかと言われていた。

　何故なら、安土は、もし七日に関東を退出する事になっても、補ほ修しゆうや補ほ給きゆうが三日分足りないだけで済むが、武蔵の方は、この早そう計けいをペナルティと科された上で、関東に封じられる事になるからである。

　この点について、正純は、

「まあ、手は講じてある」

　と軽く請うけ合うだけで、語らない。実際、関東にいる大おお久く保ぼが、行方ゆくえ不ふ明めいではないかといわれる程に連れん絡らく不通となっていたのだが、それはまた、北ほう条じようの空から関東への補給を行う武蔵上でも同じだった。特に武蔵の通つう神しんや結けつ界かい管理をしている浅あさ間まなどは、

「あれ……？　私、先日に感動的な親子話やった筈はずなんですが、最近、生徒会居きよ室しつと鈴すずさんところに泊とまり込みになっているような……」

　という有あり様さまで、武蔵むさし上は多た忙ぼうを極めていたのである。

　そして時間は過ぎ、皆は忙いそがしい中で武蔵むさし側そく壁へき上の人工海かい浜ひんに行く予定を立てたり、夏フェアの本やゲームを通つう販はんするなど無意味な逃とう避ひをしながらであったが、

「──漸ようやくだな」

　七日。会議の日が、やって来たのである。







[image: 第二十七章『寝起き処の来訪者』]
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　ナルゼは、空で欠伸あくびを落としていた。

　朝、というには少し遅い時間だった。自分が飛んでいるのも、配送業というよりも、

　……原げん稿こう出しだものねえ。

　このところ、徹てつ夜やで作業していたものが、漸ようやく出来たのだ。夏のイベント用。現場は有あり明あけだから、実の所、関かん東とうに武蔵むさしが来てくれたのは有あり難がたい。

　もしも讃岐さぬきのままだったら、

「それはそれで、旅行気分だったかもしれないわね」

　とはいえ、このところ、自分の分も仕事をしてくれていたマルゴットには感かん謝しやだ。先さき程ほど、入れ違いとなって彼女は部屋に戻ったが、軽くキスしただけ。帰ったらベッドにいるだろうから、今日きようの生活は添い寝からスタートだろう。だけど、

・●　画：『空が随ずい分ぶんと静かになったわね。……誰だれかいる？』

　呼びかけた先。皆寝てるかしら、という程度の期待を掛けていた。すると、

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、今、皆は生徒会居きよ室しつで寝てる』

　正まさ純ずみが釣つれた。
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　ナルゼは、口くち笛ぶえ一つで言葉を作った。

　実の所、この数日は徹夜も含めて部屋に籠こもっていて、皆の声は通つう神しん上で文字神啓テキストレデイオのように見ていただけだった。

　……マルゴット以外と会話するのも久し振りね。

　そのマルゴットとも、最近は〝気分転換用の会話〟しかしてないのだから、その枷かせを外して話せるのはホントに久ひさ方かたぶりだ。

・●　画：『文明へようこそ私、って感じね。──そっちはどう？　空は静かだけど』

・副会長：『ああ、昼に羽は柴しば勢ぜいとの通神会議だから、船の行き来は最低限にしてるんだ。現状の武蔵内部がどうなってるか、知られると交こう渉しようカードとして使えなくなるかもしれないしな』

　成なる程ほどね、とナルゼは頷うなずき、艦かんや飛ひ翔しよう器きの移動が重なって作られる艦かん間かん対たい流りゆうが無い空を見渡す。口よりも喉を開け、一度、レアな空の大たい気きを吸ってから、

・●　画：『たまにはいいわねこういうの。──でも、静かにしても、もうこっちに乗り込んできてるのはいるんでしょ？　この前の教きよう師しみたいに』

・副会長：『そうだな。マークはしてるが、ちょっと面めん倒どうなのがいるのは確かだ。

　──だけど、そっちはどうだ？　終わったのか？』

・●　画：『もうちょっと学生長なが屋やの通つう神しん関係の主しゆ脈みやくを太くするよう、生活委員か放送委員に言っておいて。作ったデータが大き過ぎて、M.H.R.R.神聖ローマ帝国までうちの回線じゃ送れないのよ。だからこれから奥おく多た摩まの国際通神神じん社じや行って、担たん当とう巫み女こに御お祓はらい』

・副会長：『結けつ構こう面めん倒どうなんだなあ』

　そうでもないわよ、とナルゼは苦く笑しようした。空、遠く前方に商工団のハブ艦かんが浮ふ上じようしてきているので、遠回りに避ける軌き道どうをとりつつ、

・●　画：『通神で送る際、禊祓みそぎに引っかかるデータがあると抽ちゆう出しゆつされるのよね。つまり修正ミスってると駄だ目めなの。うちの魔術テクノマギ通信経けい由ゆだとそこらのサービスがキャンセルされて、修正ミスが発生する時あるけど、神じん社じや経由だとそれが無いから安全』

　ただまあ、とナルゼは吐と息いきした。

・●　画：『これだけあって、徹てつ夜やブチかましてると、修正多発だから、神社の巫女さんにかなり注意されるわ。向こうも確かく認にんで「この〝いと、いとをかしっ、をかしてっ〟というのはどういう意味ですか。をかしいんでしょうか」とか聞いてくるから、こっちも「それは文法としてですね」って解説するハメになるんだけど』

・副会長：『相互羞しゆう恥ちプレイだな』

　自然発生的にそうなるから仕方ない。ただ、

・●　画：『まあ、私はあと一、二時間くらいで解放されるけど、ネシンバラとか大だい丈じよう夫ぶかしら。今日きようにはイベントの正式日時が発表されるけど、例年でいうと大体中ちゆう盤ばんだから、そろそろ一週間を切るわよ？　印いん刷さつ所じよ、捕つかまえてる以前に、原げん稿こう出来てるのかしら？』

　ああ、と正まさ純ずみの声が聞こえた。彼女は、んー、と何かを思い出す口く調ちようで、

・副会長：『そこらへん、何か皆に手伝わせて、小説とは別のもの作るらしいぞ？』

　また焦あせって俄にわかな手出しを……、と思うが、正純に言っても仕方が無い。

・●　画：『ろくな事にならないと思うわ。でも、正純？　マルゴットと一眠りしたら、そっち行くわ。狙そ撃げき手しゆは護まもり手として必要でしょ』

　頼む、と言われ、そしてやや迷ったような間が来た。

　だからナルゼは、鼻で笑って言う。

・●　画：『何よ一体。魔女テクノヘクセンに言ってみたら？』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、先さき程ほどだが、──この羽は柴しば勢ぜいとの会議の後、日時任にん意いだが、クリスティーナからの会議依頼が来た』

　どういう事かは解わかる。つまり、

・●　画：『武蔵むさしが、こっちに封じられるのかどうか。そこらへんを見切った上で、瑞典スウエーデンとしては去きよ就しゆうを決めたい。そういう事？』

・副会長：『どう思う？』

　どう、って、決まっている事だろう。

・●　画：『私達は、関かん西さいへと戻る。その方法はあるんでしょ？　だったら羽は柴しば勢ぜいに、そこらへん叩たたきつけて来なさいよ』

・副会長：『そう言って貰もらえると非常に有あり難がたい』

　何故なぜなら、と正まさ純ずみが言った。

・副会長：『実際の動きが生じる時、──少々、驚く事になるぞ』

・●　画：『アンタのギャグと同じくらいには期待してあげるわ。──ちゃんと頼むわよ』

　Ｊｕｄジヤツジ．、という応答と共に、通つう神しんが切れた。

　もうちょっと話したい気もしたが、向こうも向こうで忙いそがしいのだろう。

　そしてこちらも、だ。

「と」

　そろそろ降りる軌き道どうを取らないといけない。いつもの配送とは違い、距きよ離りは短いのだ。

　眼がん下か。朝を過ぎたばかりの奥おく多た摩まの表ひよう層そう部ぶがある。甲かん板ぱんでは、この数日が多た忙ぼうであったせいだろう、臨時の市いち場ばが開かれ、補ほ給きゆうで余った物資などが売りさばかれている。

　そこに集まり、流れていく人の中に、ナルゼは見知った姿すがたを見つけた。

「──東あずま」
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　ナルゼの見る一帯。市場は極東K.教導院K.購買部K.の主しゆ催さいなのだろう。レジのバイトを終えたらしい東が、迎えの人ひと影かげに両腕うでを上げて自分の存在を示している。

　相手は、車椅い子すの少女と、半はん透とう明めいの幼よう女じよだ。

　車椅子からは人ひと波なみが邪じや魔まで、しかし東が両腕を掲かかげているので、

「────」

　三人が合ごう流りゆうした。既すでに車椅子の姿が紙かみ袋ぶくろを抱えている辺り、あとは帰るだけ。ちょっとまだ同どう棲せい感が薄いわね、と批ひ評ひようしている間に、三人は下りのリフトへと移動する。

　その姿を見送りながら、ナルゼも降こう下かをしていく。こっちはこっちで、忙しいのだ。
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　自室に戻って来て東が始めたのは、部屋の掃そう除じだった。

「──パパも大変ねえ。このところで夜や勤きん入れて、戻って来たら片付け掃除。……別に、私に合わせず寝ててもいいのよ？」

「ミリアムが寝てる間にドタバタするのも駄だ目めだよ」

　言って、東は床を担当する。

　ミリアムがベッドの布ふ団とんをめくって隙すき間まに落ちたものを拾い上げる横、自分がするのは、彼女の手が届かないベッドの下や机の下を箒ほうきで掃はき、モップで拭ぬぐっていく作業だ。

「皆、生徒会居きよ室しつを片付けたと思ったら、すぐに荒れる事になって、なかなか難しいみたいだったね。余よの方、私生活の方はちゃんとしておきたいと、そう思った」

「変わった反面教きよう師しねえ」

　そうだね、と頷うなずく手元。ミリアムが車椅い子すで生活しているため、机とベッドの下は物が少ないかと思えば、

「結けつ構こう、下や低い位置にいろいろあるね」

「車椅子のリクライニングが優ゆう秀しゆうなのよ。武蔵むさしだと置き場所は少ないし」

　そう、と頷き、机の下を見れば、棚たな代がわりの板が増設してある。

　釘くぎやネジで止められたものではない。引ひき出で物ものか何かの菓か子しの空あき缶かんを立て、それに板を渡してあるだけの棚だ。

　今までそこに視線を向けたり、視し界かいに入った事はあったと思うが、〝本の群がある〟くらいにしか捉とらえていなかった。

　他人のプライベートを見るようで、東あずまは手を止める。

「──この、下の、余が見ちゃっていいの？」

「いつも見えてるでしょ？　今いま更さら隠かくすくらいなら初めから隠してるわ」

　ミリアムらしい、と思うが、だとすれば問うたのは自分らしいのだろうか。そんな事を思っていると、ミリアムの苦く笑しようが聞こえた。

「思い出したわ」

「何を？」

「春の事。貴方あなたが来た時、いきなりだったのよ」

　確かに、そんな雰ふん囲い気きはあった気がする。だが、

「──あの時、その辺りを片付ける暇ひまも無いわね、って、開き直ったの」

「今、見ていいの？」

「開き直った女から視線を逸そらすのは失しつ礼れいだと思わない？」

　でも、

「今更ね。そういう事を、思い出したわ」

　小さく笑っているという事は、機き嫌げんがいいのか。半はん透とう明めいの幼よう女じよも、初めは掃そう除じに付き合っていたが、今は疲れて寝てしまっている。

　ミリアムが、少女に毛もう布ふを掛けながら、

「ホント、今更。──当時と今は、何もかも違ってるというのにね」

「余も、まさか女の子の部屋を掃除するとは思わなかったよ」

「ここは貴方の部屋でもあるのよ？」

「じゃあミリアムの本は余よの本でいいのかな」

　言って振り向いた視線の先。ミリアムが口を横に開いて赤せき面めんしていた。

　……え？

　と首を傾かしげると、ミリアムが深く息を吸った。

「ちょっと待って」

「何秒？」

「そこまで要いらないわ。──前に開き直ったんだから。再開放必要とは思わなかったけど」

「な、何が」

「ここは貴方あなたの部屋でもある。そういう事よ。だから──」

　だから、

「自分のものを見て、感想とか言わないわよね。その辺りは解わかっておいて」

　彼女の言っている意味は解らない。

　だが、うん、と応じるべきなのは解っている。そのくらいは理解の仲だ。そしてモップを机の下に入れて、ふと、東あずまは机の下に並ぶ本のタイトルを目に入れた。

　編み物。

　ベッドメイクや生活の術じゆつ。

　日々の疲れやストレスをとる体たい操そう。

　……うん。

　いつものミリアムの、そのままとも言えるものがそこに並んでいた。

　参考書や辞じ書しよもあるが、これは結けつ構こう古い。机の上にあるのが新版なら、これは使い慣らしたもので、御お守まもりのようなものだろうか。そして、

　……あ。

　料理の本が、一番端はしに数冊さつ並んでいた。
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　東は見た。ミリアムの机の下に並んでいる草そう紙し本の並びを、だ。

　たった四冊。

　軽い手料理。

　季節料理。

　飲み物やデザートの作り方。

　それらのマナー。

　そういったものが、そこにあって、東は深く息を吸った。

　鼓こ動どうが二、三度、乱れたように鳴ったのは確かな事だ。無む論ろん、それは、

　……い、いや、単に料理の本だよ。

　己おのれを無む理りに自制させる事で、驚きに捉とらえられるのは免まぬがれる。しかし、

　……うん。

　正直言うと、もっと、〝広い〟ものがあったらどうしようと、そう思っていた。まだ未み熟じゆくな世界地図や、紀き行こう本ぼんなどがあったら、どうしようかと。

　その場合は、ミリアムを外に連れ出すしかないかなあ、と、そんな考えを得たのだ。

　自うぬ惚ぼれだ。

　自分が彼女を引っ張っていけるというのは、おこがましい思い込みだ。だって、

「────」

　ここにあるのは、全部、彼女が自分からやらねばならない事だ。

　ただ、東あずまはミリアムが調理しているのを見た事がない。基本は外食。場合によっては携けい帯たい食を買ってきて、それで済ませている時もある。

　本人が言うには、

「動かないから、お腹なか空すかないのよ」

　と、逆にこっちが「気になるなら貴方あなた、食べてきなさいよ」と背を押される始し末まつだ。

　しかし、モップを動かす手を止めないようにしながら、東は思う。

　……余よは、まだまだだなあ。

　外に連れ出そう、という思いがあった事に、自分で引っかかってしまっている。

　料理と同じだ。

　料理をこちらが始めて、そこにミリアムを巻き込んだからと言って、彼女が〝料理をした〟事にはならない。

　外に連れ出すのだって、ミリアムが〝外に出た〟訳わけではない。

　……うーん……。

　と、気付けば、時間を掛け過ぎてるように思う。机の下から身を出して、横のスペースに移動する。すると、

「東」

　声が後ろから聞こえた。

「──掃そう除じ終わったら、外に連れてってくれる？　この子も私も、埃ほこりを払いたいわ」

　息を詰めた。声を震わせないようにして出す台詞せりふは、

「出たいの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──最近、そう思うようになったの。誰だれかのせいで」
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「──馬ば鹿か、何を泣いてるのよ、いきなり」

　不ふ意いの、乱れた呼吸のような彼の涙に、ミリアムは半なかば驚き、半ば冷静な自分を感じた。

　……そうよね。

　何となくだけど、いつか、こういう時が来るような気がしていた。

　正直、何故なぜ、彼がいきなり泣き出したのか、自分には理解出来ない。

　だが、感情とは、いきなり瞬しゆん発ぱつするものでもあれば、知らず知らずと積み重なって溢あふれるものでもある。前者は禁きん忌きや逆げき鱗りんとして即そく座ざに理解出来るが、後者は別だ。

　今はきっと後者だ。

　机の下で何を見たかは解わかるが、そこで何が積もったのか。そして今まで、無む意い識しきにでも何を溜ため込んでいたのか。

　私は本当に聡さとくないわね、とミリアムは、しかしそれを受け入れる。

「解らない事ばかりよ、貴方あなた、東あずま」

「ご、御ご免めん」

　モップを手に涙を拭ぬぐう姿すがたは、元の身み分ぶんなど感じさせないものだ。

　だが、彼は目め尻じりを拭ってこう言った。

「有あり難がとう、ミリアム」

「何だか解らないけど、どう致しまして。──こっちだって感かん謝しやしてるの忘れないでね。貴方、結けつ構こう自分の中だけで片付けようとする傾向にあるから」

　言ったら、一ひと息いきおいて更さらに泣かれた。

　まあいいわ、とミリアムは言う。

「泣くのって、一いつ説せつによると、──現状を受け止め切れなくて、処しよ理り不可能になった知らせとして脳のうが涙を流させるんだそうよ。そしてとりあえず〝代わりの処理をした〟事をフックにして、現状を認めていく事が出来るんだって。

　嬉うれしい時は、その幸福をどう受け止めていいか解らなくて。

　悲しい時は、この不幸な現実は噓うそな筈はずだと、一いつ旦たんはそう信じようとして、ね」

「ミリアム」

　東が、小さく、欠けたような笑いを作って目尻を拭った。

「──いつも通りで、有り難う、ミリアム」

「私が貴方に理り屈くつくさくなるのは、どういう時だか解ってる？」

「？」

「貴方を理解しようとしている時よ。ほら、こっち来なさい。モップ摑つかんで泣かれるとか、普通にあっていい状況じゃないわ」

「御免」

　そう言わなくなる時が、いつか来るのだろうか。それとも、

　……どうかしらね。

　末まつ世せと言われる世の中だ。戦せん国ごく時代で三十年戦せん争そうも重なっている。世の中の動きに対して、自分のような不自由ある身は左右をされやすいのだ。ならば、

「ほら、今だけよ、特別」

　布ふ団とんの横を叩たたくと。彼が来た。迷いがないのがいい度ど胸きようだと思うが、ひょっとして、

　……尻しりに敷しいてるのかしら、私……。

　だが、横と言うよりも、向き合うように座る彼の目め尻じりに涙を見つければ、

「ほらじっとして、下手へたな女の子より線細いんだから、湿しめると勿もつ体たいないわよ」

「ミリアムに比べて、どう？」

「私は上じよう手ずな女の子だから、任せておきなさい」

　ハンカチで拭ぬぐっていると、おとなしくされる。手の動きと、している事から、友人に化け粧しようしているような錯さつ覚かくを得もするが、

「……何だか、お疲れ様ね、東あずま？」

「何が？」

「貴方あなたが、三み方かたヶ原はらの戦い以い降こう、自分に何か出来ないかを考えてたの、私、知ってるわ」

　彼がこちらを外に連れ出そうとしたり、仕事を外で見つけたり。それでいて、三人、共にいる時間が長くなったのも、あの敗はい戦せん以降だ。

　東としてみれば、自分達は、何かしようとする己おのれにとっての最短距きよ離りにある証しよう明めいと、そういう事だ。

　少なくとも「ミリアムや少女のため」とか言い出さなくて有あり難がたい。更さらには、それでいてこちらを一番に選ぶのも、

　……有り難いって思ってる？

　深く考えると、この場の自分を保つのが難しくなりそうなので、保ほ留りゆうとした。後で思し案あん。

　ただ、今の東には、言っておく事がある。

「貴方の、生まれから来る最大の選せん択たく肢しについて、貴方、副ふく会長に進言した？」

　問いかけに、東は頷うなずいた。だからミリアムは苦く笑しようして、身を傾けた。

　東の額ひたいに己の額を当てて、

「馬ば鹿かね」

「何が？」

「うちのクラスの皆は、貴方が申しん告こくしたら、それを避けようとするわ」

「……何で？」

「捻ひねくれてるから」

　東が笑った。確かにそうだという雰ふん囲い気き。だけどそうなったら、

「ほら、掃そう除じ手伝うから、終えたらまた外出ましょう。貴方は編へん入にゆう時じのテストがあったから再テスト免めん除じよ、私は体育不参加だから元々免除。どっちも既すでに夏休み状態だったんだものね。

　とはいえ皆もそろそろ会議でしょうし、外出に不ふ義ぎ理りは無いわ」

　それに、とミリアムは、ベッドの縁ふちからあるものを指に掛けて持ち上げた。

「──掃そう除じしたらこんなの見つけたんだけど。ほら、黒くろ髪かみ、何処どこの女の子のかしら？」

「余よの髪じゃないの？」

「疑いないのね──」

　ミリアムはベッドに横倒しになる。え？　と驚く東あずまに対し、今の状況の感想としては、

「天然で捻ひねくれてるから困るわ」
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「──で、何ともまた、このタイミングで捻くれた来客だな」

　昼の校舎前。教きよう導どう院いんの二階に通じる橋きよう上じようで、正まさ純ずみは呟つぶやいていた。

　これから自分は、昼に行われる会議のため、一度帰き宅たくして身み形なりを整えようと、そんな風ふうに思っていたのだが、

「正純様、こちらの御客様が機き密みつに面会を求められていたため、この〝武蔵むさし〟が御案内致しました。宜よろしいでしょうか。──以上」

「Ｊｕｄジヤツジ．、それは構わない。ただ──」

　と視線を送った先には、細い影が立っている。

　一目で、自じ動どう人形だと解わかる。それも古いタイプ。そういった生せい気きの無さと、緊かたさだ。

　……だけど、何処どことなく、風ふう格かくあるな。

　年期というものだろうか。

　着ているのはP.A.Oda系けい。しかし色は白で整え、侍じ女じよ式にアレンジしてある。武蔵上で、目立った声も聞かなかったのは、その様よう相そう故ゆえだろう。

　肩辺りで切られた髪を揺らし、相手がこちらを見た。そして、

「突然のお呼び立て、失しつ礼れいします」

　不ふ意いを突かれたと、そう思えるようなハッキリした挙きよ動どうで、彼女が頭を下げた。

「本日は、達たつての願いあって参まいりました」

　淡たん々たんとした声と、切せつ望ぼうを含む台詞せりふが合っていないような気がする。この辺り、やはり古い自動人形と、そういう事なのだろうか。

　だが、彼女は面おもてを上げた。

　こちらを見み据すえる茶ちや色いろの瞳ひとみ。その色を見ながら、正純は頷うなずいた。

「一体、何用だ？　P.A.Odaの自動人形が」

「Shaja、──公的には、今回の会議のような事があった場合のため、本国への通つう神しんラインを確保する事です。しかし、その担当であった大おお谷たに・吉よし継つぐ様が、武蔵側の結けつ界かいに阻はばまれるようになってしまったため、物理的にアンテナ役がいなければなるまいと」

　ゆえに、と彼女は言葉を続けて、こう名乗った。

「P.A.Oda放送委員長。──森もり・蘭らん丸まる。正式に讃岐さぬきから搭とう乗じようさせて頂いただいております」
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「何ですの？　いきなり森・蘭丸なんてビッグネームが来るなんて」

「ミト、……ミトも結けつ構こうビッグネームですからね？　後こう世せでの経済効果が半はん端ぱないと傍ぼう論ろんで書かれてるくらいなんですから」

　いやまあ、とミトツダイラは口ごもった。後世の内容がどういうものかは不明だが、

　……それらを果たすためには、私、諸しよ国こく行あん脚ぎやとか越えち後ごの反たん物もの売りをしなければなりませんのよねー……。

　卒そつ業ぎよう後ごでいいだろうか、と、そんな事を思いつつ、身を低くして外の状況を聞く。

　見れば、生徒会居きよ室しつにいた皆も、寝ていた目を覚まし、同じように身を低くしている。

　ホライゾンが、分離した両腕うでの親指を上げて見せている辺り、〝続行せよ〟という事なのだろう。

　ゆえにミトツダイラは、音声記き録ろくを取っている浅あさ間まと共に、外の気け配はいに集中した。

　だが、一体どういう事だろうか。

「森・蘭丸といえば、織お田だ・信のぶ長ながの小こ姓しよう筆ひつ頭とうという感じの、側そつ近きんですわよね？」

「ええ、聖せい譜ふ記き述じゆつの傍ぼう論ろんでは〝大体が男だん装そうだったりホモショタになる〟と書かれてるような人の筈はずですけど、まさか自じ動どう人形とは」

　中性仕し様ようかもしれませんわね、と、そんな事を思っていると、声が聞こえた。

「──武蔵むさし副ふく会長」

　蘭丸が、淀みない口く調ちようで言葉を作った。

「用件を述べさせて頂きます」
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　正まさ純ずみは、身み構がまえなかった。

　すぐ上には、皆がいる。万まんが一いちがあっても、対たい処しよは可能だろう。だから、

「何だ？　聞ける範囲ならば、聞こう」

「Shaja、有あり難がとう御ご座ざいます。では──」

　一いち礼れいの後、蘭丸がこう言った。

「個人的な願いです。信長様も、他、誰だれも、関係ありません」

「了りよう承しようしよう。他た言ごんもしないと」

「Shaja、有り難う御座います。では、もう一つ前ぜん提ていとしますが」

　言われた。

「──武蔵は、いずれ西に戻り、本ほん能のう寺じの変へんに介かい入にゆうしようと、そう思っていますね？」

　彼女の疑問に答えるつもりはない。それを向こうも解わかっているのだ。

　だから、それを〝前ぜん提てい〟とした上で、彼女は他た言ごん無む用ようの私的な願いを言う。

「明あけ智ち様のいる京きよう都と」

「……は？」

　いきなりの名前と地名。それに対し、思わず疑問詞しをこちらは作っていた。

　しかし蘭らん丸まるは、無表情な顔をまっすぐ向けてきた。

　そして彼女は、淡たん々たんとこう言った。

「──本ほん能のう寺じの変へんが終了するまで、あの場所には、近づかないで頂いただきたい。

　私の要望はそれだけです」
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　さて、そんなわけで『境きよう界かい線せん上じようのホライゾンⅧ上』をお届けいたします。とうとう前作抜いてⅧまで来ましたねー……。皆様、どうも有あり難がとう御ご座ざいます。

　応おう援えんを頂いただいた御お陰かげで、去年の十一月にはサイドストーリーである「ガールズトーク」も発はつ刊かん出来ました。こちら好こう評ひようで、続ぞつ刊かん希望の声に応こたえていければ、と思ったりです。

　で、本ほん編ぺん、とうとう夏休みです。自分の夏休みとかどうしてたかなー、と思うとX68Kで経けい営えいシミュレータ作ってたり熱あた海みまでチャリンコで行ったりとか、中学校時代なんかは本作のベースとなるものを書こうとしてしくじって頭抱えてたりみたいな感じで、まあいろいろでした。あんまし今と変わってない気も。

　とはいえ本編、事じ態たいとしてはⅦからの繫つながり、国家間の歴史再さい現げんが封じられ、各かつ国こくは内政と策さく謀ぼうの時期になる訳わけですが、時代の進行として見れば、羽は柴しばが天下を取るか取らないか、というあたり。実際この時期、大体の国が自分達の落ち着く処ところを見み据すえていたりですが、そこから関せきヶ原はらあたりに向け、策謀の根回ししてた松まつ平だいら陣じん営えいの隠かくれアナーキー振りが凄すごいというか。当時のインフラ状況から言うと、確かに地方大だい勢せい力りよくには何処どこも手が出しづらいとは言え、周辺懐かい柔じゆうしていって、羽柴の死後、大たい半はんに自分の位置を認めさせる流れを作ってたあたり、結けつ構こう半はん端ぱないと思ったりですねー……。

　ともあれいつものチャット。

「で、学生時代に何かあった？　犯はん罪ざい自じ慢まんも怪我けが自慢も何でもありだけど？」

『あー。うちの大学さ、山奥の研究系けいなんだけど、寮りようとか無くてさ。で、現地アパートだったんだけど、上階の住人がダンス？　何かやっててうるさいのよ』

「横だったら壁ドンして壁に愛を語ると横の住人逃げていくだろうけどな。それで？」

『ああ、それで大おお家やに言っても解決しないんだけど、裏山行ったら間かん伐ばつで結構いい丸まる太たがあってさ。だから上の住人がうるさかったら、それで下からドォンってファックしてやってな』

「丸太でメタル系になんなよ。天てん井じよう抜けるぞ」

『──いや、ちゃんと調べて柱はしら？　それっぽい処ファックしたから。そしたら三日目くらいに上の住人がすげえ形ぎよう相そうでやってきて「何やってんだ！」って言うから、俺おれ、丸太抱えて「ヨガです」って言ったら静かになった』

「ヨガファッカーかー」

　ともあれ今回、ＢＧＭはDanny Byrdで「Like a Byrd」で。夏の屋や根ね上うえダッシュはこんなイメージでしょうか。しかしまあ、

「誰だれが一番点数とったんだ」

　という感じで。では次まで、少々お待ち下さいませー。


平成二十六年十一月　何か雨連続の朝っぱら　　　　　　

川かわ上かみ稔みのる
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